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2005 ~ 2009年の山口県日本海域における

海洋生物に関する特記的現象

河野光久*1・堀 成夫*2・土井啓行*3

Noteworthy Phenomena on the Marine Organisms in the Southwestern Japan Sea 

off Yamaguchi Prefecture during 2005-2009 

Mitsuhisa KA WANO， Shigeo HORI and Hiroyuki DOI 

Noteworthy phenomena on the marine organisms in the southwestern Japan Sea off Yamaguchi 
Prefecture during 2005-2009 are examined and listed in chronological order. A total of 304 species 
have been identified including an algae species. a poriferan. 19 cnidarians. an annelid. 46 mollusks. 18 
arthropods. 14 echinoderms. four tunicats. 192 fishes. three reptilians. five mammals. The total number 
of identified species conspicuously increased in comparison with the previous five years (187 species). 
which would be caused by the increase of warm water species in relation to the continuation of higher 
sea water temperatures. We showed the possibility of reproduce of Trachipterus ishikawae in this area 
based on the monthly change of body size. In addition. we showed the three noteworthy phenomena 
which would be affected by short-term fluctuations of the environment. 

Key words : Marine organisms; Southwestern Japan Sea; Warm water species; Trachipterus ishi.伽叫E

山口県水産研究センター，萩博物館および下関市立

しものせき水族館の3者は，山口県日本海域において

近年頻繁に発生するようになった海洋生物に関する特

記的現象について， 2004年から連携して情報の収集

と蓄積を行うとともに，現象のメカニズムの解明に努

めている。この共同研究で得られた 1984~ 2004年

の海洋生物情報については前報 1)で報告し， 1997年

以降水温の上昇に伴い熱帯・亜熱帯性種が顕著に出現

するようになったことを明らかにしたところである。

キ1 山口県水産研究センター外海研究部

本報告はその後の5年間， 2005 ~ 2009年の特記的

情報を年別に整理し，出現の概要を示すとともに，主

要な現象のメカニズムについて考察を加えた。

材料および方法

本報告では， 2005 年 1 月 ~2009 年 12 月に山口

県日本海域(図 1)において，筆者らが直接携わった
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によって得られた情報，および外部から寄せられた情

報のうち，筆者らが 2011年 7月末までに真偽を確

認できたもの在対象とした。水温情報に関しては萩港

見島聞を航行する定期旅客船が山口県水産研究セン

ターの委託により 1964~ 2009年に萩港北北西 15

海里点(図1)で日々観測した表層水温，および山口

県水産研究センターが 2006~ 2008年に長門市大泊

地先(図 1)で日々観測した表層水温を用いた。
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図 1 調査対象海域
.:定期旅客船による萩市沖表層水温観測点。

0:山口県水産研究センターによる長門市大泊
地先表層水温観測点。

種の同定は中坊 213.4)，西村 5，6)，奥谷 7)，佐波ら 8)，

中村・上野 9)，三宅 10，11)，千原・村野 12)および岡田

ら 13)によった。

また，それらの文献に掲載されている種ごとの分布

や生息環境に関する記述に基づき，浅海・表層(水深

200m未満)に生息する種を西村 5)が提唱した次の3

つの生物地理群集 (Tr，Te， Fr)へ，水深 200m以深

に生息するものを深海性種 (D)に区分した。

Tr:熱帯・亜熱帯性種(インド・西太平洋系)

Te:温帯性種(東亜系)

Fr:寒帯・亜寒帯'性種(北太平洋系)

なお，上述の文献による分布や生息環境に関する記

述だけでは明確かつ客観的に生息域を識別できない種

については，あえて他の情報を追加して考察し区分す

ることは本研究の範鴎外であるため，区分未了として

該当欄に「ー」と記した。
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情報を年譜として記録した付表に関する凡例は以下

のとおりである。

サイズ計測部位の略号

藻類

LL:葉長

刺胞動物

BD:径

軟体動物

頭足類 ML:外套長， TL:全長

貝類 ShL:殻長， ShH:殻高， ShW:殻幅

節足動物

TL:全長， SL:体長， CL:甲長， CW:甲幅

腕皮動物

ヒトデ類 R:幅長

ウニ類 ShW:殻径， ShL:殻長， ShH:殻高

ナマコ類 BL:体長

尾索動物

BL:体長

魚類

TL:全長， FL:尾叉長， SL:標準体長， DW:体盤幅，

BW:体重

艇虫類

CL:甲長， BW:体重

晴乳類

TL:全長

情報入手機関の略号

YG:山口県水産研究センター外海研究部

SA:下関市立しものせき水族館(海響館)

HM:萩博物館

標本・情報保存形態の略号

Pr:液浸， F:冷凍， D:乾燥， Ph:写真

標本・情報所蔵場所の略号

YG:山口県水産研究センター外海研究部

SA:下関市立しものせき水族館

HM:萩博物館

HUMZ:北海道大学大学院水産化学研究院海洋生物

学講座

NUF:水産大学校

結 果

2005 ~ 2009年の 5年聞に情報を入手した生物の

種数は，藻類 l種，海綿動物 l種，刺胞動物 19種，

環形動物 l種，軟体動物 46種，節足動物 18種，腕

皮動物 14種，尾索動物4種，魚類 192種，聴虫類3種，

および晴乳類5種の合計 304種であった。これは前

報で報告した 1984~ 2004年の 187種 1)を 117種



も上回った。

確認された 304種のうち，生息域区分が可能であっ

た 187種における内訳は，熱帯・亜熱帯性種が 134

種， 71.7%，温帯性種が35種， 18.7%，寒帯・亜寒帯

性種が9種， 4.8%，深海性種が9種， 4.8%であった。

このうち熱帯・亜熱帯性種の種数と構成比を主な分類

群ごとにみると，刺胞動物で2種， 28.6%，軟体動物

で23種， 82.1%，節足動物で8種， 7.5%，腕皮動物

で3種， 50.0%，魚類で 95種， 74.2%，聴虫類で3種，

100.0%であった。

1984 ~ 2004年に情報が得られた生物以外で今回

新たに情報に加わった生物は 222種に上った。その

内訳は，藻類が l種，刺胞動物が 16種，環形動物が

l種，軟体動物が 30種，節足動物が 16種，赫皮動

物が 13種，尾索動物が4種，魚類が 134種，艇虫類

が2種，晴乳類が5種であった。

各々の情報は年譜として付表に示した。以下に各年

の概要を記述する。

特記的現象の概要

2005年

軟体動物では，アカイカ Ommastrephesbartramiiと

アブライカ Nototodarusphilippinensisがそれぞれ 1

月30日と 4月22日に 1個体ずつ萩市沿岸の定置

網で漁獲された。また， 10月27日にはソデイカ

Thysanoteuthis rhombusの卵嚢が萩市見島漁港内で確認

された。

魚類では，熱帯・亜熱帯性種でかつ外洋表層性種で

もあるホソアオトピHirundichthysoxycephalωの幼魚

が 9 月 26~28 日に長門市仙崎漁港内に大量に来遊

し，多くの釣り人で賑わった。また， 12月2日には

稀少種テングノタチEumecichthysfiskiが長門市仙崎湾

でいわし船曳網により漁獲された。

2006年

魚類では， 1月6日に長門市仙崎漁港内でウスパハ

ギAluterusmonoceros，ホシフグArothronρrmamentum

およびクサウオLilロαrおtanakaeの海面浮遊現象が見ら

れた。また， 4月から 5月にかけてはフリソデウオ亜

日のリュウグウノツカイ Regalecusrussellii，テンガイ

ハタ Trachipterustrachypterus (後述のとおりサケガシ

ラT.ishikm仰 Eの可能性もあり)，およびフリソデウオ

Dωmodema polystictumの幼魚が長門市から萩市に至る

沿岸で発見された。

晴乳類では， 12月に萩市見島宇津の海岸にゴマフ

アザラシPhocalarghaが出現した。
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2007年

軟体動物では， 1月 15日と 2月9日に長門市川

尻海岸において外洋中層性種とされる凶ダイオウイ

カArchiteuthisjaponicaが漂着した。また， 4月 13日

には同じく外洋中層性種とされる 14)サメハダホウズ

キイカ Cranchiascabraが萩市三見地先の定置網で漁

獲された。下関市角島大浜海岸では 1月9日と 4月

29日に熱帯性巻貝であるスソムラサキダカラ Cypraea

chinensis，ジ、ユセイラ Septahepaticαおよびキピムシロ

Nassarius splendidulusが採集された。

魚類では， 6月に長門市および萩市沿岸でフリソデ

ウオ亜日のユキフリソデウオ Zucristatus，フリソデウ

オ，サケガシラ Trachipterusishikawaeおよびテンガイ

ハタ(後述のとおりサケガシラの可能性あり)が連続

して採捕された。

漁業関係では 11月から 12月にかけて萩市見島

北沖の底層で沖合底びき網により寒帯性・亜寒帯性

のマ夕、ラ Gadusmacrocephalusの好漁があった。一

方，見島近海の表層では 12月にクロマグロ Thunnus

orientalis幼魚(通称よこわ)の豊漁があった。

2008年

軟体動物では， 2月6日に萩市倉江ノ浜で熱帯性の

タカラガイの仲間であるナツメモドキ Cypraeaerrones 

の死殻が発見された。また， 7月30日と 8月6日

には長門市沿岸で熱帯表層性のトピイカ Sthenoteuthis

oualaniensisが採集された。

魚類では，瀬戸内海や有明海で二枚貝を大量に捕

食するため有害種とされるナルトピエイ Aetobatus

flagellumが 1月 16日， 10月6日および 10月 14日

に長門市沿岸で漁獲された。また， 6月20日には萩

市三見地先の定置網で稀少種ベンテンウオPteraclis

aesticolaが漁獲された。

2009年

2009年は浮遊性の刺胞動物や軟体動物の出現が目

立った。

刺胞動物では，エチゼンクラゲStomolophusnomurai 

が7月 15日にこの年初めて確認された後， 8月から

11月にかけて大量に出現した。また 5月には萩湾で

オキクラゲPelagiapanopyra， 10月には阿武町清ケ浜

でカツオノカンムリ Velellavelellaが大量に出現した。

軟体動物では， 5月から 6月に長門市青海島沿岸で

ヒョウタンハダカカメガイ属の 1種 Clionesp.，ウチ

ワカンテンカメガイ属の l種Corollasp.，萩市須佐沿

岸でヤサダカハダカカメガイ Pneumodermaatlanticum 

paci.ficumが確認された。



魚類では， 6月から 7月にサケガシラが断続的に発

見された。また，萩市見島北沖の底層でばい篭により

寒海性・亜寒帯性種または深海性種であるタナカゲ

ンゲLycodestanakae，マダラ，ホッケ Pleurogrammus

azonus，コンペイトウ Eumicrotremusbirulai，ザラピ

クニン Careproctustrachysoma，ヤマトコブシカジカ

Malacocottus gibberが混獲された。

晴乳類では， 7月に萩市橋本川河口にアゴヒゲアザ

ラシEr怒nathusbarbatusが出現した。

考察

確認種の増加要因

2005 ~ 2009年の 5年聞に得られた生物情報は

304種で 1984~ 2004年の 187種を大きく上回り，

新たに情報に加わった種も魚類で 134種，その他の

生物で88種にのぼった。新たに加わった 222種のう

ち，生息域区分が可能であった 136種における内訳

を見ると，熱帯・亜熱帯性種が92種 (67.6%)，温帯

性種が 27種(19.9%)，寒帯・亜寒帯性種が9種(6.6%)，

深海性種が8種 (5.9%)であったことから，確認種の

増加は熱帯・亜熱帯性種を初めとする暖海性種の増加

の影響が大きかったといえる。このような暖海性種の

増加は，本海域では 1997年以降高水温期に入り，そ

の状態が継続していることから(図 2)，暖海性生物

の来遊や幼生の定着が促進される状態が持続して起き

ている可能性が推察される。例えば，ホンソメワケベ

ラLabroidesdimidiatusについては， 2004年以前には

夏~秋季の高水温期にのみ出現する稀種で、あったが，

21 

20 

。
逼19
耗

18 

17 
1964 1974 1984 

年

1994 2004 

図2 山口県萩市沖における表層水温(12ヶ月移動
平均値)の経年変化
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近年では普通に見られるようになり，春季にこの海域

で越冬したと思われる個体も確認されるようになっ

た。

寒帯・亜寒帯性種については，高水温状態が継続

すれば減少するのではないかと考えられるが，今回

の調査では増加していた。その大きな要因としては，

2005年以降山口県水産研究センターが沖合底びき網

の漁獲物情報を，さらに 2009年以降下関市立しもの

せ水族館がばい寵の漁獲物'情報を入手で、きるようにな

り，山口県日本海沖合域底層の生物情報量が増加した

ことが挙げられる。従って，寒帯・亜寒帯性種の量変

動については，今後情報を蓄積した上で，環境変動等

との関係を詳細に調べていく必要がある。

サケガシラの出現の特徴

本共同研究でこれまで最も多く確認されたフリソデ

ウオ亜目魚類は，サケガシラ属のテンガイハタとサケ

ガシラである 1)。中坊 2)によれば両者は頭部の傾斜の

度合いで識別され，前者では急であるのに対し，後者

ではゆるやかであるとされる。しかし，このような定

性的な形質では実際に両者を識別することは難しい。

最近の研究によれば両者は胸鰭条数や鯨組数等で区別

でき，山陰海域に出現するものはほぼ、9割方サケガ

シラと考えてよいとされている(佐藤，私信)。従っ

て，ここでは確認されたサケガシラ属魚類を暫定的に

サケガシラとして取り扱い，山口県日本海沿岸域での

1998 ~ 2004年 1)および2005~ 2009年(付表 1)

の確認記録ならびに 1974~ 2009年の鳥取県沿岸で

の漂着記録 15ー 18)を基に出現月と全長 (TL)との関

係を調べることにより，山陰海域での再生産の可能性

および成長について検討した。

サケガシラは 1~4 月の冬季には 90 ~ 200cmTL 

の中~大型魚が多く出現した(図3)。このうち， 3月

に山口県日本海沿岸域で採捕された 171.5cmSL(推

定 175cmTL)の個体は透明卵を放出する個体であっ

たことが報告されている 19)。山口県日本海沿岸域で

はこのような産卵親魚に加え， 4~6 月には 14 ~ 

50cmTLの幼魚が確認されていることから(図 3)，

山口県日本海沿岸域ではサケガシラの再生産が行われ

ている可能性が極めて高い。一方，鳥取県沿岸では季

節的には冬季を中心として大型個体に偏った出現が見

られ，しかも産卵可能な 175cmTL以上の個体も出現

していることから(図 3)，おそらく鳥取県沿岸域で

も産卵は行われているであろう。

出現魚の全長範囲に注目すると， 5月に 14~ 90 

cmTLであったものが， 10 ~ 12月には 105~ 162 

cmTLとなっており(図 3)，経月的に急速に成長する
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図3 山陰沿岸域で採捕されたサケガシラの月別全長
(TL)の推移

傾向が窺えるが，正確な成長を解明するためには何ら

かの年齢形質を見つけて年齢査定を行う必要がある。

短期的な環境変動の影響

次の 3つの事例は， 1ヶ月以内の短期的な環境変動

がもたらした現象として注目される。

lつ目は， 2005 年 9 月 26~28 日にホソアオトピ

が仙崎漁港に大量に来遊した現象である。この現象に

ついては，ホソアオトピは冷水域の南下により分布が

沿岸域に縮小したところに，北東風に起因する吹送流

の影響を受け，さらにシイラの捕食からの逃避もあっ

て仙碕漁港に大量に来遊したのではないかと考えられ

ている則。

2つ目は， 2006年 1月6日に同じく仙崎漁港で見

られたウスパハギ，ホシフグおよびクサウオの海面浮

遊現象である。仙崎漁港近隣の長門市大泊地先(図1)

における表層水温の観測結果によると，表層水温は 1

月4日には 13.00Cであったものが， 5日には l1.80C

に低下し，さらに 6日には l1.40Cと2日間で1.60Cも

急激に低下していた。このことから，これらの魚類が

110C台という低温と急激な水温低下に耐えられず衰弱

して海面を浮遊していたのではないかと推察される。

3つ目は， 2008年7月30日と 8月6日の長門市

沿岸における熱帯表層性のトピイカの出現である。ト

ビイカが出現した時期の萩港北北西 15海里点(図

1)の表層水温を見ると 表層水温は 7月6日の梅雨

明け時には22.380Cであったが，その後の猛暑の影響

で急激な上昇を続け， 7月30日に 29.100C，31日に

-5-

29.380Cと2日連続で 290Cld::超え， 7月としては観測

史上最高を記録した。このような特異的な高水温状態

の持続が， トピイカの山口県日本海沿岸域への来遊を

促進した可能性が考えられる。

以上のように，環境の急激な変動が特異的な現象を

もたらす可能性があることから，今後は長期的な水温

変動だけでなく，短期的な環境変動にも注目して情報

収集に努めていきたい。
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付表海洋生物に関する 2005年から 2009年までの特記的記録

西暦年 月/日 種 名
採集

サイズ 漁獲・採集方法 漁獲・採集場所 現 象 情手報機入関 生息域標本・情報標本・情報
個体数 *1 保存形態所蔵場所

2005 1/14ヤリマンボウ Masturus Ianceolatus l 152cmTL 漂着 下関市武久海岸 発見時死亡. SA Tr Ph SA 

1/16コンゴウアグ Lactoria cornuta 1 161mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr Ph SA 

1/30アカイカ Ommastrephes ba.rtram1I 1 412mmML，3100gBW 定置網 長門市三隅野波瀬地先 雄 YG F HM 

1/30 7ミダコ Ocythoe tubercula臼 1 195mmML，1850gBW 定置網 長門市三隅野波瀬地先 YG Tr 

2/24エピスダイ Ostichthys japonicus 1 約300mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr 

3/21テングダイ Evistias acutirostris 1 約200mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr 

3/22サクラマス Oncorhynchus masou ma.sou 1 502mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Fr 

3/24エピスダイ Ostichthys japonicus 1 約250mmTL 定置網 下関市吉見地先 SA Tr 

4/7カスザメ Squatina japonica I 約1200mmTL 建網 下関市安岡地先 雌 .2尾出産. SA Te 

4/7カスザメ Squatina japonica 1 約600mmTL 建網 下関市安岡地先 雌 SA Te 

4/21シマガツオ Brama japonica 定置網 萩市三見地先 YG 

4/22アプライカ Nototodarus philippinensis 3 定置網 萩市大島地先 YG Tr 

4/24ノコギリウニ Prionocidaris baculosa 建網 下関市豊北町地先 SA Tr 

5/16ヒメゾウクラゲ Carinaria japonica 1 約100mmTL たも網 下関市あるかぽーと岸壁 SA 

5/23カプトガニ Tachypleus tridentatus l 約500mmTL 建網 下関市安岡地先 SA Tr 

6/6ハナイカ Sepia tullbe攻i
-..J 

定置網 下関市豊浦町室津地先 SA 

6/22ハナイカ Sepia tullbergl 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA 

6/25アカウミjfメ'2 Lepidochelys olivacea 視認 下関市長府海岸
埋没卵を確認，8/23-9/2の期間 SA 
に幼体129個体の脱出確認.

Tr Ph SA 

6/25ユリウツボ Gymnothorax mieroszewskii 1 約lmTL ヌタウナギ筒 萩市須佐金井崎地先 水深35mで採捕目 YG Ph SA 

7/8キタマクラ Canthigas町 rivulata l 約100mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA 

7/19パショウカジキ Istiophorus platyp恒'IUS 1 約200mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr 

港内の水深1~2mの砂泥底に
7/20マガキガイ Conomurex luhuanus max.150 5-7 cmShL 手掘り 阿武町字国漁港 多数生息.地元住民が食用に HM を D (貝殻) HM 

採捕.

7/26ユリウツボ Gymnothor.祖国i町田zewskii 1 約500mmTL ヌタウナギ筒 萩市須佐地先 水深90mで採捕 YG SA 

7/28サケガシラ Trachipterus ishikawae l 123cmTL あまだい延縄 長門市沖カキノ瀬南西 水深91m.延縄の餌を捕(食ケンサ YG 
キイカの切り身)

Ph 

8/5ホシエイ Dasyatis matsubarai 1 約400mmDW 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA SA 

8/6ュリウツボ Gymnothorax mieroszewskii 1 約500mmTL ヌタウナギ筒 萩市須佐地先 水深120mで採捕. SA SA 

8/27キンシノてイ Alectrion gl阻 S 15 15mmShL ヌタウナギ筒 萩市見島地先 水深40mで採捕. SA Tr Ph SA 

8/30パショウカジキ Is包ophorusplatypterus 1 約200mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr 

9/14ニセカンランハギ Acanthurus dussumieri l 40cmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr Ph SA 

9/28ホソアオトピ(幼魚) Hirundichthys oxycephalus 多数平均132mmFL きびき釣り 長門市仙崎漁港
9/26-28に仙崎漁港内に大量 YG 
来遊園釣り人で賑わった.

Tr 

9/30イセゴイ Megalops cyprinoides l 437mmTL，720gBW 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr F HM 
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Scarus ovifrons 

1188mmTL，57gBW 

1 750mmTL 

1 約50cmTL

1 約100cmTL

1105mmTL，23gBW 

1 約1300mmTL

9130イッセンタカサゴr p，日rocaesiotrilin目白

9/30ミナミホタテウミヘピ Pisodonophis cancrivorus 

定置網

定置網

定置網

下関市豊浦町室f聖地先

下関市豊浦町室津地先

下関市豊浦町室津地先

SA 

SA 

SA 

SA 古r Ph 小型底ぴき網 下関吉見沖 水深20mで採捕.

小型底ぴき網 下関吉見沖 水深20mで採捕

定置網 下関市豊浦町室津地先

F SA 

SA 

10/3アオプダイ

10/4アミメウツボ

10/8ヒゲハギ

10/10バショウカジキ

Gymnothorax pseudothyrsoideus 

Chaetodermis p四 icilfigera

Isむophorusplatyp柁rus

SA Tf F 

SI九 Tr

F 

SA 

HM 

10/12テンガイハタ? HM 

Chaetodermis penicilligera 

Scomberoides加i

1 140mmTL 

1 124cmTL，16cmBH，4cmBW 潜水採捕

下関市安岡地先

Trachipterus trachypterus ? 長門市青海鳥船越 M
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10/13ヒゲハギ

10118ミナミイケカツオ

10/27ソデイカ(卵嚢)

10/27ヒゲハギ

10/27ミナミイケカツオ

10/29 "'テアジ

1113イトマキエイ

11/3シロカジキ

11/3タイマイ

11/17シノノメサカタザメ

11/21ホシヒトデ

11/21ミジンベニハゼ

11/23オオメカマス

11/26マガキガイ

11/26ムツサンゴ

12/2テングノタチ

12/2ヒメコトヒキ

12/5キハッソク

12121オキトラギス

12/21ハナイカ

12/21ヤリヒゲ

12/28ハナピラウオ

Thysanoteuthis rhombus 

Chaetodermis penicilfigera 

Scomberoides 101 

5 157mmFL 

1 50cmTL 

1170mmTL 

6146mmSL，27gBW 

1 194mmFL，1l2gBW 

建網

いわし船ぴき網油谷湾

視認 萩市見島漁港内

建網

定置網

定置網

定置網

定置網

定置網

下関市安岡地先

長門市三隅野波瀬地先

長門市三隅野波瀬地先

長門市通地先

長門市通地先

長門市通地先

しらすに混じって漁獲.

港内の水面を漂う.

SA Tr 

YG Tr 

HM Tr Ph 

F HM 

HM 

F 

F 

HM 

NUF Atu/e mate 

Mobulajap担 lca

Ma凶 ;raindica 

E町田lOchelysimbri団組

Rhina ancy/ostoma 

Stellas白re宮町山is

Lubricogobius exiguus 

Sphyraena forsteri 

2 230kg，320kg 

1 132cmTL 

1 105mmR 

326mmTL，0.3gBW 

1515mmTL，561gBW 

15 

水深20mで採捕.

SA Tr 

SA Tr 

SA Tr 

YG Tr 

YG Tf 

YG Tr 

SA 

SA 

SA Te 

小型底びき網 萩市相島北西6マイル 水深90mで採捕，雄.

小型底びき網 下関市吉見地先 水深20mで採捕
m
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品
一
品
一
間
一
則
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品
一
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Conomurex /uhuanus 

Rhizops出羽田iaminuta m凶suensls

Eumecichthys fis主i

Terapon theraps 

Diploprion bifasciatum 

Parapercis mu/tiFasciata 

1116cmTL，428gBW 

1139mmTL，41gBW 

2221mmTL，205mmTL， 

1 150mmTL 

小型底びき網 下関市吉見地先

定置網

視認

視認

下関市豊浦町室津地先

下関市豊浦町室津地先

下関市豊浦町室津地先

YG Ph HUMZ 

SA Tr F SA 

SA Tr F SA 

SA Te 

SA 

SA 

SA Tr Ph 

SA Tr F 

SA Tr Ph 

SA Te Ph 

しらすに混じって漁獲.

水深20mで採捕.

水深20mで採捕.

水深20mで採捕.

小型底ぴき網 下関市吉見地先 水深20mで採捕.

漂着 下関市豊浦町室津地先 雌 SA 

2006 1/6ウスパハギ

1/6クサウオ

1/6ホシブグ

18モヨウアグ(幼魚)

ν12アカイサキ

Sepia tullbergi 

Caelorinchus multispinulosus 

Psenes pellucidus 

1 200mmTL 

1 610mmTL， 

船ぴき網 仙崎湾戎島周辺

小型底ぴき網 下関市吉見地先

釣り 下関市蓋井島地先

小型底ぴき網 下関市吉見地先

小型底ぴき網 下関市吉見地先

たも網 長門市仙崎漁港
急激な水温低下により衰弱し

YG Tr 
て浮上したと思われる.

急激な水温低下により衰弱し YGτ'e 
て浮上したと思われる.

急激な水温低下により衰弱し
YG 

て浮上したと思われる

YGτ'r F， Ph F(HM) 

YGτT  

A/uterus monoceros 26 371-534mmTL 

Liparis tanakae 1 45cmTL 

Arothron firmamentum 8 28-34cmTL 

Arothron stellatus 1146mmTL，105gBW 

4 30-40cmTL Caprodon schlegelii 

たも網 長門市仙崎漁港

たも網

定置網

釣り

長門市仙崎漁港

長門市三隅野波瀬地先

見島周辺海域



1/16サクラマス

I/19ハタハタ

1/26アカマンボウ

1/26サギフエ

l126ヤリヒゲ

1127イシガキフグ

1130イシガキ7グ吃

1131エゾイソアイナメ

220エピスザメ

2126テンガイハタ?

2:/27キュウリエソ

3/5アオウミガメ

3117タイマイ

3/17トガリサルパ

Oncorhynchus masou masou 1426mmTL 

1245mmTL，107gBW 

1615mmTL，4.7kgBW 

1107mmTL，7.7gBW 

2205mmTL，234mm'TL 

1214mmTL，529gBW 

1118mmTL，88gBW 

1331mmTL，271gBW 

11080mm1工，7000gBW

11350mmSL，4.2kgBW 

149mmTL，，0.6g.BW 

1 423mmCL 

定置網

定置網

定置網

定置網

小型底ぴき網

漂着

漂着

小型底びき網

底延縄

底ぴき網

定置網

漂着

漂着

7ランクトン利ト

下関市豊浦町室津地先

下関市豊浦町室津地先

長門市日置黄波戸地先

下関市豊浦町室津地先

下関市吉見地先

下関市武久海岸

福岡市東区三苫海岸

下関市吉見地先 水深20mで採捕.

下関市蓋井島北西13，イノレ水深90mで採嬬，雌.

萩市見島~長崎県対馬

下関市豊浦町室津地先

下関市彦島西山海岸 発見時死亡.

SA Fr Ph 

um
一
四
一
品
一
品
一
品
一
品
一
品
一
品
一
刊
一
位
一
品

下関市安岡海岸 発見時衰弱 SA Tr 

連鎖個体，海面から水深20m
仙崎湾~長門市川尻沿岸 YG 

付近まで分布

F， Ph SA 

F， Ph HM 

F， Ph HM 

m
H

一
苛

F， Ph 

F， Ph 

F， Ph 

F， Ph 

F， Ph 

F 

Ph 

Ph 

Ph 

SA 

間
一
間
一
品
一
品
一
弘
一
間
一
弘
一
品
一
品

L
U
 

D
Z
 

SA 

Arctoscopus japonicus 

Lampris gut，白tus

Macroramphosus sc%pax 

Cae/orinchus mu/tispinu/osus 

Chilomycterus reticu/a加S

Chilomycterus reticulatus 

PhysicuJus maximowiczi 

Notorynchus cepedi，卸凶

てTrachip世田strachypterus予

Mauro/icus japonicus 

Che/onia mydas 

Eretmoche/ys imbricata 1390mmCL，5400gBW 

多数 15-18mmBL 

Tr 

Tr 

c.o 

3/23ヤリヒゲ

3/25エピスザメ

4/19 ?メイロ

4/19エピスザメ

4/20アカハタ

Sa/pa fusiformis 

C'8elorinchus muJtispinu.'/0叩 S

Notorynchus ceped，国nus

1179mmTL，15.2gBW 

11000mmTL，6000gBW 

10 38cmTL ParacaesIo xanthura. 

Notorynchus c戸pedian出

Epinephe/us fasciatus 

11050mmTL，5600gBW 

12 35cmTL 

4/27ヒメゾウクラゲ

4/26リュウグウノツカイ(幼魚)Regalecus russellii 

2 lOcmTL以下

1 735mmTL 

Carinaria. japonica 

由
一
時
一
削
一
蹴
一
醐
一
一
一
明

下関市豊浦町室津地先

下関市蓋井島北西13，イノレ水深90mで採捕，雄.

萩市見島周辺海域

下関市吉母地先

萩市見島周辺海域

深川湾竹の子島

萩市大島港

水深50mで採捕，雄.

SA F，Ph SA 

SA Tr Ph SA 

YG Tr 

S:A Tr F， Ph 

YG Tr 

磯見操業中に海面を漂って詠
YG いでいた.

Ph YG 

HM - Ph， D(貝殻) HM  

HM 
釣りをしていたところ岸壁近
くの水面下約10cmを泳ぐ個 HM
体を発見し，採捕.

釣り中に岸壁近くの水面下を
泳ぐ個体を発見し，採捕.撮 HM
影して逃がす.

岸壁の近くで発見し採捕 HM

水深:80mで採捕 SA

YG 

YG 

U
M

一
位
一
品
一
品
一
間

Ph， Pr 

Ph， Pr 

F 

Ph 

Ph， F HM 

YG Ph 

SA Tr 

SA 

5/3テンガイハタ?(幼魚) Trachipterus trachyptをrus? 1 143mmTL 

5/4 7リソデウオ(幼魚)

514ヒメゾウクラゲ

515アカグツ

5117コウライガジ

5/25ミンククジラ

Desmodema po/ystic阻m 1 約100mmTL

Ca.rinaria japonica 

Halieu也回 stellata

1 約13cmTL

1211mmTL， 278gBW 

1 393mmTL 

1 4.6mTL 

1146mmSL，74.6gBW 

1 140mmR 

1 70mmR 

1 220mmTL 

1 約150mmR

1 123mmML 

1 約250mmTL

1 213mmTL，292gBW 

Zoarces gil/ii 

Balaenoptera acutorostrata 

5/27ハナシャコ Odontodact/us jap削 cus

611サツマヒトデ属の1種 Scleras的プaseup/ecta 

611ホシヒトデ Stellast町 equestris

62 7リソデウオ D田modemapo/ystictum 

6/2セノテヅルモヅノレ Astroclad，凶 coniferus

6/5カギイカ

6/7エピスダイ

6/9アカグツ

Moroteuthis /oennbe理i

Ostichthys japonicus 

正{alieutaeaste//ata 

たも網 萩市萩商港

たも網 萩市タなぎ港

たも網 阿武町筒尾地先

建網 長門市川尻北2マイル

小型底びき網 対馬東方沖

定置網 長門市通地先地先

小型底ぴき網 下関市吉見地先 水深20mで採捕，雄.

延縄 下関市蓋井島沖10マイル水深90mで採捕.

延縄 下関市蓋井島沖10マイル水深:90mで採捕.

棒受網 油谷湾

刺網 萩市大島沖

中型まき網 長門市沖

延縄 下関市角島沖

小型底びき網 下関市蓋井島沖

水深93mで採捕.

水深90mで採捕.

Ph HM 

間
一
品
一
四

Pr SA 

Ph SA 

Ph SA 

刊
一
品
一
品



6(16サケガシラ 1 1078mm，789.7gBW Trachipterus ishikawae 

6(20サツマヒトデ属の1種 Scた'rasteriaseuplec臼

6(20クロヘリメジロ Carcharhinus b叩chyurus

620ホシヒトデ SteJ/as佐request口S

6(28テンガイハタ? Trachipterus trac古ypterusフ

1 140mmR 

1250cmTL，85.1kgBW 

2 65mmR 

1 850mmTL，550gBW 

HM 7(3イトヒキアジ(幼魚) Alectis cjJiaris 1 約50mmSL

7(10テンガイハタ?

7月上匂タマガシラ

7(20テンガイハタ 7

7(20トゲヨウジ

7(21ギマ

7(22 :/Jライワシ

7(27オキアジ

7月下旬ヒラタプンプク

7(31サケガシラ?

8(1アオウミガメ

8(4キハッソク

Trachipterus trachypterus ? 

Parascolopsis inermis 

τ'rachipterus trachypterus ? 

Syngnathoides biaculeatus 

τ'riacanthus biaculeatus 

1 93白nmTL

121日nmTL

11210mmTL 

1225mmTL，12gBW 

126伽nmTL，197gBW

1730mmTL，660mmSL 

2175mm，187mmTL 

多数約7cmShL

Elops hawaiensis 

Ur，出pishelvola 

Lovenia elongata 

τrachipterus ishikawae ? 

たも網

延縄

定置網

延縄

定置網

たも網

定置網

刺網

定置網

定置網

定置網

定置網

不明

素潜り

仙崎湾
ウニ採り中泳いでいるのを発見-v，_ / '"'" -， -'/ C /U  YG 

下関市蓋井島沖10マイノレ 水深90mで採捕.

下関市豊浦町室津地先 雌

下関市蓋井島沖10マイル 水深90mで採捕

下関市豊浦町室津地先

阿武町奈古モドロ岬近海

萩市見島沖 水深70司80mで採捕.

萩市三見鯖島地先

下関市豊浦町室津地先

下関市量豊浦町室津地先

萩市三見鯖島地先

萩市見島沖

萩市越ヶ浜嫁泣海岸

阿武町奈古男鹿島近海

Chelonia mydas 

Diploprion bifasciatum 

1 1120mmTL， 1020 g BW 小型底ぴき網 下関市吉見地先

1 約80cmCL 定置網 阿武町尾無地先

1 約230mmTL 建網 下関市蓋井島

ドーー。 8月上旬タカクラタツ Hippocampus trimacul.'atus 

8/7ムラサキダコ Tremoctopus violaceus 

自(10シュモクザメ属の1種 Sphyrna sp. 

8(15チワラスボ Taenioides cirra加S

8(16ヒラタプンプク Lovenia elongata 

8(20ヒメコトヒキ Terapon th町aps

820リュウキュウヨロイアジ Carangoides hedlandensis 

8(21スジイルカ St，叩 eJ/acoeruleoalba 

1 約120mmTL

1 llcmML 

約60 Max約4m

1285mmTL，37gBW 

1 約70mmTL

1106mmTL，17gBW 

1122mmTL，33gBW 

1 約2mTL

8(26ムラサキダコ τremoctopus vio!aceus 1 1O~30cmML 

8(27ムラサキダコ Tremoctopus violaceus 8 1O~30cmML 

SA 8(30ハナデンシヤ Kalinga ornata 2 約80mmTL

欄一喜一品一明一棚一側一鰐
漂着

um
一
品
一
品
一
品

岩壁の近くの水面下を泳ぐ個
HM Tr 

体を発見し，採捕

HM Ph， F HM 

HM Tr Ph， Pr HM 

HM 

S:A Tr Ph， F SA 

S:A Tr Ph， F SA 

HM Tr Ph， Pr HM 

HMτI' Ph，F HM 

YG Tr 

水深20mで採捕. SA 

YG Tr 

SA Tr 

萩市須佐沖 水深50mで採捕 HM Tr Ph 

萩市後小畑美萩浜 弱った個体が砂浜に漂着 HM Pr 

下関市吉母~蓋井島沖 SA Tr 

下関市豊北町二見漁港周辺

萩市越ヶ浜嫁泣海岸

下関市豊浦町室津地先

下関市豊浦町室津地先

仙崎湾三隅沢江海岸

萩市菊ヶ浜

萩市菊ヶ浜

小型底ぴき網 下関市吉母沖

萩市菊ヶ浜

SAτI' Pr 

HM Tr Ph 

SA 百r F 

SAτ'r F 

YG 

波打ち際近くの海底に弱った
HM 

個体・死亡個体を発見.

波打ち際近くの海底に弱った
HM 

個体・死亡個体を発見.

SA Tr Ph 

m
一
m
一
m
一F

um

一
品
一
品
一
間

Ph， F 

Ph， F HM 

F SA 

u
m
-
則
一

um
一
品

Ph HM 

9(2ウミヒノレモ 多数約30mmLL

HM 

Halophila ovalis 

9(6ホコサキ

9月上旬シマガツオ

9(15ムラサキダコ

Carcharhinus macIoti 

Brama japonicel 

Tremoc旬pusvio/aceus 1 69cmTL 

HM 

177cmTL，2.3kg 

数尾不明

9(17ハセイノレカ Delphinus capensis 1 2~3mTL 

素潜り

定置網

棒受網

たも網

視認

下関市豊浦町室津地先

萩市見島沖

長門市里子波瀬漁港

萩市浜崎商港

M
 
H
 

深
発
水
を
の
落
沖
群
巾
の
巨

3
数
之
ら
に
か
底
際
海
ち

m

打
サ
波

T
見

SA Tr 

HM 

YG 

M
 

口
u

き
港
て
び
っ
再
入
後
に
の
内
く
港
ら
に
ば
共
し
と船
し
期
泳
へ

定
遊
外

Ph HM 

F 

Ph 



9/20メアジ

10/2シャチプリ

10/5クロマグロ

10/9カライワシ

10ゾ12タコプネ

10112ナンヨウカイワり

10/17タマjfシラ

10/28ツマグロハタンポ

Selar crumenophthalmus 

Ateleopus japonicus 

数尾 165-198mmTL 

1495mmTL，170gBW 

172cmTL，5kgBW 

1 約900mmTL

1 56mmShL 

Thunnus orientalis 

Elops hawaiensis 

Argonauta hians 

Carangoides orthogrammus 

ParascoJopsis inermis 

Pempheris japonIca 

2293mmFL，500gBW 

1 23.5mmTL 

185mmTL 

6195mmTL，147gBW 

1 49mmTL 

1 約150mmTL

138.2cmTL，837.6gBW 

1106mmTL，39gBW 

4 20-30mmTL 

10/28リュウキュウヨロイアジ Carangoides hedlandensis 

10131サツマカサゴ

11/8コンゴウフグ

11/9セミホウボウ

11/9ミドリアサアンコウ

11/9クラゲモエピ

Scorpaenopsis neglec臼

LactorIa cornuta 

Dactylop白naorIen talis 

Chaunax abei 

Latreutes anoplonyx 

定置網 長門市通地先地先 YG 

YG 

SA 

SA Tr F 

沖合底びき網 長崎県対馬~萩市見島問

素手採捕 下関市豊北町あかさか川

Ph YG 

間
一
位
一
品

F 間
一
則
一
品
一
刊
一
品
十
四

定置網

定置網

定置網

釣り

析網

析網

たも網

定置網

底建網

長門市日置黄波戸地先

下関市豊浦町室津地先

下関市豊浦町室津地先

萩市相島沖

下関市安岡地先

下関市安岡地先

下関市豊浦町室津地先

下関市豊浦町家津地先

長門市大島沖 水深20mで採捕.

SA Pr 

SA Tr F 

HM 百 Ph，Pr HM 

SA Tr F HM 

SA Tr 

SA F 

SA Tr 

YG Tr Ph 

SA 

HM 百 Ph

小型底びき網 下関市吉見地先

たも網 萩市大島漁港内

11/14オキウミウシ

11/21ミンククジラ

11/21ヤツデスナヒトデ

11/26テングハコアグ

11/21-27イトヒキハゼ

Scyllaea pelagica 1 45mmTL たも網

定置網

視認

定置網

視認

エチゼンクラゲに付着.

長門市通漁港

長門市通地先

通地先漁港内を浮遊している YG 
のを発見.

Ph HM 

Ba1aenoptera acutoros甘ata 1 6mTL YG 

水深約10mの砂泥底に発見
長門市青海島紫津浦地先 HM 

撮影，

下関市豊浦町室津地先 SA 

HM 

HM 11/21-27カスリハゼ

11/21-27クサハゼ

Luidia quinaria 1 500mmR 

視認

視認

水深約20mの砂泥底に発見
長門市青海島紫津j甫地先 HM Tr Ph 

撮影.

水深約20mの砂泥底に発見長門市青海島紫津f甫地先 撮影.，.. ~VU，_/./ "，U=  ，-/U/U， HM 

水深約20mの砂泥底に発見
長門市青海島紫津補地先 HM 

撮影.

Ph 

Ph HM 

Ostracion rhinorhynchus 1 265mmTL 

12月ゴマアアザラシ HM 

Cryp白centrusfilifer >10 

視認 萩市宇津才並海岸
ケガをして海岸に上陸. しば

HM Fr Ph 
らくの後に姿を消す.

12/20夕方サゴヒメジ

12/20-21マイワシ

Mahidolia mys阻cina >5 

市場で発見 萩市沖

さびき釣り 長門市仙崎漁港岸壁

HM Tr Ph，Pr HM 

マアジに混じって漁獲. 1月9
YG Te 

日頃まで続いた.

SA 

2007 

12/21クサピアグ

12/27マルタ

12127-28ホホジロザメ

12/27-29メジロザメ属の1種

12/28ヒゲハギ

113アヤメダカラ

114チカメキントキ

l14ヒレナガカンパチ

119ヒゲハギ

1/9クサウオ

Vanderhorstia sp. >10 

定置網 長門市日置黄波戸地先 水深27mで採捕

小型底ぴき網 下関市豊北町特牛沖 雌

定置網

定置網

刺網

漂着

定置網

定置網

定置網

釣り

SAτT  F， Ph 

SA Fr 

YG Tr 長門市日置黄波戸地先

長門市日置黄波戸地先 YG 

長門市川尻岬北沖 SA Tr 

下関市角島大浜 貝殻が浜辺に打ち上がる HM Tr 

下関市豊浦町室津地先

下関市豊浦町室津地先

下関市豊浦町室津地先

長門市大日比漁港

SA Tr 

SA Tr Ph 

SA Tr F， Ph 

虫餌で投げ釣り中に釣れた YG Te 

F 

D 

日M

HM 

Phoca largha 

Parupeneus heptacanthus 1 137mmTL， 38gBW 

SA 

Sardinops melanostIctus 数十尾 11-13cmTL

RanzanIa /aevis 

Tribolo企mb阻ndti

Carcharodon carcharias 

1 280mmTL 

1 5-6mTL 

2 2-3mTL Carcharhinus sp 

Chaetodermis penicilligera 

Cypraea poraria 1 23mmShL 

Cookeolus japonicus 

Seriola rivoliana 

Chaetodermis p四 icilligera

Liparis tanakae 1 558mm 



1/9ジュセイラ

1/9スソムラサキダカラ

1月上旬クサウオ

1/15ダイオウイカ

1/16シャチプリ

Septa hepa包ca

Cypraea chinensis 

Li.問 '18t組自e

Archi担uthisjaponica 

AteJeopus japonicus 

1 37mmShL 

1 29mmShL 

鰐
一
鮪
一
曲
一
鯖

下関市角島大浜

下関市角島大浜

長門市野波瀬地先

長門市川尻海岸

小型底ぴき網 下関市蓋井島

貝殻が浜辺に打ち上がる HM Tr D， Ph HM 

貝殻が浜辺に打ち上がる HM 百 D" Ph HM 

YGτ'e 

YG Pr， Ph HM 

水深30mで採捕 SA F SA 

多数

1 1.2mML 

1/17エピスザメ

ν18シャチプリ

1/28カライワシ

2/9ダイオウイカ

2/14ハリセンボン

Notoryηchus cepedianus 1 102cmTL，7，2kgBW 

AteJeopus japonicus 

EJops hawaiensis 

Architeuthis japonica 

Diodon hoJo且a血国

1652mmTL，630gBW 

I800mmTL，2kgBW 

1 1.2mML 

50-60 

1 20cmTL 2/15クロホシマンジュウダイ Scatophagus a司gus

ドー-
N 

2/19シャチプリ

2/21 ;ウガミダイ

2月フルヤガイ

3/9 )1カクラタツ

3/14サクラマス

3/25ヒメコウイカ

3舟-4月プリ

4/3コプダイ

4/6ミジンベニハゼ

46ヨツメダコ

4/7ヒメコウイカ

4/7ヒカリボヤ

4/8カギイカ

4/10エゾハリイカ

Atel叩'pusj，呈'POflJCUS

Zenopsis nebuJosa 

Stomatia phymotis 

Hippoc.出npus甘unaculatus

Oncorhynchus田asoum田ou

1 350mmTL 

1 17mmShL 

1 約120mmTL

Sepia kobiensis 

SerioJa quinqueradiata 

Semicossyphus reticulatus 

Lubricogobius exiguus 

Octopus areoJatus 

Sepia kobiensis 

多数 8-lOkgBW 

l 約30cmTL

町rosomaspinosum 

Moroteuthis Joennbergi 

Sepia andreana 

1 15cmBL 

3 

4/llミサキコウイカ Sepia misakiens1S 

4/13サメハダホウズキイカ Cranchia scabra 

4/15クロヘリメジロ

4/15リュウグウノツカイ

4/16オオイトカケ

4/16ハナイカ

4/16ミサキコウイカ

4/17ミサキコウイカ

4/18ラッパウニ

1 67mmML 

1 2.91mTL Carcharhinus brachyurus 

RegaJecus russeJJii 

Epitonium scaJare 

Sepia tulJbergi 

Sξpia misa主iensis

Sepia misakiensis 

Toxopneustes pileoJus 

1 52mmShL 

4/19サメハダホウズキイカ Cranchia scabra 

4/19アオイjfイ Argonauta argo 

4/20ラッノマウニ

163.1mmML 

3 

Toxopneustes pileoJus 

小型底ぴき網

小型底びき網

定置網

漂着

視認

定置網

34' 58.6' N，130' 44.7 . 
水深126mで採捕，雄

E，981区4

下関市吉見地先 水深30mで採捕

長門市通地先

長門市川尻海岸

長門市通黒瀬地先

長門市野波瀬地先

小型底びき網 下関市蓋井島沖

小型底びき網 下関市吉見沖

漂着 萩市西ノ浜

刺網 萩市三見沖

定置網

定置網

定置網

刺網

長門市野波瀬地先

下関市豊浦町室津地先

長門市通地先

長門市大浦沖

小型底ぴき網 下関市蓋井島沖

小型底びき網 下関市蓋井島沖

定置網

刺網

定置網

YG Tr 

SA 

YGτT  

YG 

YG Tr 

YG Tr 

SA F 

流れ藻と一緒に漂着

水深30mで採捕 SA D F 

貝殻が浜辺に打ち上がる HM D 

HM 百 Ph

YG Fr 

雌

水深50mで採捕.

水深50mで採捕.

SA Te Ph 

YG Te 

YG 

SA Te 

SA Te F， Ph 

SAτ'e Ph 下関市豊浦町室津地先

萩市須佐大刈沖 水深25mで採捕

下関市豊浦町室津地先

F HM 

小型底びき網 下関市叢井島沖

小型底ぴき網 下関市蓋井島沖

定置網 萩市三見沖

定置網

定置網

下関市豊北町小串地先

下関市豊浦町室津地先

小型底びき網 下関市吉見沖水島

小型底びき網 下関市蓋井島沖

小型底ぴき網 下関市蓋井島沖

定置網

建網

定置網

定置網

建網

下関市豊浦町室津地先

下関市安岡沖

下関市豊北町湯玉地先

長門市野波瀬地先

下関市安岡沖

HM 

水深50mで採捕.

水深50mで採捕

水深約20mで採捕.

SA 

SA Te 

SA Te Ph 

Pr HM 

HM Pr 

SA 

SA 

F， Ph 

Ph， Pr SA 

間
一
則
一
則
一
間

SA 

Pr 

U
M

一
弘
一
則
一
間

水深35mで採捕，貝殻のみ SA Tr Ph 

SA 

SA Te Ph 

SA Te Ph 

SA Tr 

S AF， Ph HM 

YG Tr 

SA Tr 

F 

SA 

HM 

U
M

一
弘
一
品
一
位
一
品

SA 



4/21サメハダホウズキイカ Cranchia scabra. 

4/24ヒダピノレ Trachelobdella okae 

4/24オオクチイシナギ

4/29キピムシロ

1 75mmML 

Stereolepis doeder1eini 

Nassarius splendidulus 

1 741mmTL 

1 18mmShL 

定置網

定置網

長門市野波瀬地先

下関市豊浦町室津地先

沖合底びき網 農林漁区9921

漂着 下関市角島大浜

YG Pr， Ph SA 

SA Te Ph SA 

YG D 

貝殻が浜辺に打ち上がる SA Tr D， Ph HM 

5/10ミジンベニハゼ

4/29サメハダホウズキイカ Cranchia scabra 

Lubricogobius e到19uUS

1 75mmML たも網

小型底びき網 下関市吉見沖

阿武町筒尾地先
岩壁近くの水面下を遊泳して

HM 
いるところを採捕.

Ph， Pr HM 

SA Te SA 

5/10サメハダホウズキイカ Cranchia scabra 

5/11イヤゴハタ Epinephelus poecilonotus 1 350mmTL 

1 約8cmTL

135mmCL，40gBW 

1 142mmTL 

5/14ハダカゾウクラゲ Pterotrachea co刀叩a臼

5/21ヘリトリマンジュウガニ A配'rgatisreticulatus 

5/22オナガシマガツオ

5/27キタンヒメセミエピ

Brama myersi 

Scyllarus kitanoviriosus 

5127ヘリトリマンジュウガニ A陪'rgatisreticu/atus 

5128シキシマハナダイ Callanthias japonicus 

611ソウシカエノレアンコウ Ante坦nariusscriptissi'mus 

6/3ユキアりソデウオ‘ Zu cristatus 

614ハナピラウオ

6/4テンガイハタ?

w 

Psenes pellu口dus

Trachipterus trachypterus ? 

1214mmTL，114gBW 

1 310mmTL 

1633mmTL 

3340mmTL，4lOgBW 

1 71.5cmTL 

614ピゼンクラゲ RhopiJema esculenta 

6/5シャチプリ(後期仔魚)吃 Ateleopusjaponicus 1 222mmTL 

1 697mmTL 6/6サケガシラ? Trachipterus ishika wae ? 

定置網

釣り

素手採捕

建網

定置網

建網

建網

釣り

刺網

採集

定置網

定置網

萩市三見地先

萩市相島西女柱沖200m 水深45mで採捕.

長門市青海大橋下

下関市伊崎地先

下関市豊浦町室津地先

下関市伊崎地先

下関市伊崎地先

北九州市藍島沖 水深50mで採捕.

長門市川尻沖

北九州市若松区千畳敷海岸

下関市豊浦町室津地先

下関市豊浦町室津地先

水深8mで採捕.

雄

定置網 下関市豊浦町室津地先

小型底びき網 北九州市若松区白鳥 水深25mで採捕.

小型底ぴき網 下関市吉見沖

HM D Ph， Pr HM 

HMτ'r Ph 

YG Tr 

SA Te 

SA Tr F 

SA Te Ph 

SA Te 

SA Te F， Ph 

YG Tr 

SA F， Ph 

SA TrF， Ph 

SA 

SA Te 

SA F， Ph 

SA Pr， Ph SA 

HM 

um

一
則
一
品
一
品
一
品
一
品
一
品
一
品

SA 

6/6シャチプリ(幼魚) Ateleopus japonicus 1 200mmTL 潜水視認 長門市青海島地先 M
 
H
 

も
採
る
に
い
後
て
の
ル
影
翻
撮
をm
ょ
っd
ヨ花
ト
発
深
を
・

水
の
捕

Pr， Ph HM 

SA 

SA 

6>(7オナガシマガツオ

67 7リソデウオ

68オナガシマガツオ

687リソデウオ

6110サケガシラ?

6月上旬クリイロカメガイ

6(18サケガシラ?

6/18サケガシラ?

6121ハマフェアキ

624マダラトピエイ

6/25ヤマトメリベ

6/25テンガイハタ

6/26コンゴウフグ

Brama myersi 

Desmodema polyst陀加m

Brama mye四i

Desmodema polystic加m

Trachipterus ishikawae ? 

Cavolinia uncInata 

1 203mmTL 

2 282mmTL 

1 約20cmTL

2 約20cmTL

多数

定置網

定置網

定置網

定置網

底延縄

船びき網

建網

採集

下関市豊浦町室津地先

下関市豊浦町室津地先

下関市豊浦町室津地先

下関市豊浦町室津地先

下関市蓋井島地先

油谷湾

下関市安岡地先

下関市吉見地先

水深90mで採捕.

SAτ'r F， Ph 

S AF， Ph 

SA Tr 

SA 

SA 

YG Tr 

発見時には遊泳していた SA F， Ph 

F， Ph 

SA F， Ph 

SA 

SA 

SA 

1 510mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先

1 1360mmDW，29.5kgBW 定置網 下関市豊浦町室津地先

1 約400mmTL たも網採集 下関市彦島海士郷地先

不明 萩市江崎地先

1 約20mmTL 視認 長門市青海島地先

τrachipterus盟hikawae?

Trachipterus ishikawae ? 

Le伽 inusnebu/osus 

Ae白hatl盟 narinari

1 875mmTL 

1 102mmTL 

Melibe japonica 

Trachipterus trachypterus 

Lactoria cornuta 

SA Tr F， Ph SA 

SA T旨 Ph SA 

SA Te Ph SA 

HM  F HM 

SA Tr Ph SA 



6/27シャチプリ(幼魚)吃 AteJeopus japonicus 1 約200mmTL 採集 北九州市門司区太刀ィ甫 釣りをしていて採集，写真撮 SA 
影後放流.

Ph SA 

6/28ヒメシマガツオ Brama dussumieri さぴき釣り 下関市豊浦町小串地先 SA 

6/30テンス Xyrichtys dea 2 220mmTL， 250mmTL 釣り 萩市飯井漁港 HM Tr Pr HM 

7/2イッテンアカタチ Acanthocepola limbata 延縄 油谷沖340 32'41"N， 131。水深90 で採捕
O4'2'8"E /j\{"，~vm HM F HM  

7/5メジロザメ属の1種吃 CarchaI古inussp. 1 2.86mmTL，151kgBW 小型底びき網 北九州市藍島沖 水深30mで採捕. SA F， Ph SA 

7/9イイジマフクロウニ Asthenosoma ijimai l 60mmD 建網 下関市蓑井島地先 水深20mで採捕. SA Te Ph SA 

7/11ラツノマウニ Toxopneustes pileoJus 建網 下関市蓋井島地先 水深20mで採捕，採捕時状態 SA 
良い.

Tr SA 

7/12オナガシマガツオ Brama myersi 1 181mmTL，57gBW 底延縄 下関市蓋井島沖 水深100mで採捕，採捕時衰 SA 
弱.

Tr SA 

7/15コノハガニ Huenia. proteus かご漁業 下関市伊崎地先 採捕時状態良い. SA Tr SA 

7/15ワタクズガニ Mi口'ppathalia かご漁業 下関市伊崎地先 採捕時状態良い. SA Tr SA 

7/17ダルマオコゼ Erosa erosa 1 約12cmTL 建網 萩市大島近海 HM Tr Ph HM 

7/17テンガイハタ Trachipterus t.れ-achypterus 1 約100cmTL 定置網 萩市大島近海 HM Ph HM 

7/23クロホシマンジュウダイ Scatophagus argus 2 約300mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 採捕時状態良い. SA Tr SA 

7/23プダイ Calotomus japonicus 1 約500mmTL 建網 下関市安岡地先 採捕時状態良い. SA Te SA 

7/24サケガシラ? T阻 chipterusishikawae ? 1 1150mmTL 小型底びき網 下関市蓋井島沖 水深50mで採捕. SA F， Ph SA 

7/24シマガツオ属のl種 Brama sp. 8 135-170mmTL まき網 長門市沖 YG 

ドーー
7/24ソデイカ(幼体)ト与 Thysanoteuthis rhombus 1 120mmML まき網 長門市沖 YG Tr 

7/24テンガイハタ Trachipterus甘achypterus 1 633mmTL まき網 長門市沖 YG 

7/25オニアジ Megalaspis corcf.〆a 2 340mmTL，363gBW 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr 

7/25クマサカアグ Lagocephalus lagocephaJus oceanic出 1 約40cmTL 定置網 萩市沖 HM F HM 

7/25クラゲウオ(幼魚) Psenes arafurensis 1 約20cmTL 定置網 萩市沖 HM Tr Pr HM 

7/25ハナハゼ Ptereleotris hanae 1 約20cmTL 釣り 萩市三見沖 HM Tr Ph HM 

7/29ナンカイボラ Charonia tritonis 249mmShH 小型底びき網 下関市蓋井島沖 水深30mで採捕. SA Tr Ph SA 

7/30キハッソク Diploprion bifasciatum 1 約250mmTL 建網 下関市蓋井島沖 採捕時状態良い SA Tr SA 

7/30ラッパウニ Toxopneustes pileolus 1 70mmShL 建網 下関市蓋井島沖 採捕時状態良い SA Tr SA 

7/31サケガシラ? T日chipterusishikawae ? 1 1120mmTL，1020gBW 小型底びき網 下関市吉見沖 水深20mで採捕. SA F SA 

8/1アオウミガメ Chelonia mydas 1 約80cmCL 定置網 阿武町尾無地先
7/8南薩摩市の定置網で獲 YG 
れ，標識放流されたもの.

Tr 

8/1テンガイハタ? Trachipterus trachypterus ? 延縄 萩市見島沖 HM F HM  

8月下旬~1O月パショウカジキ Istiophorus platyptems 約1mTL 定置網 下関市~萩市沿岸
例年より入網が多く，長期間 YG 
続く.

Tr 

9/10エピクラゲ Netrostoma setouchiana 1 300mmBD 視認 長門市青海島地先 SA Te Ph SA 

9/19アオウミガメ Chelonia mydas 1 約80cmCL 定置網 長門市通地先 YG Tr 

9/19オキアジ Ura耳pishelvola 定置網 下関市豊浦町小串 SA Tr 

9/26ホソアオトピ(幼魚) Hirundichthys oxycephalus 多数 98-149mmFL 釣り 長門市仙崎漁港
漁港内は大勢の釣り人で賑 YG 
わった

Tr 



9/29ワモンブグ Arothron reticuJaris 1 382mmTL，900gBW 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

9月下旬キハッソク(幼魚) Diploprion bi!asciatum 多数約5cmTL 船ぴき網 仙崎湾 YG Tr 

9月末イボイソパナガニ X印 ocarcinustuberculatus 釣り 萩市須佐金井崎沖 HM Tr Ph HM 

10/2クロアジモドキ Parastroma.teus niger 37cmTL 定置網 深川湾 水産庁絶滅危倶種 YG Tr 

10/4ヅノてメコノシロ Polydactylus plebeius 1 約30cmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA τT 

10/5アカハタ Epinephelus fasciatus 多数 20-35cmTL 釣り 萩市見島地先 4~12入り 19箱水揚げ. YG Tr 

10/5オキアジ Ur，出pishelvola 2 31-35cmTL 延縄 萩市江崎沖 YG τT 

10/5カマスサワラ Acanthocybium solandri 1 112cmFL 定置網 阿武町奈古沖 YG Tr 

10/7マダラトピエイ Aetobatus na.口'nan 2 136cmDW，約200cmDW 定置網 下関市豊浦町室津地先
雌2個体うち大きい個体は妊 SA 
娠個体とみられた.

Tr Ph SA 

10/11キアマダイ Branchiostegus auratus 1 472mmTL 延縄 下関市蓋井島沖10マイル 水深90mで採捕. SA Ph SA 

10/14アカハタ Epinξphelus fasciatus 1 約34cmTL 釣り 長門市二位ケ浜沖 YG τT 

10/20ハナオコゼ Histrio histrio 1 17cmTL たも網 阿武町奈古港内 HM Tr Ph HM 

10/24ツノダシ ZancJus cornutus 約10cmSL 建網 下関市安岡沖 SA Tr 

10/26アカホシコブシガニ LeucosIa haematosticta 小型底ぴき網 下関市吉見沖 SA Tr 

10/26モヨウアグ(幼魚) Arothron stellatus 約10cmSL 磯建網 萩市三見二股瀬 水深10mで採捕 HM Tr Pr， Ph HM 

10月 ~11月カタクチイワシ(しらす) Engraulis japonicus 多数約3cmTL 抄網・船びき網深川湾，仙崎湾 YG Te 

11/1サケ Oncorhynchus keta 72.5cmTL まき網 下関市蓋井島北西 SA Fr 

υ1 
11/5コンゴウアグ吃 LactorIa cornuta 1 約200mmTL エピがき漁 福地先岡県北九州市若松区脇浦採捕時状態良い. SA Tr SA 

11/6モヨウアグ(幼魚) Arothron stellatus 10cmSL 小型底びき網 下関市吉見沖 水深20mで採捕. SA Tr 

11/12サケ Oncorhynchus keta 1 720mmTL，2.7kgBW 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA Fr Ph SA 

11/12ムレハタタテダイ Heniochus diphreutes 95mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA Tr 

11/15チョウチョウウオ Chaetodon auripes 1 約10cmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA Te 

11/16カラスエイ Dasyatis vio/acea 約80cmTL 定置網 長門市野波瀬地先 SA Tr 

11/26オキアジ Ur，出pishelvola 306mmFL 定置網 深川湾 YG Tr 

11/26ナンヨウカイワリ Carangoides orthogrammus 4 296.307mmFL 定置網 深川湾 YG Tr 

11/30カスザメ Squatina japonica 約900mmTL 小型底びき網 下関市吉見沖 採捕時状態良い. SA Te SA 

11/30ミジンベニハゼ Lubricogobius由民uus 25mmTL 小型底びき網 下関市吉見沖 採捕時状態良い. SA Te SA 

11月 ~12月アミモンガラ Canthidermis maculata 多数 20-25cmTL 視認 下関漁港~人工島地先 海面を多数浮上. YG Tr 

11月 ~12月マダラ Gadus macrocephalus 多数 45-52cmTL，3-5kgBW 沖合底びき網
11/5に初水揚げ(lOkgx 351 

萩市見島北沖 箱)，農林漁区890，879-9 YG Fr 
区.

12/13カラスエイ Dasyatis violacea 1 約30cmDW 定置網 長門市野波瀬地先 SA Tr 

12/18ツパメウオ Platax teira 約20cmTL 磯建網 仙崎湾 YG Tr 

12/24クロメジナ Girella leonina 約200 約40cmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA Te 

12/27サザナミアグ Arothron hispidus 220mmTL エピがき漁 北九州市藍島沖 採捕時状態良い. SA Tr SA 

12月クロマグロ(幼魚) Thunnus orientalis 多数 ひき縄釣り 萩市見島近海 YG 
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5(27ヒメゾウクラゲ Carinaria japonica 3 60mmTL，30mmTL，20mmTLたも網 阿武町奈古地先
岸壁近くの水面下に発見，

HM Ph， D HM 
採捕

5(27 7リソデウオ Desmodema polystic白m 1 340mmTL，116gBW 棒受網 深川湾 カタクチしらすを捕食. YG 

5(28 7リソデウオ Desmodema polystictum 1 22.5cmTL，50gBW 定置網 萩市玉江浦地先 HM Ph，F HM 

6(7ヤマトメリベ Melibe japonica 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Te 

6(8オオサノレパ Thetys vagina 10 延縄 下関市蓋井島沖 水深108mで採捕. SA 

6(8トゲトサカ属のl種 D四 dr，叩 ephthya(Morchellana) densa 1 5cmBD 延縄 下イ関ノレ沖市蓋井島沖 北西18マ水深108mで採捕. SA 

6(8カイロウドウケツ属のl種 Euplectellasp. 9 延縄 下関市蓋井島沖 水深108mで採捕. SA 

6(8トゲザオウニ Goniocidaris biserialis 2 30mmShW 延縄 下ル沖関市蓋井島 北西18マイ水深108mで採捕. SA Te 

6(9ミジンベニハゼ Lubricogobius exiguus l 33mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 水深30mで採捕. SA Te 

6(10センニンフグ Lagocephalus sce/eratus 1 610mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

6(12トピエイ Myliobatis tobijei 1 58.0cmDW かご漁業 長門市小島漁港 雌 YG 

6(12ラツノマウニ Toxopneustes pileol，山 l 11.0cmD たも網 萩市三見漁港 HM Tr Ph， Pr HM 

6(13シリヤケイカ Spiella japonica 数個体 潜水視認 長門市青海島紫津浦地先 産卵行動中の複数個体を発見 日M
し，撮影.

Ph HM 

6(20ベンテンウオ Pterac/is aesticola 1 47.0cmTL，460gBW 定置網 萩市三見 HM Ph， F HM 

6(27ゴテンアナゴ Ariosoma meeki 1 45cmTL かご漁業 油谷湾 水深5.6mで採捕. YG τT 

6(28ヤマトメリベ Melibe japonica 定置網 長門市黄波戸地先 SA Te 
ドー・企

『斗 7(2アオイガイ Argonauta argo l 97mmSL 中型まき網 長門市沖 YG τT 

7(2サケガシラ? Trachipterus ishikawae ? 1 975mmTL 中型まき網 長門市沖 YG 

7(2シマガツオ Br，剖ηa)apofl1ca 2 118mmTL，184mmTL 中型まき網 長門市沖 YG 

7(2テンガイハタ? Trachiptでrustrachypterus ? 2 1061mmTL，761mmTL 中型まき網 長門市沖 YG 

7(8アオイガイ Argonautヨargo l 98mmShL 中型まき網 長門市沖 YG τT 

7(8シマガツオ Brama japonica 約100 86.162mmTL 中型まき網 長門市沖 YG 

7(8ソデイカ Thysanoteutbis rhombus l 162αunML 中型まき網 長門市沖 YG τT 

7(8ハナピラウオ Psenes pellucidus 1 258mmTL 中型まき網 長門市沖 YG τT 

7(8ハマアエアキ Le的rinusnebuJosus l 52cmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA Tr 

7(8ハリセンボン Diodon holocanthus 1 109mmTL 中型まき網 長門市沖 YG τT 

7(8ムラサキダコ T毘皿octopusviolaceus l 122mmML 中型まき網 長門市沖 YG 

7(9クロヘリメジロ Carcharhinus brachyurus 2 742mmTL，1131mmTL 延縄 下関市厚島沖
水深52mで採捕， 742mm SA 
雄， 1131mm雌.

7(14リュウグウノヒメ Pterycombus pe陸自ii 1 288mmTL，182.3gBW 定置網 萩市鯖島東 水深約30mで採捕. SA 

7(17トピエイ Myliobatis tobijei 1 530mmDW 小型底ぴき網 萩市植島沖 YG 

7(18テンガイハタ? T阻'chipterustrachypterus ? l 100cmTL，780gBW 潜水採捕 長門市青海島船越地先 水深4mで採捕. HM Ph， F HM 

7(22テンガイハタ? Trachipterus trachypterus ? l 108cmTL，1040gBW うに漁採捕 萩市三見明石地先 水深4~5mで採捕. HM Ph， F HM 

7(26ヒメシマガツオ BraJηa dussumieri 1 21.5cmTL，100gBW 素子採捕 萩市倉江ノ浜
タイドプーノレ内に入り込んで HM 
いるのを発見し採捕.

Ph，F HM 

7(30トピイカ Sthenoteuthis oualaniensis l 121mmML，53.5gBW 棒受網 長門市沖 YG τT 



8/6トピイカ Sthenoteuthis oualaniensis 1 約13cmML 釣り 長門市大治岸壁 水深5mで採捕. YG Tr 

8/12 sIコクラゲ Makaira Indica 多数 視認・水たも 下関市安岡地先 SA Tr 

8/18 sIコクラゲ Makaira indica 多数 視認・水たも 下関市吉見地先 SA Tr 

8/20，23タコクラゲ Makaira indica 多数 たも網 長門市油谷大浦漁港 YG Tr 

8/22アカシュモクザメ Sphyrna lewini 4 75.90cmFL 定置網 萩市大島地先 YG Tr 

8/22ギンカクラゲ Porpita umbella 多数 たも網 萩市越ヶ浜虎ケ崎地先 海岸付近に多数集積. HM 

8/26タコクラゲ Mak.剖1'aindica 多数 視認・たも網 下関市安岡および吉見地先 SA Tr 

8/29ハナザメ Carcha泊inusbrevipinna I 126cmTL 定置網 長門市賞波戸地先 YG Tr 

8/29マナガツオ Pampus punc阻tissimus l 33cmFL 刺網 長門市沖 YG Te 

8/29スギ Rachycentron canadum l 68cmTL 刺網 長門市沖 YG Tr 

9/3オニアジ Megalaspis cordyla 1 227mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr 

9/3ヒシヨロイアジ Carangoides chrysophrys 1 154mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr 

9/3マダラトピエイ Aetobatus narinari 2 157cmDW， 154cmDW 定置網 下関市豊浦町室津地先 157cmDW雄， 154cmDW雌 SA Tr 

9/3メアジ Selar crumenophthalmus 1 146mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA 

9/5ミナミホタテウミヘピ Pisodonophis cancrivorus 2 108cmTL 釣り 長門市大日比地先 YG 

その他にマイワシ 1尾
9/8ホソアオトピ(幼魚) Hirundichthys oxycephalus 多数 98.144mmFL 釣り 長門市仙崎漁港 (130mmBL)) ，シイラ1尾 YG Tr 

(約30cmFL を釣獲.

9/10ュウレイクラゲ Cyanea nozakii 2 35cm，50cmBD たも網
萩市見島沖(350 40.136' YG Te 
N， 1310 14.981' E) 

αコ
9/11アカウミガメ(幼体) Lepidochelys olivacεa 視認 下関市西山海岸 SA Tr 

9/12ニチリンクラゲ属の1種 Solmaris sp 多数 5.6mmBD 視認・自家採集長門市油谷大浦漁港 YG 

9/24カタボシイワシ Sardinella lemuru 265mmTL，178gBW まき網 下関市蓋井島沖 SA Tr 

9/29イソフェアキ Lethrinus atkinsoni 370mmTL 定置網 下関豊浦町湯玉地先 SA Tr 

9/30イトヒキアジ AJectis ciliaris 161mmFL 定置網 長門市野j度瀬地先 YG Tr 

9/30コロダイ(未成魚) Diagramma pictum 1 150mmTL 定置網 下関豊浦町湯玉地先 SA Tr 

9/30スギ Rachycentron canadum l 763mmTL 定置網 長門市野波瀬地先 YG Tr 

9/30ソウシハギ Aluterus scriptus 1 574mmTL 定置網 長門市里子波瀬地先 YG Tr 

9/30ヨコスジアエダイ Lutjanus ophuysenii l 400mmTL 定置網 下関豊浦町湯玉地先 SA Te 

10/4ヒメコトヒキ Terapon theraps 1 100mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr 

10/4ムレハタタテダイ Heniochus diphreutes 1 70mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr 

10/6ナノレトピエイ Aetobatus f1agellum 1 478mmDW 小型底ぴき網 仙崎湾 YG Tr 

10/6ヒゲダイ Hapalogenys sennin l 約40cmTL 建網 長門市沖 YG Te 

10/6ヒメコトヒキ Terapon theraps 1 86mmTL 定置網 長門市日置黄波戸地先 YG Tr 

10/6メイチダイ Gymnocranius griseus 1 92mmTL 定置網 長門市日置黄波戸地先 YG Tr 

10/14ツパクロエイ Gymnura japoni四 1 886mmDW 小型底びき網 仙崎湾 YG 

10/14ナノレトピエイ Aetobatus f1agellum 1 562mmDW 小型底ぴき網 仙崎湾 YG Tr 

10/17タキアグ Takifugu oblongus 1 252mmTL 不明 萩市沿岸 HM 



10月ジンベエザメ Rhincodon typus 4 約5mTL，約10mTL 定置網 長門市通地先 YG Tr 

11/12ミジンベニハゼ Lubricogobius exiguus 小型底びき網 下関市吉見沖 SA Te 

11/14 :/Jンムリヒトデ属の1種 Coronaster sp. 1 290mmR 延縄 下イ関ノレ市蓋井島 北西20マ 水深100mで採捕. SA 

11/25ミジンベニハゼ Lubricogobius白 iguus 小型底ぴき網 下関市吉見沖 SA Te 

11/25頃ハタハタ Arctoscopus japonicus 多数約10-15cmTL 沖合底ぴき網 萩市見島北西沖 YG 

11/25頃マダラ Gadus macrocephaJus 多数約50-80cmTL 沖合底ぴき網 萩市見島北西沖 YG Fr 

12/8ミジンベニハゼ Lubricogobius exiguus 2 小型底びき網 下関市吉見沖 SA Te 

12/llトゲチョウチョウウオ Chaetodon auriga l 78mmTL，1 1.7gBW たも網 下関市伊崎漁港内 SA Tr 

12/27ゲンロクダイ Chaetodon modestus 1 64mmSL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 SA τT 

2009 1/4コンゴウフグ Lactoria cornuta 1 12cmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA Tr 

1/20ハナピラウオ Psenes peIlucidus 1 445mmTL，763gBW 定置網 萩市沿岸 YG Tr 

1/21ハチピキ Erythrocles schlegelii 3 547-552mmTL 刺網 長門市沖 YG 

1/29ミンククジラ Balaenoptera acutorostrata 1 4.3mTL，710kgBW 定置網 長門市黄波戸地先 雌 YG 

1/30ミンククジラ Bala.enoptera acutorostrata 2 3.9mTL，580kgBW 定置網 長門市黄波戸地先 雌 YG 

2/1アカオニナマコ近似種 Stichopus sp. cf. oshimae 1 30cmBL，約7cmBW 磯見 阿武町奈古漁港周辺 HM Ph， Pr HM 

2/2アカオニナマコ近似種 Stichopus sp. cf. oshimae 1 174mmBL 磯見 長門市通地先 YG 

2/3アカオニナマコ近似種 Stichopus sp. cf. oshimae 1 195mmBL，607gBW 磯見 イ山崎湾 YG 

2/4シャチプリ Ateleopus japonicus 1 810mmTL 定置網 長門市野波瀬地先 SA 

c.o 
2/7ヒョウモンダコ Hapalochlaena fasciata 磯見 下関市豊浦町室津地先 水深3mで採捕. SA Tr 

2/7頃ニシン Clupea paIlasii 多数 23-27cmTL 沖合底ぴき網 萩市見島北西沖 YG Fr 

2/8ナシジダカラ Cypraea labrolineata 1 19.71mmShH 漂着 下関市蓋井島 打ち上げ死貝，成貝 SA τT 

2/10ヤクシマダカラ Cypraea arabica 1 50.25mmShL 漂着 下関市吉母 打ち上げ死貝，幼貝 SA Tr 

2/10トウマキ Cymatium succinctum 1 49.17mmShL 漂着 下関市土井F浜 打ち上げ SA Tr 

2/19イセゴイ M egalops cyprinω'des 1 54cmTL，1.33kgBW 船ぴき網 萩市越ヶ浜沖 HM Tr Ph， Pr HM  

2/19アヤメダカラ Cypraes poraria 1 20.97mmShL 漂着 下関市蓋井島 打ち上げ死貝，成貝 SA Tr 

2/22シャチプリ Ateleopus japonicus 1 870mmTL，794gBW 定置網 長門市野波瀬地先 SA 

2/24プリ Seriola quinqueradiata 約12008-15kgBW 定置網 長門市黄波戸地先 YG Te 

3/3イサゴピクニン Lipa口Sochotensis 1 460mmTL ばい篭 萩市見島沖 SA 

3/3タナカゲンゲ Lycod，目 tanakae 4 約33cm-60mmTL ばい篭 萩市見島沖 SA D 

3/3ザラピクニン Careproctus trachysoma 2 251mmTL，314mmTL ばい篭 萩市見島沖 SA D 

3/3ヤマトコブシカジカ Malaco∞ttus gibber 2 276mmTL，345mmTL ばい篭 萩市見島沖 SA D 

3/9ハナピラウオ Psenes pellucidus 1 40cmTL 小型底ぴき網 萩市沖 YG Tr 

3/9マナガツオ P国耳puspunctatis.日Slmus 1 35cmFL 小型底ぴき網 萩市沖 YG Te 

3/15サケガシラ τrachipterus ishikawae 1 147cmTL，17cmBH 定置網 阿武町奈古池先 水深24-25mで採捕. HM Ph， Pr HM 

3/22キツネベラ Bodianus bilunulatus l 28.5cmTL 不明 長門市沖 購入 HM Tr Pr HM 

3/30ケムシカジカ Hemitripterus villosus 1 280mmTL 建網 下関市垢回沖 SA 



4/2ベニズワイガニ ChIonoecetes japonicus 3 68-79mmCW，63-73mmCL ばい篭
萩市見島北沖 (35"49'N，雌
131" E) SA D 

4/8ミジンベニハゼ Lubricogobius exiguus lOmmTL 小型底びき網 下関市吉見沖 SA Te 

4/14ホシエイ Dasyatis matsubarai 60cmDW 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

4/19ヒダピノレ Trache10bdella okae 建網 下関市西沖 水深16mで採捕. SA Te 

4/21ノコギリウニ Prionocidaris baculosa 磯見 下関市豊浦町湯玉地先 SA τT 

4月キアンコウ?(幼魚) Lophius litu10n ? 潜水目視 長門市青海島沿岸 中層で発見し撮影. HM Ph HM 

4刀ゴマフホウズキイカ H elicocranchia pfe百"eri 潜水目視 長門市青海島沿岸 中層で発見し撮影. HM Ph HM 

4月アカオニナマコ近似種 Stichopus叩・ cf.oshimae >4 磯見 阿武町奈古地先 HM Pr HM 

4Jlサケガシラ Trachipterus ishikawae 46cmTL 不明 萩市近海 HM Pr HM 

5/1ハナピラウオ Psenes pellucidus 418mmTL 小型底ぴき網 仙崎湾 YG Tr 

5/2ヒョウタンハダカカメガイ Clione sp 15mmTL 潜水採捕 長門市青海島船越地先 水深5mの中層で発見し撮 HM 
影.

Ph HM 

5/4ゲンロクダイ Chaetodon modestus 100mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 SA Tr 

5/8オキクラゲ Pe1agia panopyra 多数 3-7cmBD 小型底ぴき網 萩湾 YG 

5/10アカオニナマコ近似種 Stichopus sp. cf. oshimae 約30cmTL たも網 阿武町奈古地先 HM Pr HM 

5/11シャチプリ(仔魚) A肥1e口pUSj高ponicus 15cmTL パケツ採集 長門市青海島北海岸 水深5m，生きた状態で採 YG 
補.

Ph YG 

5/12セレベスゴチ Thysanophrys ce1ebica 100mmTL たも網 下関市豊浦町室津泊湾 水深3mで採捕. SA Tr 

N 
5/15オオタノレマワシ Phronima sedentaria 潜水目視 長門市青海島船越地先 中層で発見し撮影. HM Ph HM 

o 5/15ツマニケボリ近似種 Primovu1a sp. cf. beckeri 7-8mmShW 潜水目視 長門市青海島船越地先 トゲトサ虫類に付着. HM Ph HM 

5/15 7リソデウオ Desmodema po1ystict出n 1 270mmTL，78.4gBW 定置網 長門市通地先 尾鰭欠損 SA 

5/18ウチワカンテンカメヵ・イ属 Corolla 
の1種 sp 潜水採捕 長門市青海島地先 水深2-3mで採捕. HM Ph HM 

5/18タキアグ Takifugu ob1ongus 1 29cmTL 定置網 長門市通地先 全身有毒のため，関係者へ注 YG 
意喚起.

5/18チヂミトサカ科のl種 Chromanephthea gen. et sp 1 10cm 小型底びき網 下関市育見沖 水深20mで採捕. SA 

5/19ゲンロクダイ Chaetodon modestus 1 70mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 YG Tr 

5/20アオイガイ Argonauta argo 1 135mmShL 中型まき網 長門市沖 YG Tr 

5/20ネコザメ Heterodontus japonicus 2 33cm，32cmTL 沖合底ぴき網 萩市見島沖
水深88mで採捕 33cmTL YG 
雄， 32cmTL雌. Te 

5/20ハリセンボン Diodon ho1ocanthus 1 155mmTL 中型まき網 長門市沖 YG Tr 

5/27アカシュモクザメ Sphyrna 1ewini 1 90cmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr 

5/27イセエピ Panu/irus japonicus 1 30cmBL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr 

5/27オピクラゲ Cestum amphitrites 多数 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA 

5/31サメハダホウズキイカ Cranchia scabra >4 7cmML 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

5月ハリゴチ科の1種(稚魚) Hoplichthyidae gen. et sp. 潜水目視 長門市青海島船越地先 中層で発見し撮影 HM Ph HM 

6/6リュウグウノヒメ Pterycombus petersii l 219mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

6/9サケガシラ τr8chipterus ishikawae 3 960mm， 760mm， 700mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

6/14クリイロカメガイ Cavolinia uncina臼 約20 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA Tr 



6(14サケガシラ Trachip世田sishikawae 1 730mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

6/15頃ヤサガタハダカカメガイ Pneumoderma atJanticum pacificum 多数 潜水目視 萩市須佐沿岸 中層で発見し撮影. HM  Ph HM  

6(16アオイガイ Argonau臼 argo 7 12.15cmShL 中型まき網 長門市沖 YG Tr 

6(17サケガシラ Trachipterus ishikawae 1 約80cmTL 船ぴき網 長門市油谷沿岸 YG 

6(17シャチプリ(仔魚) A肥feopusjaponicus 1 230mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 SA 

6(17タカクラタツ HiJつ'poc，剖羽IpUStrimacuJatus 1 145mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 水深30mで採捕. SA Tr 

6(17ハナシャコ Odontodactyfus japonicus 1 200mmTL 小型底ぴき網 下関市蓋井島 水深40mで採捕. SA 

6(17ハナチゴオコゼ Kanekonia florida 1 53mmTL 小型底びき網 下関市吉見沖 SA 

6(17ハナデンシヤ Kafinga oma臼 2 120mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 SA Tr 

6(17ミジンベニハゼ Lubricogobius exiguus l 32mmTL 小型底びき網 下関市吉見沖 SA Te 

6(17ヤサガタハダカカメガイ Pneumoderma atlanticum pacificum 約20 約20mmTL 視認 萩市須佐沿岸 SA 

6(17ワニギス Champsodon snyderi 3 83.91mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 SA 

6(18アカオニナマコ近似種 Stichopus sp. cf. oshimae 1 30cmBL 建網 下関市安岡沖 水深5mで採捕. SA 

6/18ノコギリウニ Prionocidaris baculosa 2 6cmD 建網 下関市安岡沖 水深5mで採捕. SA Tr 

6/18トゲトサカ属の1種
Dendronephthya (MorchefL加a)spinufo 

1 50cm 
sa 

延縄 下関市蓋井島沖 水深40mで採捕. SA Tr 

6(18ヤサガタハダカカメガイ Pneumoderma atfa叫icumpacificum 約30 約20mmTL 視認 長門市青海島地先 SA 

6(24シャチプリ Atefeopus japonicus 1 760mmTL 中型まき網 下関市沖 胃中に多数のアミ類を確認. YG 

れ2 6(25オオシマハナトサカ Stereonephthya osimaensis 1 8cm 潜水採捕 下関市豊浦町小串男島沖 水深14mで採捕. SA 

6(29ロウソクチピキ Emmefichtbys struhsakeri l 69mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA 

6月ウチワカシアンカメガイ属 Coroffa 
のl種 sp >1 潜水目視 長門市青海島地先 水面下の中層で撮影. HM  Ph HM  

6用タノレガタハダカカメガイ Cfiopsis krohni >1 潜水目視 長門市青海島地先 HM  Tr 

7(2サケガシラ Trachipterus ishikawae 1 131mmTL 定置網 下関市湯玉地先 SA 

7(2サケガシラ Trachipterus ishikawae 1 112mmTL 延縄 下関市厚島沖 水深60mで採捕. SA 

7(4ミジンベニハゼ Lubricogobius exiguus 1 30mmTL 底ぴき網 下関市吉見沖 SA Te 

7(5ホウズキ Hozukius embfemarius 235mmTL ばい篭 萩市見島沖 水深210mで採捕. SA D 

7(9ニセモミジガイ Ctenopfeira fisheri 小型底びき網 下関市育見沖 SA Te 

7(15エチゼンクラゲ Stomofophus nomur，剖' 24 1O.60cmBD 視認 長門市沖
8月から11月にかけて大量に YG 
出現した.

Te 

7(16リュウグウノヒメ Pterycombus petersii 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

7/22マツダイ Lobotes surinamensis 2 50cmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA Tr 

7/23サケガシラ Trachipterus ishikawae 1 950mmSL 棒受網 下関市六連島~蓋井島 YG 

7/24クロヘリメジロ Carcharhinus brachyurus 1 60cmTL 延縄 下関市蓋井島沖 SA 

7/25ホタノレイカモドキ Enopfoteu的ischunii l 84mmML ばい篭 萩市見島沖 水深210mで採捕. SA 

7/25ホウズキ Hozukius embfemarius 1 235mmTL ばい篭 萩市見島沖 水深210mで採捕. SA D 

7/25.27アゴヒゲアザラシ Erigηathus barbatus 1 1.5mTL 視認 萩市橋本川河口
河畔に上陸， しばらく姿のを後消， 
河口砂浜へ移動し， ~o:- m HM  Fr Ph HM  
す.



7/27アカオニナマコ近似種 Stichopus sp. cf. oshimae l 30cmTL 磯見 下関市吉見沖 SA 

7/28サケガシラ Trachipterus ishikawae 1 1.1mTL まき網 長門市沖 YG 

7/28コマチガニ H訂Toviaelegans 建網 下関市伊崎地先 水深10mで採捕. SA 

7/29ボウズボヤ属の1種 Syndiazona sp 10-15約20cmBL ROV採集 萩市見島西沖 水深90mで採捕. YG 

7/29ニジアマダイ Opistognathus evermanni l 104mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 水深20mで採捕. SA Te 

7/29ニセモミジガイ Ctenopleira fisheri 3 小型底ぴき網 下関市吉見沖 SA Te 

7/29ハナデンシヤ κalinga orna臼 1 150mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 水深20mで採捕. SA τT 

7/30オオアカヒトデ Linc.主ialaeviga回 1 60cmR 素潜り 萩市橿島西沖 水深6mで採捕. HM Ph， Pr HM 

7/31夕方クラタツ Hippocampus trimaculatus 10cmTL 小型底びき網 下関市吉見沖 SA Tr 

8/2サラサハタ Chromileptes altivelis 330mmSL 釣り 下関市葦井島賢女ノ鼻沖 水深65mで採捕. SA Tr 

8/4トピエイ Myliobatis臼bijei 347mmDW まき網 萩市見島沖 YG 

8/4ハリセンボン Diodon holocanthus 1 155mmTL まき網 萩市見島沖 YG Tr 

8/4ムラサキダコ Tremoctopus violaceus 2 50mmML，76mmML まき網 萩市見島沖 YG 

8/4シオイタチウオ Neobythites sivicolus 1 192mmTL ばい篭 萩市見島沖 水深193mで採捕. SA 

8/17マダラ Gadus macrocephalus 1 294mmTL ばい篭 萩市児島沖 水深285mで採捕. SA Fr 

8/19オニオコゼ(燈黄色個体) lnimicus japonicus 刺網 長門市船越地先 水深50mで採捕. YG 

8/19 ')リキヌヅツミ Phenacovolva recu町a 潜水採捕 萩市須佐長磯地先 水深50mで採捕. HM Ph， Pr HM 

8/19ナシジダカラ Cypraea labrolineata 19.28mmShH 漂着 下関市蓋井島 打ち上げ死殻，成員 SA Tr 

N 
8/21ユメカサゴ Helicol，四 ushilg，四 dor五 188mmTL ばい篭 萩市見島沖 水深290mで採捕. SA D N 

8/22アミメノコギリガザミ Scylla serra臼 約130mmCW たも網
下関市豊浦町室湾地先海 雄
岸横

SA 

8/23ホッケ Pleurogrammus azonus ，295mmSL ばい篭 萩市見島沖 水深285mで採捕. SA Fr 

8/29コンペイトウ Eumicrotremus biru/ai 153mmTL ばい篭 萩市見島沖 水深297mで採捕. SA Fr 

8/29ヒゲハゼ Parachaeturichthys polynema 2 128mmTL，80mmTL かご漁業 下関市彦島南風泊地先 水深20mで採捕. SA Tr 

9/1セミホウボウ Dactyloptena orientalis 1 400mmTL， 建網 下関市安岡沖 水深20mで採捕. SA Tr 

9/3ミジンベニハゼ Lubricogobius exiguus 1 20mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 SA Te 

9/3ゲンロクダイ Chaetodon modestus 1 50mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 SA Tr 

9/3ハナデンシャ Kalinga orna臼 1 30mmTL 小型底びき網 下関市吉見沖 SA τT 

9/8キハッソク Diploprion bifasciatum 1 約20cmTL 建網 長門市油谷立石地先 水深10mで採捕. YG Tr 

9/8シノノメサカタザメ Rhina ancylostoma 1 131cmTL 建網 長門市油谷立石地先 水深10mで採捕，雌未成魚. YG 

9/8ハリセンボン Diodon holocanthus 2 約.15cmTL 建網 長門市油谷立石地先 水深10mで採捕. YG Tr 

9/8'賓コクチイシナギ Stereolepis gigas 1 約1.8mTL 沖合底びき網 萩市見島~長崎県対馬海域 YG 

9月上旬スジコパン Phtheirichthys lineatus 1 約40cmTL 延縄 萩市見島~福岡県沖ノ島問水深120mで採捕. HM Pr HM 

9月上旬センニンフグ LagocephaJus sceleratus 1 約28cmTL 延縄 萩市見島~福岡県沖ノ島問水深120mで採捕. HM F HM 

9/11タマガシラ Parascolopsis inermis 1 約18cmTL 建網 萩市大島沖 HM Tr Pr HM 

9/13ソコイトヨリ Nemipterus bathybius 多数約20cmTL 小型底ぴき1種 長門市沖 YG 

9/15パショウカジキ Istiophorus platypterus 1 約2mTL 定置網 阿武町宇田郷地先 YG Tr 



9/16アカウミガメ(幼体) Lepidochelys o/ivacea 47 素手採捕 下関市安岡海岸 SA Tr 

9/18カナブグ Lagocephalus inermis 1 150mmTL 延縄 下関市吉母沖 水深38mで採捕. SA 

9/22ミジンベニハゼ Lubricogobius ex塩uus 1 20mmTL 小型底びき網 下関市吉見沖 SA Te 

9/22ハナデンシヤ Ka/inga orna臼 小型底びき網 下関市吉見沖 SA Tr 

9/22イッゼンタカサゴ PterocaesIo trilineata 2 150mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

9/25ムレハタタテダイ E王国liochusdiphreutes 1 70mmTL 定置網 下関市豊浦町室津地先 SA Tr 

9/25ムレハタタテダイ Heniochus diph町ut田 1 70mmTL 一本釣り 下関市豊浦町小串地先 SA Tr 

9/27イッセンタカサゴ Pterocaesio trilineata 4 151mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

9/28スジコパン Phtheirichthys /ineatus 1 38cmTL あまだい延縄 萩市見島西沖 水深120mで採捕. HM Ph， Pr HM 

9/30イッセン夕方サゴ Pterocaesio trilineata 1 150mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

10/1ラツノマウニ Toxopneustl白 pileolus 多数 潜水採捕 下関市豊浦町室湾地先泊湾水深3mで採捕. SA Tr 

10/3イッセンタカサゴ PterocaesIo trilineata 1 100mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

10/5クロホシフエダイ Lutjanus russellii 1 218mmTL 定置網 深川湾 YG Tr 

10/5ヅノてメウオ Platax teira 1 221mmTL 定置網 深川湾 YG Tr 

10/9カツオノカンムリ 持'lellavelella 多数 1O-15mmTL 漂着 阿武町清ケ浜 海水浴場に多数漂着. YG 

10/10ミジンベニハゼ Lubricogobius exiguus 1 10mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 SA Te 

10/13ミジンベニハゼ Lubricogobius exiguus 2 30mmTL，30mmTL 小型底びき網 下関市吉見沖 SA Te 

10/13スギ Rachycentron canadUIη 1 910mmFL 刺網 萩市沖 YG Tr 
N 

下関市蓋井島沖北西15 水深85mで採捕υ3 10/13センスガイ Flabellum pavoninum l 5cm 延縄 SA 
マイノレ沖

10/13頃アラ Niphon spinosus 数十約30cmTL 沖合底ぴき網 萩市見島~長崎県対馬海域 YG Tr 

10/13頃ヒメダイ Pristipomoides sieboldii 1 約50cmTL 沖合底びき網 萩市見島~長崎県対馬海域 YG 

10/14イッセンタカサゴ PterocaesIo trilineata 1 120mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

10/14 'yマグロハタンポ Pempheris japonica l 35mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA Tr 

10/16イトマキエイ Mobula japanica 1 1.6mDW，41kgBW 定置網 下関市蓋井島地先 雌 SA Tr 

10/16クロヘリメジロ Carcharhinus brachyurus 1 3.4mTL，227kgBW 定置網 下関市蓑井島地先 雄 SA 

10/16トゲチョウチョウウオ Chaetodon auriga 1 40mmTL 視認 下関市彦島西山地先 水深2mで採捕. SA Tr 

10/21センニンフグ Lagocξphalus sceleratus 1 400mmTL 延縄 下関市蓋井島沖 SA 

10/22ハリセンポン Diodon holocanthus 3 124mm，178mm，163mmTL まき網 長門市沖 YG Tr 

10/22ムラサキダコ Tremoctopus viofaceus l 117mmML まき網 長門市沖 YG 

10/23サケガシラ Trachipterus ishikawae 1 1200mmSL いか釣り 下関市角島北西沖卯持ノ瀬水深155mで採捕. YG 

10/26メナガエンコウガニ Harrovia elegans l 16.7mmCL，29.1mmCW 小型底びき網 下関市吉見神 雌 SA Te 

10/27タナカゲンゲ Lycodes 臼nakae 2 約40cmTL，60cmTL ばい篭 萩市見島沖 水深200-250mで採捕. SA D 

10/27ズワイガニ Chionoecetes opilio 8 8cmCW ばい篭 萩市見島沖 水深200-250mで採捕. SA 

10/27コイボイソギンチャク Cribrinopsis fernaldi 3 ばい篭 萩市見島沖 水深200.250mで採捕目 SA 

10/27 7サトゲニチリンヒトデ Crossaster papposus 2 ばい篭 萩市見島沖 水深200悶250mで採捕. SA 

10/28サケガシラ Trachipterus ishika wae 1 1050mmSL いか釣り 瀬下付関市近角島北西沖卯持ノ 水深118mで採捕. YG 



10/30 j]スザメ Squatina japonica 1 1mTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 雌 SA Te 

10/30マダラエイ Taeniura meyeni 1 94cmDW.19.4kgBW 定置網 長門市黄波戸地先 雄 SA つrr

11/7 Fチザメ Triakis sc〆iium 1 500mmTL 小型底ぴき鰐 下関市吉見神 SA Te 

11/12ミジンベニハゼ Lubricogobius exiguus 5 15-30mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見沖 SA Te 

11/17ハクセイハギ Cantherhines dumerjJjj 1 22cmTL 釣り 下関市蓋井島沖 水深65mで採捕. SA τT 

11/19ツキチョウチョウウオ Chaetodon wiebefi 1 190mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 

11/27アカオニナマコ近似種 Stichopus sp. cf. oshimae 3 25.30cmBL 磯見 阿武町奈古漁港 HM Ph HM 

11/27ナマコマノレガザミ LissocarCInus orbicularis 磯見 阿武町奈古漁港 HM Tr Ph HM 

11月下旬ノロゲンゲ Bothrocara hollandi 1 約150mmTL ばい篭 萩市見島沖 水深700mで採捕. SA D 

11/27ミジンベニハゼ Lubricogobius剖伊us 1 20mmTL 小型底ぴき網 下関市吉見?中 SA Te 

12/10ヤリマンボウ Masturus lanceolatus 1 550mmTL 定置網 長門市黄波戸地先 SA τT 

12/12マダラトピエイ Aetobatus narinari 1 630mmDW.2700gBW 定置網 長門市賞波戸地先 雄 SA Tr 

12/25コンペイトウ Eumicrotremus birulai 1 124mmSL.228gBW ばい篭 萩市見島沖EEZ付近 水深289mで採捕. SA Fr 

12/25ザラピクニン Careproctus trachysoma 2 240mmTL.191gBW.236mm ばい篭
TL.187gBW 萩市見島沖EEZ付近 水深435mで採捕. SA D 

12/25ヤマトコブシカジカ Malacocottus gibber 2 270mmTL.400gBW.245mm ばい篭
TL.317gBW 

萩市見島沖EEZ付近 水深300mで採捕 SA D 

12/25ヒキガニ Hyas co世'ctatus 3 50-80mmCW ばい篭 萩市見島沖EEZ付近 水深300mで採捕. SA 

'1 Tr:熱帯'.!IE熱帯性種.Te:温帯性種.Fr:寒帯・亜寒帯性種.D:深海性種区分未了。

ト、コ *2 :山口県日本海域ではないが，隣接海域であるので，参考情報として掲載した。
~ 



記載種リスト(五十音順)

蕩類 ナツメモFキ Cypraea errones 

ウミヒノレモ Ha/ophila ovalis ナンカイボラ Charonia tritonis 

海綿動物 ノ、ダカゾウクラゲ Pterotrachea coronata 

カイロウFウケツ属のl種 Euplectel1a sp. ハナイカ Sepia tullbergi 

刺胞動物 ハナデンシヤ Kalinga omata 

エチゼンクラゲ Stomolophus nomura/ ヒメコウイカ Sepia kobiensis 

エピクラゲ Netrostoma setouchi加盟 ヒメゾウクラゲ Carinaria japonica 

オオシマハナトサカ Stereonephthya oSIlnaensis ヒョウタンハダカカメガイ Clione sp. 

オキクラゲ Pelagia p剖lOpyra ヒョウモンダコ Hapa/ochlaena fasciata 

オピクラゲ Cestum amphitrites フFロ Doxander marginatus robustus 

カツオノカンムリ ぬJel1avelella ブノレヤガイ Stomatia phymot日

ギンカクラゲ Porpita umbel1a ホタルイカモドキ Enoploteuthis chunii 

コイボイソギンチャク Cribrinopsis ferna/di マガキガイ Conomurex luhuanus 

センスガイ Flabel1um pavoninum ミサキコウイカ Sepia misakiensis 

タコクラゲ Makaira indica ムラサキダコ Tr守'moctopusviolaceus 

チヂミトサカ科のl種 Chromanephthea sp. ヤクシマダカラ Cypraea arabica 

トグトサカ属の 1種 Dendronephthya (Morchellana) densa ヤサガタハダカカメガイ Pneumoderma adanticum pacificum 

トゲトサカ屑の I種 Dendronephthya (Morchellana) spinulosa ヤマトメリベ Melibe japoruca 

ニチリンクラゲ属の 1種 SollL国rissp. ヨツメダコ Octopus areolatus 

ピゼンクラゲ Rhopilema esculenta 節足動物

フトヤギ Euplexaura c~描掴 アカホシコプシガニ Leucosia haematosticta 

ブトヤギ属の 1種 Euplexaura pinna臼 アミメノコギリガザミ Scyl1a serra阻

ムツサンゴ Rhizopsammia minuta mutsuensis イセエピ Panulirus japonicus 

ユウレイクラゲ Cyanea nozakii イボイソパナガニ Xenocarcinus tuberculatus 

環形動物 オオタノレマワシ Phronima sedentaria 

ヒダピル Trachelobdel1a okae カプトガニ Tachypleus tridentatus 

献体動物 キタンヒメセミエピ Scyll;副11SkJ・tanoviriosus

アオイガイ Argonau臼 argo クラゲモエピ Latreutes anoplonyx 

アカイカ Ommastrephes bartramii コノハガニ Huenia proteus 

アプライカ Nototodarus philippinensis コマチガニ Harrovia eleg.卸 S

アミダコ Ocythoe tuberculata ズワイガニ Chionoecetes opilio 

アヤメダカラ Cypraea pora.口a ナマコマノレガザミ Lissocarcinus orbicularis 

ウチワカンテンカメガイ属の 1種 Corol1a sp. ハナシャコ Odontodactylus japonicus 

エゾハリイカ S伊 ，jaandreana ヒキガニ 尺yascoarc臼t山

オオイトカケ Epitonium scalae ベニズワイガニ Chionoecetes japonicus 

オキウミウシ Scyl1aea pelagica ヘリトリマンジュウガニ Atergatis reticuJatus 

カギイカ Moroteuthis loennbergi メナガエンコウガニ Harrovia elegans 

キピムシロ Nassarius splendidulus ワタクズガニ Micippa tha/ia 

キンシパイ Alectrion glans 練度動物

クリイロカメガイ Cavolinia uncina臼 アカオニナマコ近似種 Stichopus sp.cf. oshimae 

ゴマフホウズキイカ Helicocranchia pfefferi イイジマフクロウニ Asth四 osomaijimai 

サメハダホウズキイカ Cranchia scabra オオアカヒトデ Linckia laeviga阻

ジュセイラ Septa hepatica カンムリヒトデ属の 1種 Coronaster sp. 

シリヤケイカ Spiel1a japonica サツマヒトデ属の 1種 Sclerasterias euplec臼

スソムラサキダカラ Cypraea chinensis セノテヅルモヅル AstrocJadus coniferus 

ソデイカ(幼体・卵嚢) Thysanoteuthis rhombus トゲザオウニ G回 iocidarisbiserialis 

ソリキヌ、グツミ Phenacovolva recurva ニセモミジガイ Ctenopleura fisheri 

ダイオウイカ Architeuthis japoni伺 ノコギリウニ Prionocidaris baculosa 

タコプネ Argonauta hians ヒラタプンプク Lovenia elongata 

タノレガタハダカカメガイ α'iopsis ktohni フサトゲニチリンヒトデ Crossaster papposus 

ツマニケボリ近似種 PrimovuJa sp. cf. beckeri ホシヒトデ Stellaster equestris 

トウマキ Cymatium succinctum ヤツデスナヒトデ Luidia quin副プa

トピイカ Sthenoteuthis oualaniensis ラッパウニ Toxopneustes pileolus 

ナシジダカラ Cypraea labrolineata 
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尾索動物 キハッソク(成魚・幼魚) Diploprion bifasciatum 

オオサルパ Thetys vagina ギマ Triac.四 thusbiacu/eatus 

トガリサノレパ Sa/pa fusiformis キュウリエソ Maurolicus japonicus 

ヒカリボヤ Pyrosoma spinosum クサウオ Liparis t，訂1akae

ボウズボヤ属の 1種 Syndiazona sp クサハゼ Vanderhorstia sp. 

魚類 クサピアグ Ranzania laevis 

アイブリ Seriolina nigrofas口a阻 クマサカプグ Lagocephalus lagocepha/us oceanicus 

アオプダイ S回 rusovifrons クラゲウオ(幼魚) Psenes arafurensis 

アカイサキ Caprodon schlege/ii クロアジモドキ Parastromateus l1iger 

アカグツ Ha/ieutaea stellata クロヘリメジロ Carcharhinus brachyurus 

アカシュモクザメ Sphyrna lewini クロホシフエダイ Lutjanus russellii 

アカハタ Epinξphelus fasciatus クロホシマンジュウダイ Scatophagus argus 

アカマンボウ Lampris guttatus クロマグロ(幼魚) Thunnus orientalis 

アミメウツボ Gymnothorax pseudo的ryroideus クロメジナ Girella leonina 

アミモンガラ C制的idermismacu/ata ケムシカジカ Hemitripterus villosus 

アラ Niphon spinosus ゲンロクダイ Chaetodon modestus 

イサゴビクニン Lipa口'5ochotensis コウライガジ Zoarces gilli 

イシガキフグ Chilomycterus reticufatus コクチイシナギ Stereolepis gigas 

イショウジ Corythoichthys haematopterus ゴテンアナゴ Ariosoma meeki 

イセゴイ Mega/ops cyprinoides コプダイ(雌) Semicossyphus reticulatus 

イソフェアキ LethrInus atkinsoni コロダイ(未成魚) Diagramma pictum 

イッセンタカサゴ Pterocaesio trilineata コンゴウアグ Lactoria cornuta 

イッテンアカタチ Acanthocepola /imba臼 コンペイトウ Eumicrotremus bimla.i 

イトヒキアジ(成魚・幼魚) AlectIs ciliaris サギブエ Macroramphosus scolopax 

イトヒキハゼ Cryptocentrus邑'lifer サクラマス Oncorhynchus m出 oumasou 

イトマキエイ Mobulajap担 Ica サケ Oncorhynchus keta 

イヤゴハタ Epinephelus poec証onotus サケガシラ T四chipterusishika wae 

ウスパハギ Aluterus monoceros サザナミフグ Arothron hispidus 

ウミスズメ Lactoria diaphana サツマカサゴ Scorpaenopsis neglecta 

ウメイロ ParacaesIo xanthura ザラピクニン Careproctus trachysoma 

エゾイソアイナメ Physiculus maximowiczj サラサハタ Chromileptes altivelis 

エピスザメ NotOI戸lchuscepedianus サンマ(産卵個体) Cololabis saira 

エビスダイ Ostichthys japonicus シオイタチウオ Neobythites sivi，四lU5

オオクチイシナギ Sten田 'lepisdoederleini シキシマハナダイ Callanthias japonicus 

オオメカマス Sphyraena forsteri シノノメサカタザメ Rhina ancylostoma 

オオモンカエノレアンコウ Antennarius commersoni シマガツオ Brama japonica 

オキアジ Ura耳pishelvola シマガツオ属の1種 Br:nηa Sp 

オキトラギス Paraperl口'smultifascia担 シャチプリ(成魚・仔魚) Ateleopus japonicus 

オナガシマガツオ Brama myersi シュモクザメ属の 1種 Sphyrna Sp 

オニアジ Mega/aspis cordyla シロカジキ Makaira indica 

オニオコゼ(樫黄色個体) lnimicus japonicus ジンベエザメ Rhincodon typUS 

カガミダイ Zenopsis nebu/osa スギ Rachycentron canadum 

カスザメ Squatina japonica スジコパン Phtheirichthys /ineatus 

カスリハゼ Mahido/ia mys阻cina セミホウボウ Dacty/optena orientalis 

カタクチイワシ(しらす) Engraulis japonicu セレベスゴチ Thysanophrys celebica 

カタボシイワシ Sardinella lemuru センニンフグ Lagoc己phaJussceJeratus 

カナフグ Lagocephalus inermis ソウシカエノレアンコウ Antennarius scriptissimus 

カマスサワラ A国 nthocybiumsolandri ソウシハギ Aluterus scriptus 

カライワシ Elops hawa/ensis ソコイトヨリ Nemipterus bathybius 

カラスエイ D田ya，由 vioJacea ダイナンウミヘピ Ophisurus macrorhynchus 

キアマダイ Branchiostegus au日 tus タカクラタツ Hippocampus trimaculatus 

キアンコウ? (幼魚) Lophius /itulon ? タカサゴヒメジ Parupeneus heptacanthus 

キタマクラ Canthigaster rivula臼 タキフグ Takifugu oblongus 

キツネベラ Bodianus bilunulatus タナカゲンゲ Lycodes阻nakae
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タマガシラ Parasco10psis inermis ホコサキ Carcha泊'Inusmacloti 

ダノレマオコゼ Erosa erosa ホシエイ Dasyatis matsubarai 

チカメキントキ Cookeolus japonicus ホシフグ Arothron finη出ηentum

チョウチョウウオ Chaetodon auripes ホソアオトピ(幼魚) 品rundichthysoxycξphalus 

チワラスボ Taenioid田 C1L目白5 ホヅケ Pleurog.国 nmus担 onus

ツキチョウチョウウオ Chaetodon wiebeli ホホジロザメ Carcharodon carcharias 

ツノダシ Z剖1cluscornutus マイワシ Sardinops me1anostictus 

ツバクロエイ Gymnura japonica マサパ Scomber japonicus 

ツノてメウオ Platax teira マダラ Gadus macrocephalus 

ツノTメコノシロ Polydactylus plebeius マダラエイ Taeniura meyeni 

ツマグロハタンポ Pempheris japonica マダラトビエイ Aetobatus narinari 

テンガイハタワ(成魚・幼魚) Trachiptems trachypterus ? マツダイ Lobotes su.口namensis

テングダイ Evistias acutirostris マテアジ Atule mate 

テングノタチ E田necichthys五ski マナガツオ Pampus punc臼tis.剖'mus

テングハコフグ Ostracion rhinorhynchus マノレタ Tribolodon brandti 

テンス Xyrichtys dea ミジンベニハゼ Lubricogobius ex毎回JS

トゲチョウチョウウオ Chaetodon auri旨a ミドリアサアンコウ Chaunax abei 

トゲョウジ Syngnathoid，田 biacu1eatus ミナミイケカツオ Scomberoides to1 

ドチザメ Triakis scyllium ミナミホタテウミヘピ Pisodonophis cancrivorus 

トピエイ Myliobatis tobijei ムレハタタテダイ Heniochus diphreutes 

ナノレトピエイ Aetobatus flagellUJη メアジ Selar crumenophthalmus 

ナンヨウカイワリ Carangoides ortho，耳目盟国lUS メイチダイ Gymnocranius griseus 

ニジアマダイ Opistognathus evermanni メジロザメ属の1種 CarchaJ古mussp. 

ニシン Clupea pallasii モヨウフグ(成魚・幼魚) Arothron stellatus 

ニセカンランハギ Acanthurus dussumieri ヤマトコプシカジカ Malacocottus gibber 

ネコザメ Heterodontus japonicus ヤリヒゲ Cae10rinchus mu1ti耳pinulosus

ノロゲンゲ Bothrocara hollandi ヤリマンボウ Masturus lanceolatus 

ノ、クセイハギ Cantherh回目 dumerilii ユメカサゴ Helicolenus hilgendor1i 

パショウカジキ Istiophorus platypterus ユリウツボ Gymnothorax mieroszewskii 

ノ、タハタ Arctoscopus japonicus ヨコスジフエダイ Lu(janus ophuysenii 

ハチピキ ErythrocJes schlegelii リュウキュウヨロイアジ Carangoides hedland四 sis

ハチワレ Alop担ssuperciliosus リュウグウノツカイ(成魚・幼魚)Regalecus russellii 

ハナオコゼ 王百;striohistrio リュウグウノヒメ Pterycombus petersii 

ハナザメ Carcharhinus brevipinna ロウソクチピキ Emmelichthys struhsakeri 

ハナチゴオコゼ Kanekonia florida ワニギス Champsodon snyderi 

ハナハゼ Ptereleotris hanae ワモンアグ Arothron reticularis 

ノ、ナピラウオ Psenes pellucidus ~虫類

ハマブエフキ Lethrinus nebulosus アオウミカゃメ Chelonia mydas 

ハリゴチ科の1種(稚魚) Hoplichthyidae gen. et sp アカウミガメ(成体・幼体) Lepidochelys olivacea 

ハリセンボン Diodon holocanthus タイマイ Eretmoche1ys imbricata 

ヒゲダイ Hapalogenys sennin 晴乳類

ヒゲハギ Chaetodermis penicilli旨era アゴヒゲアアラシ Erignathus barbatus 

ヒゲハゼ Parachaeturichthys polynema ゴマフアザラシ Phoca largha 

ヒシヨロイアジ Carangoides cl官ysophrys スジイノレカ Stenella coeruleoalba 

ヒメコトヒキ 11ヲrapontheraps ハセイルカ Delphinus capensis 

ヒメシマガツオ Brama dussumieri ミンククジラ Ba1aenoptera acutorostrata 

ヒメダイ Pristipomoides sieboldii 

ヒレジロマンザイウオ Taractichthys steindach即日

ヒレナガカンパチ Seriola口voliana

プダイ Calotomus japonicus 

プリ Seriola quinqueradiata 

フリソデウオ(成魚・幼魚) Desmodema polystictum 

ベンテンウオ Pteraclis aestico1a 

ホウズキ Hozukius emb1emarius 
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山口県日本海産魚類目録

河野光久*1・土井啓行*2・堀 成夫*3

List of the Fishes in the Southwestern Japan Sea 0町YamaguchiPrefecture 

Mitsuhisa KAWANO， Hiroyuki DOI and Shigeo HORI 

We made a list of the fishes in the southwestern Japan Sea 0釘YamaguchiPrefecture during 1930's 
to 2010's based on hitherto records and our unpublished data. A total of 870 fish species composed 
of 39 orders and 197 families were identified during the period. The following nine species were 

recorded as new to Japan Sea: Mobula tarapacana， Sardinella lemuru， Hozukius emblemarius， Opistognathus 
evermanni， Seriola rivoliana， Brama myersi， Lutj・anusrussellii， Chaetodon wiebeli， Su.fflamen ch，戸opterum.The 
number of tropical/subtropical species was 327 and occupied 60% among the 544 species of which the 

geographical distribution and habitat were clearly recognized. The total number of species remarkably 
increased in 2000's， since tropical/subtropical water species increased. Fish fauna of this area had the 
characteristics combined the Japan Sea's fauna and the East China Sea/Yellow Sea's fauna. 

Key words : List of fishes; Japan Sea; Yamaguchi Prefecture 

山口県日本海域は日本海南西部の対馬海峡の北端に

位置する。その海底は，長門市青海島北沖約20海里

に位置する萩市見島より沿岸では，対馬海峡から連続

して海脚状に伸びた 100m以浅の浅海部からなる。一

方，見島より北の沖合では急深な地形となり大陸棚斜

面を形成している。このような地理的条件と海底地形

から，表・中層では東シナ海から日本海へ流入する対

馬暖流の直接的影響を受けているが1)，見島より北方

の水深約300m以深には水温lT以下の日本海固有冷

水が周年存在している 2)。このため，本海域は多数の

有用な暖海性魚類が南西から来遊してくるとともに，

沖合底層では寒海性魚類も出現し，日本海有数の漁場

として重要であるだけでなく，生物地理学的にも興味

深い海域となっている。

本海域に出現する魚類については，これまで主に 4

つの目録が報告されている。それらを年代順に示すと，

まず， 1953年に山口県外海水産試験場 3)が215種を

報告し，ついで吉田・伊藤心が211種を報告してい

る。その後，藤聞のが 1952 年~ 1980年代に瀬戸内

海を含む山口県海域で出現した 161科 461種のうち，

日本海産として 127科300種を報告している。さら

に森 6)が 1975~ 1977年に油谷湾(現在長門市)で

採集された魚類 101科269種を報告している。これ

らの報告のうち藤岡 5)の報告は， 1980年代に確認さ

れたものまで含まれている点で最も新しく，かつ記載

種も多いが，報告されてからすでに 20年が経過して

* 1 山口県水産研究センター外海研究部
Yamaguchi Prefectural Fisheries Research Center;2861-3 Ohtomari， Senzaki， Nagato， Yamaguchi， 
759-4106， Japan 
叫下関市立しものせき水族館

Shimonoseki Marine Science Museum; 6-1 Arcaport， Shimonoseki， Yamaguchi， 750-0036， Japan 
叫萩博物館

Hagi Museum; 355 Horiuchi， Hagi， Yamaguchi， 758-0057， Japan 
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いる。その後，小林ら 7)は水温のレジームシフトに同

調して海洋生物にもレジームシフトが起き， 1984 ~ 

2004年に本海域において，それ以前にはあまり見か

けられなかった 84種の熱帯・亜熱帯性魚類が出現し

たことを報告している。このように藤岡 5)の報告後，

本海域における魚類の出現種数は水温上昇に伴い確実

に増加しているとみられることから，最新情報を含め

て魚類相の現状と年代的変遷を明らかにしておくこと

は，今後の水温変動が魚類相や魚類の分布に与える影

響を評価または予測するために重要であると考えられ

る。

本研究は山口県日本海域で確認された魚類に関する

既往の文献のほか，著者らの未発表の調査資料を網羅

的に整理し，山口県日本海産魚類目録を作成するとと

もに， 1930年代以降の出現種の変遷を明らかにした

ものである。さらに，日本周辺の他海域の魚類相と比

較することにより本海域の魚類相の特徴も記述した。

材料および方法

魚類目録の作成に用いた資料は，山口県日本海産魚

類が記載された(1)山口県水産研究センター(山口

県外海水産試験場を含む)の事業報告 3.8 -14)，研究

報告 1.7，15-19)，水産研究センターだより(水試だよ

りを含む)20. 2円保護水面管理事業調査報告書 22-

30)，マダイ 31-38)およびトラフグ 39-42)の放流技術

に関する報告書， (2)山口県による漁場調査に関する

報告書 43-46)および資源管理に関する報告書 47-49)，

(3)水産大学校(水産講習所を含む)の研究報告 50

53)，調査報告書 54)，(4)山口県油谷湾に関する調査

研究報告書 6.55)， (5)萩市近海の魚類に関する文献

56.57)， (6)山口県水産研究センターによる萩，仙崎，

豊北，下関漁港市場調査資料，その他調査未発表資料，

(7)下関市立しものせき水族館による下関地区の小型

底びき網，定置網乗船調査ほか未発表資料， (8)萩博

物館による収蔵資料データベースほか未発表資料であ

る。このうち，山口県水産研究センターの調査資料の

多くは登録・保管された標本に基づいておらず再現性

に問題があるため，分布や同定の疑わしい魚種につい

ては削除した。また，その他の資料においても，記載

された当時の魚種名が現在のどの種に該当するのか確

定で、きなかった種については削除した。なお，本研究

の対象海域である山口県日本海域の厳密な定義は無い

ので，ここではおおよその目安となる海域を，東端に

ついては萩市下田万炉崎北沖，西端については下関市

彦島と福岡県沖ノ島を結ぶ線および長崎県対馬近海と

し，両端に挟まれた大陸棚および大陸棚斜面上の海域

とした(図 1)。
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図1 調査海域(山口県日本海域)

目録の作成にあたっての魚種名や分類方式，および

掲載の順序は，中坊 58.59)に準じた。また，追加種や

学名の変更については，日本魚類学会のホームページ

(http://www.fish-i宅jjp，参照 2011年 2月 22日)を

参考にした。

出現した魚種のおおまかな生息域に基づく内訳を把

握するため，中坊 58.59)による分布や生息環境に関す

る記述に基づき，浅海・表層(水深200m未満)に生

息するものは西村 60)が提唱した次の3つの生物地理

群集 (Tr，Te， Fr)へ，水深200m以深に生息するも

のは深海性種 (D)に区分した。

Tr:熱帯・亜熱帯性種(インド・西太平洋系)

Te:温帯性種(東亜系)

Fr:寒帯・亜寒帯性種(北太平洋系)

なお，中坊 58.59)による分布や生息環境に関する記

述だけでは明確かつ客観的に生息域を識別できない魚

種については，あえて他の情報を追加して考察し区分

することは本研究の範轄外であるため，区分未了とし

て該当欄に i-Jと記した。

各魚種の出現年は 10年毎の年代で整理した。ただ

し 1950年以前についてはまとめて 1930~ 50年

代とし， 2000年代については直近の 2010年まで含

めた。

結 果

出現種

山口県日本海域に出現した魚類は， 39日197科

870種にのぼった(付表)。

出現種数は科のレベルでは，ハゼ科 (65種)，アジ

科 (31種)，フサカサゴ科 (31種)，フグ科 (26種)，

ハタ科 (26種)，ベラ科 (24種)，ダルマガレイ科 (17

種)，スズメダイ科(18種)，ヨウジウオ科(18種)，

nu 
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カレイ科(14種)の順に多く(付表)，これらの出現

種数を合計すると 270種で，全出現種数の 31.0%を

占めた。

出現種数の推移を年代別にみると(付表)， 81種と

著しく少なかった 1960年代を除くと， 1980年代ま

では 249~316 種の範囲で推移したが， 1990年代

には 428種，さらに 2000年代には 718種と大幅に

増加した。

全870種のうち，生息域区分が可能であった 544

種における各区分の出現種数をみると，熱帯・亜熱帯

性種が327種 (60%)，温帯性種が 178種 (33%)，

寒帯・亜寒帯性種が 17種(3%)，深海性種が22種(4%)

であった。

下記の 29種は主に北部日本海に出現する種

で，本海域を南限として出現した種である。ニシン

科:ニシン ClupeapaUωii， タラ科:マダラ Gadus

macrocephalus，コマイ Eleginusgracilis，スケトウダ

ラTheragrachalcogramma，フサカサゴ科:キチジ

Sebastolobus macrochil二ハツメ Sebastesowstoni，アイ

ナメ科:ホッケPleurogrammusazonus，ケムシカジカ科:

ケムシカジカ Hemitr伊terusvillosω，カジカ科:コオ

リカジカ lceluscataphractus，キンカジカ Cottiusculus

schmidti，オキヒメカジカ Cottiusculusgonez，ニジカ

ジカ Alcichthyselongatus，ウラナイカジカ科:ヤマ

トコブシカジカ Malacocottusgibber，ダンゴウオ科:

ナメフウセンウオ Cyclopteropsislindbergi，コンペイ

トウ Eumicrotremusbirulai，クサウオ科:イサゴピク

ニンL伊arisochotensis， ビクニンL伊αristessellatus， 

ザラピクニン Careproctustrachysoma，サケピクニ

ンCareproctusrastrinus，ゲンゲ科:コウライガジ

Zoarces gillii，タナカゲンゲLycodestana加e，ノロゲ

ンゲBothrocarahollandi，タウエガジ科:フサギンポ

Chirolophis japonicus，ナガヅカ Stichaeusgl噌oヴewi，ニ

シキギンポ科:ニシキギンポPholispicta，ハタハタ科:

ハタハタ Arcωscopωjaponicus，カレイ科:ソウハチ

H伊>poglossoid，ωpinetorum，アカガレイ Hψ>poglossoides

dubius，ヒレグロ Glyptoc甲halusstelleri。

日本海初記録種

出現した 870種のうち著者らが調べた限り， 2011 

年7月末の時点で日本海から記録がないとみなすこと

ができた9種を，以下に日本海初記録種として詳述す

る。
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タイワンイトマキ工イ MobulaωrapacanaCPhilippi， 

1982) (図版 1-1)

本種は神奈川県三崎，沖縄，台湾，パハ・カリフオ

ルニア両岸，チリ，象牙海岸に分布し 58)，これまで日

本海での報告はなかった。

しかし， 2004年7月 15日に萩市相島北西7海里

の海域で中型まき網漁船により体盤長1.2m，体盤

幅2m，体重 100kg以上の雄個体が採捕された。当

初，小林ら7)はこの個体をオニイトマキエイ胸nta

birostrisと同定し報告していた。しかし，クイーンズ

大学の柏木努博士およびオーストラリア連邦科学産

業研究機構のWilliamWhite博士による写真での再同

定の結果，口が頭部腹面に位置すること，背鰭の後縁

がまっすぐで体に直交すること，および噴水孔が胸鰭

基部の上方で伸張することから，タイワンイトマキエ

イと同定された。

この記録の証拠資料として，下記の写真が保存され

ている。

萩市相島北西沖8海里， 8枚， 2004年7月 15日，

天野千絵撮影(山口県水産研究センター所蔵)(図版

1-1)。

硬骨魚綱Osteichthyes

ニシン目 Clupeiformes

ニシン科Clupeidae

カタボシイワシ Sardinellalemuru (Bleeker， 1853) 

(図版 1-2)

本種は南日本，奄美大島，台湾，福建，フィリピン，

スマトラ・ジャワ島，マレーシア半島東岸，オースト

ラリア西岸に分布し，沿岸で群れをなすとされるが

58)，これまで日本海で、は報告がなかった。

しかし， 2008年9月24日に下関市蓋井島沖でま

き網により全長265mm，体重 178gの個体が採捕さ

れた。本個体は腎鰭最後の 2軟条が伸長すること，背

鰭前方鱗は体の正中糠上に配列しないこと，および腹

鰭が9軟条であることから，カタボシイワシと同定さ

れた。

この記録の証拠資料として，下記の標本が保存され

ている。

下関市蓋井島沖， 1個体， 2008年9月24日，落

合晋作採集(下関市立しものせき水族館所蔵)(図版

1-2)。

カサゴ目 Scorpaeniformes

フサカサゴ科Scorpaenidae

ホウズキHozukiusemblemarius Oordan and Starks， 

1904) (図版 1-3)
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本種は岩手県以南~九州の深海の岩礁に分布すると

されるが 58)，これまで日本海で、は報告がなかった。

しかし， 2009年7月25日に萩市見島沖の水深

210mでばい篭により全長235mmの個体が漁獲され

た。本個体は胸鰭上半部の後縁が丸いこと，眼嵩下縁

に小東京があること，および吻・主上顎骨・下顎が小鱗

を被ること等からホウズキと同定された。

この記録の証拠資料として，下記の写真が保存され

ている。

萩市見島沖水、深210m，1枚， 2009年7月25日，

落合晋作撮影(下関市立しものせき水族館所蔵)(図

版 1-3)。

スズキ目 Perciformes

アゴアマダイ科Opistognathidae

ニジアマ夕、イ Opistognathusevermanni Oordan & 

Snyder. 1902) (図版2-4)

本種は和歌山県田辺湾，和歌浦，徳島県，愛媛県宇

和島，長崎県，およびそれ以南の南シナ海(ベトナム)

までの海域に分布するとされるが 58)，これまで日本海

では報告がなかった。

しかし， 2009年7月 29日に下関市吉見沖水深

20mで小型底びき網により全長 104mmの個体が採

捕された。本個体は腹鰭に黒色斑があること，尾鰭に

2本の黒褐色横帯があること，および尾鰭の後端が尖

ることからニジアマダイと同定された。

この記録の証拠資料として，下記の標本が保存され

ている。

下関市吉見沖水深20m，1個体， 2009年7月29

日，園山貴之採集(下関市立しものせき水族館所蔵)(図

版 2-4)。

アジ科Carangidae

ヒレナガカンパチ Seriolarivoliana (Valenciennes. 

1833) (図版2-5)

本種は南日本;全世界の温帯・熱帯海域に分布する

とされるが 58)，これまで、日本海で、は報告がなかった。

しかし， 2007年 1月4日に下関市室津地先に設置

された定置網で 1個体が採捕された。本個体は第2背

鰭前部が鎌状に伸びること，および尾鰭下葉先端が白

くないことからヒレナガカンパチと同定された。

この記録の証拠資料として，下記の生態写真が保存

されている。

下関市室津地先， 1枚， 2007年 1月4日，落合晋

作撮影(下関市立しものせき水族館所蔵)(図版2-5)。

シマガツオ科Bramidae

オナガシマガツオBramamyersi (Mead. 1972) (図

版2-6)

本種は中・西部太平洋や西部インド洋の熱帯・温帯

域の表層に分布し，小笠原諸島および東シナ海の分布

については疑問が持たれていた 58)。また，これまで日

本海では報告がなかった。

しかし， 2007年6月7日， 6月8日および 7

月 12日に下関市室津地先の定置網でそれぞれ全長

142mm， 203mmおよび約 200mmの個体が連続し

て採捕され，さらに同年7月 12日には下関蓋井島沖

水深 100mでも底延縄により全長 181mm，体重57g

の個体が採捕された。これらの個体は尾鰭上葉長が体

長の55%以上に伸長することからオナガシマガツオと

同定された。

この記録の証拠資料として，下記の写真が保存され

ている。

下関市室津地先， 1枚， 2007年6月8日，土井啓

行撮影(下関市立しものせき水族館所蔵)(図版2-6)。

フエダイ科Lutjanidae

クロホシフエダイ Lutjanusrussellii (Bleeker. 1849) 

(図版3-7)

本種は南日本，およびインド・西太平洋にかけて分

布するとされているが 58)，これまで日本海では報告が

なかった。

しかし， 2009年 10月5日に長門市深川湾の小型

定置網で全長218mmの個体が採捕された。本個体は

体後方側線上に 1個の大暗色斑があること，および体

側に 3本の縦縞があることからクロホシフエダイと同

定された。

この記録の証拠資料として，下記の写真が保存され

ている。

深川湾， 1枚， 2009年 10月5日，河野光久撮影(山

口県水産研究センタ一所蔵)(図版3-7)。

チョウチョウウオ科Chaetodontidae

ツキチョウチョウウオ Chaetodonwiebeli (Kaup. 

1863) (図版3-8)

本種は八丈島，伊豆，高知県以南，台湾，南シナ海，

シャム湾の岩礁域に分布するとされ 59)，これまで日本

海で、は報告がなかった。

しかし， 2009年 11月 19日に下関市湯玉地先に設

置された定置網により全長 190mmの個体が採捕され

た。本個体は背鰭軟条基部および尾柄部に顕著な斑紋

がないこと，体側に多数の斜線があること，および尾

鰭暗色横帯の幅は瞳孔とほぼ同じ大きさであることか
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ら，ツキチョウチョウウオと同定された。

乙の記録の証拠資料として，下記の標本が保存され

ている。

下関市湯玉地先， 1個体， 2009年 11月 19日，土

井啓行採集(下関市立しものせき水族館所蔵)(図版

3-8)。

モンガラカワハギ科Balistidae

ツマジ口モンガラ Sufflamenchη'sopterum (Bloch & 

Schneider， 1801) (図版3-9)

本種は伊豆半島以南，インド・西太平洋の熱帯海域

に分布するとされていたが 59)，これまで日本海からの

報告はなかった。

しかし， 2003年 11月 18日，萩市須佐深まてかた

ピーチの海中で夕、イパーにより体長約3cmの幼魚の

生態写真が撮影された。本個体はモンガラカワハギ科

の幼魚で，体側上半部が黒色，下半部が白色と特徴的

な体色を呈していたことから，ツマジロモンガラの幼

魚と同定された。

この記録の証拠資料として，下記の生態写真が保存

されている。

萩市須佐深まてかたピーチ， 1枚， 2003年 11月

18日，スサリゾートダイビングサービス撮影(萩博

物館所蔵)(図版3-9)。

考 察

1960年代の出現種数が他の年代に著しく少なかっ

た(付表)原因は，この年代の資料としては山口県外

海水産試験場によるトロール網調査結果 8.9)と川尻定

置網の漁獲統計しかなく，しかもこれらの記録が有用

魚類に偏っていたことによるものであり，前後の年代

と比較してこの年代に魚類相が大きく変化したとは考

えにくい。実際の魚類相の変化は 1990年代以降に出

現種数の増加として現れ，とりわけ 2000年代には大

幅な出現種数の増加が見られた(付表)。この原因を

検討するため，中坊 58.59)による記述から生息域区分

が可能であった 544種を対象に， 2000年代と 1990

年代の熱帯・亜熱帯性種，温帯性種および寒帯・亜寒

帯性種の出現種数を比較してみた。その結果， 1990 

年代には熱帯・亜熱帯性種が 130種，温帯性種が

149種，寒帯・亜寒帯性種が 12種であったが， 2000 

年代には熱帯・亜熱帯性種がほぼ倍増し 281種，温帯

性種が155種，寒帯・亜寒帯性種が12種となっていた。

生息域区分ができなかった種が 100以上あるので厳

密な数値としては示すことができないが， 2000年代

の出現種数の増加は熱帯・亜熱帯性種の増加による影

響が大きく，大まかな傾向として， 1990年代は桔抗

していた熱帯・亜熱帯性種/温帯性種の種数のバラン

スが2000年代に大きくくずれ，熱帯・亜熱帯性種が

著しく優勢してきでいることがうかがえる。小林ら 7)

は山口県日本海沿岸域では熱帯・亜熱帯性魚類の顕著

な出現が 1997年頃に始まり，当海域の水温が高温期

に入った時期と一致していたことから，水温上昇が熱

帯・亜熱帯性種の来遊や幼生の定着を容易にし，かつ

促進したのではないかと推察している。 2000年代に

出現種が大幅に増加したもう 1つの要因として，小林

ら7)がすでに指摘しているように，調査精度の向上や

努力量の増加も無視できない。調査精度の向上に関し

ては，中坊 58.59)の魚類検索図鑑の発行と魚類分類学

の進歩により，比較的容易に魚類の同定ができるよう

になったことが挙げられる。また，努力量の増加に関

しては， 2001年の下関市立しものせき水族館， 2004 

年の萩博物館の開館以降，山口県水産研究センターを

含む3者が連携しで情報の収集と蓄積を継続している

こと，および関連して地域住民からの情報提供が増加

したことが大きく寄与している。近年の水温の上昇に

よる暖海性魚類の増加は筑前海沿岸 61)や広島湾 62)な

どでも起きており，各海域で今後の水温変動に対応し

て出現種がどのように変化するか注目されている。特

に注目されるのは，新たな熱帯・亜熱帯性種が出現す

るかということ以上に，水温の上昇に伴い熱帯・亜熱

帯性種のうち越冬さらには再生産を行い定着する種が

出現するかどうかである。このため，今後は水温情報

の収集と併行して出現種の成熟状態等についてもでき

るだけ情報を収集していく必要があろう。

次に本海域の魚類相の特徴をより明瞭にするため，

本海域の上位22科の出現種数と相模灘 63)，東シナ海

・黄海 64h および新潟県柏崎 65)のそれらとを比較し

てみた(表1)。出現種数は相模灘で最も多く 1503種，

次いで東シナ海・黄海で 1158種，柏崎では本海域

(870種)よりもかなり少なく 479種であった。この

ことから，本海域は日本海内では北方の海域と比べ出

現種数が多く多様性の高い魚類相を有しているといえ

るが，太平洋の黒潮流域や東シナ海・黄海と比較する

と貧弱な魚類相であることは否めない。日本列島およ

びその周辺の魚類は 3863種とされる聞ので，現時

点では本海域で確認された種はこのうちの 22.5%に

すぎない。しかし， 1990年代から 2000年代にかけ

ての水温の上昇に伴う熱帯・亜熱帯性種の増加(付表)

が今後も継続すれば，本海域の魚類相は対馬暖流の上

流域に位置する東シナ海のそれに近づいていくことが

予想される。

各海域の上位22科の出現種を比較すると(表1)，

円
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表 l 主要科出現種数の海域間比較

No 山口県日本海 種数 (幅) 相模灘本l 種薮 自〕一長てンナ海・黄海時 種数 (唱) 柏崎*3 種数 (出)

Iハゼ科 65 7.5 ハゼ科 107 7.1 
2アジ科 32 3.7 ベラ科 85 5.7 
3フサカサゴ科 31 3.6 ノ、タ科 67 4.5 
4フグ科 26 3.0 フサカサゴ科 53 3.5 
5ハタ科 26 3.0 スズメダイ科 42 2.8 
6ベラ科 24 2.8 チョウチョウウオ科 34 2.3 
7スズ、メダイ手ヰ 18 2.1 アジ科 32 2.1 
8ヨウジウオ科 18 2.1 テンジクダイ科 31 2.1 
9ダルマガ、レイ科 17 2.0 フグ科 30 2.0 
10サバ科 16 1.8 イソギンポ科 26 1.7 
11カレイ科 14 1.6 ニザダ、イ科 25 1.7 
12カジカ科 13 1.5 ヨウジウオ科 23 1.5 
13テンジクダイ科 13 1.5 フエダイ科 22 1.5 
14チョウチョウウオ科 13 1.5 ハダカイワシ科 22 1.5 

15ネズッポ科 13 1.5 カジカ科 20 1.3 
16イソギンポ科 12 1.4 ソコダラ科 19 1.3 
17コチ科 12 1.4 ヒメジ科 18 1.2 

18カワハギ科 11 1.3 ネズッポ科 18 1.2 
19ヒメジ科 11 1.3 カワハギ科 17 1. 1 

20アナゴ科 10 1. 1 モンガラカワハギ科 16 1.1 

21ホウボウ科 10 1.1 キンチャクダイ科 16 1. 1 
22ニサeダイ科 10 1. 1 サパ科 16 1. 1 

その{也 455 52.3 その他 764 50.8 

計

* 1 Senou et al.日)
*2依田ら 64)

870 100.0 

*3水沢・箕輪出純淡水産種は除いた。

1503 100.0 

本海域の魚類相の特徴として以下のことが挙げられ

る。 (1)原始的深海魚に属するハダカイワシ科とソコ

ダラ科 66)は，相模灘ではそれぞれ 22種. 19種，東

シナ海・黄海ではそれぞれ 17種.38種と出現種数

が多いが，本海域ではハダカイワシ科が l種，ソコダ

ラ科が2種にすぎない(付表)。このようなハダカイ

ワシ科等の中・深層性マイクロネクトンの極端な貧困

は，山口県沖に限らず日本海の魚類相の主要な特徴の

lつである 67)0 (2)亜寒帯~温帯系のカレイ科およ

びカジカ科は，柏崎で4位以内，本海域は 12位以内

に位置していることから分かるように，日本海では上

位に位置するグループといえる。 (3)底生魚のダルマ

ガレイ科，アナゴ科およびホウボウ科は，東シナ海で

は 13位以内と上位に位置しているが，本海域でも同

様にすべて 21位以内と上位に位置する。 (4)亜寒帯

性のトクビレ科魚類は，日本海北部の柏崎では 12種

が出現し7位を占めるが，日本海の南部に位置する本

海域ではまったく出現しない。 (5)熱帯・亜熱帯性の

フエダイ科は，相模灘では 13位，東シナ海・黄海で

は 15位と上位を占めるが，日本海では上位に入らず，

本海域ではわずか8種が出現するのみである(付表)。

(6)産業的な重要種が多く含まれるアジ科とサパ科は，

本海域では出現種数が比較的多く，豊かな魚類相を呈

する相模灘や東シナ海・黄海に劣らない。以上のよう

に，本海域の魚類相は (1)および (2)で示したよう

な日本海の魚類相の要素と (3)に示したような東シ

ナ海・黄海の魚類相の要素を併せ持っていることが大

きな特徴といえる。これは本海域が日本海の南部に位

置し，かつ対馬海峡を通して東シナ海・黄海と連続し

ていることに起因していると考えることができる。そ

ノ、ゼ科 40 3.5 ハゼ科 28 5.8 
ソコダラ科 38 3.3 フサカサゴ科 25 5.2 
フサカサゴ科 36 3.1 カレイ科 23 4.8 
ハタ科 34 2.9 カジカ科 20 4.2 
フグ科 30 2.6 アジ科 17 3.5 
アジ科 29 2.5 フグ科 14 2.9 
ダルマガレイ科 22 1.9 トクビレ科 12 2.5 
アシロ科 18 1.6 タウエガジ科 12 2.5 
ハダカイワシ科 17 1.5 サハ科 10 2.1 
アナゴ科 16 1.4 ベラ科 7 1.5 
ベラ科 16 1.4 ハタ科 7 1.5 
アカグツ科 16 1.4 ネズッポ科 7 1.5 
ホウボウ科 15 1.3 ゲンゲ科 7 1.5 
ガンギエイ科 15 1.3 カワハギ科 7 1.5 

フエダイ科 14 1.2 ヒラメ科 6 1.3 

カワハギ科 14 1.2 ニシン科 6 1.3 
カタクチイワシ科 14 1.2 ヒラメ科 6 1.3 

ニシン科 14 1.2 サケ科 5 1.0 
カレイ科 14 1.2 タイ科 5 1.0 

キホウボウ科 14 1.2 ダルマガレイ科 5 1.0 

ウミヘピ科 14 1.2 ホウボウ科 5 1.0 

ニベ科 14 1.2 クサウオ科 5 1.0 

その他 704 60.8 その他 240 50.1 
1158 100.0 479 100.0 

して，このような本海域の地理的分布は，日本海北部

ほど寒冷ではなく，東シナ海ほど温暖でもないという

海域特性をもたらし，それが北部日本海に多く出現す

る種のうちトクピレ科のように特に寒冷域を好む魚種

がまったく出現しないことや熱帯域の代表種であるフ

エダイ科の出現種数が相模灘および東シナ海・黄海に

比べ少ないことにつながっている可能性がある。

最後に出現種の記録の作成と標本保官の重要性を指

摘しておきたい。山口県外海水産試験場は 1952年当

時保管していた 215点の魚類標本の目録を昭和 27年

度事業成績報告書 3)に載せている。この資料は山口県

日本海産魚類目録としては最も古い貴重なものである

が，現在使われていない和名の魚類や近年確認されて

いない寒帯・亜寒帯性魚類が散見され，それらは再同

定が必要と思われた。しかし，残念ながら当時の標本

はまったく残っていないため，再同定は不可能であっ

た。また，近年の特記すべき魚類についても，写真や

標本が残されていないものがあった。今後特記すべき

魚類が採集された場合には，できるだけ詳細な記録や

写真を残すとともに，博物館や大学等，他の機関の協

力を得て標本の登録・保管を進めることが必要である。
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生息域*1 1930-50年代 1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代種

Myxiniformes 

Myxinidae 0 

• 
。。。。

。
Te Eptatretus burgeri 

Paramyxine atami 

Chimaera phan臼sma

ヌタウナギ

クロヌタウナギ

ギンザメ

Chimaeriformes 

Chimaeridae 
Heterodontiformes 
Heterodontidae 

ギンザメ目

ギンザメ科

ネコザメ目

ネコザメ科 。。。0 

• 
Te Heterodontus japonicus 

Heterodontus zebra 

ネコザメ

シマネコザメ

Orectolobiformes 

Orectolobidae 
Rhincodontidae 

Lamniformes 
Lamnidae 

テンジクザメ目

オオセ科

ジンベエザメ科

ネズミザメ目

ネズミザメ科

。
0
0
.

。

。

。。
。

Tr 

-H

一
行
千
円

Orectolobus japonicus 
Rhincodon typus 

Carcharod曲目rchari.描
[surus oxyrinchus 

Alopias pelagicus 

Alopias superciliosus 

オオセ

ジンベエザメ

ホホジロザメ

アオザメ

ニタリ

ハチワレ

Q
L
 

0
0
0
0
0

・00
・0oo
-
-
σ

。
。
0
0
0
 。。
0
0
0
 

。
。
。。。

。
。

0
0
0
0
 

Te 

一
石
一

n
u
-
H
b
N
-
H
-
H
-
H

Scyliorhinus torazame 

CephalosCjイiiumumbratile 

Mustelus manazo 

Mustelus griseus 

Triakis scyllium 

Hemitriakis japonica 

Prionace glauca 

Galeocerdo cuvier 

Carcharhinus macJoti 

Carcharhinus brevipinna 

Carcharhinus leucas 

Carchal古inusplumbeus 

Carcharhinus falciformis 

Carcharhinus brachyurus 

Sphyma spp 

トラザメ

ナヌカザメ

ホシザメ

シロザメ

ドチザメ

エイラクプカ

ヨシキリザメ

イタチザメ

ホコサキ

ハナザメ

オオメジロザメ

メジロザメ

クロトガリザメ

クロヘリメジロ

シュモクザメ

Alopiidae 

Carcharhiniformes 

Scyliorhinidae 

Carcharhinidae 

Triakidae 

オナガザメ科

メジロザメ目

トラザメ科

ドチザメ科

メジロザメ科bコ
∞ 

。
。
。
。

。
0

・・

Tr Notorynchus cepedianus 

Squalus acanthias 
Squalus brevirostris 

Squalus mitsukurii 

エピスザメ

アプラツノザメ

ツマリツノザメ

フトツノザメワ

Sphyrnidae 
Hexanchiformes 

N otorynchidae 
Squaliformes 
Squalidae 

シュモクザメ科

カグラザメ目

エピスザメ科

ツノザメ目

ツノザメ科

Squatiniformes 

Squatinidae 

カスザメ目

カスザメ科 。。。。。

• 
Te 

Te 

Squatina japonica 

Squatina nebulosa 

Pristiophorus japonicus 

カスザメ

コロザメ

ノコギリザメ

Pristiophoriformes 
Pristiophoridae 

Rajiformes 
Rhynchobatidae 

Rhinobatidae 

ノコギリザメ目

ノコギリザメ科

エイ目

トンガリサカタザメ科

サカタザメ科
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
 

。。
。。
。

。
。Te 

Te 

Rhina ancylostoma 

Rhinobatos hynnicephalus 

Rhinobatos schlegelii 

Platyrhina臼ngl

Narke japonica 

Crassinarke dormitor 

シノノメサカタザメ

コモンサカタザメ

サカタザメ

ウチワザメ

シピレエイ

ネムリシピレエイ

Platyrhinidae 
Torpedinidae 

ウチワザメ科

シピレエイ科
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・

。
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。。。一

η-HTH

Bathyraja smirnovi 

Dipturus kwangtungensis 

Raja pulchra 

Dipturus tengu 

Okamejei keno.リei
Okam吋eischmidti 

Okamejei boesemani 

Okamejei acutispina 

Urolophus aurantiacus 

Taeniura meyeni 

Dasyatis violacea 

Dasyatis matsubarai 

Dasyatis akajei 

Dasyatis ushiei 

Gymnura japonica 

Myliobatis tobijei 

Aetobatus narinari 

Aetobatus flagellum 

Mobula japanica 
Mobula tarapac出国

種

Fプカスベ
ガンギエイ

メガネカスベ

テングカスベ

コモンカスベ

ヅマリカスベ

イサゴガンギエイ

モヨウカスベ

ヒラタエイ

マダラエイ

カラスエイ

ホシエイ

アカエイ

ウシエイ

ツバクロエイ

トピエイ

マダラトピエイ

ナノレトピエイ

イトマキエイ

タイワンイトマキエイ1

Rajidae 

Urolophidae 

Dasyatidae 

目・科

ガンギエイ科

ヒラタエイ科

アカエイ科

Gymnuridae 

Myliobatidae 

ツバクロエイ科

トピエイ科

Acipenseriformes 

Acipenseridae 

Elopiformes 

Elopidae 

Megalopidae 

Albuliformes 

Albulidae 

Anguilliformes 

Anguillidae 

Muraenidae 

チョウザメ目

チョウザメ科

カライワシ目

カライワシ科

イセゴイ科

ソトイワシ目

ソトイワシ科

ウナギ目

ウナギ科

ウツボ科

。。。。

。

。Tr 

Tr 

Acipenser sinensis 

Elops hawaiensis 

Megalops cyprinoides 

カラチョウザメ

カライワシ

イセゴイt心
c.o 。

0
0
0

・。
0
0
0
0
0
0
0
0
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石
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肝

D

一

行

花

而

Tr 

Albula neoguinaica 

Anguilla japonica 

Gymnothorax minor 

Gymnothorax kidako 

Gymnothorax mieroszewskii 

Gymnothorax pseudothyrsoideus 

Meadia abyssalis 

Dysomma anguillare 

Muraenichthys japonicus 

Mu四enichthysgymnotus 

Ophisurus macrorhynchus 

Ophichthus eve口nanni

Ophichthus urolophus 

Pisodonophis cancrivorus 

Pisodonophis zophistius 

Echelus uropterus 

Ariosoma meeki 

Ariosoma anago 

Congriscus megastomus 

Ariosoma shiroanago m哩'Ior
Ariosoma shiroanago shiroanago 

Conger cinereus 

Conger j尋ponicus

Conger myriaster 

Gnathophis nystromi ginanago 

ソトイワシ

ニホンウナギ

アミウツボ

ウツボ

ユリウツボ

アミメウツボ

ヒレジロアナゴ

アサパホラアナゴ

ニホンミミズアナゴ

ミミズアナゴ

ダイナンウミヘピ

ホウライウミヘピ

スソウミヘピ

ミナミホタテウミヘピ

ホタテウミヘビ

ヒレアナゴ

ゴテンアナゴ

ノ、ナアナゴ

オキアナゴ

オオシロアナゴ

シロアナゴ

キリアナゴ

クロアナゴ

マアナゴ

ニセギンアナゴ

Synaphobranchidae 

Ophichthidae 

Congridae 

ホラアナゴ科

ウミヘピ科

アナゴ科



生息域'1 1930-50年代 1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代

o 0 
o 0 
• 
。。
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r
 

T
E
T
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Gnathophis nystromi nystromi 
Muraenesox cin町ε出
Muraenesox bagio 

Nessorhamphus ingolfianus 
Saurenchelys fierasfer 

種

ギンアナゴ

ハモ

スズハモ

ヘラアナゴ

イトアナゴ

Muraenesocidae 

目・科

ハモ科

• 
0
0
0
0
0
0
0
0
0

・

0
0
0
0
0
0
 。。

。
。。

。。

0
0
0
0
 

。。

。
。

。

0
0
0
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行

百

花

-H
肝

-
H
-
b
行
t
H

Etrumeus teres 
Spratelloides gracilis 
Sardinops melanostictus 
Sardinella zunasi 

Sardinella lemuru 
Clupea pallasii 

Herklotsichthys quadrimaculatus 
Konosirus punctatus 
Engraulis japonicus 

Thryssa baelama 
Chirocentrus dorab 

ウノレメイワシ

キピナゴ

マイワシ

サッパ

カタボシイワシ

ニシン

ミズン

コノシロ

カタクチイワシ

オオイワシ

オキイワシ

Derichthydae 

N ettastomatidae 
Clupeiformes 

Clupeidae 

• 
• 

• Fr Tribolodon brandti マ;vタ

。• 。。。。Tr Arius maculatus 
Plotosus japonicus 

ハマギギ

ゴンズイ

Engraulidae 

Chirocentridae 
Gonorynchiformes 

Gonorynchidae 
Cypriniformes 
Cyprinidae 

Siluriformes 
Ariidae 

Plotosidae 
Argentiniformes 
Argentinidae 

ヘラアナゴ科

クズアナゴ科

ニシン目

ニシン科

カタクチイワシ科

オキイワシ科

ネズミギス目

ネズミギス科

コイ目

コイ科

ナマズ目

ハマギギ科

ゴンズイ科

ニギス目

ニギス科

Tr Gonorynchus abbreviatus ネズミギス

品。 。。
。
。。。。

。
。

0 

• 

D 

百

一

肝

FH

Argentina kagoshimae 
Glossanodon semifasciatus 

Plecoglossus altivelis altivelis 
Salangichthys microdon 

Oncorhynchus keta 
Oncorhynchus masou masou 

カゴシマニギス

ニギス

アユ

シラウオ

サケ

サクラマス

Salmoniformes 
Plecoglossidae 

Salangidae 
Salmonidae 

サケ目

アュ科
シラウオ科

サケ科 。。。。。。
。。。。Maurolicus japonicus キュウリエソ

Stomiiformes 
Sternoptychidae 

Ateleopodiformes 
Ateleopodidae 

ワニトカゲギス目

ムネエソ科

シャチプリ目

シャチプリ科 • 。
0
0
0
0
0
0
0
 
0 

• 

。
0
0
0
0
0
0
0
.

。

。
0
0
0
0
 。

。
0
0
0
0
0
 

。。

0
0
0
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一
花
h
H
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計
一
一

D

Ateleopus purpureus 
Ateleopus japonicus 

Aulopus japonicus 

Saurida umeyoshii 

Saurida elongata 
Saurida macrolepis 

Saurida wanieso 
Trachinocephalus myops 
Synodus ulae 
Synodus fuscus 

Synodus macrops 
Lestidiops jayakari 
Lestrolepis japonica 

ムラサキシャチプリ

シャチプリ

ヒメ

クロエソ

トカゲエソ

マエソ

ワニエソ

オキエソ

アカエソ

スナエソ

チョウチョウエソ

シロナメハダカ

ハダカエソ

Aulopiformes 
Aulopidae 

Synodontidae 

ヒメ目

ヒメ科

エソ科

• 
• Diaphus watasei ハダカイワシ

Paralepididae 

Myctophiformes 

Myctophidae 
Lampridiformes 

ハダカエソ科

ハダカイワシ目

ハダカイワシ科

アカマンボウ目



生息域*1 1930-50年代 1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代

一 . -
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0
 

。。

0
0
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0
0
0
 

Velifer hypselopterus 

Lampris gutta加S
Lophotus c.哩pellei

Eumecichthys fiskii 
Zu cristatus 

Desmodema polystictum 
Trachipterus ishikawae 

Trachipterus trachypterus 
Regalecus russellii 

種

クサアジ

アカマンボウ

アカナマダ

テングノタチ

ユキフリソデウオ

フリソデウオ

サケガシラ

テンガイハタ

リュウグウノツカイ

Veliferidae 

Lampridiae 
Lophotidae 

τrachipteridae 

目・科

クサアジ科

アカマンボウ科

アカナマダ科

アリソデウオ科

0 

• 。
0

・。

• 
。

。
。
。。

。

。

。。
。。

0

・。

D 

Fr 
Fr 

Lotel1a phycis 
Physiculus maximo附 CZl

Physiculus japonicus 

Laemonema nana 

Gadus macrocephalus 

Eleginus gracili旨

Theragra chalcogramma 

Bregmaceros japonicus 

Bregmaceros nectabanus 
Caelorinchus multispinulosus 

Caelorinchus japonicus 

イソアイナメ

エゾイソアイナメ

チゴダラ
ヒメタ。ラ

マダラ

コマイ

スケトウタeラ

サイウオ

トヤマサイウオ

ヤリヒゲ

トウジン

Regalecidae 
Gadiformes 

Moridae 

Bregmacerotidae 

Gadidae 

リュウグウノツカイ科

タラ目

チコダラ科

タラ科

サイウオ科

0
0
0
0
 

。

0
0
0
0
0
 

。

。
。
。
。
0
0
0
0
0
 

D 

Tr 
D 

Brotula multibarbata 
Hoplobrotula訂mata
Sir，目nboimberbis 

Neobythites sivico/us 
Encheliophis sagamianus 

イタチウオ

ヨロイイタチウオ

ウミドジョウ

シオイタチウオ

カクレウオ

Macrouridae 

Ophidiiformes 

Ophidiidae 

ソコダラ科

アシロ目

アシロ科

品

0
0
0
 
0
0

・。。
0
0
0
 

0
0
0

・。
-
0
0
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Lophiomus setigerus 
Lophius litulon 

Lophiodes insidiator 
Lophiodes miac.四 thus
Histrio his虻10

Antennarius striatus 
Ant，四 nariuscommersoni 

Antennarius scriptissimus 

Antennarius pictus 
Antennarius nummifer 

Chaunax abei 

Malthopsis annulifera 
Halieuta回 stel1ata

アンコウ

キアンコウ

ノドグロヒメアンコウ

シモフリハナアンコウ

ハナオコゼ

カエルアンコウ

オオモンカエノレアンコウ

ソウシカエノレアンコウ

イロカエルアンコウ

ベニカエノレアンコウ

ミドリアサアンコウ

ワヌケアウリュウウオ

アカグツ

Carapidae 
Lophiiformes 

Lophiidae 

Antennariidae 

Chaunacidae 
Ogcocephalidae 

カクレウオ科

アンコウ目

アンコウ科

カエルウアンコウ科

フサアンコウ科

アカグツ科

0
0
0
0
0
 

。。
。。。

Tr 

Tr 

Sargoc四 tronspinosissim山n
Ostichthys japonicus 

Myripristis botche 
Myriprist由主ochiensis

Monocentris japonica 

イットウダイ

エピスダイ

ウロコマツカサ

ナミマツカサ

マツカサウオ

Beryciformes 
Holocentridae 

Monocentridae 

Zeiformes 
Zeidae 

キンメダイ目

イットウダイ科

マツカサウオ科

マトウダイ目

マトウダイ科 。。。。。。
。
。。。
。

D 
Tr 

Te 

Zenopsis nebulosa 

Zeus faber 

Aulichthys japonicus 

カガミダイ

マトウダイ

クダヤガラ

Gasterosteiformes 
Aulorhynchidae 

トゲウオ自

クダヤガラ科



生息域'1 1930-50年代 1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代
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Gasterosteus aculeatus 
Eurypegasus draconis 
Fistularia commersonii 

Fistularia petimba 

Macroramphosus scolopax 
Solenostomus leptosoma 
Solenostomus cyanopterus 
Urocampus nanus 

Festucalex erythraeus 
Syngnathus schlegeli 

Corythoichthys haematopterus 
Trachyrhamphus serratus 
Doryrhamphus (Dllnckerocampus) dactyliophorus 
Doryrhamphus (Dunckerocampus) excisus excisus 

Doryrhamphus (Doryrhamphus) japonicus 
Halicampus boothae 

Halicampus grayi 
Halicampus macrorhynchus 

Syngnathoides biaculeatus 
Acentronura (Acentronura) gracilissima 

H伊'pocampusmohnikei 
Hippocampus trimaculatus 
H伊>pocampuskelloggi 
正lippocampuscoronatus 
H伊'pocampussindonis 

種

イトヨ

ウミテング

アオヤガラ

アカヤガラ

サギブエ

ホソフウライウオ

カミソリウオ

オクョウジ

アマクサヨウジ

ヨウジウオ

イショウジ

ヒアキヨウジ

オイランヨウジ

ヒバショウジ

ノコギリヨウジ

ホソウミヤッコ

ウミヤッコ

タツウミヤヅコ

トゲヨウジ

タツノイトコ

サンゴタツ

タカクラタツ

オオウミウマ

タツノオトシゴ

ノ、ナタツ

Gasterosteidae 

Pegasidae 
Fistulariidae 

目・科

トゲウオ科

ウミテング科

ヤガラ科

Macroramphosidae 
Solenostomidae 

Syngnathidae 

サギフエ科

カミソリウオ科

ヨウジウオ科

。。
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。
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r
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Crenimugil crenilabis 

Oedalechilus labiosus 
Mugil cephalus cephalus 

Chelon haematocheillls 

-
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グ
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フ

ワ

ボ

メ

Mugiliformes 
Mugilidae 

ボラ目

ボラ科
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Hypoatherina valenciennei 

Hypoatherina tsurugae 
Iso /losmaris 

トウゴロウイワシ

ギンイソイワシ

ナミノハナ

Atheriniformes 

Atherinidae 

トウゴロウイワシ目

トウゴロウイワシ科

• 。
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Oryzias latipes 
Hemiramphus lutkei 

Hyporhamphus s勾ori
Hyporhamphus intermedius 
Oxyporhamphus micropterus micropterus 

Hirundichthys oxycephalus 
Cypselurus agoo agoo 
Cypselurus hiraii 
Cypselurus heterurus doederleini 

Strongylura anastomella 

Ablennes hians 
Tylosurus crocodilus crocodilus 

Tylosurus acus melanotus 
Cololabis saira 

Apistus carinatus 

メダカ

ナンヨウサヨリ

サヨリ

クノレメサヨリ

サヨリトビウオ

ホソアオトピ

トビウオ

ホソトビウオ

ツクシトビウオ

ダFツ

ハマダツ

オキザヨリ

テンジクダツ

サンマ

ハチ

N otocheiridae 
Beloniformes 

Adrianichthyidae 
Hemiramphidae 

Scomberesocidae 

Scorpaeniformes 
Scorpaenidae 

Exocoetidae 

Belonidae 

ナミノハナ科

ダツ目

メダカ科

サヨリ科

サンマ科

カサゴ目

ブサカサゴ科

トピウオ科

ダツ科



生息域事11930-50年代 1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代
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Dendrochirus brachypterus 

Pterois lunulata 
P阻misvol主"ans
Pterois antennal担

Sebastolobus macrochir 

Scorpaenopsis neglecta 

Scorpaenopsis cirrosa 

Scorpaena neglecta 

Scorpaena onaria 

Scorpaena miostoma 

Scorpaenodes evides 

Helicolenus hilgendorfi 

Sebastiscus marmoratus 

Seb邸 tiscustertius 

Sebastiscus albofasciatus 

Hozukius emblemarius 

Sebast白 owstoni

Sebastes thompsoni 

Sebastes spp. 
Sebastes schlegelii 

Sebastes oblongus 

Sebastes vulpes 

Sebastes zonatus 

Seb創出hubbsi

Sebastes longispinis 

Sebastes nivosus 

Sebastes pachycephalus pachycephalus 

Sebastes pachycephalus nigric.四 S
Sebastes pachycephalus chalcog四mmus

Inimicus japonicus 

Inimicus didactylus 

Minous quIncarInatus 

Minous monodactylus 

Minous pusillus 

Erosa ero四

Hypodytes rubripinnis 

Aploactis aspera 

Cocotropus izuensis 

Erisphex pottii 

Kanekonia florida 

Pterygotrigla hemisticta 

Chelidonic.hthys竜:pinosus
Lepidotrigla alata 

Lepidotrigla japonica 

Lepidotrigla kanagashi四

Lepidotrigla guentheri 

Lepidotrigla主ishinouyei

Lepidotrigla microptera 

Lepidotr.留1aabyssalis 

Peristedion orientale 

Bembras japonica 

Parabembras curta 

種

シマヒメヤマノカミ

ミノカサゴ

ハナミノカサゴ

ネッタイミノカサゴ

キチジ

サツマカサゴ

オニカサゴ

イズカサゴ

ブサカサゴ

コクチフサカサゴ

イソカサゴ

ユメカサゴ

カサゴ

ウッカリカサゴ

アヤメカサゴ

ホウズキ

ハツメ

ウスメノてノレ

メノ寸ノレ

クロソイ

タケノコメノTノレ

キツネメノTノレ

タヌキメノTノレ

ヨロイメノてノレ

コウライヨロイメパノレ

ゴマソイ

ムラソイ

ホシナシムラソイ

アカプチムラソイ

オニオコゼ

ヒメオニオコゼ

イトオコゼ

ヒメオコゼ

ヤセオコゼ

ダノレマオコゼ

ノ、オコゼ

イボオコゼ

イズオコゼ

アプオコゼ

ハナチゴオコゼ

ソコホウボウ

ホウボウ

イゴダカホデリ

トゲカナガシラ

ヒレナガカナガシラ

カナド

オニカナガシラ

カナガシラ

ソコカナガシラ

キホウボウ

アカゴチ

ウパゴチ

目・科

ー

ム

ω
ー

Synanceiidae 

Tetrarogidae 
Aploactinidae 

Peristediidae 

Bembridae 

Parabembridae 

Triglidae 

オニオコゼ科

ノ、オコゼ科

イボオコゼ科

ホウボウ科

キホウボウ科

アカゴチ科

ウパゴチ科
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Platycepha1us sp 

Rogadius a司:per
Cymbacepha1us beauforti 

lnegocia japonica 

Inegocia ochiaii 

Cociella crocodi1a 

Suggrundus meerdervoortii 

Ratabulus diversidens 

Thysanophrys ce1ebica 

Onigocia司:pinosa
Onigocia macro1epis 

Hoplichthys 1angsdorfji 

Hoplichthys gilberti 

Hoplichthys regani 

P1eurogrammus azonus 

Hexagrammos agrammus 

Hexagrammos otakii 

Hemitrip陪'FUSvillosus 

Astrocottus matsubarae 

Icelus cataphractus 

Cottiuscu1us schmidti 

Cottiusculus gonez 

Vellitor centropomus 

Vellitor minutus 

Alcichthys e10ngatus 

Furcina ishikawae 

Furcina osimae 

Pseudoblennius zonosti旨ma

Pseudoblennius cottoides 

Pseudob1ennius percoides 

Pseudoblennius marmoratus 

Ma1acocottus gibber 

Lethotremus awae 

Cyclopteropsis lindbergi 

Eumicrotremus biru1ai 

Liparis punctu1atus 
Lipa出 tanakai
Liparis ochotensis 
Liparis tessellatus 
Careproctus trachysoma 

Careproctus rastrinus 

Daicocus peterseni 

Dacty10ptena gi1berti 

Dacty10ptena orientalis 

種
マコやチ

マヅパゴチ

エンマゴチ

トカゲゴチ

ワニゴチ

イネゴチ

メゴチ

ノ、ナメゴチ

セレベスゴチ

オニゴチ

アネサゴチ

ナツハリゴチ

ソコハリゴチ

ハリゴチ

ホッケ

クジメ

アイナメ

ケムシカジカ

セトカジカ

コオリカジカ

キンカジカ

オキヒメカジカ

スイ

ヒメスイ

ニジカジカ

サラサカジカ

キヌカジカ

オピアナハゼ

アサヒアナハゼ

アナハゼ

アヤアナハゼ

ヤマトコブシカジカ

ダンゴウオ

ナメブウセンウオ

コンベイトウ

スナピクニン

クサウオ

イサゴピクニン

ピクニン

ザラピクニン

サケピクニン

ホシセミホウボウ

オキセミホウボウ

セミホウボウ

Platycephalidae 

Hexagrammidae 

Liparidae 

Dactylopteridae 

Hemitripteridae 

Cottidae 

Hoplichthyidae 

Psychrolutidae 

Cyclopteridae 

目・科

コチ科

ハリゴチ科

ケムシカジカ科

カジカ科

ウラナイカジカ科

ダンゴウオ科

クサウオ科

セミホウボウ科

アイナメ科
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Lateo1abrax japonicus 

l品teo1ab回x1a加S

Lateo1abrax sp_ 

Stereolepis doeder1eini 

StereoJ巳pisgigas 

Synagrops japonicus 

Synagrops philippinensis 

スズキ

ヒラスズキ

タイリクスズキ

オオクチイシナギ

コクチイシナギ

スミクイウオ

ヒメスミクイウオ

Perciformes 

Moronidae 

Polyprionidae 

Acropomatidae 

スズキ目

スズキ科

イシナギ科

ホタルジャコ科
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Malakichthys wakiyae 

Malakichthys griseus 

Doederleinia berycoides 

Niphon spinosus 

Che!idoperca hirundinacea 

Luzonichthys waitei 

Caprodon schlegelii 

Plectranthias kelloggi azumanus 

Sacura m町-garitacea
Tosana niwae 

Pseudanthias squamipinnis 

Pseudanthias elong.ヨtus
Pseudanthias fasciatus 

Plectropomus leopardus 

Triso dermopterus 

Anyperodon leucogrammicus 

Epinephelus septemfasciatus 

Epinephelus lanceolatus 

Epinephεlus poecilonotus 
Epinephelus akaara 

Epinephelus fasciatus 

Epinephelus bruneus 

Epinephelus awoara 

Epinephelus stictus 

Epinephelus epistictus 

Epinephelus quoyanus 

Epinephelus trimaculatus 

Chromileptes altive!is 
Diploprion bifasciatum 

Callanthias japonicus 

Plesiops coeruleo/ineatus 

Plesiops na主aharae

Opistog.nathus evermanni 
CookeolusJ母ponicus

Priac四 thushamrur 

Priacanthus macracanthus 

Cercamia eremia 

Apogon kiensis 

Apogon semilineatus 

Apogon quadrifasciatus 

Apogon properuptus 

Apogon cookii 

Apogon endekataenia 

Apogon doederleini 

Apogon carinatus 

Apogon /ineatus 

Apogon n宮町

Apogon notatus 

G戸田JapogonjapOflICUS 

Branchiostegus albus 

Branchiostegus japonicus 

種

ワキヤハタ

オオメハタ

アカムツ

アラ

ヒメコダイ

ミナミハナダイ

アカイサキ

アズマハナダイ

サクラダイ

ヒメハナダイ

キンギョハナダイ

ナガハナダイ

スジハナダイ

スジアラ

トピハタ

アズキハタ

マハタ

タマカイ

イヤゴ?ハタ

キジハタ

アカハタ

クエ

アオハタ

アオハタモドキ

コモンハタ

モヨウハタ

ノミノクチ

サラサハタ

キノ、ッソク

シキシマハナダイ

タナパタウオ

ナカハラタナパタウオ

ニジアマダイ

チカメキントキ

ホウセキキントキ

キントキダイ

サクラテンジクダイ

テッポウイシモチ

ネンプツダイ

フウライイシモチ

キンセンイシモチ

スジイシモチ

コスジイシモチ

オオスジイシモチ

マトイシモチ

テンジクダイ

クロイシモチ

クロホシイシモチ

クダリボウズギス

シロアマダイ

アカアマダイ

Serranidae 

Callanthiidae 

Plesiopidae 

Opistognathidae 

Priacanthidae 

Apogonidae 

Branchiostegidae 

目・科

ハタ科

シキシマハナダイ科

タナパタウオ科

アゴアマダイ科

キントキダイ科

テンジクダイ科

アマダイ科

炉1::>.
<..n 
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Branchiostegus auratus 
Branchiostegus argen臼tus

Scombrops boops 
Echeneis naucrates 

Remorina albescens 

Phtheirichtカ'yslineatus 
Rachycentron canadum 
Coryphaena hippurus 
Mene maculata 
Parastromateus niger 

Elagatis bipinnulata 

Naucrates ductor 
Seriola quinqueradiata 
Seriolina nigrofasciata 

Seriola lalandi 
Seriola dumerili 
Seriola rivoliana 

Trachurus japonicus 
Megalaspis cordy均
Scomberoides tol 

Scomberoides lysan 
Decapterus macrosoma 

Decapterus maruadsi 
Decapterus akaadsi 

Decapterus tabl 
Decapterus muroadsi 

Decapterus macarellus 
Selar crumenophthalmus 

Atule mate 
Caranx sexfasciatus 
Caranx tille 

Alectis indicus 
A!ectis ciliaris 
Uraspis helvola 
Pseudocaranx dentex 
Kaiwarinus equula 
Carangichthys oblongus 

Carangoides orthogrammus 
Carangoides ferdau 
Carangoides hedlandensis 

Carangoides chrysophlアs
Nuchequula nuchalis 
Photoplagios elongatus 

Photoplagios rivulatus 
Pterac/is aesticola 

Ptelアcombuspetersii 
Taractichthys steindachneri 

Brama dussumieri 
Brama japonica 
Brmηa myersi 

Emmelichthys struhsakeri 
Elアthroc/esschlegeIii 

種

キアマダイ

スミツキアマダイ

ムツ

コパンザメ

シロコパン

スジコパン

スギ

シイラ

ギンカガミ

クロアジモドキ

ヅムプリ

プリモドキ

プリ

アイプリ

ヒラマサ

カンパチ

ヒレナガカンパチ

マアジ

オニアジ

ミナミイケカツオ

イケカツオ

モロ

マノレアジ

アカアジ

オアカムロ

ムロアジ

クサヤモロ

メアジ

マテアジ
ギンカゃメアジ

ミナミギンカ令メアジ

ウマヅラアジ

イトヒキアジ

オキアジ

シマアジ

カイワリ

テンジクアジ

ナンヨウカイワリ

クロヒラアジ

リュウキュウヨロイアジ

ヒシヨロイアジ

ヒイラギ

ヒメヒイラギ

オキヒイラギ

ベンテンウオ

リュウグウノヒメ

ヒレジロマンザイウオ

ヒメシマガツオ

シマガツオ

オナガシマガツオ

ロウソクチピキ

ハチピキ

Scombropidae 

Echeneidae 

目・科

ムツ科

コバンザメ科

Rachycentridae 

Coryphaenidae 
Menidae 

Carangidae 

Emmelichthyidae 

Leiognathidae 

Bramidae 

スギ科

シイラ科

ギンカガミ科

アジ科

シマガツオ科

ハチピキ科

ヒイラギ科

~ 
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Lutjanus argentimaculatus 

Lutjanus russellii 

Lutjanus ophuysenii 

Lutjanus gibbus 

Lutjanus sebae 

Pristipomoides sieboldii 

Paracaesio xanthura 

Pterocaesio trilineata 

Pterocaesio diagramma 

Pterocaesio tile 

Lobotes surinamε'flsis 

Gerres erythrourus 

Gerres filamentosus 

Gerres equulus 

Hapalogenys sennin 

Hapalogenys nigripinnis 

Hapalogenys kishinouyei 

Hapalogenys mucronatus 

Parapristipoma trilineatum 

Plectorhinchus cinctus 

Diagramma pictum 

Plectorhinchus picus 

Nemipterus virgatus 

Nemipterus bathybius 

Parascolopsis inermis 

Sparus sarba 

Acanthopagrus schlegelii 

Acanthopagrus latus 

Evynnis tumifrons 

Evynnis cardinalis 

Pagrus major 

Dentex hypselosomus 

Gymnocranius griseus 

Lethrinus genivittatus 

Lethl加出 atkinsoni

Lethrinus nebulosus 

Lethrinus haematopterus 

Johnius grypotus 

Nib回 albi自由a
Pennahia argentata 

Miichthys miiuy 

Sillago japonica 

Upeneus tragula 

Upeneus japonicus 

Parupeneus barberinoides 

Mulloidichthys vanicolensis 

Parupeneus multi伝sciatus

Parupeneus indicus 

Parupeneus pleurostigma 

Parupeneus heptacanthus 

Parupeneus chrysopleuron 

Parupeneus ciliatus 

種

ゴマアエダイ

クロホシフエダイ

ヨコスジフエダイ

ヒメフェダイ

センネンダイ

ヒメダイ

ウメイロ

イッセンタカサゴ

タカサゴ

クマササハナムロ

マツダイ

セダカクロサギ

イトヒキサギ

クロサギ

ヒゲダイ

ヒゲソリダイ

シマセトダイ
セトタeイ

イサキ
コショウタ守イ

コロダイ

アジアコショウダイ

イトヨリダイ

ソコイトヨリ

タマガシラ

ヘダイ

クロダイ

キチヌ

チダイ

ヒレコダイ

マダイ

キダイ

メイチダイ

イトフェフキ

イソフェアキ

ハマフェアキ

プエフキダイ

コニベ

コイチ

シログチ

ホンニベ

シロギス

ヨメヒメジ

ヒメジ

インドヒメジ

アカヒメジ

オジサン

コノてンヒメジ

リュウキュウヒメジ

タカサゴヒメジ

ウミヒゴイ

ホウライヒメジ

Lutjanidae 

Caesionidae 

Lobotidae 

Gerreidae 

Haemulidae 

N emipteridae 

Sparidae 

Lethrinidae 

Sciaenidae 

Sillaginidae 

Mullidae 

目・科

ブエダイ科

タカサゴ科

マツダイ科

クロサギ科

イサキ科

イトヨリダイ科

タイ科

フェアキダイ科

ニベ科

キス科

ヒメジ科
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生息域事1 1930・50年代 1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代
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Parupeneus spilurus 

Parapriacanthus ransonneti 

Pempheris japonica 

Pempheris schwenkii 

Heniochus singularius 

Heniochus acuminatus 

Heniochus diphreutes 

Hemitaurichthys po.似'epis
Chaetodon auriga 

Chaetodon lunula 

Chaetodon modestus 

Chaetodon vagabundus 

Chaetodon lineolatus 

Chaetodon selene 

Chaetodon auripes 

Chaetodon配iebeli

Chaetodon nippon 

Pomacanthus imperator 

Chaetodontoplus septentrionalis 

Evistias acutirostris 

Pentaceros japonicus 

Histiopterus typus 

Cirrhitichthys aureus 

Goniistius zonatus 

Goniistius quadricornis 

Goniistius zebra 

Acanthocepola ktusensternii 

Cepola schlegeli 

Acanthocepola limbata 

Ditrema temminckii temminckii 

Amphiprion c1arkii 
Chromis fumea 

Chromis notata notata 

Chromis albicauda 

Dascyllus trimaculatus 
Abudefduf sordidus 

Abudefduf notatus 
Abudefduf sexfasciatus 

Abudefduf bengalensis 

Abudefduf vaigiensis 

Chrysiptera parasema 

Chrysiptera cyanea 

Neoglyphidodon melas 

Dischistodus melanotus 

Pomacentrus coelestis 

Pomacentrus nagasakiensis 

Stegastes fasciolatus 

Stegastes aJtus 

Terapon theraps 

Terapon jarbua 

Rhyncopelates oxyrhynchus 
Labracoglossa argentiventris 

種

オキナヒメジ

キンメモドキ

ツマグロハタンポ・6

ミナミハタンポ

シマハタタテダイ

ハタタテダイ

ムレハタタテダイ

カスミチョウチョウウオ

トゲチョウチョウウオ

チョウハン

グンロクダイ

フウライチョウチョウウオ

ニセフウライチョウチョウウオ

テングチョウチョウウオ

チョウチョウウオ

ツキチョウチョウウオ

シラコダイ

タテジマキンチャクダイ

キンチャクダイ

テングダイ

ツボダイ

カワピシャ

オキゴンベ

タカノハダイ

ユウダチタカノハ

ミギマキ

アカタチ

スミツキアカタチ

イッテンアカタチ

ウミタナゴ

クマノミ

マツパスズメダイ

スズメダイ

コガネスズメダイ

ミツボシクロスズメダイ

シマスズメダイ

イソスズメダイ

ロクセンスズメダイ

テンジクスズメダイ

オヤピッチャ

シリキノレリスズメダイ

ルリスズメダイ

クロスズメダイ

セグロスズメダイ

ソラスズメダイ

ナガサキスズメダイ

フチドリスズメダイ

セダカスズメダイ

ヒメコトヒキ

コトヒキ

シマイサキ

タカベ

Pempheridae 

Chaetodontidae 

Pomacanthidae 

目・科

ハタンポ科

チョウチョウウオ科

キンチャクダイ科

Pentacerotidae 
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カワピシャ科

ゴンベ科

タカノハダイ科

Cepolidae 

Embiotocidae 
Pomacentridae 

Scorpididae 

Terapontidae 

アカタチ科

ウミタナゴ科

スズメダイ科

シマイサキ科

タカベ科

品
αコ
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Oplegnathus fasciatus 
Oplegnathus punc臼tus

め?っh白山口nerasc，印 s
Kyph四 usvaigiensis 

砂phωusbigibbus 
Microcanthus strigatus 

Girella mezina 
Girella punctata 
Girella leonina 

Hyperoglyphe japonica 
Psenopsis anomala 

Pampus punctatissimus 
Psenes arafurensis 
Psenes pellucidus 
Psenes cyanophrys 

Cubiceps squamiceps 
Ariomma indica 
Polydacザ'usplebeius 
Choerodon azurio 
Semicossyphus reticulatus 

Bodianus bilunulatus 
Bodianus oxycephalus 

Labroides dimidiatus 
Pterago，♂JS aurigarius 
Pseudolabrus spp 
Suezichthys gracilis 

Steめojulisinterrupta teri・na
Pseudojuloides elongatus 
ThaJassoma cupido 

ThaJassoma amblycephalum 
ThaJassoma lutescens 

Thalassoma lunare 
Halichoeres poecilopterus 

Halichoeres t四 ui;司pinnis
Coris dorsomacula 

Coris picta 
Cirrhilabrus temminckii 
Oxycheilinus bimaculatus 
Xyrichtys dea 

Xyrichtys pavo 
Xyrichtys niger 

Calotomus japonicus 
Scarus ovi沿'ons
Zoarces g切i

Lycodes tanakae 

Bothrocara hollandi 
Zoarchias major 
Zoarchias veneficus 

Chirolophis japonicus 
Stichaeus grigorjewi 
Ernogrammus hexagrammus 

Dictyosoma burgeri 

種
イシダイ

イシガキダイ

テンジクイサキ

イスズミ

ノトイスズミ

カゴカキダイ

オキナメジナ

メジナ

クロメジナ

メダイ

イボダイ

マナガツオ

クラゲウオ

ハナピラウオ

スジハナピラウオ

ボウズコンニャク

マノレイボダイ

ツバメコノシロ

イラ

コプダイ

キツネベラ

キツネダイ

ホンソメワケベラ

オハグロベラ

ササノハベラ

イトベラ

カミナリベラ

オトヒメベラ

ニシキベラ

コガシラベラ

ヤマプキベラ

オトメベラ

キュウセン

ホンベラ

スジベラ

ムスメベラ

イトヒキベラ

タコベラ

テンス

ホシテンス

クロテンス

プダイ

アオプダイ

コウライガジ

タナカゲンゲ

ノロゲング

オオカズナギ

カズナギ

7サギンポ

ナガヅカ

ムスジガジ

ダイナンギンポ

Oplegnathidae 

目・科

イシダイ科

Kyphosidae 

Microcanthidae 

Girellidae 

Scaridae 

Zoarcidae 

Stichaeidae 

Centrolophidae 

Ariommatidae 
Polynemidae 

Labridae 

Stromateidae 
Nomeidae 

イスズミ科

カゴカキダイ科

メジナ科

オオメダイ科

ツバメコノシロ科

ベラ科

ゲンゲ科

タウエガジ科

マナガツオ科

エボシダイ科

イボダイ科

プダイ科

.1::>. 
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Dictyosoma rubrimaculatum 

Pholis picta 
Pholis nebulm唖

Pholis crassispina 
Arctoscopus japonicus 

Parapercis snyderi 
Parapercis ommatura 
Parapercis pulchella 
Parapercis sexfasciata 

Parapercis decemfasciata 
Parapercis multifasciata 

Parapercis sp.2 
Pteropsaron evolans 

Bembrops caudimacula 
Bembrops curvatura 
TricJ缶四出血五'lament白山

Trichonotus setiger 

Champsodon snyderi 
Ammodytes personatus 
Uranoscopus japonicus 

Uranoscopus chinensis 
Xenocephalus elongatus 

Ichthyscopus lebeck sannio 
Uranoscopus bicinctus 

Springerichthys bapturus 
Enneapterygius etheostomus 

Neoc1inus bryope 
Neoc1inus lacunicola 
Parablennius yatabei 
Scartella emarginata 
Entomacrodus steJlifer stellifer 

Istiblennius enosimae 
Laiphogna白usmultimaculatus 

Omobranchus fasciolatoceps 
Omobranchus punctatus 

Omobranchus elegans 
Petroscrirtes springeri 
Petroscirtes breviceps 
Aspidontus dussumieri 

Plagiotremus rhinorhynchos 
Aspasmichthys ciconiae 

Aspasma minimum 
Lepadichthys frena旬S

Bathy四 lJionymussokonumeri 

Diplogrammus xenicus 
Foetorepus altivelis 

Neosynchiropus ijimai 
Paradiplogrammus enneactis 
Calliurichthys japonicus 
Pseudocalliurichthys variegatus 

Repomucenus virgis 

R己pomucenushuguenini 

種

ベニツケギンポ

ニシキギンポ

ギンポ

タケギンポ

ハタハタ

コウライトラギス

マトウトラギス

トラギス

クラカケトラギス

ユウダチトラギス

オキトラギス

シズクトラギス

ホカケトラギス

アイトラギス

ナミアイトラギス

クロエリギンポ

ベラギンポ

ワニギス

イカナゴ

ミシマオコゼ

キピレミシマ

アオミシマ

サツオミシマ

メガネウオ

ヒメギンポ

ヘピギンポ

コケギンポ

イワアナコケギンポ

イソギンポ

タテ:Jfミギンポ

ホシギンポ

カエノレウオ

マダラギンポ

トサカギンポ

イダテンギンポ

ナベカ

フタホシニジギンポ

ニジギンポ

クロスジギンポ

ミナミギンポ

ツノレウパウオ

ウノてウオ

ミサキウパウオ

ソコヌメリ

コプヌメリ

ベニテグリ

ヤマドリ

ノ、ナピヌメリ

ヨメゴチ

イトヒキヌメリ

ホロヌメリ

ヤリヌメリ

Pholidae 

Trichodontidae 

Pinguipedidae 

目・科

ニシキギンポ科

ハタハタ科

トラギス科

Percophidae ホカケトラギス科

Trichonotidae 

Champsodontidae 
Ammodytidae 
Uranoscopidae 

ベラギンポ科

ワニギス科

イカナゴ科

ミシマオコゼ科

Tripterygiidae 

Chaenopsidae 

Callionymidae 

Blenniidae 

Gobiesocidae 

ヘピギンポ科

コケギンポ科

イソギンポ科

ウパウオ科

ネズッポ科

ul 
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Repomucenus curvicornis 

Repomucenus lunatus 

Repomucenus valenciennei 

Repomucenus beniteguri 

Periophthalmus modestus 

Apocryptodon punc臼tus

Ctenotrypauchen microcephalus 

Taenioides cirratus 

Leucopsarion petersii 

Luciogobius saikaiensis 

Luciogobius koma 

Luciogobius pallidus 

Luciogobius gut臼tus

Eutaeniichthys gilli 

Callogobius hasseltii 

Callogobius snelliusi 

L匂lencienneawardi 

L匂lencienneapuellaris 

v.注lencienneastrigata 
Priolepis akihitoi 

Priolepis口ncta

Priolepis borea 

1万'mmagrammistes 

Ttimma okinawae 
Eviota masudai 

Eviota abax 

Lubricogobius ex~♂IUS 

Hazeus otakii 

Chaenogobius gulosus 

Chaenogobius annularis 

Gymnogobius urotaenia 

Gymnogobius pe白口iiensis

Gymnogobius heptacanthus 

Gymnogobius scrobiculatus 

Gymnogobius breunigii 

Glossogobius olivaceus 

Parachaeturichthys polynema 

Heteroplopomus barbatus 

Amblychaeturichthys sciistius 

Amblychaeturichthys hexanema 

Sagamia geneionema 

Acanthogobius flavimanus 

Suruga fundicola 

A四 nthogobiuslactipes 

Pterogobius elapoides 

Pterogobius zacalles 

Pterogobius virgo 

Pterogobius zonoleucus 

Istigobius c.訓npbelli
Istigobius hoshinonis 

Bathygobius fuscus 

Tom抑michthysoni 

種

ネズミゴチ

ヌメリゴチ

ノ、タタテヌメリ

トピヌメリ

トピハゼ

タピラクチ

アカウオ

チワラスボ

シロウオ

ヒゲミミズハゼ

コマハゼ

イドミミズハゼ

ミミズハゼ

ヒモハゼ

オキナワハゼ

シュンカンハゼ

ササハゼ

オトメハゼ

アカハチハゼ

コクテンベンケイハゼ

ベンケイハゼ

ミサキスジハゼ

イチモンジハゼ

オキナワベニハゼ

アカイソハゼ

イソハゼ

ミジンベニハゼ

ユカタハゼ

ドロメ

アゴハゼ

ウキゴリ

スミウキゴリ

ニクハゼ

クボハゼ

ピリンゴ

ウロハゼ

ヒゲハゼ

ニラミハゼ

コモチジャコ

アカハゼ

サピハゼ

マハゼ

ヤミハゼ

アシシロハゼ

キヌパリ

リュウグウハゼ

ニシキハゼ

チャガラ

クツワハゼ

ホシノハゼ

クモハゼ

オニハゼ

Gobiidae 

目・科

ハゼ科

υ1 
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Cryptocentrus filifer 

Amblyeleotris japonica 
Vanderhorstia sp. 
Mahidolia mystacina 

Asterropteryx semipunctata 
Favonigobius gymnauchen 

Mugilogobius abei 
Redigobius bikolanus 
Acentrogobius pflaumii 

Rhinogobius giurinus 
Rhinogobius sp. 

Tridentiger trigonocephalus 
Tridentiger brevispinis 

Tridenti旨'erobscurus 
Ptereleotris hanae 
Ptereleotris heteroptera 

Ptereleotris evides 

Platax teira 
Scatophagus a1宮us
Siganus fuscescens 

Zanclus cornutus 
Prionurus sca伊Irum
Naso annulatus 

Naso unicornis 
Ctenochaetus binotatus 
Acant古urust口ostegus

Acanthurus mata 
Acanthurus lineatus 

Acanthurus olivaceus 
Acanthurus dussumieri 

Acanthurus xanthopterus 
Istiophorus platypterus 

品1akairamazara 

Makaira indica 
Tetrapturus audax 
Xiphias gladius 
Sphyraena forsteri 

Sphyraena pinguis 
Sphyraena helleri 

Sphyraenaj旨Iponica

Nealotus tripes 
Thyrsitoides marleyi 
Rexea prometheoides 
Assurger anzac 

Trichiurus japonicus 
Scomber japonicus 

Scomber australasicus 
Auxis thazard 
Auxis rochei 

Sarda orientalis 
Euthynnus aflinis 

Katsuwonus pelamis 

種

イトヒキハゼ

ダテハゼ

クサハゼ

カスリハゼ

ホシハゼ

ヒメハゼ

アベハゼ

ヒナハゼ

スジハゼ

ゴクラクハゼ

ヨシノボリ

シマハゼ

ヌマチチプ

チチプ

ハナハゼ

オグロクロユリハゼ

クロユリハゼ

ツノてメウオ

クロホシマンジュウダイ

アイゴ

ツノダシ

ニザダイ

ヒメテングハギ

テングハギ

コクテンサザナミハギ

シマハギ

ヒラニザ

ニジハギ

モンツキハギ

ニセカンランハギ

クロハギ

パショウカジキ

クロカジキ

シロカジキ

マカジキ

メカジキ

オオメカマス

アカカマス

ホソカマス

ヤマトカマス

フウライカマス

ナガタチカマス

カゴカマス

ナガユメタチモドキ

タチウオ

マサパ

ゴマサパ

ヒラソウダ

マルソウダ

ハガツオ

スマ

カツオ

Ephippidae 

Scatophagidae 
Siganidae 
Zanclidae 

Acanthuridae 

Istiophoridae 

Xiphiidae 
Sphyraenidae 

Gempylidae 

Trichiuridae 

Scombridae 

目・科

マンジュウダイ科

クロホシマンジュウダイ科

アイゴ科

ツノダシ科

ニザダイ科

マカジキ科

メカジキ科

カマス科

クロタチカマス科

タチウオ科

サパ科

。、
ト占
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Thunnus alalunga 

Thunnus orientalis 
Thunnus tonggol 

Thunnus albacares 
Thunnus obesus 
Acanthocybiwηsolandri 

Scomberomorus niphonius 

Scomberomorus commerson 
Scomberomorus sinensis 

種

ピンナガ

クロマグロ

コシナガ

キハダ

メパチ

カマスサワラ

サワラ

ヨコシマサワラ

ウシサワラ

目・科
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Lepidoblepharon ophthalmolepis 

Citharoides macrolepidotus 
Paralichthys olivaceus 

Tarphops elegans 
Tarphops oligolepis 
Pseudorhombus dupliciocel1atus 

Pseudorhombus pentophthalmus 
PseudorhoIL由出 cinnamone出
おeudorhombusoligodon 

Chascanopsetta micrognathus 
Asterorhombus intermedius 

Parabothus kiensis 
Parabothus co町ctatus

Crossorhombus kanekonis 
Crossorhombus kobensis 
Engyprosopon longipelvis 

Engyprosopon gr.皿 disquama
Engyprosopon multisquama 

Bothus myriaster 
Psettina iijimae 
Psettina 10:盟国

Arnoglossus tenuis 
Arnoglossus yamanakai 
Arnoglossus japonicus 
Laeops kitaharae 

Japonolaeops dentatus 
Clidoderma 出perrimum
Pleuronichthys spp. 
Microstomus achne 

Verasper variegatus 
Eopsetta grigorjewi 

Hippoglossoides pinetorum 
Hippoglossoides dubius 
Tanaki，出 kitaharai
De;必'stesrikuzenius 

Glyptocephalus stel1eri 

Kareius bicoloratus 
Pleuro舵 'ct田 herzensteini
Pleuronectes yokohamae 

Poecilopsetta plinthus 
Samariscus japonicus 

Samariscus latus 

ウロコガレイ

コケピラメ

ヒラメ

ユメアラメガレイ

アラメガレイ

メガレイ

タマガンゾウピラメ

ガンゾウピラメ

ナンヨウガレイ

クチボソザラガレイ

セイテンピラメ

キシュウダノレマガレイ

スミレガレイ

カネコダノレマガレイ

コウベダノレマガレイ

ヒメダノレマガレイ

ダルマガレイ

チカメダルマガレイ

ホシダノレマガレイ

イイジマダノレマガレイ

トサダノレマガレイ

ナガダルマガレイ

トウカイナガダノレマガレイ

ニホンダノレマ3ゲレイ

ヤリガレイ

ヒナダノレマガレイ

サメガレイ

メイタガレイ

ノてノてjfレイ

ホシガレイ

ムシガレイ

ソウハチ

アカガレイ

ヤナギムシガレイ

ミギガレイ

ヒレグロ

イシガレイ

マガレイ

マコカrレイ
カワラガレイ

ツキノワガレイ

ツマリツキノワガレイ

Pleuronectiformes 
Citharidae 

Paralichthyidae 

Poecilopsettidae 
Sarnaridae 

Bothidae 

Pleuronectidae 

カレイ目

コケピラメ科

ダノレマガレイ科

カレイ科

カワラガレイ科

ベロガレイ科

ヒラメ科

υ1 
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Heteromycteris japonica 

Liachirus melanospilus 
Parachirus sp. 

Aseraggodes kobensis 

Soleichthys heterorhinos 

Pseudaesopia japonica 

Aesopia cornu臼

Zebrias zebrinus 
Zebrias fasciatus 

Paraplagusia japonica 

Arelia bilineata 

Cynoglossus robustus 

Cynoglossus arel 

Cynoglossus itinus 

Cynoglossus interruptus 

Cynoglossus joyneri 

Cynoglossus nigropinnatus 

種

ササウシノシタ

ガラスウシノシタ

ムスメウシノシタ

トピササウシノシタ

サザナミウシノシタ

セトウシノシタ

ツノウシノシタ

シマウシノシタ

オピウシノシタ

クロウシノシタ

オオシタピラメ

イヌノシタ

テンジクイヌノシタ

ミナミアカシタピラメ

ゲンコ

アカシタビラメ

ヒレグロゲンコ

Soleidae 

Cynoglossidae 

目・科

ササウシノシタ科

ウシノシタ科
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Triacanthodes anomalus 
Triacanthus biaculeatus 

Pseudobalistes flavimarginatus 

sumamen chrysopterum 

Balistoides con伊>icillum

sumam印 fraenatum

Canthidermis maculata 

AJuterus monoceros 

Aluterus scriptus 
Brachaluteres ulvarum 

Cantherhines dumerilii 

Thamnaconus modestoides 

Rudarius ercodes 

Thamnaconus modestus 

Thamnaconus hypargyreus 

Chaetodermis penicil1忽'era
Stephanolepis cirrhifer 

Paramonacanthus japonicus 

Kentrocapros aculeatus 

Lactoria cornuta 

Lactoria diaphana 

Tetrosomus concatenatus 

Ostracion rhinorhynchus 

Ostracion immaculatus 

Ostracion cubicus 

Canthigaster rivulata 

Sphoeroides pachygaster 

Takifugu snyderi 

Takifugu pardalis 

Takifugu vermicularis 

Takifugu porphyreus 

Takifugu poecilonotus 

Takifugu oblongus 

Takifugu xanthopterus 

ベニカワムキ

ギマ

キヘリモンガラ

ツマジロモンガラ

モンガラカワハギ

メガオ、ハギ

アミモンガラ

ウスパハギ

ソウシハギ

アオサハギ

ハクセイハギ

キピレカワハギ

アミメハギ

ウマヅラハギ

サラサハギ

ヒゲハギ

カワハギ

ヨソギ

イトマキフグ

コンゴウフグ

ウミスズメ

ハマフグ

テングハコアグ

ハコアグ

ミナミハコブグ

キタマクラ

ヨリトアグ

ショウサイフグ

ヒガンアグ

ナシアグ

マフグ

コモンアグ

タキフグ

シマフグ

Tetraodontiformes 

Triacanthodidae 

τ'riacanthidae 
Balistidae 

Monacanthidae 

Aracanidae 

Ostraciidae 

Tetraodontidae 

プグ目

ベニカワムキ科

ギマ科

モンガラカワハギ科

イトマキアグ科

ハコフグ科

カワハギ科

フグ科

ul 
品
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Takifugu exascurus 
Takifugu stictonotus 
Takifugu niphobles 

Takifugu rubripes 
Takifugu chinensis 

Torquigener brevipinnis 
Arothron stellatus 
Arothron firmamentum 

Arothron caeruleopunctatus 
Arothron hispidus 

Arothron reticularis 
Lagocephalus lunaris 

Lagocephalus lagocephalus oceanicus 
Lagocephalus sceleratus 

Lagoc戸phalusinermis 

Lagocephalus spadiceus 
Lagocephalus gloveri 
Diodon holoc.四必出

Diodon hystrix 
Chilomycterus reticulatus 

Cyclichthys orbicularis 
Mola mola 

Masturus lanceolatus 
Ranzania laevis 

種

ムシフグ

ゴマフグ

クサフグ

トラフグ

カラス

シッポウフグ

モヨウフグ

ホシアグ

アラレフグ

サザナミプグ

ワモンブグ

ドクサバフグ

クマサカフグ

センニンフグ

カナフグ

シロサパフグ

クロサパフグ

ハリセンボン

ネズミフグ

イシガキフグ

メイタイシガキプグ

マンボウ

ヤリマンボウ

クサピフグ

Diodontidae 

Molidae 

目・科

ハリセンボン科

マンボウ科

428 249 316 81 出現種数

帯1Tr:熱帯・亜熱帯性種， Te:温帯性種， Fr:寒帯・亜寒帯性種， D:深海性種，一 区分未了。

'2 元記載がシュモクザメとなっていたもの。 2000年代にシロシュモクザメ旦zygaenaとアカシュモクザメ S.lewiniの2種が確認された。分布型は両種とも Tro

1 山口県外海水産試験場 3)ではツノザメと記載されていたが，松原田)のヅノザメの学名旦mitsukuriiからフトツノザメとした。

'4 小林ら 7)ではオニイトマキエイ Mantabirostrisとされていたが，再同定の結果，タイワンイトマキエイ Mobulatarapacanaと同定された。

事5 元記載がメバノレとなっていたもの。 1990年代と 2000年代にアカメバノレ旦mermlSとクロメバルs.rentricosusの2種が確認された。分布型は前者がTe，後者が 。
'6 元記載がハタンポとなっていたもので，松原岨)のハタンポの学名P.japonicusからツマグロハタンポとした。

事7 元記載がササノハベラとなっていたもの。 2000年代にホシササノハベラ P.sieboldiとアカササノハベラ S.eoethinusの2積が確認された。分布型は前者がTe，後者が 0 

1 元記載がヨシノボリとなっていたものo ヨシノボリ属には複数種があるが， 2000年代にトウヨシノボリ R.kurodaiが確認された。

ホ9 元記載がシマハゼとなっていたもの。 2000年代はアカオピシマハゼT.trigonocephalusとシモブリシマハゼT.bifasciatusの2種が確認された。分布型は両種とも Te。

ホ10元記載がメイタガレイになっていたもの。 1990年代と 2000年代にメイタガレイ P.comufusとナガレメイタガレイ Pjaponicusの2種が確認された。分布型は両種とも Teo

.は当該年代にのみ出現したことを示す。

304 υ1 
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記載種リスト(五十音順)

アイゴ アミウツボ イトマキフグ
アイトラギス アミメウツボ イドミミズハゼ、
アイナメ アミメハギ イトヨ
アイブリ アミモンガラ イトヨリダイ
アオサハギ アヤアナハゼ イヌノシタ
アオザメ アヤメカサゴ イネゴチ
アオハタ アユ イボオコゼ
アオハタモドキ アラ イボダイ
アオブダイ アラメガレイ イヤゴ、ハタ

アオミシマ アラレフグ イラ
アオヤガラ アンコウ イロカエルアンコウ
アカアジ イイジマダルマガレイ イワアナコケギンポ
アカアマダイ イカナゴ インドヒメジ

アカイサキ イケカツオ ウキゴリ
アカイソハゼ イゴダカホデリ ウシエイ

アカウオ イサキ ウシサワラ

アカエイ イサゴガンギエイ ウスパハギ

アカエソ イサゴビクニン ウスメバル

アカオピシマハゼ イシガキダイ ウチワザメ

アカカマス イシガキフグ ウッカリカサゴ

アカガレイ イシガレイ ウツボ

アカグツ イシダイ ウパウオ

アカゴチ イショウジ ウパゴチ

アカササノハベラ イズオコゼ ウマヅラアジ

アカシタビラメ イズカサゴ ウマヅラハギ

アカシュモクザ、メ イスズミ ウミスズメ

アカタチ イセゴイ ウミタナゴ

アカナマダ イソアイナメ ウミテング

アカハゼ イソカサゴ ウミドジョウ

アカハタ イソギンポ ウミヒゴイ

アカハチハゼ イソスズメダイ ウミヤッコ

アカヒメジ イソハゼ ウメイロ

アカブチムラソイ イソフエフキ ウルメイワシ

アカマンボウ イタチウオ ウロコガレイ

アカムツ イタチザメ ウロコマツカサ

アカメバル イダテンギンポ ウロハゼ、

アカヤガラ イチモンジ、ハゼ エイラクブカ
アゴ、ハゼ イッセンタカサゴ エゾイソアイナメ

アサパホラアナゴ イッテンアカタチ エピスザメ

アサヒアナハゼ イットウダイ エピスダイ

アジアコショウダイ イトアナゴ エンマゴチ

アシシロハゼ イトオコゼ オアカムロ

アズキハタ イトヒキアジ オイランヨウジ

アズマハナダイ イトヒキサギ オオイワシ

アナハゼ イトヒキヌメリ オオウミウマ

アネサゴチ イトヒキハゼ オオカズナギ

アブオコゼ イトヒキベラ オオクチイシナギ

アブラツノザメ イトフエフキ オオシタビラメ

アベハゼ イトベラ オオシロアナゴ

アマクサヨウジ イトマキエイ オオスジイシモチ
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オオセ カタボシイワシ ギンザメ

オオメカマス カツオ キンセンイシモチ

オオメジロザメ カナガシラ キンチャクダイ

オオメハタ カナド キントキダイ

オオモンカエルアンコウ カナフグ ギンポ

オキアジ カネコダルマガレイ キンメモドキ

オキアナゴ カマスサワラ クエ

オキイワシ カミソリウオ クサアジ

オキエソ カミナリベラ クサウオ

オキゴンベ カライワシ クサハゼ

オキザヨリ カラス クサピフグ

オキセミホウボウ ガラスウシノシタ クサフグ

オキトラギス カラスエイ クサヤモロ

オキナヒメジ カラチョウザメ クジメ

オキナメジナ カワハギ クダヤガラ

オキナワハゼ カワピシャ クダリボウズギス

オキナワベニハゼ カワラガレイ クチボソザラガレイ

オキヒイラギ ガンギエイ クツワハゼ

オキヒメカジカ ガンゾウピラメ クボハゼ、

オクヨウジ カンパチ クマサカフグ

オグロクロユリハゼ、 キアマダイ クマササハナムロ

オジサン キアンコウ クマノミ

オトヒメベラ キジハタ クモハゼ

オトメハゼ キシュウダルマガレイ クラカケトラギス

オトメベラ キダイ クラゲウオ

オナガシマガツオ キタマクラ クルメサヨリ

オニアジ キチジ クロアジモドキ

オニオコゼ キチヌ クロアナゴ

オニカサゴ キツネダイ クロイシモチ

オニカナガシラ キツネベラ クロウシノシタ

オニゴチ キツネメバル クロエソ

オニハゼ キヌカジカ クロエリギンポ

オハグ、ロベラ キヌパリ クロカジキ

オピアナハゼ、 キハダ クロサギ

オビウシノシタ キハッソク クロサパフグ

オヤピッチャ キピナゴ クロスジギンポ

カイワリ キピレカワハギ クロスズメダイ

カエルアンコウ キピレミシマ クロソイ

カエルウオ キヘリモンガラ クロダイ

カガミダイ キホウボウ クロテンス

カクレウオ ギマ クロトガリザメ

カゴカキダイ キュウセン クロヌタウナギ

カゴカマス キュウリエソ クロハギ、

カゴシマニギス キリアナゴ クロヒラアジ

カサゴ ギンアナゴ クロヘリメジロ

カスザメ ギンイソイワシ クロホシイシモチ

カズナギ ギンカガミ クロホシフエダイ

カスミチョウチョウウオ キンカジカ クロホシマンジ、ュウダイ

カスリハゼ、 ギンガメアジ クロマグロ

カタクチイワシ キンギ、ヨハナダイ クロメジナ
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クロメバル サクラダイ シロアナゴ
クロユリハゼ、 サクラテンジクダイ シロアマダイ
ケムシカジカ サクラマス シロウオ

ゲンコ サケ シロカジキ

ゲンロクダイ サケガシラ シロギス
コイチ サケピクニン シログチ

コウペダルマガレイ ササウシノシタ シロコパン
コウライガジ サザナミウシノシタ シロサパフグ

コウライトラギス サザナミフグ シロザメ

コウライヨロイメバル ササハゼ シロシュモクザメ

コオリカジカ サツオミシマ シロナメハダカ

コガシラベラ サッパ ジンベエザメ

コガネスズメダイ サツマカサゴ スイ

コクチイシナギ サピハゼ、 スギ

コクチフサカサゴ サメガレイ スケトウダラ

コクテンサザナミハギ サヨリ スジアラ

コクテンベンケイハゼ サヨリトビウオ スジイシモチ

ゴクラクハゼ サラサカジカ スジコパン

コケギンポ サラサハギ スジ、ハゼ

コケピラメ サラサハタ スジハナダイ

コシナガ ザラピクニン スジ、ハナピラウオ

コショウダイ サワラ スジベラ

コスジイシモチ サンゴタツ スズキ

ゴテンアナゴ サンマ ススハモ

コトヒキ シイラ スズメダイ

コニベ シオイタチウオ スソウミヘピ

コノシロ シキシマハナダイ スナエソ

コバンザメ シズクトラギス スナビクニン

コパンヒメジ シッポウフグ スマ

コブダイ シノノメサカタザメ スミウキゴリ

コブヌメリ シピレエイ スミクイウオ

コマイ シマアジ スミツキアカタチ

ゴマサパ シマイサキ スミツキアマダイ

ゴマソイ シマウシノシタ スミレガレイ

コマハゼ シマガツオ セイテンビラメ

ゴマフエダイ シマスズメダイ セグロスズメダイ

ゴマフグ シマセトダイ セダカクロサギ

コモチジャコ シマネコザメ セダカスズメダイ

コモンカスベ シマハギ セトウシノシタ

コモンサカタザメ シマハタタテダイ セトカジカ

コモンハタ シマヒメヤマノカミ セトダイ

コモンフグ シマフグ セミホウボウ

コロザメ シモフリシマハゼ、 セレベスゴチ

コロダイ シモフリハナアンコウ センニンフグ

コンゴウフグ シャチブリ センネンダイ

ゴンズイ シュンカンハゼ、 ソウシカエルアンコウ

コンペイトウ ショウサイフグ ソウシハギ

サイウオ シラウオ ソウハチ

サカタザメ シラコダイ ソコイトヨリ

サギフエ シリキルリスズメダイ ソコカナガシラ
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ソコヌメリ ツノダシ トラフグ

ソコハリゴチ ツバクロエイ ドロメ

ソコホウボウ ツバメウオ ナガサキスズメダイ

ソトイワシ ツバメコノシロ ナガタチカマス

ソラスズメダイ ツボダイ ナガダルマガレイ

ダイナンウミヘピ ツマグロハタンポ ナガヅカ

ダイナンギンポ ツマジロモンガラ ナガ、ハナダイ

タイリクスズキ ツマリカスベ ナカハラタナバタウオ

タイワンイトマキエイ ツマリツキノワガレイ ナガユメタチモドキ

タカクラタツ ツマリツノザメ ナガレメイタガレイ

タカサゴ ツムブリ ナシフグ

タカサゴヒメジ ツルウパウオ ナツハリゴチ

タカノハダイ テッポウイシモチ ナヌカザメ

タカベ テンガイハタ ナベカ

タキフグ テングカスベ ナミアイトラギス

タケギンポ テングダイ ナミノハナ

タケノコメバル テングチョウチョウウオ ナミマツカサ

タコベラ テングノタチ ナメフウセンウオ

タチウオ テングハギ ナルトピエイ

ダツ テングハコフグ ナンヨウカイワリ

タツウミヤッコ テンジクアジ ナンヨウガレイ

タツノイトコ テンジクイサキ ナンヨウサヨリ

タツノオトシゴ テンジクイヌノシタ ニギス

タテガミギンポ テンジクスズメダイ ニクハゼ

タテジ、マキンチャクダイ テンジクダイ ニザダイ

ダテハゼ テンジクダツ ニジアマダイ

タナカゲンゲ テンス ニジカジカ

タナパタウオ トウカイナガダルマガレイ ニシキギンポ

タヌキメパlレ トウゴ、ロウイワシ ニシキハゼ

タピラクチ トウヨシノボリ ニシキベラ

タマカイ トウジン ニジギンポ

タマガシラ トカゲエソ ニジハギ、

タマガンゾウピラメ トカゲゴチ ニシン

ダルマオコゼ ドクサパフグ ニセカンランハギ

ダルマガレイ トゲカナガシラ ニセギンアナゴ

ダンゴウオ トゲチョウチョウウオ ニセフウライチョウチョウウオ

チカメキントキ トゲヨウジ ニタリ

チカメダルマガレイ トサカギンポ ニホンウナギ

チゴダラ トサダルマガレイ ニホンダルマガレイ

チダイ ドチザメ ニホンミミズアナゴ

チチブ トビウオ ニラミハゼ

チャガラ トピエイ ヌタウナギ

チョウチョウウオ トピササウシノシタ ヌマチチブ

チョウチョウエソ トピヌメリ ヌメリゴチ

チョウハン トピハゼ ネコザメ

チワラスボ トビハタ ネズミギス

ツキチョウチョウウオ ドブカスベ ネズミゴチ

ツキノワガレイ トヤマサイウオ ネズミフグ

ツクシトビウオ トラギス ネッタイミノカサゴ

ツノウシノシタ トラザメ ネムリシピレエイ
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ネンブツダイ ヒバショウジ ブリモドキ
ノコギリザ、メ ヒフキヨウジ ヘダイ
ノコギリヨウジ ヒメ ベニカエルアンコウ
ノトイスズミ ヒメオコゼ ベニカワムキ
ノドグロヒメアンコウ ヒメオニオコゼ ベニツケギンポ
ノミノクチ ヒメギンポ ベニテグリ
ノロゲンゲ ヒメコダイ ヘピギンポ
ハオコゼ ヒメコトヒキ ヘラアナゴ
ハガツオ ヒメジ ベラギンポ
ハクセイハギ、 ヒメシマガツオ ベンケイハゼ、

ハコフグ ヒメスイ ベンテンウオ
バショウカジキ ヒメスミクイウオ ホウズキ
ハダカイワシ ヒメダイ ボウズコンニャク
1¥ダカエソ ヒメダラ ホウセキキントキ

ハタタテダイ ヒメダルマガレイ ホウボウ

ハタタテヌメリ ヒメテングハギ ホウライウミヘピ

ハタハタ ヒメハゼ、 ホウライヒメジ

ハチ ヒメハナダイ ホカケトラギス

ハチピキ ヒメヒイラギ ホコサキ

ハチワレ ヒメフエダイ ホシエイ
ノ、ッメ ヒモハゼ ホシガレイ

ハナアナゴ ヒラスズキ ホシギンポ

ハナオコゼ ヒラソウ夕、 ホシササノハベラ

ハナザメ ヒラタエイ ホシザメ

ハナタツ ヒラニザ ホシセミホウボウ

ハナチゴオコゼ ヒラマサ ホシダルマガレイ

ハナハゼ ヒラメ ホシテンス

ハナピヌメリ ピリンゴ ホシナシムラソイ

ハナピラウオ ヒレアナゴ ホシノハゼ

ハナミノカサゴ ヒレグロ ホシハゼ

ハナメゴチ ヒレグロゲンコ ホシフグ

パパガレイ ヒレコダイ ホソアオトピ

ハマギギ ヒレジロアナゴ ホソウミヤッコ

ハマダツ ヒレジロマンザイウオ ホソカマス

ハマフエフキ ヒレナガカナガシラ ホソトビウオ

ハマフグ ヒレナガカンパチ ホソフウライウオ

ハモ ビンナガ ホタテウミヘピ

ハリゴチ フウライイシモチ ホッケ

ハリセンボン フウライカマス ホホジロザメ

ヒイラギ フウライチョウチョウウオ ボラ

ヒガ、ンフグ フウライボラ ホロヌメリ

ピクニン フエフキダイ ホンソメワケベラ

ヒゲソリダイ フサカサゴ ホンニベ

ヒゲダイ フサギンポ ホンベラ

ヒゲハギ ブダイ マアジ
ヒゲ、ハゼ、 フタホシニジギンポ マアナゴ

ヒゲミミズハゼ フチドリスズメダイ マイワシ

ヒシヨロイアジ フトツノザメ マエソ

ヒナダルマガレイ ブリ マカジキ

ヒナハゼ フリソデウオ マガレイ
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マコガレイ ムツ ヨメゴチ

マゴチ ムラサキシャチブリ ヨメヒメジ、

マサパ ムラソイ ヨリトフグ

マダイ ムレハタタテダイ ヨロイイタチウオ

マダラ ムロアジ ヨロイメ}¥ル

マダラエイ メアジ リュウキュウヒメジ

マダラギンポ メイタイシガキフグ リュウキュウヨロイアジ

マダラトピエイ メイタガレイ リュウグウノツカイ

マツカサウオ メイチダイ リュウグウノヒメ

マツダイ メカジキ リュウグ、ウハゼ、

マツバゴ、チ メガネウオ ルリスズメダイ

マツバスズメダイ メガネカスベ ロウソクチピキ

マテアジ メガネハギ ロクセンスズ、メダイ

マトイシモチ メガレイ ワキヤハタ

マトウダイ メゴチ ワニエソ

マトウトラギス メジナ ワニギス

マナガツオ メジロザメ ワニグチボラ

マハゼ メダイ ワニゴチ

マハタ メダカ ワヌケフウリュウウオ

マフグ メナダ ワモンフグ

マルアジ メバチ

マルイボダイ モヨウカスベ

マルソウダ モヨウハタ

マルタ モヨウフグ

マンボウ モロ

ミギガレイ モンガラカワハギ

ミギマキ モンツキハギ

ミサキウパウオ ヤセオコゼ

ミサキスジハゼ ヤナギムシガレイ

ミシマオコゼ ヤマトカマス

ミジンベニハゼ、 ヤマトコブシカジカ

ミスン ヤマドリ

ミツボシクロスズメダイ ヤマブキベラ

ミドリフサアンコウ ヤミハゼ

ミナミアカシタビラメ ヤリガレイ

ミナミイケカツオ ヤリヌメリ

ミナミギンガメアジ ヤリヒゲ

ミナミギンポ ヤリマンボウ

ミナミハコフグ ユウダチタカノハ

ミナミハタンポ ユウダチトラギス

ミナミハナダイ ユカタハゼ

ミナミホタテウミヘピ ユキフリソデウオ

ミノカサゴ ユメアラメガレイ

ミミズアナゴ ユメカサゴ

ミミズハゼ ユリウツボ

ムシガレイ ヨウジウオ

ムシフグ ヨコシマサワラ

ムスジガジ ヨコスジフエダイ

ムスメウシノシタ ヨシキリザメ

ムスメベラ ヨソギ
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図版 l

lタイワンイトマキエイA10bulatarapacanαCPhilippi，1982)，萩市相島北西沖8海里，

2004年 7月 15日，天野千絵撮影，山口県水産研究センタ一所蔵(写真)。

2カタボシイワシSardineflalemuru CBleeker， 1853)，下関市蓋井島沖，2008年9月

24日， 落合晋作撮影，下関市立しものせき水族館所蔵(写真)。

3ホウズキHozuldusemblemarius Oordan and Starks， 1904) 萩市見島沖水深210m，

2009年7月25日，落合晋作撮影，下関市立しものせき水族館所蔵(写真)。
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図版2

4ニジアマタイ Opistognathusevermanni Oordan & Snyder， 1902)，下関市吉見沖水深

20m， 2009年7月29日，園山貴之撮影，下関市立しものせき水族館所蔵(写真)。

5ヒレナガカンパチSeriolarivoliana (Valenciennes， 1833)，下関市室津地先， 2007 

年 1月4日，落合晋作撮影，下関市立しものせき水族館所蔵(写真)。

6オナガシマガツオBramamyersi (Mead， 1972)，下関市室津地先，2007年6月8日，

土井啓行撮影，下関市立しものせき水族館所蔵(写真)。
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図版3

7クロホシフエダイ Lutjanusrussellii (Bleeker， 1849)，深川湾，2009年 10月5日，

河野光久撮影，山口県水産研究センタ一所蔵(写真)。

8ツキチョウチョウウオ Chaetodonwiebeli (Kaup， 1863)，下関市湯玉地先，2009年

11月 19日，落合晋作撮影，下関市立しものせき水族館所蔵(写真)。

9ツマジロモンガラ SujJlamenchrysopterum (Bloch & Schneider， 1801)，萩市須佐深
まてかたビーチ， 2003年 11月 18日，スサリ ゾートダイビングサービス撮影，

萩博物館所蔵(写真)。
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日本海産魚類目録(予報)

河野光久*1・土井啓行*2・堀 成夫*3

List of the Fishes in the Japan Sea (Preliminary Report) 

Mitsuhisa KAWANO， Hiroyuki Dm and Shigeo HORI 

We made a list of the fishes in the Japan Sea on the basis of hitherto records. A total of 1336 fish 
species composed of 42 orders and 237 families were identified. The number of tropical/subtropical 
species was 420 and occupied 50 % of the 846 species of which geographical distribution and habitat 

were cieariy recognized. The fish fauna was characterized as follows: Deep-sea fishes， especially first 
deep-sea fishes were very poor. Pelagic fishes such as scombrid and exocoetid fishes had enlarged their 
distribution areas to the Japan Sea in recent years. Tropical/subtropical coastal fishes had conspicuously 
increased in recent years. For the reasons above mentioned， fish fauna in this area was not remarkably 

poor in comparison with those in the Kuroshio region. We indicated the importance of elucidating the 
actual condition and the mechanism of the dynamic change in the fish fauna. 

Key words: List of fishes; Japan Sea; Tropical/subtropical species 

日本海はユーラシア大陸の東部外縁に位置する縁海

で，隣接する海洋とは対馬，津軽，宗谷および間宮の

4つの浅い海峡で接続している。本海域の魚類目録は

沿岸のほとんどの道府県で部分的な海域ごとに作成さ

れているものの，日本海産魚類目録として日本海の全

範囲を網羅した魚類目録はわずかしかない。日本海産

魚類目録として最初に報告したのは加藤1)で，佐渡周

辺，富山湾および山陰隠岐の海域ごとの出現種，合計

636種を報告している。その後，津田 2)は原色日本海

魚類図鑑を作成し，日本海産魚類として 774種を記

載している。最近，著者らおは山口県日本海産魚類目

録を作成し，山口県日本海域だけで加藤1)および津固

めの報告を上回る 870種が出現したこと，および、水温

の上昇に伴い 1990年代から 2000年代に熱帯・亜熱

帯性魚類の出現種数が大幅に増加したことを報告して

いる。このように日本海における魚類の出現種は津田

2)の報告以降，水温の上昇に伴い確実に増加している

ことから，できるだけ最新の情報を含めて現時点での

日本海の魚類相を明らかにしておくことは，今後の水

温変動が日本海の魚類の分布や回遊に及ぼす影響を評

価あるいは予測する上で重要であると考えられる。

本研究では日本海の沿岸および各海域の主要な魚類

目録および魚類相に閲する資料に，著者らが作成した

山口県日本海産魚類目録 3)を加え，日本海沿岸の全道

府県を網羅する魚類目録を作成すると共に，日本海の

魚類相の特徴について検討した。

* 1 山口県水産研究センター外海研究部
Yamaguchi Prefectural Fisheries Research Center;2861-3 Ohtomari， Senzaki， Nagato， Yamaguchi， 
759-4106， Japan 

u 下関市立しものせき水族館

Shimonoseki Marine Science Museum; 6-1 Arcaport， Shimonoseki， Yamaguchi， 750-0036， Japan 
川萩博物館

Hagi Museum; 355 Horiuchi， Hagi， Yamaguchi， 758-0057， Japan 
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材料および方法

魚類目録の作成に用いた資料は，大学 4ーベ独立

行政法人水産研究所 L10)，道府県水産関係機関 11-29) 

および博物館 30-42)の調査・研究報告のほか，学会誌・

会報 4366)，魚類図鑑 2.67ー 75)，ホームページ 76.77) 

に掲載された魚類の記録である。

目録の作成にあたっての魚種名の記載や分類方式，

および掲載の順序は，中坊 72.73)に準じた。また，追

加種や学名の変更については，日本魚類学会のホーム

ページ(http://www.fish-i司Jp，参照2011年2月22日)

を参考にした。

出現した魚種のおおまかな生息域に基づく内訳を把

握するため，中坊 72.73)による分布や生息環境に関す

る記述に基づき，浅海・表層(水深200m未満)に生

息するものは西村 78)が提唱した次の3つの生物地理

群集 (Tr，Te， Fr)ヘ，水深200m以深に生息するも

のは深海性種 (D)に区分した。

Tr:熱帯・亜熱帯性種(インド・西太平洋系)

Te:温帯性種(東亜系)

Fr:寒帯・亜寒帯性種(北太平洋系)

なお，中坊 72.73)による分布や生息環境に関する記

述だけでは明確かつ客観的に生息域を識別できない魚

種については，あえて他の情報を追加して考察し区分

することは本研究の範韓外であるため，区分未了とし

て該当欄に「一」と記しておいた。

なお，本研究の対象とした日本海の範囲は以下のと

おりとした。北端については宗谷海峡，西端について

は東松浦半島，壱岐周辺海域および対馬周辺海域を結

ぶ線とし，東端については津軽海峡の東端とした。

結 果

日本海で確認された魚類は， 42目237科 1336種

で、あった(表 1)。

出現種数が多かった上位 10科は，ハゼ科 (89種)，

カジカ科 (55種)，フサカサゴ科 (50種)，アジ科 (38

種)，ハタ科 (34種)，ゲンゲ科 (31種)，カレイ科 (31

種)，フグ科 (30種)，ベラ科 (29種)，タウエガジ

科 (26種)で、あった。これらの出現種数を合計する

と413種で，全出現種数(1336種)の30.9%を占めた。

生息域区分が可能であった846種における各区分

の種数を見ると，熱帯・亜熱帯性種が426種 (50%)，

温帯性種が224種 (26%)，寒帯・亜寒帯性種が 105

種(12%)，深海性種が91種(11%)で、あった。

道府県別の出現種数は，道府県別のリストが必ずし

も完全とはいえないので単純な比較はできないが，山

口県が870種と突出して多かった。

考 察

日本海の生物相について沖山 79)は，黒潮流域に比

較して外洋性要素(中・深層性要素および表層性要素)

および沿岸生物相が貧困であるため，かなり貧困であ

ることを重要な特徴として挙げている。そして，中・

深層性要素の具体的事例として沖山 79)は，黒潮流域

に限らず外洋域においては表層稚魚網採集物にハダカ

イワシ科魚類が卓越して出現するのに対し，日本海で

はハダカイワシ科に限らず中・深層性魚類マイクロネ

クトンが極端に貧困であると記述している。本研究で

はハダカイワシ科魚類は 11種が確認されたが，この

うち 8種は対馬近海で確認されたもので 72)，山口県

以北の日本海ではハダカイワシ科魚類は極めて少な

かった(表 1)。沖山 79)はこの原因について，外洋性

の中・深層性種の分布にとって水深の浅い対馬海峡が

大きな障壁になっており，稚魚が日本海へ加入しでも

変態に伴う習性の変化(例えば深層部への移行)が日

本海固有冷水に適合で、きずに死滅するものと考えてお

り，本研究結果からもこの考えは妥当なものと思われ

る。

中・深層性魚類について，西村 80)は日本海では太

平洋に豊富に分布する原始的な深海魚(ヨコエソ類，

シャチブリ類，ハダカイワシ類，ソコダラ類，シギウ

ナギ類，フウセンウナギ類)がほとんどいない一方，

二次的深海魚(ゲンゲ科，カジカ科，クサウオ科など)

が非常に分化・繁栄していると指摘している。本研究

においても，原始的な深海魚であるヨコエソ科，シギ

ウナギ科，フウセンウナギ亜目はまったく見られず，

日本海南西部を中心としてシャチブリ科が2種，ソコ

ダラ科が6種確認されたにすぎなかったが，二次的深

海魚についてはゲンゲ科が31種，カジカ科が55種，

クサウオ科が 18種と比較的多く出現した(表1)。

表層性要素については，沖山 79)は熱帯から温帯域

に繁栄しているサパ亜目魚類を代表としてとりあげ，

日本海では外洋型種のうち全生活環が外洋表層で回

転する要素は熱帯，亜熱帯性を問わず貧困であると

している。本研究ではサパ亜日サパ科魚類のうち沖

山 79)が稀種としたヒラソウダAuxisthazard，カツオ

Katsuwonus pelamis，コシナガ Thunnustonggolは普通

種として，未記録種とされたイソマグロ Gymnosarda

unicolorは稀種とみなされた。近年，コシナガについ

ては産卵も確認されている 81)ことから，沖山 79)の指

摘した当時よりもサパ科魚類は生活域を日本海に拡大
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していると考えられる。沖山 79)は表層性要素として

トビウオ科魚類についても記述しており，本邦産23

種のうち日本海では6種が記録されているのみで，こ

のうち多産するのはホソトビウオ Cypselurushiraiiと

ツクシトビウオ Cypselurusheterurus doederleiniの2種

に限られているとしている。一方，本研究ではトビウ

オ科魚類は 10種が確認され(表 1)，近年日本海で

はホソトビウオとツクシトビウオのほかに仔稚魚期お

よび未成魚期のホソアオトピHirundichthyso.砂αphalus

も多産することが知られていることから 82)，トビウオ

科魚類についても近年日本海へ生活域が拡大している

ことが窺える。

沿岸生物相について沖山 79)は，日本海ではインド

太平洋系(熱帯・亜熱帯性)の浅海生物群集が貧困

なため，内湾的生物群集が主体となっているとしてい

る。これに対し，小林ら 83)は山口県日本海沿岸域に

おいて 1984~ 2004年に 120種に及ぶ特記的な魚類

の出現があり，このうち 84種， 70%が熱帯・亜熱帯

性種であったこと，および熱帯・亜熱帯性魚類の顕著

な出現は 1997年以降水温の上昇に伴い見られたこと

を報告している。本研究においても生息域区分が可能

であった 846種のうち熱帯・亜熱帯性種が426種と

最も多く，ほぽ半数を占めたことから，日本海におい

て熱帯・亜熱帯性沿岸魚が増加しているものと考えら

れる。沖山 79)は熱帯性要素の貧困は夏~秋季に発達

する暖流表層水に対する適応の問題で、あり，水温より

も塩分(極度な低献化)の方が大きな障害になると推

測している。日本海の低師化に大きな影響を及ぼして

いるのは長江希釈水であるが，三峡夕、ムの建設により

長江希釈水が縮小し，秋の塩分が上昇する可能性が指

摘されている 84)。近年の水温上昇に加え，塩分の上昇

が起きれば，熱帯・亜熱帯性魚類の日本海への生活域

の拡大が促進される可能性が高い。

以上のとおり日本海では，中・深層性魚類マイクロ

ネクトンは沖山 79)や西村 80)の指摘どおり著しく貧困

であるといえる。しかし，表層性要素や沿岸性要素に

ついては，沖山 79)の報告がなされた 1970年代およ

びそれ以前に比べ，近年熱帯・亜熱帯性種が顕著に増

加し，著しく貧困とは言えなくなっている。このこと

は出現種数に明瞭に現れ，本研究の出現種数(1337種)

は加藤 (636種) 1)および津田 (774種)2)と比較し

でほぼ倍増となった。日本列島およびその周辺の魚類

は3863種とされるので 72)，日本海で確認された種は

このうちの 34.6%に相当し，黒潮流域の相模灘 (1503

種)85)および東シナ海・黄海 (1158種)86)と比較

しでも，著しく少ないとはいえない。従って，日本海

の魚類相は黒潮流域と比較しでかなり貧困であると固

定的にとらえるのではなく，近年の水温上昇に伴い熱

帯・亜熱帯性種が増加し，年々ダイナミックに変化し

ているととらえるべきである。そして今後は，変化の

具体的な内容を明確にしていくとともに変化のメカニ

ズムの解明を進めていく必要があろう。

最後に本目録の課題について指摘しておきたい。本

目録の作成に使用した資料は，既往の目録や文献のう

ち主要なものに限られており，すべてが網羅されてい

るわけではない。従って，記載が漏れている魚種があ

る可能性がある。とりわけ，道府県別のリストについ

ては不完全なものであり，今後各道府県の研究者によ

り整備されていくことが望まれる。近年水温の上昇に

伴い，各地で暖海性魚類の増加が報告されている 9.83. 

87)。現時点における道府県別の魚種リストを整備して

おけば，今後の日本海の魚類相や分布域の変化を的確

にとらえるための有益な資料となるであろう。
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ツバクロエイ科

トピエイ科

ウスエイ科

ヒラタエイ科

アカエイ科

-...:] 

N 

。。。
。

カラチョウザメ

チョウザメ

ダウリアチョウザメ

Osteichthyes 

Acipenserifo口nes

AcipenseIidae 

硬骨魚網

チョウザメ目
チョウザメ科 。。。。

。

。。。。
。
。。

。

。。Tr 

Acipenser 5inensis 
Acipenser mediros的 S
Huso dauricus 

Elops hawaiensis カライワシ

Elopiformes 

Elopidae 

カライワシ目

カライワシ科
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種

イセゴイMegalopidae 
Albuliformes 
Albulidae 
Pterothrissidae 
Anguilliformes 
Anguillidae 
Muraenidae 

綱/目/科

イセゴイ科

ソトイワシ目

ソトイワシ科

ギス科
ウナギ目

ウナギ科

ウツボ科

。
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U
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Albulan田>guina/ca
Pterothrissus gissu 

Anguilla japonica 
Muraena pardaIis 
今叩'00的or.ョxm加'Or
の叩'0'0的oraxrueA戸'lliae
今叩n'O的'Oraxkidak'O
の叩n'O的oraxmieroszewskil 
Gymn'Oth'Orax pseud'O的1}'rs'Oideus
Meadiaab)信組lis
Dys'Omma anguil尉ち
Muraenich的'YSjaponicus 
Muraenichthys 8)咽motus
Muraenich的'YSboreaIis 
M戸vphismicrochir 
Ophi当urusmacrorhynchus 
Ophich的usevermannJ 
Ophich的userabo
Ophich的usurol'Ophus 
Ophichthus a.四ku.団e
Pisαtonophis cancrJvorus 
丹's'Od'On'Oph必z'OphおU凶
Echelus uropterus 
Ari田 'Omameeki
Ariosoma anago 
Congriscus megastomus 
Ari'Os'Oma shiroanag'O m司ゾ'Or
Arios'Omash加盟n管''0shiroanag'O 
C'Onger口nereus
C'Onger japonic出
C'Onger myriaster 
C'Onger erebennus 
Gnath'Ophis nys町'Omiginanag'O 
Gna的'Ophisnys町vminystromi 
Rhynchoc'Onger ectenurus 
Bathycongπlsre加 tincta
Mura田町田口'ne見出
MUI沼田町oxbagi'O
N田s'Orh直刀If'hus却rg'Olfi.回出
品u肥nch吟'Sfierasfer

ソトイワシ

ギス

ニホンウナギ

トラウツボ

アミウツボ

クラカケウツボ

ウツボ

ユリウツボ

アミメウツボ

ヒレジロアナゴ

アサパホラアナゴ

ニホンミミズアナゴ

ミミズアナゴ

ヰタノウミヘビ

セレベスヒレアナゴ
ダイナンウミヘピ

ホウライウミヘビ

モンガラドオシ

スソウミヘピ

イナカウミヘピ

ミナミホタテウミヘビ

ホタテウミヘビ

ヒレアナゴ

ゴテンアナゴ

ハナアナゴ

オキアナゴ

オオシロアナゴ

シロアナゴ

キリアナゴ

クロアナゴ

マアナゴ

ダイナンアナゴ

ニセギンアナゴ

ギンアナゴ

キツネアナゴ

ツマグロアナゴ

ハモ

スズハモ
ヘラアナゴ

イトアナゴ

Synaphobranchidae 

Congridae 

Mu阻enesocidae

Ophichthidae 

ホラアナゴ科

ウミヘピ科

アナゴ科

ハモ科

h斗

ふコ

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。
。

。
。

。
。

。

。
。
。

。
。
0
0
0
 

。

。
。

。

。

。

。
。

。
。

。
。

。
0
0
0
 。

。
。

。

。

。
。

。。

。
。

。

。

。

。

。
。

0
0
0
 

。

。

。
。

。
0
0
0
 
0
0
0
0
0
 

。

。

0
0
0
 。
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0
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肝

肝

一
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百
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-
H

Etrumeus teres 
SprateDoid，田 S日cilis
ぬrdinopsmelan'Ostictus 
I1isha el'Onga臼
SardineI1a zunasi 
Sard釘eDalemuru
Clupea paIlasli 
Herki'Otsich的'YSquadrimaculatus 
K'On'Osirus punctatus 
Nematalo.担japonica
Eng日ulisjaponicus 
C'Oilia n.出回
Thrys回 hamilt'Onii
ThI)雪担baelama

ウルメイワシ

キピナゴ

マイワシ

ヒラ

サッパ

カタボシイワシ

ニシン

ミズン

コノシロ

ドロクイ

カタクチイワシ

エッ
チョウセンタレクチ

オオイワシ

Derichthyidae 
Nettastomatidae 
Clupeiform田
Clupeidae 

Engraulidae 

ヘラアナゴ科

クズアナゴ科

ニシン目

ニシン科

カタクチイワシ科
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n 0 0 

。。。。。。Tr Tr 
ChJn町田町lsdorab

Ch町田chanos
Gonorynchus abbreviatus 

種

オキイワシ

サパヒー

ネズミギス

Chirocentridae 
Gonorynchiformes 
Chanidae 
Gonorynchidae 
Cypriniform田
Cyprinidae 

綱/目/科

オキイワシ科

ネズミギス目

サパヒー科

ネズミギス科

コイ目

コイ科 。。0
0
0
 

。。。0
0
0
 

。。。。。。。
r
e
r
 

F
下

T

TribolOOon brandu 
日加1000nhakonensis 

Arius maculatus 
Arius tha1.品smus
Plo臼'susjaponicus 

マルタ

ウグイ

ハマギギ

オオサカハマギギ

ゴンズイ

Silurifo口nes
Ariidae 

ナマズ日

ハマギギ科

。。。。。。。。。。。Tr Plotosidae 
Argentlniform即
Argentinidae 

ゴンズイ科

ニギス日

ニギス科

0
0
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0
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肝
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肝
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Argentinak司宮田加ηae
Gla四 nodonsemi危sciatus

Osmerus eperJ.剖 usmordax
H刀JOmes凶 nipponensJs
Hypom回出ja，μInJCUS
Pl，町ogl.日目usa1tivelJs altJvelJs 
SaJ.剖'gJchめ~mJcrodon

Sa1anx ariakensJs 
SalvelJnus leucomaenJs leucomaenJs 
Sal開1Jnusmalma kraschenlnnJkovJ 
Oncorhynchus keta 
Oncorh戸Jchusnerka nerka 
Oncorhynchus gorbuscha 
On四'rhynchuskisutch 
On∞'rhynchus tschawytscha 
OncOJ勾'lJchusma:叩umasou

カゴシマニギス

ニギス

キュウリウオ

ワカサギ

チカ

アユ
シラウオ

アリアケシラウオ

アメマス

オショロコマ

サケ

ベニザケ

カラフトマス

ギンザケ

マスノスケ

サクラマス

Salmonifo口nes
Osmeridae 

Plecoglo田idae
Salangidae 

Salmonidae 

サケ目

キュウリウオ科

アユ科

シラウオ科

サケ科

-.J 

"'" 
。。。。。。。。。。

ワニトカゲギス目

ムネエソ科 。。。。。。。。。
一D
D

D

MaurolJcus ja}却nicus
Stemop砂宏diaph即 a
Vl'nc伊lerrianJmbaria 
ldiacan的usantI1フ'5tomus

キュウリエソ

ムネエソ

ヤベウキエソ

ミツマタヤリウオ

Storniiformes 
Stemoptychidae 

Phosichthyidae 
ldiacanthidae 
Ateleopodifo口n田
Ateleopodidae 

ギンハダカ科

ミツマタヤリウオ科

シャチブリ目

シャチプリ科

。。。
。
。。。。。。

。
。
。。
0
0
0
 

。。

。

。

。

。
。。。。。

。
0
0
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。

。
。。。
。
0
0
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。

。
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。

。。

。

。
。

。
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0
0
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。
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0
0
 。
。

。。

。
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0
0
 。。

。
。

0
0
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 。。

れ
H
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一

両

両

背

骨

-H

D 

-

F

一

D

一

D

D

一

D

Ateleopus purpureus 
AteJ.田'pusjaponic，山

Aulopus japonlcus 
Saurida um砂田:hii
SaurJda elongata 
Saurida mlcrolepJs 
おurJdamacrol.司pJs
Saurlda wan.白却
TrachJnocephalus myops 
SynOOus ulae 
5戸JOOusvariegatus 
SynOOus fuscus 
今咽OOushosh加oms
SynOOus macrops 
Chlorophtha1mus a1batrossis 
Chlorophthalmus bo同'a1is
Alept旨aurus舟rox
L回 udJopsj.司yakarJ
μ'strolepis japonica 
L田 tidJumprolixum 

Ben的国'emapterotum 

ムラサキシャチプリ

シャチプリ

ヒメ

ヲロエソ

トカゲエソ

コウカイトカゲエソ

マエソ

ワニエソ

オキエソ

アカエソ

ヒトスジエソ

スナエソ

ホシノエソ

チョウチョウエソ

アオメエソ

マルアオメエソ

ミズウオ

シロナメハダカ

ハダカエソ

ナメハダカ

イワハダカ

Aulopiformes 
Aulopidae 
Synodontidae 

ヒメ目

ヒメ科

エソ科

Chlorophthalmidae 

Alepi姐 uridae
Paralepididae 

Myctophifo口n田
Myctophidae 

アオメエソ科

ミズウオ科

ハダカエソ科

ハダカイワシ自

ハダカイワシ科
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D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

。Not，叩伊1田 jaJ阿 nicus
Diaph出 wai国 ei

Diaphus fragj出s
Diaph出 leutkeni

Diaphus aliciae 

Diaphus fulgens 

Diaph出回g副首

Diaphusjen毘ni

Diaphus niel担 'Ili

Diaphus garmani 

種

オオクチイワシ

ハダカイワシ

クマドリハダカ

ガンテンハダカ

ニラミハダカ

コビトハダカ

アガリハダカ

チピハダカ

ツクシハダカ

ヒロハダカ

綱/目/科

。
。

。。

。
。
。

0
0
0
 

0
0
0
0
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。

。。

。

。

。

。
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。
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怜'liferhypselopterus 

L割引'prisgut臼tus
Lophotus臼lpelIei

Eum町ichthysIiskii 
Zu cristatus 

D田 modemapoIystictum 
D田:modemalorum 

Trachipterus ishikawae 

Trach伊terustrachypterus 

RegaJ.町田山居ellii

クサアジ

アカマンボウ

アカナマダ

テングノタチ

ユキフリソデウオ

フリソデウオ

オキフリソデウオ

サケガシラ

テンガイハタ

リュウグウノツカイ

Lampridiformes 
Veliferidae 

Lamprididae 

Lophotidae 

Trachipteridae 

アカマンボウ目

クサアジ科

アカマンボウ科

アカナマダ科

フリソデウオ科

。

0
0
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。
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0
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。
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Lotella phy.口S
L司pidionin田:imae

Physiculus m却・'mowll印

Phy雪:iculusj司!ponicus

Laemonema nana 
Gadus macrocephalus 

Eleginus gracilis 

Theragra chaicogramma 

B同~gmacerosjaponicus 

Bregmaceros a.団 bicus

Bregmaceros nectabanus 

Bregmaceros neonectabanus 

Abyssico/a macrochir 

Caelorinchus multispinulosus 

Caelorinchus kamoharal 

Caelorinchus longi.四加us

Caelorinchus japonicus 

Caelorinchus parallelus 

イソアイナメ

ソコクロダラ

エゾイソアイナメ

チゴダラ

ヒメダラ

マダラ

コマイ

スケトウダラ

サイウオ

インドサイウオ

トヤマサイウオ

クロハラサイウオ

テナガダラ

ヤリヒゲ

イチモンジヒゲ

トンガリヒゲ

トウジン

ソロイヒゲ

Regalecidae 

Gadiformes 

Moridae 

Bregmacerotidae 

Macrouridae 

Gadidae 

リュウグウノツカイ科

タラ目

チコダラ科

サイウオ科

ソコダラ科

タラ科
-...j 
CJl 

0
0
0
 

。

0
0
0
 

。

。Tr 

D 

Brotula multibarba臼

Hoplobrotula a.口ηa臼

Sirembo imberbis 

Ophidion asiro 

Neoby的紅白川'col，出

Encheliophis s司宮'amlanus

イタチウオ

ヨロイイタチウオ

ウミドジョウ

アシロ

シオイタチウオ

カクレウオ

Ophiduformes 

Ophidiidae 

アシロ目

アシロ科 。。。。。。。。。

。。
。

。

。
。

。
。。
。。

。

。

。

。
。。
。。

。。
。。
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。
。

。。
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0
0
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u
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Lophiom国担'ti{5J町us

Lophi，出 litulon

Lophiod，田 insidiator
Lophiod，田 miac.組出国
Histrio histrio 

Antennarius striatus 

Antennarius commej四:om

Antennarius scrip世'ssimus

Antenn国 1国 pictus

Antennarius nummifer 

アンコウ

キアンコウ

ノドゲロヒメアンコウ

シモフリハナアンコウ

ハナオコゼ

カエルアンコウ

オオモンカエルアンコウ

ソウシカエルアンコウ

イロカエルアンコウ

ベニカエルアンコウ

Carapidae 

Lophiiformes 

Lophiidae 

Antennariidae 

カクレウオ科

アンコウ目

アンコウ科

カエルウアンコウ科
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種

ミドリフサアンコウ Chaunaxab臼
ワヌケフウリュウウオ Malthopsis annulifera 
フウリュウウオ Malthopsis lutea 
アカグツ Halieutaea steJlata 
ピワアンコウ Ceratias holboeJli 
ミツクリエナガチョウチンアン
コウ Cryptopsaras couesii 

チョウチンアンコウ Himantolophus groenlandicus 

Chaunacidae 

Ogcocephalidae 

Ceratiidae ミツクリエナガチョウチンアンコウ科

綱/目/科

フサアンコウ科

アカグツ科

。
。

。
D 

D Himantolophidae 

Beryciform田

Berycidae 

チョウチンアンコウ科

キンメダイ目

キンメダイ科

。
。

。。
。。
。

。。
。。。。。

。。

。

。
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D

D

一
行
一

一
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D
行

Beryxspl，四 tdens

Beryx decadactyl，出
Sarg，四コentronspinosI.回im山B
Ostichthys japo国cus

M戸1戸百tisbotche 
Myripristis kochiensis 

Gephyroberyx japonic出
Aulotrac脳ch，由ryspn白血emi，出
MOfll町田制'sjaponi，団

キンメダイ

ナンヨウキンメ

イツトウダイ

エピスダイ

ウロコマツカサ

ナミマツカサ

ハシキンメ

ハリダシエビス

マツカサウオ

Holocentridae 

Trachichthyidae 

イットウダイ科

ヒウチダイ科

。。。。。。。。。。。。。。。。。
ソコマトウダイ

カガミダイ

マトウダイ

ヒシマトウダイ

ヒシダイ

ペニヒシダイ

Monocentridae 

Zeiformes 

Macrurocyttidae 

Zeidae 

マツカサウオ科

マトウダイ目

ソコマトウダイ科

マトウダイ科 。。。。。。。0 0 。。。。。。。
。。。。。。。。。。

D

D
計

Zenion japoni，四m

Ze田 'f1S包nebulosa

Zeusfaber 

Xenolepidichthys dalgleishi 

Ant極onia田pros

Antigonia rubeso町田

0
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。。。。0
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均poptych山 dybowsldi
Aulichthys japonicus 
Gasterosteus acuJeatus 
EUI}伊~gasusdraconis 
Pegasus laternarius 
Aulostomus chinensis 
Fistularia commersonil 
Fistularia petimba 
Macroramph田usscolopax
Solenostomus 1，ψtosoma 
Solenostomus cyanopterus 
Urocampus nanus 
F田tucalexeryth日eus
Syngnathus sch1egeli 
C田:mocampusbanneri 
Corythoichth_戸 haematopterus
Trachyrhamphus serratus 
Trachyrhamphus bicarctatus 
Trachyrhamphus 10/習irostris
Microphis (0.目白出us)brach戸山rsbrachyurU5 
Doryrhamphus (Dunckerocampus) dactyliophorus 
Doryrhamphus (Doryrhamphus) excis凶 excisus
Doヴrhamphus(Doryrhamphus)j呼JOfl1CUS
日目lJcampusboothae 
Halicamp凶 grayJ
日目1icampuspunctatus 
Halicampus macro.泊l)'llchus
与伺>gna的oidl田 biaculi回 tus
Acentronura (Acentronura) gra口'Iissima
Hip'戸x:ampusmohnikei 
Hippocampus trimaculatus 
Hippocampus kelloggi 

シワイカナゴ

クダヤガラ

イトヨ

ウミテング

テングノオトシゴ

ヘラヤガラ

アオヤガラ

アカヤガラ

サギフエ

ホソフウライウオ

カミソリウオ

オクヨウジ

アマクサヨウジ

ヨウジウオ

ヒナヨウジ

イショウジ

ヒフキヨウジ

ワカヨウジ

イトヒキヨウジ

テングヨウジ

オイランヨウジ

ヒノtショウジ

ノコギリヨウジ

ホソウミヤッコ

ウミヤッコ

ホショウジ

タツウミヤッコ

トゲヨウジ

タツノイトコ

サンゴタツ

タカクラタツ

オオウミウマ

Grammicolepididae 

Caproidae 

Gasterosteiformes 

Hypoptychidae 

Aulorhynchidae 

Gasterosteidae 

Pegasidae 

ヒシマトウダイ科

ヒシダイ科

トゲウオ日

シワイカナゴ科

クダヤガラ科

トゲウオ科

ウミテング科

吋
(J') 

Aulostomidae 

Fistulariidae 

Macroramphosidae 

Solenostomidae 

Syngnathidae 

ヘラヤガラ科

ヤガラ科

サギフエ科

カミソリウオ科

ヨウジウオ科
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Tr 0 
Te 0 0 
Te 0 

HiPF岡田mpuskuda
Hippocampus coronatus 
Hippocampus sindonis 

種

クロウミウマ

タツノオトシゴ
ノ、ナタツ

綱/目/科

。。。。。。。。。。。。。
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C月 n加ugilc日nilabis
αldaIechilus labiosus 
ChelonaI百n怠
Mugil cephaIus cephalus 
Chelon haematocheilus 

フウライボラ

ワニグチボラ

セスジボラ

ボラ

メナダ

Mugiliform田
Mu自由dae

ボラ目

ボラ科

。。
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。。。
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Te 

Atherione初η出
均poa的erinavalenciennei 
め伊岨therina白urugae
[soD，田.maris

ムギイワシ
トウゴロウイワシ

ギンイソイワシ

ナミノハナ

Atheriniformes 
Atherinidae 

トウゴロウイワシ日

トウゴロウイワシ科
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花

一

花

骨

折

青

一

01戸iaslatipes 
Hemiramphus lutkei 
Eu[eptOJ古amphus日ridj目
的porhamphus珂fori
め伊orhamphus加termedius
。宅坪JO[古amphusmicropterus micropterus 
Oxypo[古田中，husconvex凶印町田us
Parexocoetus brachypterus brachYlっterus
Hirundichthys oxycephalus 
Cypselurus poecilopterus 
Cypselurus agoo ag叩
Cypse[urus pinnatiba.めatu5japonicus 
Cypselurus hiraii 。pse[urusheterurus doederleini 
Cypse[u.四'ss臼rksi
Strongylura a.nastomel1a 
Ablennes hians 
明白uruscrocodi1us crocodiJus 
明白urusac凶 mela.notus
Cololabis saira 

メダカ
ナンヨウサヨリ

トウザヨリ

サヨリ

クルメサヨリ

サヨリトビウオ

クロビレサヨリトビウオ

ツマリトピウオ

ホソアオトピ

アヤトビウオ

トビウオ

ハマトビウオ

ホソトビウオ

ツクシトビウオ

アリアケトビウオ
ダツ

ハマダツ

オキザヨリ

テンジクダツ

サンマ

Notocheiridae 
Beloniformes 
Adrianich曲折dae
Hemiramphidae 

Ex町田tidae

Belonidae 

ナミノハナ科
ダツ目

メダカ科

サヨリ科

トビウオ科

ダツ科

吋
吋

。

。
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。

。

。
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。。

。

。
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0
0
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。

0
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 。。

0
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一

青

花

-

廿

骨

折

肝

FH
一

一

花

百

花

百

軒

D
-同
百

花

D

Apistus carinatus 
Parapteroi通hete.町田
Ebosia bJ.目keri
Dendrochirus brachypterus 
Dendrochirus bel1us 
Pterois lunulata 
PteroIs volitans 
Pterois antennata 
Sebastolobus alas，回n出
品'bastolobusmacrochir 
SCOJpaenopsis negl，町臼
Scorpaenopsis iop 
Scorpaenopsis cirro回
Scorpaena negl，町担
Sco.ヰJaefl8onaria 
S回 'l'jJaenamiostoma 
Scorpaenodes IittoraIis 
Helicolen凶 hilgendorfi
Sebastiscus marη10ratus 
Sebastiscus tertius 
Sebastiscus albofasciatus 
Sebast，回 ma白u旬rae

ハチ

セトミノカサゴ

エボシカサゴ

シマヒメヤマノカミ

ヒメヤマノカミ

ミノカサゴ

ハナミノカサゴ

ネッタイミノカサゴ

アラスカキチジ

キチジ

サツマカサゴ

ヒメサツマカサゴ

オニカサゴ

イズカサゴ

フサカサゴ

コクチフサカサゴ

イソカサゴ

ユメカサゴ

カサゴ
ウッカリカサゴ

アヤメカサゴ

アコウダイ

Scomberesocidae 
Scorpaeniformes 
Scorpae凶dae

サンマ科

カサゴ目

フサカサゴ科
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HozuJdus embJemarius 
Sebast，田 O附 toni
Sebastes baram四 uke
Sebastes iracundus 
Sebastes glaucus 
Sebastes minor 
Sebastes wakiyai 
Sebastes Itinus 
Sebastes taczanowskii 
Seb四tessteindachneri 
Sebastes的ompsom
Sebastesjの明en
Sebastes inermls 
Sebast，田 ren凶c田 us
Sebast，回 cheni
Sebastl目 sch1ege1ii
Sebastes ob1ongus 
Sebastes vu1pes 
Sebastes zonatus 
Seba耳目!}Jmae
Sebastes trivittatus 
Sebast，目 hubbsi
Sebastes 10ngispinis 
Seba.耳目flm回目
Sebast，田 pachyc問phaluspachye伊IhaJus
Sebast，回 pachycephaJusnigricans 
Sebaste.叩'achye司pha1usnudus 
Sebastes pachycephalus chaJcogrammus 
Inimicus ja[.回IT1ICUS
Inimicus didacty1us 
Minous quiflcarinatus 
Minous monodacty1us 
Minous pusiJJus 
Erosaerosa 
Neocentropogon aeg1efinus ja，戸IflICUS
Hypodyt白川bripinn厄
Ap10actis a.伊国
Cocotropus izuensis 
E口isphexpottii 
KanekonJa florida 
Pte.η'gotrig1a mu1tioceJJa臼
Pte砂gotri，皆1ahemisticta 
Chelidonichthys sp加osus
Lepidotrig1a a1ata 
Lepidotrig1a japonica 
Lepidotr毎1akanagashira 
Lepidotrig1a guentheri 
Lepidot.口'glak臼hinouyei
Lepidotrig1a microp胞団
Lepidot.口'glaabys.四1is
Peristedion 0.口冶nta1e
Satyrichthys amisc出
Satyrichthys rie舟11
Bembras japonica 
Parabembras curta 
P1atycepha1us sp.2 
Rogadius asper 
Cymbac司pha1usbeauforti 

種

ホウズキ
ノ、ッメ

ノtラメヌケ

オオサガ

クロメヌケ

アカガヤ

ガヤモドキ

ヤナギメバル

エゾメバル

ヤナギノマイ

ウスメノtル
トゴ、ツトメバル

アカメパノレ

クロメパyレ

シロメバル

クロソイ

タケノコメJ¥ル

キツネメバル

タヌキメバル

コウライキツネメバル

シマゾイ

ヨロイメバル

コウライヨロイメパル

ゴマソイ

ムラソイ

ホシナシムラソイ

オウゴンムラソイ

アカブチムラソイ

オニオコゼ

ヒメオニオコゼ
イトオコゼ、

ヒメオコゼ

ヤセオコゼ

ダルマオコゼ

ナガハチオコゼ

ハオコゼ

イボオコゼ

イズオコゼ

アブオコゼ

ハナチゴオコゼ

オニソコホウボウ

ソコホウボウ

ホウボウ

イゴダカホデリ

トゲカナガシラ

ヒレナガカナガシラ

カナド

オニカナガシラ

カナガシラ
ソコカナガ、シラ

キホウボウ

ヒゲキホウボウ

イソキホウボウ

アカゴチ

ウバゴチ

マゴチ

マツバゴチ

エンマゴチ

綱/目/科

吋

∞ Synanceiidae オニオコゼ科

Tetrarogidae 

Aploactinidae 

ハオコゼ科

イボオコゼ科

Triglidae 

Peristediidae 

Bembridae 

Parabembridae 

Platycephalidae 

ホウボウ科

キホウボウ科

アカゴチ科

ウパゴチ科

コチ科
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n 000  0 00  
- 0 0 0 0 
Tr 0 0 0 0 0 0 
Te 0 0 0 0 0 0 
Te 0 
Tr 0 
Te 0 0 0 
Te 0 0 
Te 0 
Tr 0 0 
- 0 

0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 。

。。

。。

0
0
0
 。
。。

0
0
0
0
 
。。
。
。
。
。。
。

。

。

0 
0 

。

0
0
0
 。
。
0
0
0
 
0
0
0
0
 。
。

。

。

。。

。。

。
。

。

。

。

。。

。

。。

。

。
。
。
。
。
。

0
0
0
 
0
0
0
 

。
。。
。
。
。
。
。。

。。

。
。
。

。
。

。
。

。

。

。。

。
。
。

。

。

。

。

。

。

。
。
。

。
。

。
。

。
。

。

。
。
。
。

0
0
0
 。

。
。

。

。

。
。
。

。

。。

。。

。

。
。
。

一

D

D
肝

肝

花

肝

丹

両

'
H
O
D
-

一
肝

F
H
b
H
D
-
D
-
H
一
軒

-
b
H
一

Te 

一

D
'
H
肝

肝

-
H
肝
一

Fr 

Fr 

-
r
r
r
 

-
F
r
F
r
F
r
 

Inegociaja，μInica 
Ineg，目立a配 hiaii
C町ielIacrocodila 
Suggrundus meerderv田.rtiJ
Ratabulus di'開問id，田 S
Thy咽nophヮ'Scelebica
Onig.白ゴaspmo:日
α海町iamacrol.ψ'IS
HopJichth)'S langsdOI古i
Hoplichth)'S gill四百
HopJich的tYSregani 
HopJichth)'S filamentosus 
Erilepis zonifer 
Anoplopoma fimbria 
Ple町YJgrammusazonus 
Pleurogrammus monopt，臼ygIUS
Hex.宅'fT8mmos司I[Jraη'IDUS
H四司gwηm四 stelIeri
Hexagramm田町tog~剖ηmus

Hexagrammos otakii 
品目agraηm四 Iagocepha/l出
Ereunias graIla加r
Marukawich的tYSambuJator 
Rhampb町'ottusrichaぜ'sonii
Hemitripte.四叫町田
Blepsias cirrh回目
Blepsias bilobus 
Nautichth)'S pribilo削 S
Triglops jordani 
日fglopspi噌'eJip勾eJi
Triglops sceptic出
の叩n町田的us白termedius
の叩n庇潤的usde凶S凶
Gymn.庄司3的usherzensteini 
Gymn.町四的出pistWj留町
Enophrys di，四'raus
Hemilepidotus gilberti 
Hemilepidot，回 papiJio
Astr，町'ottus1，町props
Ricuzenius p.加etorum
Astrocottus ma白ubarae
lcelus回 taphractus
kョ91ustoyaη'enSlS 
lceIus ochotensis 
Icelus st，四 α回m凶
Ste炉strumst.ザIflegeri
lceJinus japonicus 
Cottus reiniJ 
Cottus hangiongensis 
Atop町。町田町tbranchius
Al加 iielIusnり'elovi
ρrtedieJJus町 'hotensis
加拍ieIlusdy;ψηovi 
ArtedieJJus fuscim四 tus
Art日iieJJusminor
CottiuscuJus schmidti 
CottiuscuJus gonez 
Micro四ttusseJJ8Iis 

種

トカゲゴチ

ワニゴチ

イネゴチ

メゴチ

ハナメゴチ

セレベスゴチ

オニゴチ

アネサゴチ

ナツハリゴチ

ソコハリゴチ

ハリゴチ

イトハリゴチ

アプラボウズ

ギンダラ

ホッケ

キタノホッケ

クジメ

エゾアイナメ

スジアイナメ

アイナメ

ウサギアイナメ

トリカジカ

マルカワカジカ

クチパシカジカ

ケムシカジカ

イソパテング

ホカケアナハゼ

オコゼカジカ

カラフトカジカ

ホッキョクカジカ

ニラミカジカ

アイカジカ

セビロカジカ

ツマグロカジカ
ハゲtカジカ

オニカジカ

ヨコスジカジカ

クジャクカジカ

ホホウロコカジカ

マツカジカ

セトカジカ

コオリカジカ

トミカジカ

コブコオリカジカ

ヤセコオリカジカ

オットセイカジカ

フタスジカジカ

ウツセミカジカ

カンキョウカジカ

カワリアナハゼ

オシマオキカジカ

オホーツクカジカ

コブオキカジカ

ノドグロオキカジカ

ヒメカジカ

キンカジカ

オキヒメカジカ

オホーツタツノカジカ

Hoplich仕lYidae

Anoplopomatidae 

He四gr町田nidae

Ereumidae 

Rhampho∞ttidae 
Hemitripteridae 

Cottidae 

縞/目/科

ハリゴチ科

ギンダラ科

アイナメ科

トリカジカ科

クチパシカジカ科

ケムシカジカ科

カジカ科-..J 
r.o 
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肝

百

花

肝
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Te 

一

D

D

一

肝

肝

F
H
F
H
桁

一

肝

一

肝

肝

肝

肝

-

百

一

-

一

軒

肝

肝

肝

肝

一

Fr 

Argyrocottus zanderi 
Taurocottus bergi 
凡1yoxocephaJusjaok 
んそyoxocephaJusstelleri 
MyoxocephaJus brandti 
んそyoxo四'phaluspolyacanthocephalus 
Porocottus allisi 
Pon町ottustentaculatus 
αcyn町胞宮maschalis
Ocyn町tesmodestus 
ぬllitorcentropomus 
ぬJlitorminutus 
AJcichthys eJongatus 
Furcina ishikawae 
Furcina osimae 
Bero elegans 
Pseudoblennius zon田tigma
Pseudoblennius sp.l 
Pseudoblennlus totomius 
Pseudoblennius al吉田teus
Pseudoblennius cottoides 
Pseudoblennius percoides 
Pseudoblennius sp.3 
Pseudoblennius ma.口ηor.ョtus
Pseudoblennius sp.4 
んぬ'lacocottusgibber 
ん1alacocottuszonurus 
Dasycottus set信er
Eu.り世間n庄ynnus
Psychrolut，目 paradoxus
Podothecus sachi 
Podoth，町ushamlini
Podo的配USsturioides 
Fr，田manichthysthompsoni 
L伊tagonusJIψtorhynchus
L司ptagonus止'enatus
Pallaslna barbata 
Tilesina gibbosa 
Brachyopsis ro耳目的a
仇'Celladode回edron
仇cellaiburia 
Oc，四llakuronumai 
Occella ka.園開i
Percis}司ponicus
Hypsagonus pro郎副'dalis
Hyps司Igonusjordani 
Hypsagonus quadricornis 
Hyp掴Igon凶 com.伊r
Bothragonus occidentalis 
Anoplagon凶 00口'dentalis
Aspidophoroides monopte.ヮrgius
Lethotremus awae 
Cyciopterops.血bergi
じyciopteropsislindbergi 
Eumicrotremus birulai 
EumIcrotremus orbis 
Eumicrotremus taranetzi 
Eumicro帥 'muspad斤'Cus

種

イトヒキカジカ

キリカジカ

オクカジカ

ギスカジカ

シモフリカジカ

トゲカジカ

フサカジカ

イトフサカジカ

イダテンカジカ

ムツカジカ

スイ

ヒメスイ

ニジカジカ

サラサカジカ

キヌカジカ

ベロ
オビ、アナハゼ、

ハタタテアナハゼ

ハマアナハゼ
ヤナギアナハゼ、

アサヒアナハゼ

アナハゼ

キリンアナハゼ

アヤアナハゼ

ハクセンアナハゼ

ヤマトコブシカジカ

コブシカジカ

ガンコ

ヤギシリカジカ

ウラナイカジカ

トクビレ

チシマトクビレ

サメトクピレ

ヤセトクピレ

テングトクピレ

ヤセテングトクピレ

ヤギウオ

オニシャチウオ

シチロウウオ

カムトサチウオ

サブロウ

シロウ

ヤセサブロウ

イヌゴチ

アツモリウオ

クマガイウオ

ツノシャチウオ

トンガリシャチウオ

サイトクピレ

ニセナメトクビレ

タテトクピレ

ダンゴウオ

コブフウセンウオ

ナメフウセンウオ

コンペイトウ

イボダンゴ

ナメダンゴ

フウセンウオ

綱/目/科

Psychrolutidae 

Agonidae 

Cyclopteridae 

ウラナイカジカ科

トクピレ科

ダンゴウオ科

∞ o 
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一
両

FH

一
肝
一

D
D
-
o
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D 
Fr 

Aptocydus ven的fcosus
Lil瑚おmiostomus
Lipa口:spunctulatu5 
t炉8riSburkei 
Liparis 宣誓'natus
Li岡市0附 toni
L事Jaristanakai 
Liparis te田ellatus
Liparis ochotensis 
Liparis aga.括:jzii
Cヮ'5tailichthysma白ushimae
carをproctus1古田fomelas
Can同proctussegaiie.回:is
Carepn町tussinensis 
Cm芭proctustrachysoma 
Ca.同proctusrastrinus 
C却をpn町 t田 colJetti
PιョliJ.回'risatr.訓 en臼t山
ParaJ伊置isentoc.カloris
Dai4印 cus戸te.目eni
Dactyloptena gilberti 
Dactyloptena orientaiis 

種

ホテイウオ

コクチクサウオ

スナピクニン

ニセソコシロ

カンテンピクニン

オーストンクサウオ

クサウオ

ピクニン

イサゴピクニン

エゾクサウオ

アパチャン

パラビクニン

カラフトピヲニン

セキチクピクニン

ザラビクニン

サケピクニン
アラスカピクニン

インキウオ

モモイロインキウオ

ホシセミホウボウ

オキセミホウボウ

セミホウボウ

Liparidae クサウオ科

綱/目/科

Dactylopteridae セミホウボウ科
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0
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0
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Tr 

一

百

花

D
一

一
昨

-
H
R
H
-
H
一

計

百

一

両

-
P
-
R
一

一

行

花

骨

折

花

骨

折

一

La脚 ，jabraxjaponicus 
Lat田'labraxlatus 
Lateolabrax Sp 
Ste.問。，lepisdoederleini 
S胞団olepisgj包括
$羽'agropsjaponic山
今'llagr匂>psphilipp却四時
Malakichth戸 wakiyae
Maiakichthys griseus 
Acropomajaponicum 
D白0erleiniabery印im田
Niphon司pmosus
Chelidoperca hirundina四a
Luzonichthys waitei 
Chelido.戸町apleurospila 
C司prodonschlegelii 
月町tれ剖的i田 kelloggiazumanus 
Plec加 η的'ias}伊onicus
Sacura margaritacea 
Tosana niwae 
Jろeudan山assqu.副η'ipinn四
Pseudan的i8Srubrizonatus 
F旨'eudan的却selongatus
Pseudan的iasfasciatus 
W町加lpomus14田p出 'us
Triso derrnopterus 
AnJ少erodonleucogrammicus 
Epinephelus septemfasdatus 
王'pJnephelusL四回olatus
王'pinephelusp舵 tlonotus
命的epheJusakaara 
真'pJnepheJusfas，口拙S
Epinephelus bruneus 
Ep加epheJusawa町a
EpinepheJus stictus 

スズキ

ヒラスズキ

タイリクスズキ

オオクチイシナギ

コクチイシナギ

スミクイウオ

ヒメスミクイウオ

ワキヤハタ

オオメハタ

ホタルジャコ

アカムツ
アラ

ヒメコダイ

ミナミハナダイ

ホシヒメコダイ

アカイサキ

アズマハナダイ

カスミサクラダイ

サヲラダイ

ヒメハナダイ

キンギョハナダイ

アカオビハナダイ

ナガハナダイ

スジハナダイ

スジアラ

トビハタ

アズキハタ

マハタ

タマカイ

イヤゴハタ

キジハタ

アカハタ

クエ

アオハタ

アオハタモドキ

Perciformes 

Moronidae 

Polyprionidae 

Acropomatidae 

Serranidae 

スズキ目

スズキ科

イシナギ科

ホタルジャコ科

ハタ科

αコ
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戸

一

骨

折

骨

折

官

一

。
。

。。

。
。
。

。。

Te 

Tr 

命'inephelusepist1c.加S
Epinephell凶 coioidl田
身'inephelusmaJabaric出
身'inephelusquoyanus 
め'inephelustrimaculatus 
Chromilept，白 altive.胎
Diploprion bifasdatum 
AulaαE哩phaJustemm釦cki
Grm四百istes5，皿lineatus
Grammistops即叫1atus
CaJlan的i田舛四'ic出
Labradnus cycJoph凶a加a
Pl，田:iopsc.伺ru14四，Jin田tus
Plesiops nakaharae 
命tIstognathusevermanni 
Opistognathus hopkinsi 
qヲ1stogna的usiyonis
StaJix histrio 
Ban}l田 ban}四
C∞k凹 ，lusjaponicus 
Priacanthus h81ηrur 
Priac.四的usbl，町hii
丹羽C剖 thusmacra日nthus
Pristigenys niphonia 
CeI四miae同，mia
Apogon exost穆ma
Apogon kiensis 
Apogon semilineatus 
Apogon quadrifasciatus 
Apogonpro，戸'rupt出
Apogonc.四，kii
Apogon ende.kataenia 
Apogond，日!derleini
Apogon angus臼tus
Apogon回rinatus
Apogon lineatus 
AJ却'gonniger
Apol手onno臼t凶
Apogon且 vayensls
A戸フ'gonnubilus 
Gymnapogonj恥 'nIcus
Branchiostegus aJbus 
Branchiostegus japonicus 
Branchl，四 tegusauratus 
Branchiostegus argen臼tus
Scombrops段目>ps
Scombrops gilbe.口i
Echeneis naucrates 
Remorina all陪scens
PhtheiIichthys lineatus 
Remora brach)伊tera
Remora remora 
Remora osteochir 
Remora阿幽
Remora australis 
Rachycentron canadum 
Coryphaena hippurus 
C句phaena勾uiselis

種

コモンハタ

チャイロマルハタ
ヤイトノ、タ

モヨウハタ

ノミノヲチ

サラサハタ

キハッソク

ルリハタ

ヌノサラシ

ジャノメヌノサラシ

シキシマハナダイ

メギス

タナパタウオ

ナカハラタナパタウオ

ニジアマダイ

アゴアマダイ

ニラミアマダイ

カエルアマダイ

チョウセンパカマ

チカメキントキ

ホウセキキントキ

アカネキントキ

キントキダイ

クルマダイ

サクラテンジクダイ

ユカタイシモチ

テッポウイシモチ

ネンプツダイ

フウライイシモチ

キンセンイシモチ

スジイシモチ

コスジイシモチ

オオスジイシモチ

ウスジマイシモチ

マトイシモチ

テンジクダイ

クロイシモチ

クロホシイシモチ

ナミダテンジクダイ

ホソスジナミダテンジクダイ

クダリボウズギス

シロアマダイ

アカアマダイ

キアマダイ

スミツキアマダイ

ムツ

クロムツ

コバンザメ

シロコパン

スジコパン

クロコパン

ナガコパン

ヒシコ"ン
ヒナコパン

オオコパン

スギ

シイラ

エピスシイラ

Callanthiidae 
Pseudochromidae 
Plesiopidae 

シヰシマハナダイ科

メギス科

タナパタウオ科

綱/目/科

Oplstognathidae 

B四~osidae

Priacanthidae 

アゴアマダイ科

チョウセンパカマ科

キントキダイ科

Apogonidae テンジクダイ科

∞ 
れ2

Branchiostegidae アマダイ科

Scombropidae 

Rachycentridae 
Coryphaenidae 

Echeneidae 

ムツ科

コバンザメ科

スギ科

シイラ科
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行
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有
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一

。
。
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。

Mene macuJata 
Parastromateus niger 
E1agadsb伊~innula臼

Naucrates ductor 
Serio1a quinqueradiata 
Serio肋an~曽m白scia臼

SerioJa 1aJandi 
SerioJa dumerili 
Serio1a rivoJiana 
Trach山田'japonicus

MegaJa，司p1S印時'la
Scomberoides to1 
Scomberoid，田 1y団 n
Scomberoid，田 comme目onianus
Trachinot田 baiJJonij
Decapterus ma.σ'Osoma 
Decap担問'smaruadsi
Decapterus akaadsi 
Decapterus tab1 
Decap陪rusmUTl伺 dsi
D町apterusmaca.同.JJus
Se1ar crumenophthaJmus 
AtuJemate 
白'ranxs，出品目ciatus
Caranx ti1Je 
A1ectis indicus 
Al町的ciJiaris
Caranx ignobiJis 
Ura，司pishe1voJa 
Atropus atropos 
Pseud，町aranxdentex 
Kaiwarinus equula 
Carangichthys din回目

白rangich的戸obJongus
ぬrangoidesorthogれ百η'mus
Carangoides ferdau 

Carangoides hedJandensis 
白rangoidesarmatus 
Carangoid.田 chη宮ophり⑤
Nuchequu1a nuchaJis 
PhotopJagios e10ngatus 
Leiognathus equuJus 
PhotopJagios rivuJatus 
Pteradisa目白'co1a
Pterycomb回 petersii
Taractichthys steindachneri 
Brama dussumielプ
Bramajaponi.日
Brama myersi 
T町-actesa.ヰ>er
Taractl田 rubescens
P1atyberyx macropus 
Emmelich的I)ISstruhsakeri 
Eryt釦od日 schlegeJii
Lu抑'nusargentimacuJatus 
Lulj剖 usrussellii
Lulj町田ophuys，四 11
Lulj剖 ussteJJatus

。。
。

。

。。

種

ギンカガミ

クロアジモドキ

ツムブリ

プリモドキ

プリ

アイブリ

ヒラマサ

カンパチ

ヒレナガカンパチ

マアジ

オニアジ

ミナミイケカツオ

イケカツオ

オオクチイケカツオ

コパンアジ

モロ

マルアジ

アカアジ

オアカムロ

ムロアジ

クサヤモロ

メアジ

マテアジ

ギンガメアジ

ミナミギンガメアジ

ウマヅラアジ

イトヒキアジ

ロウニンアジ

オキアジ

クボアジ

シマアジ

カイワリ

イトヒラアジ

テンジクアジ

ナンヨウカイワリ

クロヒラアジ

リュウキュウヨロイアジ

ヨロイアジ

ヒシヨロイアジ

ヒイラギ

ヒメヒイラギ

セイタカヒイラギ

オキヒイラギ

ベンテンウオ

リュウグウノヒメ

ヒレジロマンザイウオ

ヒメシマガツオ

シマガツオ

オナガシマガツオ

マンザイウオ

ツルギエチオピア

ヤエギス

ロウソクチピキ

ノ、チピキ

ゴマフエダイ

クロホシフエダイ

ヨコスジフエダイ

フエダイ

。。
一
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-
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-
H
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-
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-
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一

一

軒

行

-H
背

骨

折

-H
計

百

一

計

百

一

Menidae 

Carangldae 

綱/目/科

ギンカガミ科

アジ科

αコ
ふコ

Leiognathidae 

Carlstiidae 

Emmelichthyidae 

Lutjanidae 

Bramidae 

ヒイラギ科

シマガツオ科

フエダイ科

ヤエギス科

ハチピキ科
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Lu!fanus gibbus 
Lutj.却 ussebae
Etelis coruscans 
Prlstipomoid，回 multidens
Prlstipomoides由加'ldii
Pa沼田町ioxanthura
ca田:iocuning
PterocaesJo tIプWne，ョta
Pt，田町:aeslodlagramma 
P白Toca目的tlle
PterocaesJo m.町ガ
Lobotes surlnamensJs 
白刀四eσthrourus
Gerres japonicus 
Gerres filamentosus 
Gerres句uulus
f向rpalogenyssennin 
F均rpalogenysnlgr.伊~inn.お

肋戸uogenJ⑤ldshinouyei
F五回IjJBlogen_戸 mucronatus
Paraprlsti{-回1mBtr巴ilin四tum
Plectorhinchu，宮dnct凶
m司grammapictum 
Plectorhinchus picus 
Penta戸別dusnaga，圃'ldensis
Nemipterus凶gatus
Nemipterus ba的l)'bius
Parascolopsis tosensis 
Parascolopsis inermis 
Pa.用車刀'lopsiserlomma 
細川岨rba
Acanthopagrus schlegelii 
Ac.胡的opag叩slatus 
Eり咽'fljstumifrons 
Eり咽niscardinalis 
Pagrusmゆr
h砂叩'fJSbleekeri 
Dentex hypseic国amus
Gymn.町四nlusgrise山
Lethrlnus geni凹'ttatus
Le的rlnusatldnsoni 
Le的rlnuslen!lan 
Lethrlnus nebul，ωus 
Lethrlnus haema臼p担問S
JohniusgI)仰 tus
Nibea aJbiflora 
Protonil瑚 diacanthus
Nibea mltsukurli 
Pennahia argen臼ta
A加 bu，回復nibe
Miichthys miiuy 
LarJmichthys polyactls 
5i11ago japonica 
5illago parvisquamis 
5illago aeolus 
砕Jene田町帝ula
E生時'neusjaponicus 
Parupeneus barberlnoides 

種

ヒメフエダイ

センネンダイ

ハマダイ

ナガサキフエダイ

ヒメダイ

ウメイロ

ユメウメイロ

イッセンタカサゴ

タカサゴ

クマササハナムロ

ニセタカサゴ

マツダイ

セダカクロサギ

ダイミョウサギ

イトヒキサギ

クロサギ
ヒゲダイ

ヒゲソリダイ

シマセトダイ

セトダイ

イサキ
コショウダイ

コロダイ

アジアコショウダイ

イトタマガシラ

イトヨリダイ

ソコイトヨリ

キスジタマガシラ

タマガシラ

アカタマガシラ

ヘダイ

クロダイ

キチヌ

チダイ

ヒレコダイ

マダイ

タイワンダイ

キダイ

メイチダイ

イトフエフキ

イソフエフキ

シモフリフエフキ

ハマフエフキ
フエフキダイ

コニベ

コイチ

ゴマニベ
ニ"、
シログチ

クログチ

ホンニベ

キグチ

シロギス

アオギス

ホシギス

ヨメヒメジ

ヒメジ

インドヒメジ

Caesionidae 

Lobotidae 
Gerreidae 

Haemulldae 

Nemipteridae 

イサキ科

イトヨリダイ科

マツダイ科

クロサギ科

タカサゴ科

綱/目/科

αコ
占:..

Sparidae 

Lethrinidae 

Sc同e同dae

タイ科

フエフキダイ科

ニベ科

Sillaginidae 

Mullidae 

ヰス科

ヒメジ科



IM/13/~ ll 'E.,E\~ ' 1 ~Jili mlli'd lliD Ai~JfB ~!& ~/ll! Jii:lfll m# Ell! iiirlli iilf3 llim fJ<EH -~ :ltllili 
7-JJ!:.;f.:/ Mulloidichthys vanicolensis Tr 0 
:t:/"7":.-- Parupeneus multifasciatus Tr 0 0 
::11~/l:.;f.:;; Parupeneus indicus Tr 0 0 0 
lJ.:l.?'*'"-'7!:.:1-:/ Parupeneus pleurostigma Tr 0 
:lln"t:::ft.::f.:/ Parupeneus heptacanthus Tr 0 
?"'!:.::f.{ Parupeneus ch!ysopleuron 0 0 0 
;t-'77-{!:.;f.:/ Parupeneus ciliatus Tr 0 0 0 0 
i"'*'t"!:.;f.:/ Parupeneus spilurus Tr 0 0 0 0 0 0 0 

/\:$1/J!(~ Pempheridae '*'/:1-.:CI''*' Parapriacanthus ransonneti 0 0 0 
';l"i'~tl/\:$1/J!( Pempheris japonica Tr 0 0 0 
"'T"'":$1;..-Jf, Pempheris schwenkii Tr 0 0 

7:t,W-1'~ Glaucosomatidae 7;t1W-1' Glaucosoma hebraicum 
f-3'7f-3'7'7:t~ Chaetodontidae "'T"'":Il:$1711-1' Heniochus chrysostomus Tr 0 

0/"i'/\:$1:$1711-1' Heniochus singularius Tr 0 
/\:$1:$1711-1' Heniochus acuminatus Tr 0 0 0 0 0 0 
J.,.t,d\:$1:$1711-1' Heniochus diphreutes Tr 0 
7J;;<."'f-3?r3??:t Hemitaurichthys polylepis Tr 0 
:ll'*'7':.--c:711-1' Coradion altivelis Tr 
l-7'f-3'7f-3'7'7:t Chaetodon auriga Tr 0 0 0 
f-3'7/\/ Chaetodon lunula Tr 0 
7'/0:711-1' Chaetodon modestus Tr 0 0 0 0 0 0 0 0 
7'77-1'f-3'7f-3'7'7>t Chaetodon vagabundus Tr 0 
.::.-l::7?7-1'f-3'7f-3'7'7:t Chaetodon lineolatus Tr 0 
7/~f-3'7f-3'7'7:t Chaetodon selene 0 
f-3'7f-3'7'7:t Chaetodon auripes Te 0 0 0 0 0 0 0 0 
Y'*'f-3'7r3'7'7:t Chaetodon wiebeli 0 
0/7'::111-{ Chaetodon nippon 0 

'*'/f--?:711-1'~ Pomacanthidae "t"fT"'-\''Y-::1 Pomacanthus semicirculatus Tr 0 
00 :ll7:/"i''*'/f--v711-1' Pomacanthus imperator Tr 0 0 ()1 

'*':.--7--v711--r Chaetodontoplus septentrionalis Te 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
7J'7!:::0/-v~ Pentacerotidae 7:.--~11-{ Evlstias acutirostris Tr 0 0 0 0 0 0 0 

•;;J!(11-{ Pentaceros }aponicus 0 0 0 
7J'7l:::O/-v Histiopterus typus 0 0 0 0 

::f:.----<~ Cirrhitidae i"'*'::f:.----< Cirrhitichthys aureus Tr 0 0 
:ll-}J//\11-{~ Cheilodactylidae :ll'h//\11-{ Goniistius zonatus Te 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

::L'711f-:ll7J//\ Goniistius quadricomis Te 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
"'¥"'*' Goniistius zebra 0 0 0 0 0 

7-JJ:Ilf-~ Cepolidae 7-JJ:Ilf- Acanthocepola kmsenstemii 0 0 0 0 0 0 
?-"' 'Y'*'7'h:llf- Cepola schiegeli 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
-{·y7/77J:Ilf- Acanthocepola Jimbata 0 0 0 0 0 0 

?"':$17-:::f~ Embiotocidae ?"':$17-:::f Ditrema temminckii temminckii Te 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
7:t:llt-::f Ditrema viride Te 0 0 
77J:Ilt-::f Ditrema Jordan! 0 
i"'*':llt"::f Neoditrema ransonneti Te 0 0 0 0 0 0 0 0 

?,;(;1.11-{~ Pomacentridae :7"<'/"' Amphiprion clarkii Tr 0 0 
"i'';IJ~;;<.;(;f.11-{ Chromis fumea Tr 0 0 
7,;(;1.11-{ Chromis notata notata Te 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
'*'*0/;;<,;(;1.11-{ Chromis flavomaculata 0 
-::Ijjt-;;<.;(;1.11-{ Chromis alblcauda 0 
:;'J~;;<.;(::f.11-{ Chromis vlridis Tr 0 
"'•;!J!(0/:7C?-;(::f.11-f Dascyllus trimaculatus 0 
i"'*'t"'J;;<.;(::f.11-1' Pomachromis richardsoni Tr 0 
0/"i'?-;(;1.11-{ Abudefduf sordidus Tr 0 0 0 
-{'/;;<.;(;1.11-{ Abudefduf notatus Tr 0 
o:7-l:::.--?-;(::f.11-1' Abudefduf sexfasdatus Tr 0 
7/:/:7;;<.;(;1.11-{ Abudefduf bengalensis Tr 0 
:t-\'l:::·yf-"1' Abudefduf vaigiensis Tr 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0/l) '*''"') ?,;(;1.11-{ Chrysiptera parasema Tr 0 0 
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Chrysipte.問団eruleolineata
Ch砂@伊胞団cyanea
N回以yphidodonmel，国
Dischistodus melanotus 
Pomacentrus chrysu.印 S
Pomacentrus coele，叩s
Pomacentrus nagasakiensis 
Stegast白血sc/olatus
Stegastes altus 
Stegastes nigricans 
Terapon的eraps
Teraponjarbua 
Pelates quadrilineatus 
Rhyncopelates 0，ξyrhynchus 
Labracoglossa argentJ開 n町ts
KuhJiamugiJ 
ゆiegnath回 fasc抱t凶
Oplegnathus punctatus 
めph四国cinerascens
めphos出 vaJgiensis
め伊hos山 b伊'bbus
Kyph回目sp
h古croc.ョnthusstrigatus 
GireJla mezina 
GireJla punctata 
GireiJa leonina 

めperog争phe月 onic.ョ
Psenopsis anomala 
Psenopsis shojimai ¥ I 
Pampus punctatissimus 
P副首.pus町 }jinogaster
Psenes arafu月'nsis
Psenes peJlucidus 
Psenescy四 ophrys
Cubiceps squ，出ηiceps
Nomeus grono凶i
Ariomma indica 
Ariomma luridum 
Polydact〆'usplebeius 
Eleutheronema阻tradactylum
Ch田'rodonazurio 
Semicossyph出 reticulatus
品川'ianusbilunulatus 
Bodianus ozy，四phaJus
Cheilio ine，ιmis 
Labroides dimidiatus 
Pteragogus aurigarius 
Pseudolabrus sie旬Mi
Pseudolabrus配r的inU5
Su倒的的l)'SgraciJis
Suezich的l)'Sarquatus 
Stethoju且striJineata 
Steth~ゲrulisinte.πup臼 terín8

Pseudqjuloid.田 elongatus
Thalassoma cupido 
Thala，四omaamblycephalum 
Thalassoma purpureum 
Thalassoma lute，ぢ白11S

種

アオスジスズメダイ

ルリスズメダイ

クロスズメダイ

セグロスズメダイ

オジロスズメダイ

ソラスズメダイ

ナガサキスズメダイ

フチドリスズメダイ

セダカスズメダイ

クロソラスズメダイ

ヒメコトヒキ

コトヒキ

ヨスジシマイサキ

シマイサキ

タカベ

ギンユゴイ

イシダイ

イシガキダイ

テンジクイサキ

イスズミ

ノトイスズミ

ミナミイスズミ

カゴカキダイ

オキナメジナ

メジナ

クロメジナ

メダイ

イボダイ

ニセイボダイ

マナガツオ

コウライマナガツオ

クラゲウオ

ノ、ナビラウオ

スジハナピラウオ

ボウズ:コンニャク

エボシダイ

マルイボダイ

オオメメダイ

ツノtメコノシロ

ミナミコノシロ

イラ

コプダイ

キツネベラ

キツネダイ

カマスベラ

ホンソメワケベラ

オハグロベラ

ホシササノハベラ

アカササノハベラ

イトベラ

アデイトベラ

オニベラ

カミナリベラ

オトヒメベラ

ニシキベラ

コガシラベラ

キヌベラ

ヤマブキベラ

綱/目/科

Terapontidae 

Scorpididae 

Kuhliidae 

Opiegnathidae 

シマイサキ科

タカベ科

ユゴイ科

イシダイ科

Kyphosidae イスズミ科

Microcanthidae 

Girellidae 

カゴカキダイ科

メジナ科

Centroiophidae 

Ariommatidae 

Stromateidae 

Poiynemidae 

Nomeidae 

Labridae 

イボダイ科

マナガツオ科

ツパメコノシロ科

ベラ科

エボシダイ科

オオメダイ科

αコ
σコ
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ThaJassoma Jun.置をヲ
Halich田 r四 p世.cilopterus
HaJich田Tes担'nuispinnJs
Coris dorsomacula 
Corispicta 
αrrhilabrus temminckJi 
Che.伽 usch1orourus 
Oxycheilinus bimacuJatus 
Xyrichtys dea 
Xyrichtys pavo 
Xyrichtys niger 
CaJotomusj.呼却'/1IGUS
5carusoviβvns 
Ba的pη副館rde.ゲ'ugini
Zoarces gilli 
Za宙開seJongヨtus
Ly，四田町田reganJ
Lycod田 nakamuraJ
Petroschmidtia toyamensis 
Bilabria oma臼
Petn四cJuη，idtiaaJbonotata 
Lycodes且d冊目is
Lycod出 teraoi
Lycod白血，Jdato円.
Davidijord，即日戸町ilimon
Davidyordania Ja四rtina
Da吋'yordaniajordanJana 
L ycodes uschakovi 
Lycod田 j司I]JOnicus
Ly.四 d回 brunn白血rscJa加S
Ly.ロガ四paucilepidotus
Lycod.回 S信四'atoides
L ycodes tanakae 
Ly.α刈田ma口ひlep.怠
Ly.∞d白戸matoi
Lycod田 ma白ubarai
Bo仇rocarahoJJandi 
の叩rnel，出 viridJs
Bo的rocara阻nakae
Bo的r町aramoDe
ル0・'Ug.担iaji脚 rnica
N四Z四四'ssteindachneri 
Z岨世田major
Z日udJiasveneficus 
Krusenstemiella macuJata 
ChiroJopl出足litone
Bヴ'Ozoich均-sIys.加 us
50Jda阻viapo加ctocephaJa
ChiroJophis s，司yderi
ChiroJopl由japonJ，印 S
5tichae山 grigorje附
5tichaeus nozawai 
5tichaeus ochriamkini 
Stichaeus fuscus 
Emogれ四ηmushexagrヨmmus
5ticha四 lJlSisepalJax
Dicty，田omaburgeri
Dictyosoma rubrimacuJatum 

種

オトメベラ

キュウセン

ホンベラ

スジベラ

ムスメベラ

イトヒキベラ

アカテンモチノウオ

タコベラ

テンス

ホシテンス

ヲロテンス

ブダイ

アオプダイ

スミツキメダマウオ

コウライガジ

ナガガジ

セダカゲンゲ

クロゲンゲ

アゴゲンゲ

ウサゲンゲ

ハナゲンゲ

サドヒナゲンゲ

ヒナゲンゲ

クロガジ

サラサガジ

ナガサラサガジ

ジヨルダンゲンゲ

カワリゲンゲ

アシナガゲンゲ

ハラスジゲンゲ

ハゲマユガジ

エスジガジ

タナカゲンゲ

ヨコシマガジ

ヤマトマユガジ

マツバラゲンゲ

ノロゲンゲ

ハダカゲンゲ

カンテンゲンゲ

シロゲンゲ

ニラミゲンゲ

ハナイトギンポ

オオカズナギ

カズナギ

アイハレガジ

アキギンポ

フサカケギンポ

キ者フサギンポ

ハナプサギンポ

フサギンポ

ナガヅカ

タウエガジ

キタタウエガジ

ツチガジ

ムスジガジ

アメガジ

ダイナンギンポ

ベニツケギンポ

Bath戸nasteridae

Zoarcidae 

Stichaeidae 

Scaridae 

メダマウオ科

ゲンゲ科

タウエガジ科

プダイ科

綱/目/科

∞ 
吋
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肝

丹

肝
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軒
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D
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一

花

一

両

両

-
H
U

Sticha，四1fJSISnana 
Ascoldia回riega阻knipowitschi
Lumpenopsis的ioceJJata
Lumpenus庄習itta
Acantholumpenus mack.司1)'1
Lum.戸neJJalongiros帥
必百四町'husmacro，戸
Opi，川町田truszon伊
Opisthocentrus担nuis
Pholidap凶 ψωwskiJ
CやIS的町印刷'soceJJatus 
AJectrias mu白uenSlS
AJ，町町iasbel/t血η'ini
Cryptacathoid.田 bergi
Pholis picta 
Pholis fasciata 
Rhodymenichthys dolichogaster 
Pholis omata 
Pholis nebuJ.α日
Pholis crassispina 
Anar古ichasorientalis 
Zaprorasil，四回
Arctoscopus japonicus 
Parapercis snyderi 
Parapercis ommatura 
Para戸'rcispuJcheJJa 
Para戸'rcissexfasciata 
Parapercis d，町'emfasciata
Parapercis au.日ntica
Para.戸町ismuJtiゐ'sciata
Para戸'rcissp.2 
Pteropsaron evol.副首
Osopsaron fOf1ηαsensis 
A伺n的司phritisur.叩Irum
Acanth，司phritisbarbata 
Matsubaraea fusiforme 
Bembrops caudimacula 
Bembrops curvatura 
Trichonotus filamentosus 
升ichonotusset.恕er
Champsodon snyderi 
Ch.町 ips剖tonguen的'eri
Ammo砂町戸田'onat，凶
EmboJichthys mitsukurii 
Urafll四copusjaponicus 
Uran田copuschinensis 
k加町司phaJuselongatus 
Uran目。opustO，四e
Jchthyscopus lebeck sannio 
Uran，四回'Pusbicinctus 
Springerichthys bapturus 
Enneapt，臼ygiuseth白JStomus
N印 clinusbryope 
N田clin凶 Jacunicola
Parablennius yatabei 
ScartelJa emargina臼
Entomacnガ'ussteJJjfer steJJifer 
Entomacrodus striatus 

種

ゴマギンポ

ドロギンポ

ミツボシギンポ

ウナギガジ

ヌイメガジ

ネズミギンポ

メダマギンポ

オキカズナギ

ハナジロガジ

ムロランギンポ

ガジ

ムツムシャギンポ

ムシャギンポ

ハダカオオカミウオ

ニシキギンポ

ヒモギンポ

ハコダテギンポ

アヤギンポ

ギンポ

タケギンポ

オオカミウオ

ボウズギンポ

ハタハヲ

コウライトラギス

マトウトラギス

トラギス

クラカケトラギス

ユウダチトラギス

アカトラギス

オキトラギス

シズヲトラギス

ホカケトラギス

ウサギトラギス

フタホシヒゲトラギス

ヒゲトラギス

マツバラトラギス

アイトラギス

ナミアイトラギス

クロエリギンポ

ベラギンポ

ワニギス

クロワニギス

イカナゴ

タイワンイカナゴ

ミシマオコゼ

キピレミシマ

アオミシマ

ヤギミシマ

サツオミシマ

メガネウオ

ヒメギンポ

ヘピギンポ

コケギンポ

イワアナコケギンポ

イソギンポ

タテガミギンポ

ホシギンポ

スジギンポ

綱/目/科

Cryptacanthodidae 

Pholidae 

ハダカオオカミウオ科

ニシキギンポ科

Anarluchadidae 
Zaproridae 
Trichodontidae 

Pingui戸didae

Champsodontidae 

Percophidae 

Trichonotidae 

オオカミウオ科

ボウズギンポ科

ハヲハタ科

トラギス科

ホカケトラギス科

ワニギス科

ベラギンポ科

αコ
∞ 

Ammodytidae 

Uranoscopidae 

イカナゴ科

ミシマオコゼ科

Tripteryg世dae

Chaenopsidae 

Blenniidae 

ヘピギンポ科

コケギンポ科

イソギンポ科
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一

而

百

花

百

一

骨

折

折

骨

折

一

b白'blenniusenosimae 
L却炉hogna的usmuJtimacula加3
Omobranchus fasciolat，白河eps
Omobranchus punctatus 
Omobranchus elegans 
Petros口何回springeri
Petroscirt，四 bre問。'eps
Aspidontus taeniatus臼en担tus
Aspidontus du.話回初旨口。
Plagio帥 m出 rhinorh戸chαs
Xiphas.鼠setifer
AspasmJch的!ysciconiae 
Aspas.ma minimum 
Le，μdich的~frenatus

BathycaJlionymus sokonumeri 
h的f)'caJlionj7η田 kaianus
Diplogramm回 xenicus
Eleu的erochirmirabilis 
F出 torepusaJtivelis 
Neosynchiropus yimai 
N田砂四'chiropussp 
N日lSynchirop出 mon百oni
Parad伊<logr;担問刀usenneact.白
CaJliurich白戸japonicus
Pseud山辺lJiurich的~variegatus 
Repomucenus vij伊 S
R呼wmu田'flUShuguenini 
R匂却ImUI目n出 curvicomis
Repomucenus lunatus 
Repomucen田 vaJenciennei
Repomucen凶 omatipinnJs
R匂wmu田 n回 beniteguri
Periophめ'almusmodl田tus
Apoayptodon punctatus 
C陪'flOtry}フauchenmJcrocephaJus 
Taenioides cinョtus
Leucop担げronpetersii
Luciogobius ama 
Luciogobius担此剖旨'fl5指
Luciogobius koma 
Lu臼'ogob.却S戸illidus
Luciogobius gutta印S
Luciogobius grョndis
Luciogobius elongatus 
Luciogobius parvulus 
Luciogobius platy'日phaJus
Eu臼eniichth)信gilli
Astrabe lactisella 
Astrabe fas，口旨臼
α'ariger papilll盟国
C加Jgerc由:murus
αar~皆'erchionomaculatus 
CalJogobius hasseltii 
Callogobius sne.品μsi
ぬlencienn回開組
出回cie.町田puellaris
均lencienn四 striga臼
Priolepis akihitoi 

種

カエルウオ

マダラギンポ

トサカギンポ

イダテンギンポ

ナベカ
フタホシニジギ、ンポ

ニジギンポ

ニセクロスジギンポ

クロスジギンポ

ミナミギンポ

ウナギギンポ

ツルウパウオ

ウバウオ

ミサキウパウオ

ソコヌメリ

トンガリヌメリ

コブヌメリ
ノミtケヌメリ

ベニテグリ

ヤマドリ

アカオピコテグリ

セソコテグリ
ノ、ナビヌメリ

ヨメゴチ

イトヒキヌメリ

ホロヌメリ

ヤリヌメリ

ネズミゴチ

ヌメリゴチ

ハタタテヌメリ

セトヌメリ

トビヌメリ

トビハゼ

タビラクチ

アカウオ

チワラスボ

シロウオ

アマハゼ

ヒゲミミズハゼ

コマハゼ
イドミミズハゼ

ミミズハゼ

オオミミズハゼ

ナガミミズハゼ

ナンセンハゼ

ヤリミミズハゼ

ヒモハゼ

シロクラハゼ

シマシロクラハゼ

ヒゲセジロハゼ

セジロハゼ

アワユキセジロハゼ

オキナワハゼ

シュンカンハゼ
ササハゼ

オトメハゼ

アカハチハゼ

コクテンベンケイハゼ

Gobiesocidae 

Caliionymidae 

Gobudae 

綱/目/科

ウパウオ科

ハゼ科

ネズッポ科

∞ c.o 
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首

Prfol，伊1s口nc臼
PriolepJs borea 
η1mma grammJst，出
汁釘四aokina悶 e
E陥白ep伊h朗自
Eviota masudai 
EげOtaaぬx
LubrJcogobJus exiguus 
Hazeuso臼kii
Chaenogobius gW四回
ChaenogobJus annularJs 
の咽nogobJusuro臼en1a
の咽nogobJus戸白dliensJs
GymnogobJus hep白canthus
GymnogobJus moror.四国
GymnogobJus cylJndricus 
G)I1四JOgob加5scrobJculatus 
の叩nogobJusuchJdai 
GymnogobJ，出 b月間伊i
G)I1η即'gobJωsp.3
の叩nogobJuslaevis 
Glossogobius olivaceus 
Parachaeturich的'YSpo抑ema
Heteroplopomus barbatus 
AmbJychaeturichthys sdJsti.回
Amblychaeturfchthys hexanema 
Sagamia geneJonema 
ChaeturJch的'YSstigmatiaS 
A四n的ogobiusflavim剖出
品目rgafundicola 
Ac.剖的ogobiush.田ta
A但nthogobi，出 lactip田
PterogobJus elapoid，田
Pterogobi出血目H田
PterogobJ，回吋'rgo
PterogobJus zonoleucus 
PseudogobJus ma.四go
IstigobJus campbelli 
lstJgobJus ho.劫'Jnonis
h的>ygobJusfusc凶
Tomi河川'chth戸 oni
Cl)伊t町'entrusil1Jfer 
必ηblyel，四 t地japonJca
均nderhorstiaSp 
Mah1dolia mys臼dna
As陪汀匂'{Jteryxsemipunc.白血
FavonigobJus g}明nauchen
SJ/houettea dotuJ 
MugilogobJus abei 
RedigobJus bik%四回
Acentrogobius pflaumil 
Pandaka lidwil1i 
Rh1nogobJus gJurinus 
RhJnogobius Sp. OR 
TrJdentiger tr恕田町epha1us
η"identiger bi{ascia加S
TrJdenti証erbre的:pin1s
ηtdentiger obscurus 

種

ベンケイハゼ

ミサキスジハゼ

イチモンジハゼ

オキナワベニハゼ

ミドリハゼ

アカイソハゼ

イソハゼ

ミジンベニハゼ

ユカタハゼ

ドロメ

アゴハゼ

ウキゴリ

スミウキゴリ

ニクハぜ

へピハゼ
キセルハゼ

クボハゼ

チクゼンハゼ

ピリンゴ

シンジコハゼ

ジュズカケハゼ

ウロハゼ

ヒゲハゼ

ニラミハゼ

コモチジャコ

アカハゼ

サビハゼ

ヤキインハゼ

マハゼ

ヤミハゼ

ハゼクチ

アシシロハゼ

キヌパリ

リュウグウハゼ

ニシキハゼ

チャガラ

マサゴハゼ

クツワハゼ

ホシノハゼ

クモハゼ

オニハゼ

イトヒキハゼ

ダテハゼ

クサハゼ

カスリハゼ

ホシハゼ

ヒメハゼ

シラヌイハゼ

アベハぜ

ヒナハゼ

スジハゼ

ゴマハゼ

ゴクラクハゼ

トウヨシノボリ

アカオピシマハゼ

シモフリシマハゼ

ヌマチチプ

チチブ

綱/目/科

c.o 
o 
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一
計
百

-
H
-
H
-
H
'
H
-
H

一

Trident毎'erbarbatus 
Pariogl，田 susdotui
Pterel，四trishanae
Ptereleotrおheteroptera
Ptereleotris evides 
Platax orbicularis 
Platax 静岡
Scatoph噌rusargus
Siganus fuscescens 
Luvarus imperialis 
ZancJus cornutus 
Prionuruss四炉問m
Naso annulatus 
Naso unicornis 
Nasobr，日1rostris
Naso vlamingii 
Nasolopezi 
Cten，日:haetu宮binotatus
Acanthurus tril田tegus
Acanthurus mata 
Ac.加的uruslineatu5 
Ac.却的urusbariene 
Acanthurus olivaceus 
Acanthurus dussumieri 
Acanthurus xι1thopterus 
lstiophorus pJatyp陪rus
M国kaJrama.回目
Mak.剖ιiraindica 

Tetrapturus audax 
Tetrapturus剖 'f{Ilstirostris
Xiphias gJadius 
や，hyraenabarracuda 
や'hyraenafors担d
Sphyraenap主'8'出
Sphyraena helIeri 
Sphyraena japonica 
Nealotus的μs
Promethichthys prometheus 
Gempylus se.阜市出
1百戸-sitoidesmar]Jのd
Rexea prometh.四lides
Ben白血lesmustenui:.当
A皿urger胡 zac
EvoX}'lηetopon臼eniatus
EupJeurogrammus sp 
Trichiurus japonicus 
Scomber japonicus 
Scomber austraJasicus 
Au油凶器ard
Au油 r町1Jei
おrぜaorientaJis 
Euthynnus aflinis 
Ka白uwonuspeJamis 
C戸加。却'rdaunicolor 
Thunnus alal，凹llJa
Thunnus orien臼lis
Thunnus tonggol 
Thunnus alba四res

種

ショウキハセ、

サツキハゼ

ハナハゼ

オグロクロユリハゼ

クロユリハゼ

ナンヨウツバメウオ

ツバメウオ

クロホシマンジュウダイ

アイゴ
アマシイラ

ツノダシ

ニザダイ

ヒメテングハギ

テングハギ

ツマリテングハギ
サザナミトサカハギ

ナガテングハギモドキ

コクテンサザナミハギ

シマハギ

ヒラニザ

ニジハギ

カンランハギ

モンツキハギ
ニセカンランハギ

クロハギ

バショウカジキ
クロカジ、キ

シロカジキ

マカジキ

フウライカジキ

メカジキ

オニカマス

オオメカマス

アカカマス

ホソカマス

ヤマトカマス

フウライカマス

クロシピカマス

クロタチカマス

ナガタチカマス

カゴカマス

タチモドキ

ナガユメタチモドキ

ユメタチモドキ

オシロイダチ

タチウオ

マサパ

ゴマサパ

ヒラソウダ

マルソウダ

ハガツオ

スマ

カツオ

イソマグロ

ビンナガ

クロマグロ

コシナガ

キハダ

綱/目/科

Mlcrodesmidae 

Scatophagidae 
Siganldae 
Luvaridae 
Zanclidae 
Acanthundae 

Istiophondae 

Ephippidae 

オオメワラスボ科

クロホシマンジュウダイ科

アイゴ科

アマシイラ科

ツノダシ科

ニザダイ科

マカジキ科

マンジュウダイ科

<0 

Xiphudae 
Sphyraenidae 

メカジキ科

カマス科

Gempylidae 

Tnchiuridae 

Scombndae 

クロタチカマス科

タチウオ科

サパ科
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種
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Lepid'Ob1ephar'On 'Oph的aJm'01，伊's
CJ，的aroidesmacro1epid'Otus 
ParaJich的戸olivaceus
Tarph'Ops e1egans 
Tarph'Ops 'Olig'01epis 
PseUdOI古'Ombusduplid町凶'atus
Pseud'OIカ'Omb田町uJocirris
Pseud'OIカ'Ombuspent'Ophtha1mus 
PseuぬIrhombuscinnamoneus 
Pseud'Orh'Ombus ars1us 
Pseud'OI古'Ombus'Olig'Od'On 
Chascan'OJヌsettamicrognathus 
Asterorh'Ombus intermedius 
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Parabothus coarctat山
Cross'OI由'Ombuskanek'Onis 
C加 'Orh'Ombusk'Obensis 
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En.庄町pros'O{-回Iflm8口刀'Ptera
Engypn田 '01田'ngrand1:勾U副ηa
En庄町pn四 'Oponmu1tisquama 
Bり的usm戸taster
B'Othus pantherinus 
Psettina iyimae 
Psettina to.盟国
Arn'Og1，田'suste.即日
Arn'Og1o.ssus yamanakai 
Am'Og1'Ossus japonicus 
La四>psk1taharae 
Japon'01a凹>psdentatus 
C1idoderma a.司戸mrnum
P1atich的戸steJJatus
P1euronichthys c'Omutus 
月feuronich的>ysjaponicus 
Microst'Omus achne 
ぬ'ras，戸rvar1egatus 
f量当。>pog1o.ssussten'01epis 
防団S戸rmoseri
Eo戸et臼 grigo~階wi

Acanthopset，臼nadl田:hnyi
Atheresth田 evermanm
Reinhardtius h事>pog1，四 oidl田
Hippog1o.ssoides pinetorum 
H1ppog1，回目ldese1a四odon
H1ppog1，回目Ijdl田 robus印S
Hip，戸フ>glo.ssoid，田 dubius
Tanakiusk1・臼harai
Dexist目成田enius
G1yptocephaJus ste11erl 
Kar四'usbico1'Oratus 
P1euronectes schr四 'k1

ウロコガレイ

コケピラメ

ヒラメ

ユメアラメガレイ

アラメガレイ

メガレイ

ヘラガンゾウピラメ

聖マガンゾウピラメ

ガンゾウビラメ

テンジクガレイ

ナンヨウガレイ

クチボソザラガレイ

セイテンピラメ

キシュウダルマガレイ

スミレガレイ

カネコダルマガレイ

コウペダルマガレイ

ヒメダルマガレイ

テナガダルマガレイ

ダルマガレイ

チカメダルマガレイ
ホシダルマガレイ

トゲダルマガレイ

イイジマダルマガレイ

トサダルマガレイ

ナガダルマガレイ

トウカイナガダルマガレイ

ニホンダルマガレイ

ヤリガレイ

ヒナダルマガレイ

サメガレイ

ヌマガレイ
メイタガレイ

ナガレメイタガレイ

パパガレイ

ホシガレイ

オヒョウ

マツカワ

ムシガレイ

ウロコメガレイ
アブラガレイ

カラスガレイ

ソウハチ

ウマガレイ

ドロガレイ

アカガレイ

ヤナギムシガレイ

ミギガレイ

ヒレグロ
イシガレイ

クロガシラガレイ

Pleuronectiformes 
Ci血arldae

Parallchthyldae 

Bothldae 

Pleuronectldae 

カレイ目

コケピラメ科

ダルマガレイ科

カレイ科

ヒラメ科

CD 
N 
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Zebrias zebrinus 
Zebrias fas，口旨印s
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。咽ogl，四回robustus
の咽oglassusarel 
。眉oglossusit1nus 
。咽oglassusinterruptus 
Q咽oglossusjcり司eri
。咽ogla盟国nigropinnatus
8叩'ph山"USorienta1is 

種

クロガレイ

ツノガレイ

トウガレイ

スナガレイ

アサパガレイ

ハナガレイ

シュムシュガレイ

コガネガレイ

マガレイ

マコガレイ
カワラガレイ

ベロガレイ

ツキノワガレイ

ツマリツキノワガレイ

ササウシノシタ

ガラスウシノシタ

ムスメウシノシタ

トピササウシノシタ

サザナミウシノシタ

セトウシノシタ

モヨウウシノシタ

ツノウシノシタ

シマウシノシタ

オピウシノシタ

クロウシノシタ

オオシタビラメ

イヌノシタ

テンジクイヌノシタ

ミナミアカシタビラメ

ゲンコ

アカシタビラメ

ヒレグロゲンコ

アズマガレイ

Poecilopsettidae 
Samaridae 

Soleidae 

Cynoglo田idae

ササウシノシタ科

カワラガレイ科

ベロガレイ科

ウシノシヲ科

綱/目/科
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Macror.畑中hω00，田 uradoi
E羽can的00，田 anomaJus
E羽田n的usbiacuJ田tus
Pseudobah血胞団flavimarginatus
5uffL由ηenc!JJ戸opterum
BaJistoides con.司picillum
5ufflamen fraenatum 
BaJis臼lfJusunduJatus 
白nthidermismaculata 
X初出Ich的(YSaurom町ginalus
Aluterus monoceros 
Aluterus script，凶
BrachaJuteres ulvarum 
C卸的erhinesmuJtiJin目的S
C四的erl曲目dumerilii
Th8Illnaconus mOO，田toides
Rudarius ercod田
Th8Illnaconus mOO，回tus
Thamnaconus hypargyreus 
ChaetOOermis penicilligera 
Acreich的~tomentl四回

5t，伊hanolepisciJThifer 
Paramonac.剖的usjaponicus 
Ken町O団IfJrosaculeatus 

フエカワムキ

ベニカワムキ

ギマ
キヘリモンガラ

ツマジロモンガラ

モンガラカワハギ

メガネハギ

クマドリ

アミモンガラ

ホシモンガラ

ウスパハギ

ソウシハギ

アオサハギ

センウマヅラハギ

ハクセイハギ

キビレカワハギ

アミメハギ

ウマヅラハギ

サラサハギ
ヒゲ、ハギ

フチドリカワハギ

カワハギ

ヨソギ

イトマキフグ

Tetraodontifo目n田
Triacanthodldae 

Monacanthldae 

Triacanthidae 
Balistidae 

Aracanidae 

フグ目

ベニカワムキ科

ギマ科

モンガラカワハギ科

カワハギ科

イトマキフグ科
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Masturus lanc四Ilatus
Ranzania lae凶
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Trlodontidae 

Tetraodontidae 

ウチワフグ科

フグ科

。
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種

コンゴウフグ
ウミスズメ

ハマフグ

ラヲダハコフグ

テングハコフグ

ハコフグ
ミナミノ、コフグ

ウチワフグ

キタマクラ

ヨリトフグ

ショウサイフグ

ヒガンフグ

アカメフグ

ナシフグ
マフグ

コモンフグ
タキフグ

メフグ

シマフグ

ムシフグ
ゴマフグ

クサフグ

ナメラダマシ

トラフグ

カラス

シッポウフグ

モヨウフグ

ホシフグ

アラレフグ

サザナミフグ

ワモンフグ

コクテンフグ

クマサカフグ

センニンフグ

カナフグ

ドクサパフグ

シロサパフグ

クロサパフグ

ハリセンボン
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クサピフグ
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Diodontidae ハリセンボン科
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Molidae マンボウ科



山口県日本海沿岸域における

メダイの年齢と成長

河野光久・繁永裕司

Age and Growth of砂'Perog1yphejaponicain the southwestern Japan Sea 
o百YamaguchiPrefecture 

Mitsuhisa KAWANO and Yuji SHIGENAGA 

Age and growth of尺vperoglyphejaponica were studied by analyzing the ring marks on scales taken 
from the specimens in the southwestern Japan Sea off Yamaguchi Prefecture. Bertalanffy's growth 

equation was estimated as follows: 
Lt= 853.5X(1-e -0274(1+0723)) 

Lt: fork length (mm) at t -age ring. 
The relationship between fork length (L， mm) and body weight (W， g) was as follows: 
W=7.00X 10-6 XL3156 (n=352， r2=0.977) 

Fork length of the younger fish estimated by the growth equation nearly agreed with modes in fork 
length of the fish landed at fish markets 

Key words: Hyperoglyphejaponica; Age; Growth; Southwestern Japan Sea 

メ夕、イ時'Perog1yphejaponicaはイボダイ科に属する

魚で，北海道以南のわが国周辺海域の深みに分布する

とされる 1)。中でも太平洋側の水深 100~ 300mの

海域に多く分布するため1L本種の分布，食性，成熟・
産卵，年齢・成長等の資源生物学的知見は日本海側に

比べ太平洋側で比較的多く得られている。この内，年

齢と成長については，太平洋側で、は東京都水産試験場

2)および神奈川県水産試験場 3)が鱗を用いて年齢査定

を行い，年齢と成長との関係を明らかにしている。一

方，日本海側では本種の年齢と成長に関する知見は極

めて少なく，わずかに稚魚の体長組成の時系列 4)と標

識放流結果に基づく成長 5)が報告されているだけであ

る。

本研究は山口県日本海沿岸域におけるメダイの年齢

と成長を明らかにすることを目的として，鱗による年

齢査定を行い，成長を推定したので，結果を報告する。

材料および方法

年齢査定に用いたメダイは 2008年8月から 2011

年3月に山口県日本海沿岸域 (Fig.1)で刺網または釣

りにより漁獲された 352個体である。標本は尾叉長，

体重，生殖腺重量を測定し，雌雄の判定を行った後，

年齢査定用に鱗を胸鰭基部付近から採取した。採取し

た鱗は水洗し爽雑物を除去した後. 4~6枚そスライ

ドグラスにはさんで万能投影機で20倍に拡大して輪

紋の計測を行った。計測に当たっては焦点と被覆部上

縁角を結んだ直線を計測軸として，焦点から休止帯外

縁までの長さを測定した (Fig.2)。雌雄の判定は生殖

腺の肉眼観察により行ったが，尾叉長500mm以下の

個体では判定困難な個体が多く. 166個体が性別不明

で、あった。

輪紋の形成時期を明らかにするために，月ごとに輪

紋数が偶数の個体数 (E)と奇数の個体数を (0)調べ，

偶数輸を有する個体の出現率(偶数輪個体出現率)を
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L = 77.904R + 200.85 
r2 = 0.822 

n=72 

900 次式により求めた。

偶数輪個体出現率 (%)=E/(E+O)X100 
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Fig.l Map showing the sampling location{shaded 
area) of砂peroglyphejaponica. Samples were 
caught by angling or gill nets. Star marks 
show the representative fishing markets of 
Yamaguchi Prefecture. 
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Fig.3 Relationship between the scale radius and fork 
length of時peroglyphejaponica. 

偶数輪個体出現率の経月変化

偶数輪個体出現率は (Fig.4).1月には 61.3%で、あっ

たが，その後次第に低下し.4月には 0%となった。 5

月以降次第に上昇し. 11月には年間で最高の 75.0%

に達したが. 12月には 51.1%に低下した。このこと

から，輸紋は 4月と 11月の年2固形成されると見な

すことができ，以下では 11月に形成される輸を年輪

として取り扱った。

6 
11l11) 

4 

Sca I e rd i us (R. 

Fig.2 Diagram showing the radii of ring and 
radius of scale measured in the present study 

鱗径と尾叉長との関係

鱗径(R， mm)と尾叉長 (L.mm)との聞には有意

な正の相聞が認められ(Fig.3).両者の関係式は次式

で示された。

雄:L=77.904R+200.85 (n=72. r2=0.822) 

雌:L=80.079R+201.19 (n=111. r2=0.785) 

性別不明個体を含む雌雄込み:

L=94.753R+117.73(n=352. r2=O.903) 
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Fig.4 Monthly change in frequency (%) of individuals 
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Table 1 Mean values and standard deviations of ring radii in each ring group and calculated fork length (L). 

~ n r1 r2 r3 r4 r5 r6 R 
166 Mean 2.19 3.26 

S.D. 0.24 0.39 
2 80 Mean 2.21 3.78 4.26 

S.D. 0.22 0.36 0.46 
3 69 Mean 2.17 3.48 4.54 4.92 

S.D. 0.18 0.21 0.26 0.33 
4 24 Mean 2.16 3.50 4.58 5.45 5.79 

S.D. 0.14 0.20 0.19 0.26 0.27 
5 8 Mean 2.18 3.42 4.37 5.19 5.81 6.09 

S.D. 0.10 0.09 0.17 0.23 0.26 0.34 
6 5 Mean 2.14 3.49 4.43 5.17 5.90 6.45 6.67 

S.D. 0.11 0.10 0.19 0.23 0.30 0.36 0.24 
Total 352 Mean 2.19 3.61 4.53 5.36 5.84 6.44 

S.D. 0.21 0.31 0.24 0.28 0.27 0.36 
n 352 186 106 37 13 5 

L (mm) 328.3 460.0 545.4 622.4 667.0 722.7 

年輪形成時の平均尾文長

雌雄込みで年輪形成時の平均鱗径と平均尾叉長を

Table 1に示した。年輪形成時(11月 1日とする。)

の平均尾叉長は，年輪形成時の平均鱗径およびR

とLの関係式から L1= 328.3mm， L2 = 460.0mm ， 

L3 = 545.4mm， L4 = 622.4mm， L5 = 667.0mm， 

L6= 722.7mmと計算された。

成長

年輪形成時の平均尾叉長を用いて， Walfordの定差

方程式から LtとLt+1との関係式およびL∞を次のと

おり求めた。

L t + 1 = 0.7602Lt+204.64 

L∞= 853.5mm 

次にvonBertalan貸すの成長式を以下のとおり求め

た。

Lt=853.5 X(1-e-O.274(t+O.723)) 

尾叉長一体重関係

尾叉長 (L，mm)と体重 (W，g)の関係は次の式

で示された (Fig.5)。

W = 7.00 X 10-6 X 13156 

(n = 352， r2 = 0.977) 

Bertalanffyの成長式および尾文長一体重関係式から

求めた満年齢時の尾叉長および体重をTable2に示す。

ここで満年齢の基準日は本種の産卵期が1O ~3 月と

されている 6)ことから，中央をとって 1月 1日とし

た。年齢毎の尾叉長と体重は， 1歳342mm，699g， 

2歳 465mm，1835g， 3歳 558mm，3265g， 4 

歳 629mm，4760g， 5歳 683mm，6169g， 6歳

724mm， 7414gと推定された。
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Fig.5 Relationship between the fork length and body 
weight of砂peroglyphejaponica. 
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Table 2 Fork length (L) and body weight (W) at 
each age. 
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558 
629 

州
一
側
同
認
叩

683 
724 

6169 
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得られた年齢別尾叉長とを比較してみると，本研究で

はl歳魚の尾叉長は 342mmで神奈川県の調査結果

C350mm) 3) とほぼ同じであったが， 2 歳~6 歳魚

では本研究の尾叉長の方が神奈川県のそれより 55~

121mm小さかった CTable3)。また，東京都の調査

結果 2)と比較すると，各年齢で本研究の尾叉長の方が

東京都のそれより 15~34mm 大きかった CTable 3)。

山田ほか1)は東京都の調査結果と神奈川県の調査結

果との差は，発生域を異にする系群の相違による違い

か，鱗の輪紋の読み取りの相違によるものか明らかで

ないとしているが l)，いずれにしても標本数が前者で

102，後者で72と本研究に比べかなり少なく，しか

も3歳魚以上の高齢魚の標本が著しく少ないことが，

成長式の推定に大きく影響し，結果として両者の差と

なっている可能性が極めて高い。また，産卵期がかな

り長い 6)ことも成長推定の差に影響している可能性が

ある。

1)山田梅芳・時村宗春・堀川博史・中坊徹次 (2007): 

メダイ.東シナ海・黄海の魚類誌，東海大学出版会，

東京， 858-856. 

2)東京都水産試験場 (1969):昭和43年度指定調査

研究総合助成事業底魚資源調査報告書(メダイ・キ

ンメダイ)， 20-30. 

3)神奈川県水産試験場(1972):底魚資源調査研究

報告書(昭和46年度)， 6-8. 

4)小林知吉 (1998):山口県の日本海沿岸における

メ夕、イ砂'Perog1yphejaponicaの稚魚および未成魚.

山口県外海水産試験場研究報告， 27， 39-42. 

5)小林知吉 (2000):日本海におけるメダイ

時'Perog1yphejaponicaの標識放流日本海ブロック

試験研究集録， (40)， 25-29. 

6)河野光久・繁永裕司 (2011):山口県日本海沿岸

域におけるメダイの成熟および産卵.山口県水産研

究センター研究報告， (9)， 99-103. 

献文

察

本研究による年齢査定結果の妥当性老検証するた

め，満年齢時の尾叉長 CTable2)と2009年 1月に

山口県日本海側の代表的な魚市場(山口県漁協仙椅地

方卸売市場，同萩地方卸売市場)に水揚げされたメ

ダイの尾叉長組成 (Fig.6)とを比較してみた。市場

に水揚げされたメダイの尾叉長は 320~640mm で，

400mm以下の小型魚が主体を占めた。尾叉長組成の

山に注目すると， 360mm， 480mm， 540mmの3つ

の山が認められ(Fig.6)，それぞれ満 l歳魚(342mm)，

2歳魚(465mm)，3歳魚(558mm)の尾叉長(Table2) 

とほぼ一致していることから， 1 ~3歳の年齢査定結

果は妥当であると考えられる。しかし，それ以上の高

齢魚については，水揚げが少ないことが影響して標本

数も少ないため，今後成長推定の精度を高めていくた

めには高齢魚の標本数を増やすことが必要である。ま

た，今回は雌雄別の標本数が少なかったため，艦雄の

成長差を検証しなかったが，雌雄の成長差を検証する

ためにも，高齢魚の標本数の増加が不可欠である。

次に，本研究で得られた年齢別尾叉長と太平洋側で

Fig.6 Composition of the fork length of時'Perog1yphe
japonica landed at the representative fishing 
markets of Yamaguchi Prefecture. 
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Table 3 Comparison of calculated fork lengths (mm) at ages among studies. 

Fork length (mm) 

E註ピJ
317 
436 
524 
599 
660 
709 

Kana~翌wa *2 

350 
520 
643 
732 
798 
845 

生主主udy
1 342 
2 465 
3 558 
4 629 
5 683 
6 724  

* 1 Tokyo metropolitan fisheries四 perimen凶 station(1969) 
* 2 Kanagawa prモfecturalfisheries experimental station (1972) 
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Maturation and Spawning of Hyperoglyphe japonica in the southwestern Japan Sea 
off Yamaguchi Prefecture 

Mitsuhisa KAWANO and Yuji SHIGENAGA 

Maturation process and spawning of Hyperoglyphe japonica were investigated by histological 
observation of the gonads, frequency distributions of the oocyte diameters and gonadosomatic index 
(GSI). We found that the fish spawned at this area in Japan Sea and assumed the fish to be multiple 
spawners, because the fish had both maturing eggs and postovulatory follicles. The spawning period 
was estimated to be during October-March based on the GSI. The minimum sizes of mature fish were 
4 73 mm FL in male and 573 mm FL in female. 

Key words : Hyperoglyphejaponica; Maturation; Spawning; Southwestern Japan Sea 
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Fig.3 Frequency distributions of ovarian oocyte 
diameter for different maturity phases in 
Hyp eroglyphe japon ica. A: immature phase, B: 
developing phase, C: maturation phase, D: spent 
phase. 
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Table I Details of mature or spent females of 
Hyperoglyphe japonica used in the study. 

Date FL(mm) GSI Maturity Qhase 
Jan. 20, 2009 628 5.2 Mature 
Feb. 5,2009 604 5.9 Mature 
Feb. 5,2009 605 2.2 Mature (spawning) 
Oct. 12, 2009 635 1.9 Mature 
Dec. 2,2009 573 1.5 Mature 
Jan.20,2009 644 0.8 Spent 
Jan. 20, 2009 625 0.6 Spent 
Feb. 26, 2009 632 0.7 Spent 
Mar. 17, 2010 688 1.2 Spent 
Mar. 17, 2010 713 1.2 Spent 
Mar. 6, 2011 696 1.6 Spent 
Mar. 23, 2011 740 1.4 SQent 
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Fig.6 Relationship between the fork length and gonadosomatic index (GSI) in Hyperoglyphe japonica during October­
March. Open circles and cross marks show immature and mature males, respectively. Open circles, open triangles, 
closed triangles and closed circles show immature, developing, mature and spent females, respectively. 
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Table 2 Frequency of females by fork length. 

Fork length (mm) 450- 499 500- 549 
No. of femlales 8 20 
No. of males 6 31 
Frequency of females (%) 57.1 39.2 
*p<0.05 (Binominal test) 
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Fishing Condition of Red Tilefish, Branchiostegus japonicus by Offshore Trawls 
in the Southwestern Japan Sea 

Mitsuhisa KAWANO 

The author analysed landings of red tilefish. Branchiostegus japonicus by offshore trawls operated in 
the southwestern Japan Sea. Landings of the fish had decreased during 1999-2010 because of decrease 
of vessels. But the landings per vessel had been increased. Therefore, the stock condition seemed not to 
be so bad. The catches were composed of mainly 1-2 year age fishes and the main fishing ground was 
in waters northeast off Tsushima island, indicating that the region was important for the nursery area. 

Key words : Branchiostegusjaponicus; Landings; Offshore trawl; Southwestern Japan Sea 
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Fig. I Annual changes in landings (cases) of red 
tilefish by offshore trawls (closed circles) and the 
number of vessels arrived at Shimonoseki Fishing 
Port (bars) during 1999-2010. 
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Fig.3 Monthly mean landings of red tilefish by 
offshore trawls at Shimonoseki Fishing Port during 
1999-2010. Vertical bars show the standard 
deviations. 
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Table 1 Annual catch in number of red tilefish by age by offshore trawls in the southwestern Japan Sea. 

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

Cath in number of age 0 1.616 19.324 7,383 9,234 4,543 1,111 1,811 7,243 3,178 415 258 2,986 

I 126,949 144,829 128,213 213,591 67,765 73,705 87,404 151,343 129,724 48,339 53,908 165,639 

2 168,043 206,119 182,950 306,524 97,639 135,699 159,302 189,986 196,362 98,039 222,328 211,558 

3 86,434 92,140 92,867 125,814 78,466 69,982 76,161 74.469 95,334 53,977 148,472 101,371 

4 41,743 40,428 43,956 49,933 46,439 37,528 34,998 38,206 48,121 26,328 51,318 50,170 

5 16,571 16,141 17,149 18,318 20,607 16,990 14,924 16,511 19,849 10,635 14,699 18,528 

6 6,415 6,411 6,313 6,650 8,042 7,030 6,070 6,368 7,615 4,096 4,845 6,396 

7 2,552 2,614 2,303 2,421 3,012 2,812 2,413 2,371 2,880 1,558 1,749 2,271 

8 1,011 1,052 843 887 1,111 1,090 933 873 1,080 586 655 835 

9 388 407 306 322 402 406 349 317 397 215 243 308 

Total 451,722 529,465 482,283 733,694 328,026 346,353 384,365 487,687 504,540 244,248 498,475 560,062 

(age l+age2) /total (%) 65.3 66.3 64.5 70.9 50.4 60.5 64.2 70.0 64.6 59.9 55.4 67.3 
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Appendix table I Composition of total length of red tilefish by commercial size category, "Iri "(number of fish laid 
in a tray). 

TL (mm) 

100- 109 

110-119 

120- 129 

130- 139 

140- 149 

150- 159 

160- 169 

170- 179 

180- 189 

190- 199 

200-209 

210-219 

220-229 

230-239 

240-249 

250-259 

260-269 

270-279 

280-289 

290-299 

300-309 

310-319 

320-329 

330-339 

340-349 

350-359 

360-369 

370-379 

380-389 

390-399 

400-409 

410-419 

420-429 

430-439 

440-449 

450-459 

460-469 

470-479 

480-489 

490-499 

500-509 

510-519 

520-529 

Total 

1-2 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

5 
9 

5 

8 

6 

3 

2 

1 

0 

42 

Commercial size category "Iri" 
3-7 8-11 12-15 16-19 20-22 23-29 30-39 40-59 60-89 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 
1 

2 

3 

1 

4 

0 

8 
3 
4 

2 

0 

1 

0 

0 

0 

30 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
1 

3 

1 

8 
4 

2 
4 

3 

0 

3 

2 
2 

1 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

34 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

5 

8 

14 

11 

15 

17 

8 

5 

2 

3 

2 

2 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

94 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
4 

4 

3 

7 

5 

9 

10 

9 

0 

4 

2 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

58 

- 109-

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

4 

2 

6 

11 

21 

22 

17 

11 

6 

2 

0 

0 
0 
0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

104 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

3 

9 

10 

9 

19 

15 

15 

3 

5 

3 

0 

0 

0 

0 
0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

92 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

2 

4 

16 

21 

20 

18 

8 

3 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

93 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

5 
17 

42 

60 

77 

55 
62 

45 

10 

2 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

375 

0 

0 

0 
0 

7 

11 

25 

53 

61 

49 

27 

17 

8 

2 

1 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

262 

90-

0 

0 

0 

1 

0 

10 

13 

18 

34 

28 

13 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
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Appendix table 2 Composition of total length of red tilefish by commercial size category, 
"Dan" (number of rows offsih in a tray). 

TL (mm) 

100- 109 

110-119 

120- 129 
130- 139 

140- 149 

150-159 
160- 169 

170- 179 
180- 189 

190- 199 
200-209 

210-219 

220-219 
230-239 

240-249 

250-259 

260-269 
270-279 

280-289 
290-299 

300-309 
310-319 
320-329 

330-339 
340-349 

350-359 

360-369 
370-379 

380-389 

390-399 
400-409 

410-419 
420-429 
430-439 
440-449 

450-459 

460-469 

470-479 

480-489 

490-499 
500-509 
510-519 
520-529 

Total 

1 
(2) 

0 
0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

2 

5 
9 

6 

8 
6 

3 

2 

1 

0 

44 

Commercial size category "Dan" 

2 3 4 5 
(1 0) (24) (40) (65) 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 
4 

8 
10 
18 

17 

21 
25 
17 

9 

9 

7 

6 

5 
10 

5 

4 

1 
2 

0 

0 

0 

0 

179 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
2 

6 

13 

16 
11 

29 

30 
37 
29 
25 
20 

13 

6 

0 

0 
2 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 
0 

239 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 
0 

2 

2 

9 

30 
49 

45 
70 
61 

27 

9 

3 
1 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 
0 
0 

0 

0 

308 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
2 

5 

22 
44 
54 
49 

50 
36 
14 

3 

1 

0 
0 
0 
0 

0 
0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 
0 

0 
0 
0 

0 
0 

281 

* Numbers in parentheses show the average number of individuals. 
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6 
(90) 

0 

0 

0 

0 

0 
2 

9 

13 
26 

25 
34 

42 

32 

8 
4 

5 

0 

0 

0 

0 
0 
0 

0 

0 

0 
0 

0 
0 

0 

0 
0 

0 
0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 
0 

0 
202 

7 
(110) 

0 

0 

0 

1 

0 

8 
5 

10 
14 

9 

3 

0 
0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 
0 

0 

0 

0 

0 
0 

0 
0 
0 

0 

0 

50 



Trend of Red Tilefish Branchiostegus japonicus Stock in the Southwestern Japan Sea 

Mitsuhisa KAWANO 

An analysis of red tile fish. Branchiostegus japonicus stock targeted by coastal fisheries and offshore 
trawls operated in the southwestern Japan Sea was conducted. Since YPR at Fcurrent was maximum 
and %SPR at Fcurrent was 33 %. it was considered that the present stock condition was not bad. But 
the stock had been supported by stable recruits and the parent stock had been at low level. Therefore 
the stock management by coastal fisheries which targeted the parent stock should be continued and 
strengthened to protect the parent stock. 

Key words : Branchiostegus japonicus; Stock; Southwestern Sea of] a pan 
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Table 1 Biological characteristics of red tilefish. 

Body weight (g) Sex ratio Maturity rate 
Age ~ + o" ~ ~ I ( ~ + o") ~ 

131 124 0.1 0.16 
2 264 239 0.4 0.61 
3 393 358 0.6 0.94 
4 495 468 0.8 0.98 
5 616 563 0.7 1.00 
6 726 640 0.6 1.00 
7 825 702 0.5 1.00 
8 937 749 0.3 1.00 
9 1,047 785 0.1 1.00 

!lW: :f.* 3) (f) 3 ~ 5 }'j (J)jiUigrJ~fii%grJf*:R~tPJ!f l) t 

IPJt.~Hc:: G -rf:*m~c::~~ Gt;: 'f>(J)~~ffll.J.: (Table l)o 

if1t?mt~~ti El ??,{~l:~~~tPJ!f u t 1P1**~c:: 0.2 t G. 

VPA4l~z:~ t) 3:J<<lbt.:o IJ:.t5, :fiil1!ifii%( 9 ~)OJ7#.tli~~(F) 

t :f(J) 1 lii%1N (8 ~) (f) F ti~ G v' t f&JE G, JllGli~ 
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1~f!(J)jf1t?Jijt~~tGko *k. if1!$i(J)m~~W~'9 

:@t.:<lb~<=. f'~'§ s) ~c::t\tv', 7f.t~~~ (F) tbnA.it~ 

t.: t) 7#.t~it (YPR) .:t5 ~ Lf% SPR t (J)M~~ilJ\II«t<.:o 

5a~5iltCT.>5i~IJ.IIP1 

1999 ~ 2o 1 o ~(J)rfiW7f.t~~c:: ~:@ *fi(J)~fii%g'J7f.t 

Ii~~. (J)«lJ<mtl.~. CPUE ~ Table 2 ~c::~ G t<.:o 
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~c:: ~i 896,898 ~"fdf> -:J t.:-h\ :f(J)t&;J{~~c::?Jty G. 

2006 ~ 2008 ~~c::t;t 30 7J~a"f1tU$ Gt<.:o GiJ' G, 

2009 ~iJ' G 201 o ~~<= til:lbnflflrP.J ~c::~ t.:: .201 o ~~c:: 
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~~iJ~:fi<t~ <, ;J{v'"f 2010 ~~~~ 4 ~;i.(J)7#.t~ 

~~iJ~~iJ\ -:J t.:o 2010 ~fC:: fj: 4 ~;i.~ t) if> 2 ~;i.(J) 

1JiJ~J?J?~iJ\-:Jt.:o ~~(f) 3 ~;i.t 4 ~;i.~{.Jt-li"t.:7f.t 

~~~tj:~~(J)~7f.t~~~(J) 50.0 ~ 60.2% ~r!i<lbt.:o 

(J)«lJ<mt&.~ti (Table 2), 2003 ~~c:: ti 11. 1461&. 
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CPUE ti (Table 2), 2003 ~~c:: ti 61.3 ~ 11&. "f d5 -:J 
t.: iJ~, 2004 ~ 2008 ~ ~c:: ti 38.8 ~ 4 7.8 ~ I 1&. ~<::: flf 
""f G t.:o :f (J)f& ,2009 ~ iJ\ G 20 10 ~ ~C:: iJ\ t::T l tj: 50 

~it&. at J?J?J:IfJD G t.:o 

it51iCT.>tiJIPJC.~iilli 

B**•B··~.:t5~.@~1$7#.t~t~~~~.@;ljs:fi 

(J)7#.t~~~. 7#.t~~~ ( ~~lii%li!*4!. ~fiR). if1!11*~~. 

mi!it, .:t5 ~ LfN~;mJ]X:l}]~~ Table 3 tc::~ G t.:o 

7#.t ~ ~ ~ ti (Table 3), 1999 ~ 2002 ~ * "f ti 

2002 ~(f) 1.451.637 ~~:fiil11i t G -r 10o .n~~mx. 

T v' t.: iJ\ 2003 ~ 2009 ~ tc:: ti 2008 ~(f) 711,91 7 

~~:fiMtGT727J~007J~a~MY'Gko G~ 

G .2o1o ~~c::tiNLf 1oo .n~~mx. 1.o8o.s64 ~t 

lJ: -:J ko 

F ti, 0.561 ~ 0.759 (J)afi'!IHJ"f~tlJGt.: (Table 3)o 
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Table 2 Annual catch in number of red tilefish by age, number of boats and CPUE by coastal fisheries of Yamaguchi 
Prefecture. 

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

Cath in number of age 1 16,046 12,731 11,903 12,844 12,223 9,336 3,460 23,072 9,915 16,762 16,577 18,699 

age 2 133,955 106,284 99,366 107,227 102,041 67,013 46,041 76,328 59,427 72,463 84,961 118,312 

age 3 268,498 213,034 199,168 214,925 204,530 141,492 131,132 104,069 94,977 116,412 146,717 176,851 

age 4 236,611 187,734 175,515 189,400 180,240 126,694 124,886 94,271 82,317 87,876 123,628 114,588 

age 5 139,182 110,431 103,243 111,411 106,023 74,508 71,408 55,924 46,808 44,818 69,258 54,128 

age 6 63,982 50,765 47,461 51,216 48,739 35,961 30,628 26,360 23,193 19,420 31,578 23,137 

age 7 25,616 20,324 19,001 20,505 19,513 15,766 11,710 11,106 10,978 9,604 13,198 9,523 

age 8 9,588 7,608 7,113 7,675 7,304 6,441 4,304 4,341 4,860 6,385 5,233 3,785 

age 9 3,418 2,712 2,536 2,736 2,604 2,582 1,535 1,591 2,011 2,716 2,051 1,455 

Total 896,898 711,623 665,305 717,940 683,217 479,793 425,104 397,062 334,486 376,456 493,200 520,479 

(age3+age4)/total (%) 56.3 56.3 56.3 56.3 56.3 55.9 60.2 50.0 53.0 54.3 54.8 56.0 

N. of boats 11,146 10.460 9,647 8,312 8,612 7,895 9,308 10,092 

CPUE (number/boat) 61.3 45.9 44.1 47.8 38.8 47.7 53.0 51.6 
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Table 3 Catch in number (C) . fishing mortality coefficient (F), stock in number (S), parent stock in weight (P) and 
recruits per unit parent stock (RPS) of red tiefish in the southwestern Japan Sea. 

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

C Age 1 142,995 157,560 140,116 226,435 78,990 84,739 90,189 174,772 143,159 69,162 70,485 184,338 

F 

2 301,998 312,403 282,316 413,751 191,345 214,901 196,360 267,494 276,887 188,058 307,289 329,870 

3 354,932 305,174 292,035 340,739 266,291 237,210 181,707 180,146 224,031 198,593 295,189 278,222 

4 278,354 228,162 219,473 239,333 211,956 187,266 135,516 133,934 159,663 

5 155,753 126,572 120,392 129,729 117,970 105,050 72,399 73,299 83,275 

6 70,397 57,176 53,774 57,866 52,800 49,532 30,722 33,135 39,042 

7 28,168 22,938 21,304 22,926 20,931 21,446 11,838 13,649 17,756 

8 10,599 8,660 7,956 8,562 7,818 8,703 4,397 5,281 7,665 

9 3,806 3,119 2,842 3,058 2,793 3,458 1,584 1,933 3,122 

Total 1,348,626 1,241,092 1,147,593 1,451,637 955,439 913,429 726,524 890,886 957,780 

1 

2 

3 
4 

5 
6 
7 

8 

1999 

0.08 

0.235 

0.439 

0.644 

0.795 

0.886 

0.934 

0.961 

2000 

0.092 

0.249 

0.395 

0.566 

0.698 

0.786 

0.837 

0.869 

2001 

0.085 

0.237 

0.391 

0.555 

0.675 

0.743 

0.784 

0.809 

2002 

0.177 

0.387 

0.5 

0.652 

0.766 

0.835 

0.853 

0.879 

2003 

0.066 

0.223 

0.465 

0.679 

0.805 

0.849 

0.858 

0.823 

2004 

0.062 

0.256 

0.476 

0.711 

0.886 

1.007 

1.091 

1.171 

2005 

0.058 

0.201 

0.359 

0.554 

0.671 

0.712 

0.707 

0.683 

2006 

0.11 

0.265 

0.357 

0.549 

0.677 

0.751 

0.781 

0.778 

2007 

0.104 

0.312 

0.455 

0.652 

0.779 

0.823 

0.75 

0.763 

135,495 

66,312 

28,221 

13,489 

8,518 

3,589 

711,917 

2008 

0.045 

0.193 

0.387 

0.554 

0.629 

0.67 

0.775 

1.064 

174,946 

83,957 

36,423 

14,947 

5,888 

2,294 

164,758 

72,656 

29,533 

11,794 

4,620 

1,763 

991,828 I ,080,564 

2009 

0.04 

0.286 

0.526 

0.71 

0.822 

0.885 

0.959 

0.979 

2010 

0.063 

0.264 

0.456 

0.639 

0.743 

0.793 

0.828 

0.935 

9 0.961 0.869 0.809 0.879 0.823 1.171 0.683 0.778 0.763 1.064 0.979 0.935 

Average 0.659 0.596 0.565 0.659 0.621 0.759 0.514 0.561 0.6 0.598 0.687 0.628 

S 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 20 I 0 

1 2,067,848 1,983,432 1,893,847 1,541,108 1,370,055 1,548,207 1,767,221 1,860,699 1,601,566 1,743,983 1,998,012 3,343,512 

2 1,595,690 1,563,623 1,481,331 1,423,769 1,056,866 1,050,234 1,190,890 1,269,505 1,141,534 1,181,716 1,365,272 1,572,057 

3 1,104,643 1,033,181 997,513 957,361 791,306 692,153 665,408 663,684 677,558 684,071 797,345 839,744 

4 647,594 583,249 569,765 552,451 475,508 406,917 352,050 350,302 368,193 352,026 380,375 385,712 

5 313.931 278,340 271,075 267,897 235,751 197,527 163,710 164,705 170,086 156,982 165,614 153,127 

6 132,415 116,093 113,358 113,002 101,952 86,273 66,668 69,336 76,908 63,904 68,525 59,626 

7 51,268 44,714 43,314 44,153 40,159 35,696 25,816 27,817 37,180 27,640 26,785 23,146 

8 18,968 16,487 15,853 16,185 15,405 13,940 9,820 10,797 15,869 14,374 10,425 8,405 

9 6,812 5,939 5,663 5,781 5,504 5,539 3,539 3,951 6,463 6,057 4,061 3,208 

Total 5,939,168 5,625,059 5,391,719 4,921,707 4,092,506 4,036,485 4,245,123 4,420,796 4,095,358 4,230,753 4,816,415 6,388,538 

P (tons) 1999 2000 200 I 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 20 I 0 

4 4 4 3 3 3 3 4 3 3 4 7 

2 93 91 86 83 62 61 69 74 66 69 80 92 

3 223 209 202 194 160 140 135 134 137 138 161 170 

Total 

4 

5 
6 

7 
8 

9 

RPS (number/kg) 

238 

124 

51 

18 

4 

I 

755 

2.6 

214 

110 

45 

16 
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692 
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15 
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Fig. I Relationship between fishing mortality 
coefficient and YPR (g/number) and %SPR. 
Fcurrent shows Fat age 4 in 2010. 
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Biological Characteristics of Anglerfish, Lophius litulon 

in the Southwestern Japan Sea 

Mitsuhisa KAWANO 

The author examined the maturation. total length, sex ratio and feeding habits of anglerfish, Lophius 
litulon using samples caught by offshore trawls in the southwestern Japan Sea. Gonadosomatic index 
(GSI) of females increased during February to May, while males with large GSI occurred almost every 
month. The minimum total lengths (TL) of matured male and female were estimated to be 330 mm and 
630 mm, respectively. The maximum TL of female (957 mm) was larger than that of male (610 mm). 
Frequency of females became remarkably higher as the TL became larger. The main foods were various 
fishes such as righteye flounders. Engraulisjaponicus, and Doederleinia berycoides. 

Key words : Lophius litulon; Maturation; Sex ratio; Feeding habit 
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l<::tlj:l-8-Jt\:Lf~~2.:t"'5Lf~ (.L~.Cf. tlj:IJ!:~v''5a) l:' 
~11~ tl0!il!~fl0) 1 -:>l:'®0:1J\ 2008 ~.L~~~ 
Jili:IJ~~~~c:~y L:'lv'0 !)0 7riJ!f z) l;t::zf>:fi0)~7Jj0) 

:EJ\!:f*~~fiffi'90t.:&0, VPA f<::J::-Q(Wfff~fTv\ fl}1:_)i: 

~~·~2003~~~-~~LTfi~Lk~t~~b 

G "9~11EE:IJ~(Wjv ':f*f!.M~mv' t.: t.: &0, ~7}j:IJ~~y L t.: 
c~~~G~~L. ~G~~7}j§mO)k&0~~1i~h 

it~~iJ~'90J::'5m!§LTv'0a L:IJ'L, CO)(Wfffl:' 
~::zf>:lflj~~~~0.:t-7Y:Jr)0)1:,~~tt~M'90W~ 

~~+~l:'~0C~~G. ±~-V~W~~~0W~ 

3• 4l :IJ\Eflv'i?tlTv'0a ~1~. ~7}j~fiil.~~f'JLTv' 

<k~~~. *•~~~~01:.~~ttO)fW~~~m~ 

l:'~~. 1:.~~tt~•1i~~~~*~k~fiil.nm~• 

MLTv' < i"I!:IJ~~0o ::zf>:Wf~l;tB::zt>:Wi¥i5W~I<::~ 

~0::zf>:f!O)M~~~1:.~$~W~~m0c~~§~~ 

LT, ::zf>:fl0)~1t.l. tttt, ~~-f*!IM-f*. ~ J:: Lfilt 
'11 ~ ll)J G :IJ' I<: L t.: 0) l:'~i!:f '9 0 o 

ffitl!EI<:: ~ L k .::t-7 /' :J 7 l;i, 2005 ~ 8 J=J ~ 2010 
iF 3 J=J I<= B::zf>:Wi¥ii!::§W~ (Fig. I) l:'~~ LJ.:tlj:IJ!:f<:: J:: 
~ ~M~m<l<=ll<m'f'~ tlt.: 332 {[il)f*l:'~ 0a c tl G 
0)~~. 1*!1.1:.~IDR!ili (G) O)ffitl!E ~ •iiO)*IJBIJ~f'J-=> 
td~. I*Jlli~!&~I±!L, I*JR~*!iit (W) O)ffitJJ:E~ 

~I*J3~0)·J:E~fi-=>ko ~I*J3~0)·JE~~k-:>T 

~. ~~~~~O)~l:'Milt~nk~2bn0m~O)~ 

Fig. I Sampling locations (shaded areas) of anglerfish 
by offshore trawls in the southwestern Japan Sea. 
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Fig.2 Monthly changes in gonadosomatic index (GSI) 
of anglerfish caught by offshore trawls in the 
southwestern Japan Sea. 
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Fig.3 Relationship between total length (TL) and 
gonadosomatic index (GSI) of anglerfish caught by 
offshore trawls in the southwestern Japan Sea. 
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Fig.4 Relationship between total length (TL) and 
body weight (BW) of anglerfish caught by offshore 
trawls in the southwestern Japan Sea. 
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Total length (mm) 
200 - 299 300- 399 400- 499 500- 599 600-699 700-999 

N. of male 3 
N. of female 5 
Sex ratio* {%) 62.5 

* Sex ratio = ( if- I ( if- + a")) X 100 

33 
65 

66.3 

35 11 
70 66 

66.7 85.7 

Table 2 Stomach content composition {%) of anglerfish by month. 

Month 
Jan. Feb. Mar. A2r. 

N. of specimens examined (A) 42 15 64 65 
N. of specimens with empty stomach (B) 39 8 52 44 
Em2!.Y stomachs @/A X 1 00) 92.9 53.3 81.3 67.7 
Engraulis japonicus 6.7 1.6 7.7 
Anguilliformes sp. 1.5 
Gnathophis xenica 
Ophichthidae spp. 20.0 
Bothidae sp. 1.5 
Pleuronectidae spp. 6.7 1.5 
Tanakius kitaharai 
Eopsetta grigorjewi 1.6 
Hippoglossoides pinetorum 4.7 
Dexistes rikuzenius 
Scombrops gilberti 1.5 
Scorpaena neglecta 1.5 
Helicolenus hilgendorfi 
Champsodon snyderi 3.1 
Glossanodon semifasciatus 
Hoplobrotula armata 
Caelorinchus multipinulosus 
Liparis tanakae 
Trachurus japonicus 
Dentex hypselosomus 2.4 1.5 
Terapon jarbua 
Gerre japonicus 3.1 
Malakichthys wakiyae 
Doederleinia berycoides 1.6 6.2 
Unidentified fish 13.3 1.6 7.7 
Penaeidae spp. 2.4 1.6 
Crangonidae sp. 
Actiniaria sp. 
Digested matters 2.4 3.1 1.5 
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Dec. 
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9.1 

4.5 
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対馬海峡におけるアカムツの成熟および産卵

河野光久・小林知吉*

Maturation and Spawning of Doederleinia bel'アcoidesin the Tsushima Straits 

Mitsuhisa KAWANO and Tomokichi KOBAYASHI 

Maturation process and spawning of Doederleinia beりIcoidesin the Tsushima Straits were investigated 
by histological observation of the gonads and gonadosomatic index (GSI). The spawning period was 

estimated to be at least during August-October， because GSI was high and the mature males and females 

occurred during the period. The minimum size of mature male was 118 mm in standard lengthβL). It 

was estimated that females larger than 155 mm in SL having developing ovaries would participate in 

spawnmg. 

Key words : Doederleinia befアcoides;Maturation; Spawning; Tsushima Straits 

アカムツ Doederleiniaberycoidesは日本海側では山

陰沖から対馬周辺海域一帯にかけて多産する 1)高級魚

であり，この海域で操業する沖合底びき網2そうびき

(以下，沖底という。)の重要な漁獲対象種となってい

る。沖底による本種の漁獲は特に禁漁聞けの8月を

中心として対馬周辺海域で集中的に行われるため，沿

岸漁業者から産卵親魚の乱獲による資源の減少が危慎

されている。しかし，沖底で漁獲される本種の生物特

性に関する知見は極めて乏しい。このため，著者らは

沖底で漁獲された本種の生物データを収集し，資源解

析に必要となる生物特性の解明に努めてきた。得られ

た研究成果のうち，年齢および成長については先に報

告した 2)。本報告では成熟および産卵について報告す

る。本種の産卵期については，鳥取県~山口県沖では

秋期の幼魚の出現状況から 6~ 10月刊山口県沖で

は生殖腺指数の経月変化から 7~9 月で盛期は 8 月

と推定されている 4)。また，成熟体長については雌で

は 18cmSL以上，雄では 13cmSL以上とされているペ

しかし，沖底の主漁場とされる対馬周辺海域における

成熟および産卵に関する知見はほとんど皆無である。

つのしま自然館(山口県下関市豊北町角島893-1)
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本研究では生殖腺の組織学的観察と熟度調査を行い，

本種の成熟過程および対馬海峡における産卵に関する

知見を得ることができたので報告する。

材料および方法

生殖腺熟度の調査に用いたアカムツは 2004年4月

から 2005年3月に対馬海峡(主に農林漁区211区)

で沖底により漁獲された 2，572個体である。標本は標

準体長 CSL)，体重 CBW)，生殖腺重量 CGW)を測

定し，雌雄の判定を行った。このうち雌雄の判別がで

きた 1，356個体について，生殖腺熟度の経月変化を明

らかにするために，生殖腺熟度指数 CGSI)を次式に

より求めた。 GSI= GW/BW X 100。生殖腺の組織学

的観察を行うため，生殖腺を 10%ホルマリン液で固

定後，パラフィン包埋処理し，さらにマイヤー・ヘマ

トキシリン・エオシンで染色を行い，組織切片標本を

作成した。また，卵巣の中部から約 19の卵粒を取り

出し，実体顕微鏡下で卵径を測定した。
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GSI9.5 ; 223mmSL， GSI5.6; 247mmSL， GSII3.9) 

はすべて成熟卵を有する成熟個体であった。ま

た， GSIが2.7~ 2.8を示した 3個体 (155mmSL，

209mmSL， 184mmSL)は卵黄胞期以上に発達し

た卵母細胞をもっ発達中の個体であった。 9月の

244mmSL， GSI1.0の個体， 10月の 261mmSL，

GSI1.0の個体および235mmSL，GSIO.9の個体は多数

の卵黄胞期以前の卵および退行中の卵母細胞を有して

いたことから，産卵後個体と見なされた。

考 察

アカムツの生殖腺熟度指数は，艦雄ともに 8~ 10 

月に顕著に高まり (Figs.4， 5)，この期聞に雄の成熟

個体および雌の発達中~成熟個体が確認されたことか

ら，本種は対馬海峡では 8~ 10月に産卵していると

みることができる。 6~7 月は沖底の禁漁期間中で標

本が得られていないので，産卵しているかどうかは断

定できないが， 5月には雄の成熟個体および雌の卵黄

胞期卵母細胞を有する個体が確認されたこと，および

隣接する山口県日本海域では 7月から産卵するとされ

ているおことから，本海域でも 7月に産卵している可

能性が極めて高い。大西 5)は本種の産卵期が山口県日

本海域では 7~9 月で盛期が 8 月 4)，新潟県沿岸域で

は 8~9 月で盛期が 9 月刊山形県沖では盛期が 10

月上・中旬 6)となっていることから，日本海の北部ほ

ど産卵期が遅くなる傾向を見い出している。このよう

な傾向を併せて考えると，主分布域の西端に位置する

対馬海峡では6月に産卵を開始している可能性も残さ

れており，今後 6~7 月に沖合底びき網以外の漁業に

よる標本採取が望まれる。

4 ~ 10月の代表的な標本について生殖腺の成熟段

階を調べた結果 (Table1) 雄では 118mmSL以上で

成熟に達することが明らかになった。また，雌では

223mmSL以上， GSI5.6以上で成熟個体が見られた。

しかし， 155mmSL， GSI2.7で発達中の個体が見られ

Table 1 Maturity phases of gonads for Doederleinia berycoides. 

Date SL (mm) GSI Sex Maturity phase 

Apr.12， 2004 169 1.7 Female Immature 

Apr.l 7， 2004 211 1.3 Female Immature 

Apr.17，2004 202 0.5 Male Immature 

May 12，2004 227 0.7 Female Immature 

May 12，2004 196 0.6 Male Immature 

May 12，2004 180 1.6 Female Immature 

May 12，2004 154 0.7 Male Mature 

Aug.16， 2004 250 9.5 Female Mature 

Aug.16， 2004 223 5.6 Female Mature 

Aug.16， 2004 205 1.1 Female Immature 

Aug.16， 2004 176 1.4 Male Mature 

Aug.16， 2004 155 2.7 Female Developing 

Aug.16， 2004 138 0.2 Male Immature 

Aug.16， 2004 118 1.1 Male Mature 

Sep.ll， 2004 244 1.0 Female Spent 

Sep.ll， 2004 247 13.9 Female Mature 

Sep.ll， 2004 209 2.7 Female Developing 

Sep.ll， 2004 185 0.8 Female Immature 

Sep.ll， 2004 184 2.8 Female Developing 

Sep.ll， 2004 190 1.8 Male Mature 

Sep.ll， 2004 178 0.1 Male Mature (nearly spent) 

Sep.l1， 2004 157 0.6 Male Matur巴

Oct.14，2004 261 1.0 Female Spent 

Oct.14. 2004 235 0.9 Female Spent 

Oct.14， 2004 181 0.3 Male Mature (nearly spent) 

Oct.14，2004 170 0.2 Male Mature (nearly spent) 
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ており， 223mmSLよりも小さくてもこれらの発達中

の個体は産卵期中に成熟に至る可能性が高い。雌の成

熟体長については，生殖腺熟度指数の増大傾向から，

新潟県沿岸域でも約 16cmSL(20cmTLをSLに換算)7) 

とされているが，山形県沖では約24cmSL(30cm弱

TLをSLに換算)とされており円本海域の成熟体長

は新潟県沿岸域とほぼ同じで，山形県沖よりは小型と

いえる。しかし，新潟県と山形県は日本海側の隣県で

あるにもかかわらず，最小成熟体長が8cmも違うの

は不自然であることから，両県の成熟体長については

さらに精査が必要と思われる。

本種の卵母細胞の発達様式は，同一卵巣内に成熟卵

から周辺仁期までのすべての発達段階の卵母細胞が存

在し，発達中の卵母細胞から成熟卵が分離されて産卵

に至ることから (Figs.1，2)，非同時発達型で多国産卵

を行うと考えられる。
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エビこぎ網の底網網目拡大効果

村田 実・園森拓也・松尾圭司*1・金井大成・原川泰弘

The E百ectof Using Large Mesh Size in the Parts 
of the Bottom Net of the Shrimp Trawl 

Minoru MURATA Takuya KUNIMORI Keiji MATUO 

Taisei KANAI Yasuhiro HARAKAWA 

The shrimp drag， a small beam trawl fisheries exploit many small shrimps. Since its 

main target species are shrimps， both marketable and unmarketable larval or juvenile 

species are captured at the same time and are usually discarded into the sea. There is a 

problem which decrease flounders stocks. 

This study was made by repeating the operation with the normal net and examination 

net in which the scale of mesh and length of the bottom net (bellies) was changed into 

four kinds. 

The selectivity curve of the bottom net for the flatfish， Pleuronichthys cornutus were 

estimated and showed the most suitable mesh and length of the bottom net for the 

stocks 

小型機船底びき網漁業は、山口県瀬戸内海の主幹漁

業である。なかでもエピ乙ぎ網(手繰り第2種)は、

小型エピ類やカレ〈類を主な漁獲対象としているた

め、魚捕り部の百合は総じて小さく、商品サイズ以下

の有用魚種の混獲と投棄は、資源の有効利用上大きな

障害となっている。

この問題を解決するため、魚捕り部の最適な目合を

求めた網目選択性についての研究1-6)や、魚捕り部

以外でも袖網や身網の網目拡大効果についての研究7)

がある。また、グランドロープの太さによる選択性を

解析した試みがある 10)。さらには、選別作業の軽減や

混獲魚の保護者E目的としたグリッド網や分離網による

漁獲物の分離効果の試み8，9)など多くの改良が試みら

れてきた。

* 1 山口県水産研究センター外海研究部
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山口県瀬戸内海のエピ漕ぎ網については、 2009年

の漁具改試験 11)で、底網目合拡大漁具による幼魚の

混獲軽減効果が初めて確認された。

この改良は、現行網からの改造が容易で、メイタガ

レイ等のカレイ類幼魚の混獲軽減に役立つ有効な手法

と考えられ、漁業者への普及が進められている。

本報告は、この混獲軽減効果を最大にする底網の目

合と網幅を明らかにするため、底網の網目と網幅を変

えた4種類の底びき網と通常網で交互操業者E行い、底

網の網目拡大効果を明らかにしたものである。

なお、本研究は、水産庁の平成22年度沿岸漁業現

場対応型技術導入調査検討委託事業によって行われ

た。
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結果と考察

各試験回次の網ごとの平均曳網速度(対地、対水)

と平均曳網距離を表2に示した。

また、水深ロガーによる漁具形状の計測結果在、図

3にE回次の曳網回ごとの網口及び泥こし後端部の網

高さで示した。

表2 操業時の平均曳網速度と平均曳網距離

(数値は6回の曳網時の平均値を示した。)

試験
網種類

対水航速 対地航速 曳網距離
回次 (kt) (kt) (m) 

I 
通常網 2.800 2. 768 2761. 0 

試験網 2. 767 2. 796 2561. 5 

E 
通常網 2.933 2.643 2775. 1 

試験網 2.983 2.685 2790.4 

通常網 2.617 2. 773 2472.9 
皿
試験網 2.517 2.552 2398.2 

N 
通常網 2.517 2.313 2164.0 

試験網| 2.483 2305.4 

曳網固lIt

図3 曳網時の漁具形状
(上図は網目、下図は泥とし後端部天井の高さを示す)

通常網の平均対水航速と平均対地航速は、 2.517~ 

2.933kt及び2.313~ 2.773kt、試験網では 2.483~ 

2.983kt及び1.967~ 2.796ktであった。通常網に

対する試験網の航速比は、対水航速で-3.8~ +1.7%、

対地航速ではW回次の 15.0%を除くと-8.0~ +1.6% 

と大きな差はなかった。また、曳網距離は通常網が

2，164 ~ 2，775m、試験網が2，305~ 2，790mで大き

な差はなかった。

また、網口の高さでは、血回次試験網の6回目の曳

網時にミズクラゲが大量入網したため異常値を示した

が、それ以外では大きな差がなく、網口の高さは、 0.3

mから 0.5m、泥こし後端部天井側の高さは、 0.2m 

から 0.4mで、あった。

これらの結果から、通常網と試験網の曳網条件及び

網形状に大きな相違はなかったと考えられた。

表3に今回の操業で漁獲された有用魚種中、漁獲量

が多かった魚種を示した。

表3 漁獲された主な有用魚種

有用魚種
個体数 漁獲量
(尾) (g) 

小型エビ類 145，634 

ハモ 90 43， 763 

小イカ類 39，022 

エソ類 657 35，284 

ガザミ 109 34，976 

アカエイ 44 29，275 

シャコ 2204 19，199 

メイタガレイ 596 13， 593 

甲イカ 356 12，230 
シログチ 227 9，711 
アカシタビラメ 189 6，072 
イボダイ 138 5， 164 

マダコ 11 4，599 

イヌノシタ 261 4，528 

カナガシラ 268 4，238 

マコガレイ 95 4，023 
クルマエビ 126 3，748 

シロギス 148 3，656 
タマガンゾウピラメ 184 3，433 

マナガツオ 3，286 
クロダイ 2 2，293 

マアジ 93 1，936 
ホウボウ 32 1， 774 
テナガダコ 9 1， 726 
カワハギ 40 1，008 

漁獲量が最も多かった魚種は、小型エピ類に次いで

ハモ、小イカ類、エソ類の順であった。

漁獲されたカレイ類中、漁獲尾数が多かったメイタ

ガレイについて、全長組成と網目選択率から推定され

た底網の網目選択曲線を図4-1，2，3，4に示した。

また、 Logistic曲線を当てはめて得られた選択曲線

から求めた 50%選択体長 (L50%)と網目選択性レン

ジ (S.R.)及び幼魚(全長 15cm未満)の混獲尾数の

割合を表4に示した。

なお、 Logistic曲線パラメータはEXCELソルパーを

用いた最尤推定方法ωで求めた。また、混獲尾数の
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図4-3 底網6節2m 図4-4 底網5節2m

割合は、通常網で漁獲された尾数と選択曲線から推定 表4 メイタガレイの網目選択性

された幼魚の漁獲尾数の割合で示した。
試験網 L500/0(cm) SR (cm) 

通常網に対するの

その結果から、底網のメイタガレイに対する網目選
メイタ幼魚の混獲割合

底網7節全体 13.9 6.9 0.338 

性は、網幅が同じであれば、網目が大きいほど、選択
11 7節 2m幅 11. 8 3.6 0.486 

体長、網目選択性レンジは大きくなり、幼魚の混獲割 1/ 6節 2m幅 12.6 5.6 0.418 

合は小さくなった。また、同じ網目であれば、網幅が 1/ 5節 2m幅 13.5 6.5 0.359 
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小型エピ類の漁獲量は、通常網と比較して7節全体

7節2mで、83.8%、6節2mで 102.2%で47.0%、

及び5節2mで、88.3%であった。

また、小イカ類は、 7節全体で38.4%、

6節 2mで 125.1%及び5節2mで

7節 2

長いほど、選択体長、網目選択性レンジが大きくなり、

混獲割合が小さくなった。

次に、通常網と試験網で漁獲された小型エピ類と小

イカ類の漁獲量を図5、6に示した。

また、図7に通常網と試験網の種類別平均体重を示 mで470.5%、

446.0%であった。

7節全体の試験網では、小型エビ、類、小イカ類とも

通常網と比較して漁獲量は大きく減少した。

した。

しかし、 2m幅の試験網で、は、どの網目も小型エビ

類の漁獲量に大きな差はなかった。

一方、小イカ類は、 2m幅の試験網の漁獲量が、通

常網の漁獲量を上回る結果となった。

また、種類別の大きさでは、小型エビ類4種類とも

7節全体の試験網の平均体重が通常網より大きく、通

常網と比較して、小型の個体が網から抜けた結果と考

えられた。しかし、 2m幅の試験網では、種類によっ

て異なる結果となり、底網の影響が明瞭にはあらわれ

なかった。
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一方、ジンドウイカは、すべての試験網の平均体重

が通常網より大きく、漁獲量でも 7節全体の試験網を

除くと、 2m幅の試験網で、は、通常網そ上回ったこと

から、底網の目合拡大効果が、メイタガ、レイや小型エ

ピ類とは異なる結果となった。

次に、操業時の選別作業などに影響する投棄生物量

を通常網と試験網で比較して図8に示した。

それによると、試験回次閣の投棄魚量の差が大きく、

通常網と試験網の差は必ずしも明確ではないが、網幅

が長いほど、また、網目が大きい試験網ほど通常網と

の差が大きくなる傾向がうかがえたことから、底網の
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網目拡大は、投棄魚量に影響すると考えられた。

投棄魚中入網量が多かった動物は、スナヒトデ、モ

ミジガイ、キヒトデ等のヒトデ類の他、オキヒイラギ、

フタボシイシガニ、ケブカエンコウガニやテンジクダ

イなどの小型の魚類や甲殻類が多いことから、底網の

網目拡大効果が影響したものと考えられた。

最後に、漁具の抵抗試験結果を図9に示した。
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図9 漁具抵抗の比較

(0・はその時の漁獲量を示す。)

漁具抵抗は、曳網回次ごとの張力と船速の平均値を

掛け合わせた値で示した。

また、図9の曳網回次ごとの漁獲量は、入網した有

用魚及び投棄生物量を合わせた全漁獲量で示した。

その結果によると、船速×張力の値は、試験網より

通常網の値が小さくなることが多く、底網の網地の抵

抗差以上に、入網した漁獲量の多寡が計測結果に影響

したものと考えられた。

考 察

今回の試験結果から、底網の網目拡大は、底びき網

の漁具選択性に大きく影響することが明らかとなっ

た。

メイタガレイの幼魚を保護するためには、底網の日

合が大きく、大きくした目合の網幅が長いほど効果が

高くなることが明らかとなった。

この結果は、底網の網目と網幅の組み合わせを調整

することで、カレイ類幼魚の混獲軽減を進めながら、

他の魚種の漁獲量の減少を最小限にで、きる可能性を示

唆しているものであり、底網の選択性の特徴を示すも

のであると考えられた。

また、小型エピ類について、 7節の網目では、網幅

が長い試験網では、底網の選択性が明らかになった。

したがって、メイタガレイ幼魚の混獲防止を図りな

がら、小型エピ類の漁獲量の減少を最小限とするため

には、底網の一部を7節2m幅の網目に拡大すること

が最適と考えられた。

次に、小イカ類の漁獲は、メイタガレイや小型エピ

類とは異なる選択性が働いていると考えられた。また、

底網の目合拡大は、投棄生物量を減らす効果があると

考えられた。

最後に、底網の網目拡大による漁具抵抗の軽減効果

を、今回の結果からは実証することは出来なかった。

しかし一般的に漁具の網目を大きくすれば、その

分漁具抵抗が小さくなることは明らかであり、今回の

測定方法では、その差を検出することが出来なかった

ものと考えられた。

以上のように、底網の網目拡大は、漁獲性能に大き

な影響をもたらすことが明らかとなった。

今後は、異なる海域での導入者E考慮した更なる改良

と第3種漁具への応用などが課題である。
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ミルクイ幼貝の無給餌下における高水温耐性

園森拓也・岸岡正伸

Tolerance of Young Japanese Coast Gaper， 1ト'esuskeenae 

against High Water Temperature under Artificial Culture 

Condition without Feeding 

Takuya KUNIMORI・MasanobuKISHIOKA 

As a part of the resources increase project of Japanese Coast Gaper Tresus keenae by releasing artificial 
seedling off the coast of Yamaguchi Prefecture in the Seto lnland Sea， tolerance tests of the young 
species against high water temperature under no feeding condition were made to clear the suitable seed 
releasing area. 
Under 280C condition. 97% of individuals survived for 10 days. but under 320C condition. no 
individual survived for 15 hours. Under the condition of gradually increasing temperature from 280C 
to 320C about lOC per day. all of the individuals survived for four days until 31.1 oC. But 10% of the 
individuals died the next day at 31.60C. and all of the individual died by sixth day at 32.80C from the 
beginning of the experiment. 

The results showed the critical temperature of the species ( shelllength 29mm) was 31 oC. 

目 的

ミルクイは北海道から九州，朝鮮半島にかけての潮

間帯下部から水深20m位までの礁のある砂泥底に多

く分布する 1)。近年乱獲により激減し，市場では 1kg

あたり 5，000円前後で取引されている。山口県瀬戸内

海域でも， 1970年代まで主に潜水器漁業により漁獲

されていたが，近年はほとんど漁獲されなくなった刊

このため， 1980年代から資源回復を目的とした種苗

生産 2)，中間育成町放涜技術 4.5)の開発などが行わ

れ，基礎的な知見が得られている。放涜技術について

は主として水深3m以深の潮下帯での放涜技術の開発

が行われてきた。しかし，乙れまでの研究により，被

覆網などで保護しないと食害され易いことがわかって

おりの，ここ数年間は管理の容易な潮間帯での増養殖

技術開発に取り組んでいる。

しかし， 2010年4月に宇部市床波地先の干潟域の

潮間帯(推定地盤高+19cm)においてミルクイの放

流試験を行ったところ， 8月の調査時には生存が確認

されていたが， 9月の調査でほぼ全滅する事例が発生

した。へい死した原因は8月後半の猛暑による高水温

が一因であると考えられた 5)。

干潟域の潮間帯は潮通しの良否や，遠浅などの海底

地形により，夏期に干出しなくても，日中，一時的に

潮間帯下層の海水温が300Cを超えることは珍しくな

い。このため，放流適地の水温条件として，ミルクイ

種苗がどのくらいの高水温まで生残することができる

のかを知る必要があるが，ミルクイの水温耐性に関す

る知見はない。そこで，室内の水槽を用いて，ミルク

イ幼員の無給餌下での高温耐性試験を実施した。
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材料と方法

供試貝 2009年 10月30日に山口県栽培漁業公社

で採卵，育成された人工種苗を 2----3mmサイズで

2010年 1月に譲り受け，当センターの屋内水槽で、約

3ヶ月間，約 5mmまで育成後， 山口湾柴崎地先に設

置した海上ロープ筏で、垂下育成した。中間育成は，砂

を5mm程度敷いた二重底構造の水槽 (2トン水槽:

内寸H:230x W:95 x D:80cm)で、行った。垂下育成

は，蓋付きポリカゴ(内寸H:46x W:30 x D:26cm) 

の内側に，底から 10cmの高さまで 0.5mm目のネッ

トを張り，砂を 5cm敷いて，その中にミルクイを入れ，

10mmサイズまでおよそ l万個 10 ----30mmサイズ

までおよそ 5千個を目安に収容しロープ筏の水面下約

2mに垂下した。供試員は， 2010年 9月に取揚げて

試験直前まで常温ろ過海水 (23.3oC ----29.30C)を流

した水槽で数日間予備飼育し，サイズをそろえ，試験

区毎に 30個体ずつ使用した。供試貝の殻長は 29.4:::l::: 

3.0 mm (平均値±標準偏差，以下同じ)，殻高は 19.2

士2.0mm，殻幅は 12.0:::l:::1.3 mm，体重は 4.4:::l::: 1.5 

g，肥満度(肉質重量/(肉質重量+殻重量)x 100) 
は47.9:::l::: 3.7%であった。

飼育水槽 ポリ製の角形容器(内寸 H:46x W:30 x 

D:26cm)の底に排水用配管を設置したのち，砂(中

央粒径値 720μm)を深さ 22cm程度入れた。ミル

クイは通常，砂表面から殻の後縁まで，殻長の 2倍程

度の深さに潜砂しているo このため，砂中全体が試験

水温となるように，容器の上部から調温海水を毎分 1

2注水し，底部から排水用配管で、排水した。砂面から

の水深は 3cmとした。砂面上からエアストーン l個

で、弱通気を行った (Fig.1)。

Thermostat 

[Rearing tank】

Fig.l Schematic illustration of heating and rearing 
tanks for tolerance test of T keenae against high 
water temperature. 

水温 自然水温区 (22.6----26.8
0C)， 28

0

C加温区 (27.9

----28.4 OC)， 320C加温区 (31.2----31.8 OC)，昇温区

(27.6 ----32.8
0

C)の4試験区を設定し，自然海水区は

砂ろ過海水を直接注水，加温区は予めヒーターで加温

した砂ろ過海水を注水した。昇温区は自然水温で、開始

後，サーモスタットにより 1日約 10Cず、つ水温を上昇

させた。

試験方法 試験は自然水温区， 28
0

C区， 32
0

C区につ

いては 2010年 9月 16----26日に，昇温区について

は2010年9月21----26日に行った。自然水温区と

昇温区は予備飼育時の水温と同水温， 28
0

C区と 32
0

C

区は予め調温海水を十分流水して設定温度に達したの

ち，予備飼育槽の供試員を移し入れて試験を開始した。

試験期間中は無投餌とし，砂面からの目視により生

死の判定を行った。生死の判定は，各個体の水管から

の水の出し入れを確認できる場合は，生存していると

判断した。水管からの海水の流れが見られない場合や，

砂上に横たわっている場合は，砂から掘り出して指で

水管の先端部を触れ，反応が見られない場合はへい死

しているとみなし，取り上げた。各試験区とも， 1日

1 ----2回，水温とへい死数を確認した。

結果

自然水温区および 28T試験区は，試験開始後速や

かに潜砂して水管の先端部のみを砂上から見ることが

できた。試験期間中にいずれも 1個体ずつへい死した

にとどまり，生残率はいずれも 97%であったo32
0

C 

試験区は，試験開始直後から，半数の個体が自力で潜

砂せず砂上に横転するなどの異常がみられ，いった

ん潜砂した個体も，再び砂上に這い出で殻長の 50----

70%の長さに水管を伸ばした状態となり， 15時間経

Fig.2 Tkeenae died on the sand under 320C condition 
with their siphon spreading. 
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過後に全個体がへい死した。へい死の様子は， 26個

体が砂上に這い出で水管を伸ばした状態，残り 4個体

は砂に潜ったままの状態であった。試験終了時にほぼ

すべての個体が生残していた自然水温区と 280C加温

区の肥満度は，それぞれ41.4:t 3.0%， 42.7土 2.9%

であり，試験開始時に比べそれぞれ 13.6%，10.9% 

減少したが，有意な差ではなかった (p= 0.093>0.05)。

昇温区は， 4日目 (31.10C)までへい死はみられな

かったが， 5日目 (31.60C)に3個体が砂上でへい死，

6日目 (32.80C)にはすべての個体がへい死した。 6

日目のへい死の様子は 25個体が砂に潜ったままの状

態， 2 個体が砂上で，多くは殻長の 50~ 70%の長さ

に水管を伸ばした状態で、あった。

これらの試験の結果から，飼育水温が 250Cから

280Cに急激に変化しても，ミルクイはへい死しないが，

250Cから 320C急激に変化すると砂上に這い出したり

砂上でブk管を伸ばした状態をとり続ける等の異常行動

を示して 15時間以内にへい死することがわかった。

また，飼育水温を 250Cから 1日lOCずつ徐々に昇温

させても， 310Cを超えるとへい死が始まり， 320Cを

超えた時点で全滅した。
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考 察

ミルクイの増養殖を推進するにあたり、夏期におい

てその制限要因となることが想定された高水温 5)に関

する今回の高水温耐性試験の結果から，ミルクイの高

水温に対する耐性限界は 310Cであると考えられた。

また，水管の先端部を指で、触ることによる外部から

の刺激への反応は，自然海水区や 280C加温区の個体

は敏感に反応し水管を収縮させるのに対し，試験区の

水温が300Cを越えると 明らかに反応が鈍くなるこ

とが観察された。このため，殻長30mm前後のミル

クイは今回行った実験条件下においては， 300Cを超え

ると高水温によるストレスを受けて異常な生理状態と

なり， 310C付近からこの水温帯に短時間置かれるだけ

でも，へい死し始めると考えられた。

二枚貝の高水温耐'性については，潮間帯に分布する

アサリの場合，水温が-30C~32SCの範囲ではほと

んどへい死せず，干潟でのアサリの生息深度の測温値

が370C(気温320C)で，大潮時に 4時間干出するよ

うな場所でも生存にほとんど影響ないとされる 6)。
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一方，潮下帯を主な分布域とするトリガイの場合，

飼育水温が300Cになるとへい死する個体が現れるこ

とから.290Cが高水温耐性の限界と考えられている

の。アカガイの場合.30oC:t IOCの水温下で3日以内

に死亡する例や，海域で8月に 250Cが続き，上，中

旬に 270Cを超える日があると大量へい死が見られる

とされる 8)。このように員類の高温に対する致死温度

は種によって異なり，その地理的分布(水深など)に

よって著しい相違がある 6)とされている。

今回の試験結果から 30mmサイズのミルクイ人工

種百の高水温耐'性の限界は 310Cであると考えられる。

しかしながら.300Cを超えると異常な生理状態となる

ことから、ミルクイ幼員放流にあたっては，高水温耐

性を考慮して.310Cを超えない場所，できれば300C

を超えない場所を選定するべきであろう。

文献

1 )桜井良三編(1986):決定版生物大図鑑8.員類.

(株)世界文化社.pp314. 

2)大橋裕・河本良彦 (1985):ミルクイガイ

Dωus keenae (KURODA et HABE)の種苗生産に関

する研究.山口県内海栽培漁業センタ一報告. (昭

和58年度).55-112. 

3)高見東洋 (1983):ミルクイガイ種苗の中間育成

について.山口県内海水産試験場報告. (11).17-

21. 

4)藤村治夫・大橋裕・金井大成 (1990):ミルク

イガイ放流技術に関する研究 I.山口県内海水産

試験場報告. (19). 53-62. 

5)園森拓也・多賀茂 (2011):貝類増養殖開発試

験事業(ミルクイ).平成22年度山口県水産研究セ

ンタ一事業報告. (2012発刊予定)

6)倉茂英次郎・松本文夫(1957):アサリの生態研

究，特に環境要素について.水産学集成，東大出版会，

611-655. 

7)松野進・木村博 (2002):山口県大島群北部

海域におけるトリガイの生態と資源管理に関する研

究-y トリガイの高水温耐'性および低酸素耐性.

山口県水産研究センター研究報告.(1). 23-29. 

8) (社)日本水産資源保護協会(1980):水生生物

生態資料.259-284. 

- 136-



扇型簡易粗石付き斜路式魚道("水辺の小わざ"魚道)

の設置効果について

( 1 )アユの遡上量について

畑間俊弘

Influence of a Rock Ramp Fishway with Sequential Small Pools (Mizube勾no-
Kowaza Fishway) placement 

( 1) On the amount and size of Ayu Plecoglossus altivelis altivelis passed 

through the fishway 

Toshihiro HATAMA 

The effectiveness of the Mizube-no-Kowaza fishway， on Ayu Plecoglossus altivelis altivelis for upstream 
passage was studied in the Awano River， Yamaguchi Prefecture， western Japan. The Mizube-no-Kowaza 
fishway is a form of rock ramp fishway with sequential small pools that could be built at low cost. 
Compared to the traditional rock ramp fishway set 叫acent，a larger number of Ayu selected the Mizube朝
no・Kowazafishway for upstream passage. While all size classes of A戸 ascendedthe Mizube-no・Kowaza

fishway， only larger individuals passed through the traditional rock ramp fishway， indicating that water 
velocity of the latter fishway exceeds velocity tolerance of smaller Ayu. Released Ayu selected the 
Mizube-no司Kowazaat significant level， indicating the effectiveness of the fishway for returning upstream 

passage of released Ayu following flooding events. The Mizuhe-no・Kowazafishway had greater economic 
effect than the traditional rock ramp fishway based on the amount of ascending Ayu， proving its cost 
effectiveness. 

Key words : Rock Ramp Fishway， Mizube-no-Kowaza Fishway， Ayu 

山口県内の多くの河川において取水堰堤、頭首工等

の河川構造物を境にアユ、ヨシノボリ等の回遊性魚種

の分布が断絶している状況が確認されている1)。水産

資源保護法の規定では、これらの河川構造物は魚類の

遡上を阻害してはならず、適切な魚道の設置が河川構

造物の管理者に義務づけられている。しかし、現実に

は山口県内の多くの河川構造物において魚道が未設置

もしくは機能不全であることが確認されている 2)。本

来であれば速やかに魚介類の遡上が行えるよう改善さ

れるべきところであるが、遅々として改善が進まない

のが実状である。このような状況の中、山口県では

2007年に(独)水産大学校の浜野龍夫准教授(当時)

を座長に山口大学、(独)水産大学校、山口県土木建築

部・環境生活部・農林水産部の職員および、山口県内水

面漁業協同組合連合会の関係者など組織や分野を横断

した専門家により構成され「流域全体の生態系をより

豊かにするための自然に優しい、地域の生物の多様性

を確保できる河川構造物づくり」をテーマとした“水

辺の小わざ"プロジェクトチームを立ち上げ、その成

果は河川改修のガイドラインとして「水辺の小わざJ2) 

としてまとめられた。その中で“水辺の小わざ"とは「流

域全体の生態系をより豊かにするために、川の中のい

ろいろな生きものの一生や川全体の特性を把握し、小

規模でありながらもその水辺にふさわしい効率的な改

善策を様々な視点で工夫する山口独自の取り組みをい

う」と定義されている 2)。

この“水辺の小わざ"プロジェクトで考案された扇

型簡易組石付き斜路式魚道(“水辺の小わざ、魚道"、以

下、小わざ魚道という)の河川生物の遡上に対する効

果を従来型の組石付き斜路式魚道(以下、組石魚道と
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いう)との比較において、定性的・定量的に評価し、

その有効性を明らかにすることによって、県内に多数

存在 2.3)する魚道未設置河川構造物及び機能不全魚道

の改善策として小技魚道の導入を促すことを目的に研

究を実施した。ここでは、内水面漁業の最重要種であ

るアユに対する設置効果について行った研究結果につ 、
いて報告する。

材料及び方法

調査場所 山口県下関市を日本海側に流れる二級河川

粟野川下流部に位置し、小わざ魚道と粗石魚道が併設

されている小迫堰で、実施した(図 l、2及び表 1参照)。
図1 調査対象河川置及び調査対象堰位置

よ溝

左岸

図2 小迫堰における各魚道位置等概略図

表 1 調査対象堰堤及び魚道の種類

魚道種類

魚道這入口幅(m】良びスロヴト数

涜入部誠勢ヲーJIt

魚道斜路及び勾配

租石配置

偏重勾配

中間誠勢ブール

涜血部活勢ヲーJIt

負道這出量段差有望E

租石付き斜路式魚道

i量五皐謹i
約8m:1.5~1.6m幅ス口、y 卜 4箇所

なし

示直雇雇
--，-ー冨笠簡易租石付き袋路式魚道

U虫主皐重l
1.8m:1日m幅スロット1箇所

有(小さく機能はしていない)

上・下2段分割斜路(勾配は上・下1 I l上・下2段分割斜路(勾配は上・下1/7)
/7) I 
直線配置 lウロコ状配置

垂直仰l壁

なし(中間部分は1/30勾配〉

なし

段差空し(盤水.:_iIj離涜なし)
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斜面側壁(勾配1/1) 

有〈水深5Ocm)

和')(水深7Ocm)

段差なし(跳水.ill離流なし)



目視計数調査 2010年4月8日、 4月9日、 4月 14

日、4月 16日、4月21日、4月26日の6回実施した。

方法は小わざ魚道に l名、組石魚道に 3名の観測員を

配置し、 8:00 ~ 17 : 00の聞に毎時20分間魚道を

通過するアユの個体数を計数した。計数に際し、観測

員は偏光グラスを装着し、水面の乱反射を軽減させた。

また計数終了後に各魚道の入水口直下においてエレク

トロ・フイツシャー (SMITH-ROOT社製 LR-20B) 

60秒通電によって失神したサンプルをタモ網で採捕

し、冷蔵もしくは 10%ホルマリン溶液で固定して持

ち帰り、研究室で全長を測定し、目視調査日に各魚道

を通過したアユの全長組成を求めた。

定量採捕調査 3日間の連続採捕とし、採捕実施中に

魚道以外の堤体からの越流が認められなかった 2010

年5月 17日から 5月 19日(第 l回次)及び6月2

日から 6月4日(第2回次)に実施した。各魚道の入

水口に袋網を設置することにより、魚道を通過したア

ユの全数を採捕した。小わさ、魚道には網口開口幅300

cm、身網丈 100cm、魚捕長 400cm、目合は身網及

び底網5mm、袖網 7mmと5mm、魚捕部5mmの

袋網を 180cm x 150 cm x 100 cmの強化プラスチッ

ク製枠及び上流側3箇所に設置した土嚢アンカーから

のロープによって網成りを形成し、魚道入水口幅全面

に隙聞なく設置した。

粗石魚道には網口開口幅400cm、身網丈 120cm、

魚捕長400cm、目合は身網、底網5mm、袖網7mm

と5mm、魚捕部5mmの袋網を 320cm X 180 cm 

x 150 cmの強化プラスチック製枠及び上涜側3箇所

に設置した土嚢アンカーからのロープによって網成を

形成した。なお、組石魚道は魚道幅が620cmと広く、

4つの入水口全てをカバーする有効な漁具が見いだせ

なかったことから 4つの入水口の内、右岸側2つの入

水口を全てカバーするよう袋網を設置した。設置に際

しては小わざ、魚道同様に隙聞のないよう配置した。残

りの 2つの入水口については 200cm X 150 cm枠に

目合5mmのトリカルネットと百合4mmのテトロン

網を三重に張り付けたパネルを入水口に密着させ物理

的にアユが通過できない状態とした。また袋網揚網と

同時にパネル直下においてエレクトロ・フィッシャー

によるアユの滞留状況を確認した。袋網による定量採

捕の時間帯は第 l回次調査では夜間と昼間に分け、第

2回次調査では、夜間、昼間の午前および昼間の午後

に分けた。定量採捕を実施した時間帯の詳細は表2に

示した。

採捕したアユは回収時毎に現地で尾数計数を行い、

測定試料以外は全て小迫堰堤上流に放流した。なお、

魚道通過尾数については、 2010年6月9日に小迫堰

において実施した袋網の脱出試験により補正した。脱

出試験は袋網に入ったアユのうち、網目の通過及び跳

躍によって袋網を越えていく個体の割合を把握するも

ので、袋網入口を目合5mmのトリカルネットと目合

4 mmのテトロン網を二重に張り付けたパネルで塞い

だ状態で実施した。使用したアユは小迫堰直下でエレ

クトロ・フィッシャーにより採捕したアユ 282尾を

13: 00に袋網内に放流し、 17:30に袋網を揚網し、

残ったアユ個体数から時間当たりの脱出率を求め補正

した。また、小迫堰下に蛸集したアユと各魚道を通過

したアユの全長組成を比較するため、 6月2日に小迫

堰直下でエレクトロ・フィッシャー 10秒通電によっ

て失神したアユをタモ網で採捕し全長を測定した。

調査期間中、水温、水位及び魚道の各部流速(涜入

口、流入口より 2m下流、流出口)を測定した。水温

はサーモレコーダー (Tand D社製TR-51S)を魚道直

下の根回ブロックに設置し、 30分ごとに記録し、後

日回収してデータをパソコンに取り込んだ。水位は山

口県土木防災'情報システムの宮迫水位局の水位データ

を引用した。なお、調査期間中の水位では、小迫堰堤

からのオーバーフローはなく、両魚道のみから流下す

る状態であった。流速はプロペラ式流速計(横河電機

社製モデル 3631)を用いて測定した。

表2 袋網定量採捕を行った時間

回虫 年月日開描時間と取揖時間

1回 2010年
5 月17 日 16:00~B:00

2回

5月19日

2010年

6月2日

6月4日

日 :00~16:00

16:00一日:00

9:00~12:30 

12:30~17:00 

17:00~ B:OO 

B:00~13:00 

13:00~16:00 

16:00~ B:OO 

B:00~12:30 

12:30~16:00 

標識放流による魚道選択調査 2010年5月 18日か

ら5月 19日に実施した。標識放涜に用いた天然アユ

と放流アユのうち、天然アユは 2010年5月 18日に

小迫堰下流 100m に位置する瀬で採捕した(平均全

長75.9mm)。放流アユは(社)山口県栽培漁業公社

で種苗生産された海産系アユを山口県山口市仁保の植

野川漁業協同組合の中間育成池で育成されたものを

用いた(平均全長 96.9mm)。天然アユの標識はアブ

ラピレカット及び左腹ピレカットとした。放涜アユ
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についてはアブラピレカットのみとした。標識作業は

小迫堰直下で実施した。標識作業の際には麻酔 (FA-

100)を行った。標識付けが終了したアユは河川内に

設置された胴丸寵の中で30分覚醒させ、小わざ魚道

と粗石魚道の境目である仕切り隔壁下流 15mの平瀬

で、胴丸寵の蓋を水中で開放し、 10分以内に自力で泳

ぎ出た個体数を標識放流数とした。標識放涜数は天然

アユ700尾、放涜アユ 1，034尾であった。標識放流

は5月18日13:00に行い、 5月18日16:00及

び5月19日8:00に前述の定量採捕調査のため、小

わざ魚道、組石魚道に設置された袋網で採捕されたア

ユの中から標識アユを選り分け、冷蔵もしくは 10%

ホルマリン溶液で固定した状態で全数持ち帰り、研究

室で全長を測定し全長組成分布を求めた。

経済効果に関する解析 2010年5月17日から 5月

19日に実施した第 1回の定量採捕調査で得られた小

わざ魚道、組石魚道の魚道通過尾数と採捕されたアユ

の平均体重から求めた魚道通過量 (kg)を用いた。涜

速はプロペラ式流速計(横河電機社製モデル3631)

を用いて測定した。流量については小わざ技魚道、粗

石魚道の入水口幅、水深及び流速から求めた。

経済効果を貨幣化するに際し、山口県内の河川放流

用アユの過半数を供給している植野川漁業協同組合の

放流種苗販売単価を使用した。さらに通水量 1m3当

たり、魚道入水口幅 1m当たり、各魚道 1時間当た

りのアユ通過量相当の放涜種苗購入金額による比較も

行った。

結 果

目視計数調査 目視計数調査による小わざ魚道と粗石

魚道におけるアユの時間帯別20分間当たりの遡上尾

数調査結果と同日に両魚道内で採捕したアユの全長組

成を図3、4に示した。

目視計数調査を行った全ての調査日において小わざ

魚道の計数尾数合計は粗石魚道の 2.3- 10.5倍多い

結果を示した。

魚道内で採捕したアユの平均全長は 4月9日小わざ

魚道90.8mm、粗石魚道89.1mmであり、 Welchの

t検定において、有意差は認めらなかった (p=0.073

> 0.05)0 4月 16日は小わざ魚道89.5mm、組石魚
道86.1mmであり、 Welchのt検定において、有

意差が認められ (p=0.0084< 0.01)、小わざ魚道
は大型個体が多く利用したことを示した。 4月21

日は小わざ魚道 82.2mm、組石魚道 87.0mmであ

り、 Welchのt-検定において、有意差が認められ

(p=0.0000467 < 0.01)、粗石魚道は大型個体の割合

が多いことを示した。また、魚道内の採捕尾数も小わ

ざ魚道101尾に対し、粗石魚道50尾と2倍の差があっ

た。 4月26日は小わざ魚道82.8mm、組石魚道 85.3

mmと組石魚道が大きい値ではあるが、採捕尾数が組

石魚道では 4尾しか採捕できなかったことから平均全

長の差を評価することはできなかった。

調査日の水位、水温、気温、魚道各部の流速分布を

表3および表4に示した。小迫堰は宮迫水位局水位で、

51 cmであれば、魚道以外からの越涜はない状態とな

る。気象条件はあまり良くなく、肌寒く、曇りや雨の

日が多かった。水温も低くアユの遡上行動が本格化す

る目安は 130C以上であり、跳躍するような活発な遡

上行動は 150C以上 4)であるが、 4月中旬まで 130Cを

超えるのは主に 14:00以降で、あった。また、冷え込み

の強い日には 130Cを超えない日もあった。 130Cをコ

ンスタントに超えるようになったのは4月下旬からで

あったが、 150Cを超えることはなく、遡上アユの跳躍

はほとんどなかった。また、 4月 16日には小わざ、魚

道脇にある余水吐の差板が外され、小わさ*技魚道入口

に非常に強い涜れが形成されていたことから、粟野川

漁業協同組合を通じて、小迫堰菅理者の了解のもとに

差板を入れて、余水吐からの出水量を抑えた。

定量採捕調査 l回次調査の袋網採捕数及び全長組成

分布を図5及び図6に、 2回次調査の袋網採捕数及び

全長組成分布を図7及び図8に示した。 l回次調査の

袋網回収時全てにおいて小わざ魚道に設置した袋網へ

の入網数は組石魚道の 20倍、 16倍、 10倍と圧倒的

に多い結果を示した。 2回次調査においても小わざ、魚

道袋網の入網数は組石魚道の 4.5倍、8.3倍、2.7倍、2.9

倍、 5.8倍、 3.3倍、 9.3倍、 2l.2倍とやはり多い結

果を示した。粗石魚道のパネルで塞いだ2つの入水口

について袋網回収前にエレクトロ・フィッシャーによ

る滞留状況確認を行ったが、 1尾のアユも採捕するこ

とはで、きなかった。またシュノーケリングによる隙間

確認でもアユが通過できる隙聞はなかったことから、

調査期間中、組石魚道を通過したアユについては全て

袋網の設置しである入水口を通過したものと考えられ

た。

脱出試験の結果、 1時間当たりの脱出率はl.49% 

であり、 l回次調査及び2回次調査とも時間当たりの

脱出率に変化がなかったとの前提により補正した場

合、 l回次調査の小わざ、魚道及ひ粗石魚道の推定総採

捕尾数は小わざ魚道26，015尾、粗石魚道2，172尾、

2回次調査の推定総採捕尾数は小わざ魚道5，730尾、

粗石魚道 1，667尾となり、 1回次調査では 12.0倍、 2

回次調査では 3.4倍のアユが小わざ、魚道を通過した。

採捕したアユの平均全長は小わざ魚道では 1回次調
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表3
信考

小迫堰わずかに鍾這.

11.5肌寒い.魚道周辺lζア1見えず.
13.5 小わきフールlζ7~少数.
12.8 
12.1 
14.5 小わき7ール肉lζ7~多くなる.
13.6 
134 小わきヲールlζ7~多数.

気温("C)

目視調査時の天候、水位、水温、気温
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目視調査時の魚道各部の流速分布

這速位置J日付
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左岸関壁
魚道出水口平均涜速いm/蝿 c)

中央部

主差置量



ユの全ての全長組成が通過しているが、組石魚道では

全長90mm以上のアユが 72%を占め、 65mm以下

のアユは通過していなかった。

表5に第 l固定量調査における採捕魚取揚回次毎の

水位、水温、流量、平均流速を示した。水位は平常よ

りもやや低く、魚道以外からの通水はない状態であっ

た。水温は 19~200Cであり、アユが活発に遡上する

水温帯 4)であった。定量採捕実施時間内における流量

は小わざ魚道で 36，332t、粗石魚道で 111，372tであっ

た。

_.1抱官首n

a・e=瞳5.311師事

N=30自

陣~!11

凶

叫

圃
晴
樹
帽
鴨
署

ll.25 

8.2 

0Jl5 

査 79.7mm、2回次調査82.7mmであったのに対し、

組石魚道では l回次調査82.9mm、2回次調査86.2

mmと大きかった。また組石魚道では全長90mm以

上のアユが 52%を占めるのに対し、小わざ魚道では

43%であった。さらに小わざ魚道では全長 70mm以

下のアユが 19%を占めるが、粗石魚道では 70mm以

下は 13%と少なかった。

図9に6月2日に小迫堰直下で採捕したアユの全

長と小わざ、魚道、組石魚道を通過した

アユの全長を示した。小わさ*魚道は小迫堰下の遡上ア
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意差が認められた Cx2=10.5> x 2(1，0.01) = 6.64)。
全長組成分布から「放流アユJI天然アユ」とも組石

魚道は主に全長 100mm以上の大型個体が選択した

ことが判った。

経済効果に関する解析 ①5月 17日から 5月 19日

の調査期間中、小わざ、魚道を通過したアユは 69.4kg、

組石魚道を通過したアユは 7.0kgであった。②小わ

ざ魚道、粗石魚道を通過したアユの平均体重は 3.6g 

であったことから、植野川漁業協同組合の 2-4gサイ

ズの放流用種苗販売単価である 6，000円Ikgをアユ

のkg当たりの経済価値として使用し貨幣化した。③

この結果、調査期間中に小わざ魚道を通過したアユ

は416，455円、粗石魚道を通過したアユは 41，806円

と推定された。④ 1時間当たりのアユ通過量からみ

た小わざ魚道と粗石魚道の効果試算について図 12に

標識放流による魚道選択調査小わざ魚道、粗石魚道

別の標識魚の採捕尾数を図 10に、採捕された標識魚

の魚道別の全長組成分布を図 11に示した。標識放涜

が実施された3時間後の5月18日16:00には小わざ、

魚道に「放流アユJ175尾(標識魚の 16.9%)、「天

然アユJ11尾(標識魚の1.6%)が入網したが粗石魚

道には 1尾も入網しなかった。翌5月 19日8:00に

は小わざ魚道に「放流アユJ317尾(標識魚の 30.7%)、

「天然アユJ24尾(標識魚の 3.4%)が入網した。一

方の組石魚道には「放流アユJ7尾(標識魚の0.7%)、

「天然アユJ4尾(標識魚の0.6%)が入網した。よっ

て、標識放流から 19時間で小わざ魚道は「放流アユ」

47.6 %、「天然アユJ5.0 %が選択したことを示し、

粗石魚道と比較し「放流アユJ70.3倍、「天然アユJ8.8 

倍のアユが小わざ魚道を選択し、 X2検定において有
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示した。 1時間当たりのアユ通過量は、小わざ魚道、

12，578円、粗石魚道 1，253円と試算され、小わざ魚

道は粗石魚道の 10倍の効果があったことを示した。

魚道流量とアユ通過量からみた小わざ、魚道、粗石魚

道の効果試算は図 13に示した。

調査期間中の魚道通水量 1m3当たり小わざ魚道で

は14円分、粗石魚道では0.45円分のアユが通過した

こととなり、小技魚道は組石魚道の 31倍の効果があ
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ると推定された。

1時間当たりのアユ通過量と魚道入水口幅 (m)か

らみた小わざ魚道と粗石魚道の効果試算について図

14に示した。

この結果、魚道入水口幅 1m当たり 1時聞に小わざ、

魚道で 7，187円、組石魚道で 202円のアユが通過し

たと試算され、小わざ魚道は粗石魚道に比べ、 36倍

の効果があると推定された。

組石魚道

図12 1時間当たりのアユ通過量から見た効果の貨幣化
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考 察

目視計数調査および定量採捕調査において、小わざ

魚道は粗石魚道よりも圧倒的に多い通過尾数であっ

た。調査時の小迫堰下の主流は右岸寄りに形成されて

おり、アユが最初に到着する魚道は組石魚道である。

しかし、粗石魚道下は根固ブロックが敷き詰められ、

水深が 10~ 20 cm程度であった。このため、流速は

調査日の平均でも 90cm/sec以上と浅く速い状態であ

り、アユが組石魚道下に一時的に滞留することが難し

い状態であったことが組石魚道を通過した個体数が少

ない要因のーっと考えられた。遡上期のアユは巡航速

度に近い流れを好んで選択する 5，6)ことが知られてお

り、調査日のアユの平均全長であれば50~ 70 cm/ 

secの涜速を選択するであろう。一方、小わざ魚道流

出部の流速は調査時には 50cm/sec程度であったこ

とから、アユの多くが巡航速度に近い流速分が形成さ

れていた小わざ、魚道流出部を選択したものと推察され

た。また魚道内の水深はアユが遊泳するには最低でも

休高の2倍必要であるのが、組石魚道では速い流速

を回避するために待機する粗石後背部に全く水がない

か、もしくはあっても 1cm程度の水深しかなく、平

均流速も 160cm/secを超えており、粗石後背部で機

会をうかがい、粗石を飛び飛びに遡上することが非常

に困難な状況にある。よって組石魚道に進入したア

ユは流速の速い斜路を一足飛びに遡上する必要があ

り、相対的に体長が大きく遡上力の大きい個体のみが

通過できたと考えられる。一方の小わざ魚道において

は様々な大きさの組石で、構成された水深20cm程度の

小プールの連続であり、しかもプール内の流速分布は

平均50cm/sec程度であり、またアユの巡航速度を大

きく下回る 10cm/sec程度部分も多く、様々なサイズ

のアユが自らの好適な流速分布箇所を伝うことで通過

を可能としていると推察された。このことは、小わざ、

魚道脇の余水吐から大量の水が放水され、小技魚道の

出水口に非常に速い流速が形成された 4月 16日には

小技魚道を大きなサイズのアユが多く通過していたこ

と、増水時の 4月21日、 4月26日には小型のアユ

は小わざ魚道を大型のアユは粗石魚道を通過している

ことからも、小わざ、魚道には、様々な大きさのアユ自

らが好適と感じる流速・水深分布を選択できる環境が

創造されていると推察され、このことが遡上量及び全

長組成分布差となって現れたと推察された。

今回試験に用いた放涜アユは山口県内の河川放流用

種苗を使用したが、放流アユは標識放流から 19時間

で総放流尾数の 48%が小わざ魚道そ通過した。山口

県内の内水面漁業協同組合からは「放流アユは増水等

で下流に流されると元の場所に戻ってこない」と評価

されることが多く、実際に河川調査の際に、取水堰堤

直下に大量に蛸集しているのを目撃することもある。

放流アユは天然アユに比べ遊泳力が弱いとの感覚的な

評価が県内の内水面漁業協同組合関係者にある。しか

し、今回の調査結果は、小わざ魚道は増水等によって

流下した放流アユが容易に復帰遡上可能であることを

示しており、小わざ、魚道は放流アユがスムーズ、に通過

できる魚道内環境が創造されていると推察された。こ

の調査から小わざ、魚道は放流アユの漁場への定着・分

散に大きく貢献することが示された。

天然アユについては小わざ魚道が組石魚道よりも多

く遡上し、全長組成分布も異なる結果ではあるが、採

捕された尾数が少なく標識放流からの選択性は検討す

ることは難しい。しかし、定量採捕調査結果から天然

アユも多くが小わざ魚道を選択していると推察され

た。

浜野ら 2)は、山口県の河川の生態系を天然アユ、天

然モクズガニおよび天然ウナギの分布から、これら 3

種が全くいないか極めて少ない流域を「カワムツ型」、

天然アユはいないが天然モクズガニ、天然ウナギが見

られる流域を「モクズガニ型J、3種全てが普通に見

られる涜域を「アユ型」の3タイプに区分し、山口県

の主要23水系において堰堤の上流と下流で現地調査

を行い、前述の3タイプに流域を大別した。これらの

3タイプは堰堤が生物の遡上を妨げたため生じている

ことと考え、“小わざ"を使うことで現況の「かわむ

つ型」あるいは「モクズガニ型」が「アユ型」に変え

られる涜域を「アユ型LC(Low Cost) Jとして安価な

工事で生態系が復元できる流域範囲として示した。“小

わざ"とは、既存の堰堤、頭首工を安価な工事で改善

する際の手法であるとしている。

今回の調査結果に基づき、取水量や強度など、堰堤

の基本的な性能に影響を与えることなく、少ない経費

でアユの遡上を助長することができる“小わざ"を利

水関係者が積極的に取り入れるよう、今後は働きかけ

ていくべきであると考える。

要 約

-目視計数調査、定量採捕調査において、魚道を通過

したアユの尾数は小わざ魚道が組石魚道を大きく上

回った。

・小わざ、魚道は小型~大型の遡上アユがまんべんなく

利用していたが、粗石魚道は小わざ魚道に比べ大型

個体が利用する傾向が見られた。
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-小わざ魚道は小プールが連続していることから魚道

内の流速分布はアユの突進速度の範囲内にあり、か

つ、アユの遡上と危険回避に必要な水深が確保され

ていることが小わざ魚道をアユが選択した理由とし

て考えられた。

-標識放流試験では人工養成された放流アユは小わざ、

魚道を選択する傾向が明らかであった。増水等で、流

下した放流アユの復帰遡上に小わざ魚道は有効で、あ

ると考えた。

・調査期間中のアユ遡上量を種苗単価に置き換えた効

果推定を行ったところ、小わざ魚道は少ない涜量、

小さな魚道流入口幅で多くのアユを遡上させること

ができることから、粗石魚道に比べ効率が高いこと

が示された。
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扇型簡易粗石付き斜路式魚道("水辺の小わざ"魚道)

の設置効果について

(2 )遡上魚類と甲殻類の種類および遡上量について

畑間俊弘

Influence of a Rock Ramp Fishway with Sequential Small Pools (Mizube-no-
Kowaza fishway) placement 

( 2) On the amount and species of the fish and decapoda passed through 

the fishway 

Toshihiro HATAMA 

Usage of the Mizube-no-Kowaza fishway by fishes and decapod crustaceans was assessed in the Awano 
River， Yamaguchi Prefecture， western ]apan. Nine fish， four decapod crustacean and one gastropod 
species were collected by the traps set at the upstream margins of the Mizube-no・Kowazafishway and 

the traditional rock ramp fishway， set side by side. Of these species， fluvial fishes selected the Mizube-
no-Kowaza fishway， whereas benthic gobiid fishes selected the traditional rock ramp fishway， both in 

number of species and individuals. Eventhough juvenile and adult shrimps used both types of fishways 
in similar manner early in the night， ascending shrimps (prawns?) were seen washed away by hydraulic 
jump only in the traditional fishway. The “washed away" shrimps ascended the Mizube-no・Kowazafishway 
in the latter half of the night. The Mizube-no・Kowazafishway was found to offer effective upstream 
passage for decapod crustaceans in having peripheral area with moderate flow and wetted margins that 
are not atfected by hydraulic jump. 

Key words : Rock Ramp Fishway， Mizube-no-Kowaza Fishway， decapoda 

山口県にはアユ以外にも海と川を行き来する通し回

遊を行う魚類および十脚甲殻類が多く分布している

が、多くの河川において取水堰堤、頭首工等の河川構

造物を境にこれら通し回遊性魚種の分布が断絶してい

る状況が確認されている1)。これは、通し回遊性魚種

が通し回遊を行う際に、取水堰等の河川構造物が遡上

障害物となっていることを示唆している。また、大き

な出水時にはアユ以外の遊泳魚類も堰を越えて疏下す

ることがあり、これらが復帰遡上するときにも取水堰

等の河川構造物は遡上障害物となり、本来の生息域に

戻ることを困難にしている状況が考えられる。

扇形簡易粗石付き斜路式魚道(“水辺の小わざ、魚道"、

以下、小わざ魚道という)が、通し回遊魚種の遡上や

流下した魚類及び十脚甲殻類の復帰遡上に対し、従来

型の粗石付き斜路式魚道(以下、粗石魚道という)と

比較して有効であるかを検証した研究結果について報

告する。

材料及び方法

調査場所 山口県下関市を日本海側に流れる二級河

川、粟野川下流部に位置し、小わざ魚道と粗石魚道と

が併設されている小迫堰で、実施した。魚道の設置位置

と仕様については、前報 2)で報告した。魚道の概略図

は図 lに示した。

予備調査本調査を実施する前に遡上状況等を確認す

る予備調査を 2010年8月 17日及び9月20日に実

施し、調査開始日を決定した。

-149-



上流

左岸

図I 小迫堰における各魚道位置等概略図

甲殻類の魚道内遡上目視調査調査は 2010年9月

24日、 10月8日に行った。小わざ魚道は 1.8m幅の

魚道流入口が lつだけであるのに対し、組石魚道は1.5

~ 1.6m幅の魚道流入口が4つあるので、小わざ魚道

は左岸、組石魚道は右岸、中央部、左岸の各涜入口 4

カ所で、水際を遡上してくる甲殻類を目視により計数

した。観測員は小わざ魚道に 1名、組石魚道に 3名

を配置した。計数に際し、観測員は赤色のフィルター

を装着した懐中電灯もしくはキャップライトを使用し

た。

計数は、日没時刻よりそれぞれ24時、 23時までの

問、 1時間ごとに 5分間ずつ6回行った。日没時刻は

国立天文台のホームページ情報(HYPERLINKもttp:11

eco.mtk.nao.ac.jp/koyomi/" http://eco.mtk.nao.ac.jp/ 

koyomi/)を参考にした。遡上数の計測値は、 1時間

あたりの遡上数に補正して、日没からの経過時間ごと

に累計し、計数地点別に比較した。

定量採捕調査調査は、 2010年9月24日から 25日

に行った。小わざ魚道及び粗石魚道右岸側入水口に袋

網を設置し、魚道を通過した魚類及び十脚甲殻類を採

捕した(図2び3)。使用した袋網は網口開口幅300

cm、身網丈 100cm、魚捕長250cm、日合は身網、底網、

袖網 1.5mm、魚捕部 1mmであった。袋網は 180

cm X 150 cm x 100 cmの強化プラスチック製枠及

び上涜側3箇所に設置した土嚢アンカーからのロープ

によって網成りを形成し、魚道入水口幅全面に隙聞な

く設置した。また、甲殻類が網を乗り越えるのを防止

するため、身網の一部をステンレス 1mmメッシュの

金網にすることで毛細菅現象による水の吸い上げを防

止し、湿った網地がない状態を作ることで甲殻類の乗

り越えを防止した。また、漁具の目合が 1mmと極め

て細かいため、浮遊物等による網の流失・破損を防ぐ

目的で、袋網の周囲にペットボトルとタマネギネット

で作成したオイルフェンス状の防護フェンスを水面上

から水面下 10cmに配置した。粗石魚道については

漁具の目合が極めて小さいため規模の大きな袋網は設

置できないので、 9月20日の事前調査により甲殻類

は右岸側を集中して通過することが確認されていたこ

とから、右岸側入水口に配置した。

袋網は 9月24日11: 00に設置し、 9月24日

16: 00、9月25日0:00、9月25日7:00、9月

25日11: 00の計4回、入網した魚類・十脚甲殻類

を取揚げた。最終の取揚げ以外は、魚類・十脚甲殻

類を取揚げ後、直ちに袋網による定量採捕調査を継続

した。採集物は冷蔵もしくは 10%ホルマリン溶液で

固定した状態で持ち帰り、研究室で測定した。 1日を

11 時~ 16 時(日中後半)、 16 時~O 時(夜間前半)、

O 時~7 時(夜間後半)、 7 時~ 11時(日中前半)の

4つに区分し、その時間区分ごとに解析した。魚類の

同定については中坊 3)に従った。十脚甲殻類の同定に

ついては浜野 4)fこ従った。

なお、テナガエビ科のエピ類は、産卵のために円水域

まで降河し、産卵を終えて本来の生息場に再び戻るた

めに遡上していたと思われる個体(戻り遡上個体)と、

一 150-



図2 袋網漁具および防護フェンス

図3 小わざ魚道(奥側)と組石魚道(手前側)に設置した袋網漁具および防護フェンス

解化後変態を遂げて稚エビとなって遡上していると思

われる個体(遡上個体)に分類し表記した。戻り遡上

個体と遡上個体の判別基準については、浜野ら 4)が、

徳島県において採集した抱卵メスの最小個体は、ヒラ

テテナガエビでは全長 35.0mm、ミナミテナガエビで

は全長37.1mmであったことから、ヒラテテナガエピ

は35.0mm以上を戻り遡上個体、 34.9mm以下を遡上

個体とし、ミナミテナガエビは 37.1mm以上を戻り遡

上個体、 37.0mm以下を遡上個体とした。なお、エビ

類の一部において、頭胸甲や額角の特徴から種の同定

は可能であるが、額角や体の一部の欠損により全長の

測定は不可能である個体があった。こういったエビ類
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については通過数には含めたが、体サイズについては

測定対象外とした。

組石魚道の通過尾数については魚道の一部しか袋網

を設置できなかったので、実採捕個体数を補正し魚道

通過個体数とした。補正に際して、エピ類については

目視計数調査結果を用い補正した。魚類については9

月20日の事前調査でスロット毎に通過数の差を認め

なかったため、粗石魚道の総入水口全体幅620cmに

対する袋網設置幅 160cmの割合25.8%.で入網量を

補正した。

調査期間中、水温、水位、魚道の各部流速(涜入口、

流入口より 2m下流、流出口)を測定した。魚道流入

口流速と袋網取揚げ時の魚道水深から取揚げ回次毎の

魚道流量を求めた。水温はサーモレコーダー (Tand 

D社製TR-51S)を魚道直下の根回ブロックに設置し、

30分ごとに記録し、後日回収してデータをパソコン

に取り込んだ。水位は山口県土木防災t情報システムの

宮迫水位局の水位データを引用した。なお、調査期間

中の宮迫水位局水位では、小迫堰堤からオーバーフ

ローすることはなく、両魚道のみから流下する状態で 350 

あった。流速はプロペラ式流速計(横河電機社製モデ

ル3631)を用いて測定した。流量は小技魚道におい

ては魚道入水口幅と魚道入水口の実測水深と魚道入水

口4カ所の平均流速を用い、前述した 4つの時間区分

毎の流量を求めた。組石魚道も同様の方法で4カ所の

スロット毎に、時間区分毎の涜量を求め、合計したも

のを粗石魚道の流量とした。

結 果

甲殻類の魚道内通過目視計数調査

9月24日の日没時聞は 18: 09 (山口市)、 10月8

日では 17: 50 (同)で、あった。

宮迫水位局水位は9月24日の調査開始時は46cm 

であったが、終了までに 1cm低下した。 10月8日

では調査開始から終了まで変化はなく 43cmあった。

水温は 9 月 24 日の調査時間中では 22SC~23.0oC、

10月8日では終始20.4oCであった。

日没後の時間ごとの計数場所別 1時間あたり通過数

を図4及び図5に示した。全調査時聞における通過尾

数の合計は、 9月24日は小わざ魚道左岸636尾、粗

石魚道右岸756尾、粗石魚道中央0尾、粗石魚道左

岸96尾であった。 10月8日は小わざ左岸696尾、

粗石魚道右岸 1，116尾、粗石魚道中央0尾、粗石魚道

左岸60尾であった。 9月24日、 10月8日両調査日

ともに、粗石魚道右岸、小わざ左岸、組石魚道左岸の

順で多く、粗石魚道中央部で、の通過は確認で、きなかっ

た。特に粗石魚道右岸と、小わざ左岸の通過が多く、

粗石魚道左岸の方が小わざ、左岸より多かった。また、

目視計数は0:00及び23:00で終了したが、日没から

調査終了時までの聞に通過が確認されたエピ類の98

%がヌマエビ類とテナガエピの遡上個体群であり、テ

ナガエビの戻り遡上群と思われる全長40mm以上の

大型の個体は 2%と少なかった。体長からテナガエビ

の戻り遡上個体群と思われる個体は右岸魚道側壁に極

めて近い魚道底面と右岸魚道側壁の水際線に近い水中

部分を遡上していくのを確認した。その他のヌマエピ

類、テナガエビ、遡上個体は全て水際線及び水面上の飛

沫帯及び吸水現象等により側壁が湿っている部分を、

列をなして通過した。 9月24日に粗石魚道を通過し

たエピ類の88.6%は右岸魚道側壁の水中から水際、飛

沫帯を通過したと推定された。

粟野川にはモクズガニが生息しているのが確認され

ている1)が、調査期間中、モクズガニが通過するのは

確認できなかった。
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図4 目視調査によるエビ類の 1時間あたり魚道通過
数 (9月24日)
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図5 目視調査によるエピ類の 1時間あたり魚道通過
数(10月8日)

定量採捕調査 9月24日11: 00の調査開始から 9

月25日11: 00 の調査終了までの水温は 2 1.40C~

23.0oCの範囲であった。調査時の水位は調査開始ヵ、ら
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終了までの聞に6cm低下しており、減水傾向にあった。

9月24日調査時間中の平均流速測定結果を図6に

示した。魚道入水口では小わざ魚道 112.0cm/sec、

粗石魚道95.5cm/secと、やや小わざ魚道の方が速い

流速であったが、入水口から下流2m位置の魚道斜路

内の流速は左岸、中央、右岸の3カ所では小わざ魚道

16.5 cm/sec、10.2cm/sec、40.0cm/secに対して粗

石魚道 117.1cm/sec、104.4cm/sec、127.3cm/sec 

と、全ての測定場所で組石魚道の方が速い分布を示し

た。魚道出水口の左岸で、は小わざ魚道 146.5cm/sec、

組石魚道50.4cm/secと小わざ、魚道のほうが速かった。

中央、右岸では小わざ、魚道63.1cm/sec、49.4cm/sec、

粗石魚道70.6cm/sec、63.1cm/secとやや組石魚道の

ほうが速かった。目視計数調査でエピ類が多く利用し

た小わざ魚道左岸斜路および粗石魚道右岸斜路の流速

は 13.2~ 34.4 cm/sec、103.8~ 129.1 cm/secの範

囲であった。

流量は小わざ魚道では 11~ 16時総涜量2，325t、

16 時~O 時 3，720 t、 0 時~7 時 3 ，255 t、 7 時~ 11 

時1，860tで調査中の総流量は 11，159tと推定された。

組石魚道は 11~16時21，938t、 16 時~O時35 ， 101 t、

O 時~7 時 30，714 t、 7 時~ 11時 17，551tで調査期

間中の総流量は 105，304tと推定された(図7)。

小わざ魚道と組石魚道の袋網に入網した十脚甲殻類

及び魚類について種数別平均全長を表 lに示した。小

わざ魚道ではミナミテナガエピ、ヒラテテナガエピ、

ミゾレヌマエピ、ヤマトヌマエピ、モクズガニ、シマ

ヨシノボリ、オオヨシノボリ、ゴクラクハゼ、ヌマチ

チブ、アユ、オイカワ、カワムツ、ユゴイ、イシマキ

ガイの 14種が採集された。粗石魚道ではミナミテナ
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ガエピ、ヒラテテナガエピ、ミゾレヌマエピ、モクズ

ガニ、シマヨシノボリ、オオヨシノボリ、ゴクラクハ

ゼ、ヌマチチブ、アユ、オイカワの 10種が採集された。

エピ類、底生魚については両魚道において種数に大き

な差はみられず、遊泳魚については、粗石魚道で採集

された個体数は非常に少なかった。

通し回遊性種で入網数の多かったミナミテナガエ

ピ、ヒラテテナガエピ、ミゾレヌマエピのエピ類3種

と、ゴクラクハゼ、オオヨシノボリ、シマヨシノボリ

の底生魚3種の計6種について時間区分毎の入網数及

び平均全長の変化を図8から図 11に示した。

エピ類の通過数は粗石魚道の方が多かった。小わざ

魚道におけるテナガヱピ類の夜間後半の入網数は、夜

間前半の入網数より大幅に増えた。内容も遡上個体よ

りも戻り遡上個体が多くなっており、前述の目視観察

を行っていた 0:00以降に遡上ピークがあったことを

示している。一方、粗石魚道における入網数は夜間後

半になると減少、またはほぼ同じであった。ミゾレヌ

マエピの夜間前半と後半での入網数は、小わざ魚道で、

はほぼ同じであったが、組石魚道では夜間後半になる

表 I 定量調査で袋網に入網した魚類及び十脚甲殻類の種名及び平均全長

回避型 11.00-1600 16.00-0:∞ 0.00-07:00 。7:00-11:00 
種名 (通し回遊・ 小わき 祖石 小わぎ| 祖石 4、わざ 粗石 小わぎ | 粗右

非通し回避〉 平均全長(mm) 平均全長(mm) 平均全長(mm) 平均全長(mm)

ミナミァナガ工ピ(戻り遡上) 通し回遊 74.5 38.5 58.6 55.3 56.1 54.6 51.2 50.8 

ヒラテナガヱピ(戻り遡上) 通し回遊 4日日 54.2 50.5 50日 43.2 
ミナミテナ力!エビ(遡上) 通し回避 20.9 21.4 21.9 22.3 21.9 21.6 22.7 21.7 

十蜘甲殻類 ヒラテナガ工ピ〔遡上〕 通し回避 20.4 19.9 20.8 20.0 
ミゾレヌマエビ. 通し回避 14.6 11.6 13.2 11.9 14.3 13.5 15.6 

ヤマトヌマエビ 通し回避 13.0 
モクズ刀一 通し回避 42.0 13.4 29.1 13.6 

ゴク7ヲハゼ 通し回避 35.4 31.9 38.5 28.6 39.5 35.4 33.1 

底生魚 シマヨシノボリ 通し回避 26.2 25.6 24.3 25.9 25.7 24.7 
オオヨシノボリ 通し回避 23.9 23.4 23.6 21.0 22.0 22.2 22.7 21.5 
ヌマチチプ 通し回遊 45.2 43.4 45.8 26.3 
アユ 通し回遊 127.0 105.0 121.0 97.0 11日。

遊泳魚 オイ力ワ 非通し回遊 24.0 日4.0 71.0 

力ワムツ 非通し回避 21.2 

ユゴイ 通し回遊 27.0 
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図8 定量採捕調査から推定したミナミテナガエピ、ヒラテテナガエピ、ミゾレヌマエピの
時間区分別魚道通過数
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図11 袋網で採捕したゴクラクハゼ、オオヨシノボリ、シマヨシノボリの時間
時間区分毎の平均全長

と大きく減少した。平均全長については小わざ、魚道と

組石魚道で、大きな差は見られなかった。

底生魚はオオヨシノボリとゴクラクハゼは粗石魚道

の採捕数が多く、粗石魚道を選択していると思われた。

シマヨシノボリは小技魚道を選択している傾向が見ら

れた。これら 3種のハゼ科魚類の採捕時間は日中に集

中した。平均全長についてはゴクラクハゼが小わざ魚

道の方がやや大きい傾向があるが、大きな差とは認め

るには個体数が少なかった。

考 察

甲殻類の魚道内通過数目視調査両側回遊種のエピ

類は主に、流れの緩やかな川岸に沿って遡上してくる

ことがわかっている九今回調査を行った9月24日

と10月8日では、魚道の他に堰を越流する水はなかっ

たため、小迫堰の水の流れの両端にあたる小わざ魚道

左岸と組石魚道右岸にエビ類が蛸集していたことにな

る。今回は、川の両端を遡上してきたエピ類が、その

まま魚道に入ったため、堰の流れの両端である、小わ

ざ魚道左岸と、粗石魚道右岸に遡上が蛸集したと考え

られる。

小わざ、魚道左岸より組石魚道右岸のほうが2調査日

とも多く通過が確認された。図2に示すとおり、小迫

堰より下流の流程そみると魚道直下に中州が存在し、

左右2方向への流れが分枝している。そのうち、右岸

側のほうに連続した早瀬、平瀬、測の主流が形成され

ている。日中のシュノーケリングの目視観察では粗石

魚道側の右岸主涜には、コンクリートブロック及び石

詰工が施されており、テナガエピ類の格好の待機場所

となっており、実際に多数のテナガエピを確認してい

る。平瀬周辺の川岸には砂離が堆積し、緩やかな傾斜

の連続した水際線が形成されているため、水深が浅く

緩やかな流れの場所を好んで遡上するエピ類 5)は、右

岸側に偏ったと考えられる。

さらに周辺のツルヨシ等の抽水植物の繁茂する岸際

におびただしい数の稚エピが付着するのを確認してい

る。一方の小わざ魚道の左岸側は分流であり、右岸側

に比べ水量は少なく、抽水植物も少ないことから日中

のシュノーケリングの目視観察では明らかに右岸側よ

りもエピ類の生息量が少ない様子であったことから、

エピ類の遡上主群は右岸岸沿いに遡上を行ったと予想

される。また、右岸側の粗石魚道中間部分に位置する

小迫堰下の床固め部分は河床沈下により十字ブロック

及び石詰篭が露出した状態となっており伏疏水や浸透

水による小さな流れがいくつも形成され、右岸側下部

に繋がっており、粗石魚道中間部分へのバイパスを形

成しておりエビ類の遡上量に影響を与えた可能性があ

る。目視で、通過が確認されなかったモクズガニについ

ては、魚道通過位置は判らなかった。

定量採捕調査入網数の変化に着目すると、エピ類の

入網数が小わざ魚道では、夜間前半から後半にかけて

大幅に増加したのに対し、粗石魚道では横ばい、また

は大幅に減少した。甲殻類の遡上に適した流速は65
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cm/sec以下であることがわかっている 6)が、 9月24

日の魚道斜路で測定した流速分布をみると、小わざ魚

道左岸斜路では 13.2~ 34.4 cm/secと65cm/secを

十分下回っているが、粗石魚道右岸斜路では、 103.8

~ 129.1 cm/secと65cm/sec越えている。また、目

視観察結果から小型のエピ(ヌマエピ類、テナガエビ

類遡上個体)の全ての個体は水際及び水際線から上の

飛沫帯及び吸水現象等により側壁が湿っている部分に

列をなして通過し、大型のエピ(テナガエピ戻り遡上

個体)も魚道側壁の水際線直下の水中を通過するのを

確認している。小わざ魚道は緩傾斜側壁構造であるた

め、水際線に様々な流速分布が形成されることから飛

沫帯や湿っている部分も多く、また側壁角度も緩やか

なことから、エピ類にとって通過しやすい水際構造を

有している。一方の組石魚道は垂直側壁であり、速い

流速分布であることから飛沫帯や湿っている部分に涜

れの振動によって水がかかりやすく、実際に組石魚道

の水際を通過する稚エピが流される様子を調査中に何

度も確認した。よって、組石魚道では、エピ類の通過

に適した流速を大幅に超えていたため、遡上中のエピ

類が、水際線から飛沫帯を遡上する際に跳水等の流水

の振動等によって多くの個体が洗い落とされ、いった

ん魚道下に流下し、小わざ魚道が設置されている左岸

側に定位することにより、岸伝いに遡上するエピ類の

遡上行動から、再び遡上行動を行うのは左岸となり、

その結果小わざ、魚道に遡上したためではないかと推察

された。

ヨシノボリ類の突進速度は、体長x10 cm/sec程度

と言われており 7)、今回の調査で入網した底生魚の平

均全長は 22.0mmから 39.5mmであるので、突進速

度は 39.5cm/sec以下ということになる。しかし粗石

魚道内の流速は、どの測定地点においても突進速度を

大幅に越えており、速やかな遡上は難しいと考えがち

であるが、ハゼ、科魚類の多くは吸盤状の腹びれを利用

して遡上するため、単純に流速が速いことが不適な条

件とはなり得ない。逆に速い流れを好む種も多く、そ

の典型がオオヨシノボりである。県内の河川調査にお

いてもオオヨシノボリはシマヨシノボリよりも速い流

れの場所で多く採捕しており 1)、流れの速い組石魚道

を選択している可能性が高い。粗石魚道において底生

魚は、特にゴクラクハゼで顕著であるが、日中後半に

まとまって遡上した。小わざ魚道も底生魚は日中に安

定的に遡上している様子が確認できたことから、底生

魚は日中に遡上活動を行うと思われる。小わざ、魚道で

は日中前半に入網があったことから、夜明け後より遡

上を開始していると考えられる。採捕尾数から見ると、

オオヨシノボリは粗石魚道を、シマヨシノボリは小わ

ざ魚道を選択している。この結果は、オオヨシノボリ

は速い流速を、シマヨシノボリはオオヨシノボリより

緩やかな流速を好んで分布する 7)ことから、粗石魚道

は「速い流速分布」が形成されていることが生物の利

用実態からも推察できる。

以上より、今後の魚道の設置に際して底生魚の遡上

を考慮するならば、底生魚を呼び込む流速と遡上しや

すい流速の両方を含んだ、多様な流速を創出すること

が望ましいと考える。

遊泳魚は種数、通過尾数からもエピ類や底生魚より

明確に小わざ魚道を選択したことがわかる。遊泳魚は

エビ類や底生魚に比べ、水中での移動能力が高いと同

時に自らの遡上に適した水深、流速場所を選択できる

8. 9)ため、様々な流速分布が創出されている小わざ、魚

道を選択すると考えられる。

要 約

-目視調査からエピ類は魚道側壁の水際線から飛沫帯

を通交することが分かった。小型の個体ほど、水

面上を遡上し、大型のテナガエピの戻り遡上個体は

水際線から水中を多く通過する傾向が見られた。遡

上数は組石魚道の右岸側壁が多く、次いで小わざ魚

道左岸側壁であった。粗石魚道を通過したエピ類の

88.6%が右岸を通過した。

-定量採捕調査からテナガエピ類の戻り遡上個体は多

くが小わざ魚道を選択した。また、小わざ魚道は

遅い時刻にエピ類の採捕量が増加する傾向が見られ

た。要因のひとつとして目視調査において粗石魚道

では跳水等の水の振動により流される個体を多く確

認しており、流されて小わざ魚道の左岸側に流れ着

いた個体の多くが小わざ魚道に遡上するために遡上

ピークの時間差が現れたと推察した。

・テナガエピ類の戻り遡上個体は目視調査を実施し

た0:00までの聞はほとんど、確認できなかったこと

から、深夜から早朝の時間帯に遡上したと推察され

た0

・定量採捕調査から魚類は遊泳魚とハゼ、科魚類で、選択

が分かれたが、遊泳魚は小わざ、魚道、ハゼ科魚類は

粗石魚道での採捕量が多かった。

-小わざ魚道は跳水等の水の振動の影響を受けない水

際線が創出されていることと、緩やかな流速分布が

形成されていることが目視及び採捕された魚種組成

からも考えられた。逆に組石魚道では垂直側壁及び

速い流速分布、水の振動の影響を受ける飛沫帯が形

成され、特にエピ類の遡上にとって好適な条件では

ないことが判った。
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扇型簡易粗石付き斜路式魚道("水辺の小わざ"魚道)

の設置効果について

(3 )扇型簡易粗石付き斜路式魚道(“水辺の小わざ"魚道)を
設置していない堰堤との動物相の比較について

畑間俊弘

Influence of a Rock Ramp Fishway with Sequential Small Pools (Mizube-no-
Kowaza fishway) placement 

( 3) Comparison of白shwayusage at dams with and without 

】Kowaza正"白shwayinstallation 

Toshihiro HATAMA 

Fishway usage by fish and decapod crustacean was compared among three different types of rock 

ramp fishway in the Awano River， Yamaguchi Prefecture， western Japan. The frequency of fishway 
usage was in order of th巴Mizube-no-Kowazafishway， a rock ramp fishway with sequential small pools， 
at Kozako， the rock ramp fishway without pools at Kozako， and the rock ramp fishway without pools at 
Ogawachi. Of the two fishways at Kozako， the Mizube-no-Kowaza fishway was selected by fluvial fishes， 

whereas the rock ramp fishway without pools was favored by gobiid fishes. The fishway at Ogawachi 
was seldom used by any of the fish and decapod crustacean， except for Ayu Plecoglossus altivelis altivelis. 
The size distribution of Ayu collected at the Ogawachi fishway was comparably larger than that of 
Kozako fishways， indicating that the rock ramp fishway without pools was not in function for smaller 
Ayu. Structural problems of the Ogawachi fishway， such as high water velocity， presence of nappe 

created by vertical gap between the main channel and the entrance of the fishway， and lack of pool 
needed for burst upon fishway entrance are accused to be the causes of the fishway malfunctioning. 

Key words : Rock Ramp Fishway， Mizube-no・Kowaza

山口県内の多くの河川において取水堰堤、頭首工等

の河川構造物を境に回遊性魚種の分布が断絶・変化し

ている状況が確認されている 1)。一方、従来型の組石

付き斜路式魚道(以下、組石魚道という)に扇形簡易

粗石付き斜路式魚道(以下、小わざ、魚道という)が併

設された小迫堰で、は、内水面漁業の最重要魚種である

アユの他、ハゼ科魚類、ヌマエピ類、テナガエピ類と

いった通し回遊性種の遡上促進効果がみられたことを

前報 2.3)で述べた。

本研究は、県内に多数存在する 4.3)機能不全魚道の

遡上機能を改善するため、機能不全をもたらす要因の

解明を目的とする。このため、小わざ、魚道が設置され

ている粟野川の小迫堰堤と同一河川で機能不全魚道と

思われる小河内堰堤の魚道(以下、小河内魚道という)

においてそれぞれの魚道を通過した魚類および十脚甲

殻類の定量採捕調査を行ったので、結果を報告する。

材料及び方法

調査場所 山口県下関市を日本海側に流れる粟野川の

小迫堰とその上流約2kmに位置する小河内堰で実施

した(図 l参照)。小迫堰と小河内堰に設置された魚

-159-



、

図I 調査対象河川置及び調査対象堰位置

表 I 調査対象堰堤と魚道の構造

魚道種類 租石付き斜路式魚、道
〈租石魚道〉

魚道這入口幅(m)及びス口守ト教 約8m ・ 1.5~1.6m幅スロット 4箇所

涜入部減勢ブール なし

魚道斜路漫び勾配 上・下2段分割斜路(勾配1;1上・下1
/7) 

祖石配置 直線配置

関l壁勾配 垂直開l壁

中間語勢ブーJ~ なし(中間部分は1/30勾配)

涜品部語勢フール なし

魚道這出部段差有無 段差なし(跳水剥離流なし〉

道構造については表 lに示した。

調査期間 2010 年 6 月 2 日~6 月 4 日の間に実施し

た。

アユ定量採捕調査小迫堰、小河内堰の各魚道の入

水口に袋網を設置し、魚道を通過したアユを採捕し

た。小迫堰の袋網の漁具規模、設置方法は前報 2)の定

量採捕調査と同じである。小河内堰魚道には小技魚道

に使用した袋網と同規格の網口開口幅300cm、身網

丈 100cm、魚、捕長400cm、日合は身網及び底網5

mm、袖網 7mmと5mm、魚捕部5mmの袋網を用

いた。小河内堰直上は水深が約3mと深いため、網成

は 180cm x 150 cm x 100 cmの強化プラスチック

製枠にフロートを取りつけ、水面上に枠が 30cm以

上露出するよう調整したものを用い、上流側3笛所に

設置した土嚢アンカーからのロープによって網成りを

形成し、魚道入水口幅全面に隙間なく設置した。

袋網は 2010年 6月2日8:00に設置し、同日

12: 30、17:00、6月 3日 8:00、13:00、16: 

小ill堰堤 小河内堰堤

扇型簡易租石村き童書路式魚道 租石村き改造斜路式魚道
(小わさ色道〉 〈小河内魚道〉

1.8m:1.8m幅ス口、ット1箇所 f.)4. 5m:1~1.3mのスロット 3箇所

有(小さく機能はしていない) なし

上・下2段分割斜路(勾配は上・下1/7) 分害防し(勾配1/5)

ウロコ状配置 直線配置

斜面白1)壁(勾配1/1) 斜面側壁(勾面白/1)

有(水深50cm)
なし(1mX50cmX  3Ocm)のブール
状部分tが5箇所

有り(水深70cm) なし

段差なし(跳水・ il)離涜なし) |角落としのない段差あり(跳水・事l離5t0

160 

00、6月 4日8:00、13:00、16:00の計8回取

揚げてアユを採捕した。採捕したアユは冷蔵もしくは

10%ホルマリン溶液で固定した状態で持ち帰り、研

究室で測定を行い、回収時毎の魚道通過尾数、全長組

成分布を求めた。なお魚道通過尾数については、前報

2)の調査と同様に、袋網の脱出試験を行い時間当たり

の脱出率により補正した採捕尾数を魚道通過尾数とし

た。また、小河内魚道直下に蛸集したアユと魚道を通

過したアユの全長組成を比較するため、 6月2日、 6

月4日に袋網に入網したアユ全個体と小河内堰直下で

エレクトロ・フィッシャー CSMITH-ROOT社製 LR 

20B) 10秒通電によって失神したアユをタモ網で採捕

し、全長を測定した。

調査期間中、水温、水位および魚道の各部流速(流

入口、流入口より 2m下流、流出口)を前報 2)の方法

により測定した。

その他魚類定量採捕調査 アユ定量採捕調査と同時に

採捕されたアユ以外魚類及び十脚甲殻類の種数、通過



に、全長組成分布を図3に示した。

袋網の回収次毎の採捕尾数は小わざ魚道162-2，233

尾、粗石魚道 11-824尾、小河内魚道7-343尾で、あっ

た。小わざ、魚道と粗石魚道を備える小迫堰の調査期間

中のアユ通過尾数は6，259尾、小河内魚道は 746尾

であり、小迫堰を通過したアユは小河内魚道の8.4倍

であった。

平均全長は小わざ魚道82.7mm、組石魚道86.1

mm、小河内魚道96.1mmであり、小河内魚道では調

査期間中、全長94.9mm以下のアユが魚道を通過する

ことを確認できなかった。

尾数を小迫堰および小河内堰の魚道毎に比較した。採

集物の計数は原則として現地で行い、計数後は放涜し

た。種の判別が困難なものについては冷蔵もしくは

10%ホルマリン溶液で固定した状態で持ち帰り、研究

室で

中坊6ω〕に従つた。十脚甲殻類については浜野 7)に従っ

た。
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袋網によるアユの採捕数 (6 月 2 日~6 月 4 日)
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袋網により採捕したアユの全長組成 (6 月 2 日~6 月 4 日)
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したアユのモードは 75mmと100mmで等しく、 2

群に分かれたことも同じ結果であった。魚道下に蛸集

したアユと魚道を通過したアユの平均全長は Welch

のt検定において、有意(p = 0.000000036 < 0.01) 
に差があることを示し、魚道下にたどり着いたアユ群

の内、魚道を通過で、きた個体は大型個体に偏っている

ことを示した。

小河内魚道の 6月4日の流速は魚道入水口は右岸

側 148.0cm/sec中央80.5cm/sec左岸側 100.5cml 

sec、魚道斜路中央付近は右岸側281.4cm/sec中央

29.7 cm/sec左岸側220.6cm/sec、魚道出水口右岸側

206.2 cm/sec中央71.5cm/sec左岸側 162.8cm/sec 

であり、前報 2)の小わざ魚道、組石魚道と比較すると

右岸・左岸側の魚道側壁に非常に速い流れが形成され

ていることが分かつた。

その他魚類採捕調査小わざ、魚道、粗石魚道、小河内

魚道の袋網で採捕された魚類(アユ除く)、及び十脚

甲殻類の種名と採捕数を表2に示した。

小河内魚道について、魚道通過したアユと魚道下に

蝿集したアユの全長組成を図4に示した。 6月2日の

小河内魚道を通過したアユの平均全長は 102.2mmで

あった。魚道下に蛸集していたアユの平均全長は 77.7

mmであった。魚道下に蝿集したアユの全長範囲は

55~120mm、モードは 100mm で、あったのに対し、

魚道を通過したアユの全長範囲は90~ 120 mm、モー

ドは 75mmで、モードに 25mmの差がある 2群に

分かれた。また、魚道下には大量のアユが帽集してい

たが、魚道通過数は 15尾と少なかった。

6月4日の小河内魚道を通過したアユの平均全長は

95.6 mmであった。魚道下に蛸集していたアユの平

均全長は 72.4mmであった。図4の全長分布は、魚

道下に蛸集したアユの全長範囲は 65~ 110 mm、モー

ドは 75mmであったのに対し、魚道を通過したアユ

の全長範囲は 65~ 140 mm、モ←ドは 100mmとな

り、モード差 25mmの2つの群に分かれた。 6月2

日の全長分布と比べて、魚道下に暗集したアユと通過

6.1'1413 
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ウナギ
オイヵワ
ヵワムツ
イトモロコ
ヤマトシマドジョウ
ヌマチチプ
スミウキゴリ
シマヨシノポリ
ヵワヨシノポリ
ギギ

星塾註
ミナミテナガヱピ
ヒラテテナガヱピ
スジエピ
ヌマヱピ(南部群)
ミゾレヌマヱピ
ミナミヌマエピ
モクズガニ
星重量

魚道を通過した魚類(アユ除く)と十脚甲殻類の種類別採捕数
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魚類の種数は小わざ魚道 10種、粗石魚道7種、小

河内魚道4種で、あった。各魚道の最多採捕種は小わざ

魚道オイカワ 134尾、粗石魚道はヌマチチブ438尾、

小河内魚道はオイカワ 26尾で、あった。特徴としては、

小わざ、魚道は遊泳種の採捕種数と尾数が多く、組石魚

道はヌマチチブ、等のハゼ、科の底生魚の採捕数が小技魚

道の6.3倍多かった。小河内魚道は他の2魚道に比べ

て、遊泳・底生種とも採捕種・数が少なく、ハゼ科魚

類にいたってはスミウキゴリ 1尾のみであった。

十脚甲殻類は小わざ魚道5種、粗石魚道6種、小河

内魚道2種であった。各魚道の最多採捕種は小技、組

石魚道でミナミテナガエピ 20尾および 13尾、小河

内魚道でモクズガニ4尾であった。小わざ、魚道と粗石

魚道は類似した採捕種の構成比を示したが、小河内魚

道で採捕されたエピ類はヌマエピ(南部群)1種類し

かなかった。

考 察

3つの魚道のアユの採捕量を見ると前報 2)の定量

調査同様に小わざ魚道の採捕量が多い結果を示してお

り、小迫堰は小わざ、魚道の機能によってアユの遡上量

を維持している。一方、小河内堰は、多量のアユが堰

直下及び魚道直下に蛸集していた状況から、アユのス

ムーズな遡上に貢献できておらず、小河内堰下まで、遡

上してきたアユを上流に通過させる機能を十分に発揮

していないと推察された。また、小河内魚道を通過し

たアユの全長組成分布は小迫堰の小わざ魚道、粗石魚

道よりも大きかった。小迫堰において、粗石魚道は小

わざ魚道に比べてアユの通過が困難なため、組石魚道

のアユ通過数が少なく、全長が大きいと考えている 2)

ので、小河内魚道は、小迫堰の粗石魚道よりもさらに

アユが遡上することが困難な構造及び設置状況にある

と言える。その大きな要因の一つが、魚道の流速分布

にある。小河内魚道は魚道両側の流速が220cm/sec 

以上と小わざ魚道の 16cm/sec、粗石魚道の 174cm/ 

secと比べて極めて速く、中央部がやや遅い流速分布

をしている。小わざ魚道でも粗石魚道でもアユの多く

は右岸、左岸の魚道側壁側から遡上を試みようとする

個体が多い。また小河内魚道は、魚道左右側壁沿いの

流速が200cm/sec以上もあり、アユの突進速度は体

長の 10倍である 4)ことを考慮すると遡上アユの体長

は調査時では最大でもlOcm程度であり、ほとんどの

アユは物理的に側壁沿いを遡上することは困難であろ

う。今回の調査で袋網に入網した魚道を通過したアユ

は、運良く魚道中央部の緩やかな流速分布帯に取り付

くことができた個体が通過できたと考えられる。機能

不全のもう一つの要因は魚道流出部の角落としを行っ

ていないため、剥離流が発生し、魚道下には跳躍に必

要な水深を有するプールも存在しないため有効に機能

しないと考えられる。

今回の調査から小河内堰が遡上及び流下したアユの

復帰遡上の大きな阻害要因である可能性が高いことが

明らかとなった。小河内堰より上流の生態系区分を「ア

ユ型LCJの生態系区分 2.3)に変えるためには、この

小河内堰の魚道を今後、改修しなければならない。こ

れは、今後の粟野川におけるアユ資源増大のために解

決しなければならない大きな問題であろう。

採捕された魚種組成は各魚道が形成している魚道内

の環境を非常に良く表現していた。小わざ、魚道で、はオ

イカワ、カワムツ、イトモロコ、ヤマトシマドジョウ、

ギ、ギと言った遊泳魚が種数、採捕数ともに多かった。

これは小わざ、魚道が粗石による小プールの連続で、構成

されていることから、緩やかで一定の水深のある環境

を創造しているためと推察される。粗石魚道ではヌマ

チチブが圧倒的多数を占め、次にスミウキゴリ、シマ

ヨシノボリといった底生魚が主体であった。これらの

ハゼ科魚類は吸盤状の腹ピレを利用して急流や垂直に

近い堰も遡上することから、粗石魚道は魚道基盤が平

滑で、速い流速分布を形成していることを裏付けてい

る。小河内魚道ではアユ同様になんとか跳躍できるオ

イカワ、カワムツと吸盤状の胸ピレを持ったハゼ科魚

類もスミウキゴリが僅かに採捕されたのみであったこ

とから、魚道としての機能は著しく低いと言わざるを

得ない。これらハゼ、科魚類は粟野川の中・上涜域にも

多く生息しているのが確認されているので 1)、これら

ハゼ、科魚類は小河内堰の越涜部分を利用して遡上して

いると考えられるし、また越流を遡上する実態を視認

している。十脚甲殻類について、小迫堰の小わざ、魚道

と粗石魚道では種数に大きな差はないが、小河内堰の

魚道はほとんど利用されていない。小河内堰より上涜

には多数のミナミテナガエピ、ヒラテテナガエピが生

息しているのを確認しており 1)、これらの十脚甲殻類

は魚道を利用せず、に小河内堰越流部脇の飛沫帯を通っ

て、上流部に遡上していると思われた。しかし、渇水

時には魚道しか通水部分はないことを考慮すれば、現

在の小河内堰より上流は「モクズガニ型jの生態系区

分 4)に非常近い状態にあることが、アユ以外の魚類、

十脚甲殻類の魚道遡上実態から判った。粟野川の健全

な河川生態系の連続性を取り戻す最重要場所が小河内

堰であることが今回の調査結果からあきらかとなっ

た。
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要 約

-小わざ、魚道が設置されていない小河内堰は、小わざ

魚道が設置されている小迫堰に比べアユの遡上量が

非常に少なく、小河内堰の魚道が有効に機能せず、遡

上匝害していた実態が明らかとなった0

・小河内魚道を通過したアユの全長組成は、小河内魚

道>粗石魚道>小わざ、魚道の)1頃で、大きく、小河内魚

道は小型のアユにとって遡上困難な構造にあること

が判った。

-十脚甲殻類の利用度は小わざ魚道>粗石魚道>小河

内魚道の順であった。小わざ魚道は遊泳魚、粗石魚

道はハゼ科魚類が選択する傾向が確認された。小河

内魚道は魚類、十脚甲殻類ともにほとんど利用でき

ない状態にあった。

-小河内魚道が有効に機能していない大きな理由は、

魚道両端の流速が非常に速いこと、魚道流出部に剥

離涜が発生していること、跳躍に必要な水深のある

プールが魚道直下にないこと等、魚道構造にあるこ

とが推察された。
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周防灘の水質・底質の変化と水産業

山本民次*1・和西昭仁

瀬戸内海， 60，7-14(2010) 

周防灘は瀬戸内海の西端に位置し，伊予灘と接するとともに，関門海峡を通じて日本海とつ

ながっている。灘全体としては密度流的に反時計回りの環流が形成される。全窒素および全リ

ンの河川経由の流入負荷量は， 1990年代初頭の集計で 4.8X 103 t N yr-1および2.4X 102 t P 

yr-lであり，体積当たり負荷量では大阪湾と比較すると 1110程度と少ない。

周防灘の貧栄養化の原因はいくつかあるが，いずれも人為的なものなので「人為的貧栄養

化」と呼ぶのが正しい。周防灘の海水中の栄養塩濃度の推移を見ると，溶存態無機リン (DIP)は

1976 ~ 1980年の 0.21μMから 1991~ 1995年には 0.13μM(前者の 60%)に低下，溶存

態無機窒素 (DIN)は1980年代の低下は見られないものの， 1991 ~ 1995年の 3.5μMから

2001 ~ 2005年には1.7μM(前者の49%)にまで低下した。このことは，水質総量削減において，

リンが第 I次当初 (1980年)から削減指導対象で、あったのに対して，窒素は第4次(1995年)

に削減指導対象となり，第5次 (2000年)にリンとともに総量規制の対象になったことと非常

に良い一致を示す。

周防灘は水深が浅く，面積が非常に広い海域であるため、底質が水質に与える影響は非常に

大きい。灘の南西部(豊前海)で、は貧酸素水塊の形成が報告されている。細粒分が多い底泥に

は水中の酸素が入りにくいため，還元状態を呈し，硫酸還元によって猛毒な硫化水素が生成さ

れる。硫化水素は酸素に触れればすぐに酸化されるが，直上水が無酸素状態の場合には溶出す

る。底層の貧酸素化および硫化水素の生成は底生生態系を崩壊させる。周防灘の底質は，広島

湾と比べて，含水率 (WC)や強熱減量(IL)は低いが，酸揮発性硫化物 (AVS)濃度や酸化還元電位

(OR町には大きな違いがない。貧酸素水塊の形成が報告されている灘の南西部で、は，年聞を通し

てAVS>0.2mg/g乾泥の場所があること，夏から秋にかけて AVS濃度が高くなることが分かっ

た。この海域ではWC，IL， AVSが高く， ORPは低かった。 AVSは必ずしも H2Sの濃度と比例す

るわけではないが，還元的環境ではH2S含量が高いことが推測される。

瀬戸内海の一次生産のほとんどは浮遊微細藻(植物プランクトン)によると言われてきたが，

周防灘のように水深の浅い海域では，底生微細藻による寄与が大きいことが推察され， 10%程

度が底生微細藻によるものであることが報告されている。これは，干潟域などにおける底生微

細藻の一次生産を加えると，数倍になることが予想される。底生微細藻が活発に光合成をして

酸素を放出すれば，底層の貧酸素化の軽減や泥表層での硫酸還元の抑制などとして作用する。

また，増殖に当たっては底泥間隙水中の栄養塩を取り込むので，水柱内への栄養塩溶出量を低

減する。このようなことから，周防灘においては浅海域の底生微細藻が海域生態系の健全性の

維持に大きく寄与していると考えられる。

キーワード:周防灘;貧栄養化;水底質;一次生産

* 1 広島大学大学院生物圏科学研究科
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東シナ海，日本海および瀬戸内海産トラフグの

成長と Age-lengthkey 

上田幸男べ佐野二郎*2，内田秀和ペ天野千絵，松村靖治ペ片山貴士*4

日本水産学会誌， 76 (5) ， 803-811 (20 1 0) 

Growth and age-length key of the tiger puffer Tak抑伊rubripes
in the East China Sea， Sea of Japan， and Seto lnland Sea， Japan 

YUKIO UETA*l， JIRO SANO*2， HIDEKAZU UCHIDA*2 
CHIE AMANO， YASUJI MATSUMURA *3 and TAKASHI MTAYAMA *4 

The age and growth of wild and hatchery-reared tiger puffer Takifugu rubripes caught in the East China 
Sea， Sea of ]apan， and Seto lnland Sea， ]apan were studied by observing the age-ring of the vertebra 

centrum of 1，071 individuals. The totallength of the collected T. rubr伊esranged from 261 to 592 mm 
in males and from 268 to 632 mm in females. Monthly changes of the occurrence ratio of the marginal 
transparency at the vertebra centrum showed that the ring was formed once a year from May to ]une. 
The ages of T. rubr伊escaptured in these waters were from 0 to 9 years old. Females grew faster than 
males in the population above 3 years old， and the wild population grew faster than the hatchery-
reared one. The relationships between age and total length in the population above 1 year old showed 
wide variations of total length in the same year class. As these results suggest出atthe age composition 

of T. rubripes cannot be accurately estimated based on length-frequency analysis only without age 
determination， we suggest using the age-length key for converting the length frequencies of T. rubripes 

into age frequencies. 

Keywords汀ak抑伊rubripes; Age-length key ; Hatchery-reared fish ; Growth ; Vertebra centrum ; 
Wild fish ; Age 

(和文要旨)東シナ海，日本海および瀬戸内海で漁獲された全長261~ 632mmのトラフグ天然

魚と人工種苗放流魚 1，071個体について，脊椎骨椎体の輪紋観察から雌雄別に年齢と成長を調

べた。椎体縁辺部の透明帯の出現割合の経月変化から本種は 5~6 月に年輪が形成されると推

定した。これらの標本の年齢は 0~9 歳で， 3歳以降では雄より雌の方が，人工種苗よりも天

然魚の方が，成長が速かった。 l歳魚以上で各年齢閣の全長に重なりがみられ，全長組成のみの

解析から正確に年齢組成を推定することは困難である。そこで年齢組成を推定するためのAge-

length keyを提案した。

*1 徳島県立農林水産総合技術支援センター水産研究所

*2 福岡県水産海洋技術センター 判長崎県総合水産試験場

料 (独)水産総合研究センター屋島栽培漁業センター
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